
News Express
D

is
trib

u
tio

n
      S

o
ftw

a
re

      H
a

rd
w

a
re

      H
e

a
d

lin
e

      E
v

e
n

t

ボーランドは、Linux初の本格的ビジュアル開
発環境「Borland Kylix」日本語版を、5月18
日より発売する。価格は、アプリケーション開発
環境「Kylix Desktop Developer」が12万円、
サーバ開発環境「Kylix Server Developer」が
24万円。なお、9月20日までの期間は、Kylix
発売記念キャンペーンとしてボーランド製品を初
めて使うユーザーにDesktop Developerを6万
8000円、Delphiユーザーには3万2000円～3
万8000円の優待価格で提供する。
Kylixは、Windows用の「Borland Delphi」

をL inux上に移植したもので、開発言語に
「Object Pascal」を採用している。ビジュアル
開発とコーディングとの間の完全な双方向性を実
現した2Way-Tool、ソースレベルでのデバッグ
環境、Linux専用のネイティブコードコンパイラ
などの特徴を備えている。
Kylixは、CLX（Component Library for

Cross Platform）によってWindowsとLinux
間で高い移植性を実現した。Apache用モジュー
ル開発のためのNetCLXコンポーネントを利用し
て、Webサーバアプリケーションをコンポーネン
トベースでビジュアルに開発できる。また、
Oracle8iやIBM DB2などのRDBMSへの接続
が可能な「dbExpress」が提供される。
これらを用いることで、Webやデスクトップ、

データベースに対応した高速なLinuxアプリケー
ションを簡単に開発し、短期間で運用・配布する
ことが可能になる。
なお、無償ダウンロード版「Open Edition」

の提供も予定されている。

Linuxを革新する
ビジュアル開発ツール

「Borland Kylix」日本語版発売
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発売日 2001年5月18日
発売 ボーランド株式会社
TEL 03-5350-9380
価格 12万円～
URL http://www.borland.co.jp/
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ジャスト、英Tao、リネオ、組み込み型
LinuxベースのJava環境で協業

2001年4月16日

ジャストシステム、英Tao Group社、

リネオは16日、組み込み型Linuxをベース

としたJava環境で協業すると発表した。

これにより、日本市場向けに情報家電や

PDA向けのリファレンスプラットフォー

ムを提供する。

同プラットフォームは、リネオの組み

込み型Linux「Embedix」に、Taoの組み

込み型マルチメディアJava環境「intent」

を搭載し、ジャストシステムの組み込み

用日本語変換システム「ATOK Pocket」

を統合したもの。StrongARMプロセッサ

のリファレンスボードを使用して実現し

ている。

ジャストシステム

（http://www.justsystem.co.jp/）

リネオ（http://www.lineo.co.jp/）

Tao Group（http://www.tao-group.com/）

アスキーintentホームページ

（http://www.ascii.co.jp/tao/）

組み込み用Linuxに開発環境、
開発ボードまでバンドル

2001年4月12日

米Lineoと米Met rowerksは、San

Franciscoで行われたEmbedded System

Conference（4月9日～13日）にて、

「CodeWarrior for Embedix Development

System for the PowerQUICC II

MPC8260」の出荷を発表した。

この製 品 は、 M e t r o w e r k s の

CodeWarrior for Embedixに、あらかじめ

動作環境を設定したMotorolaの通信用マ

イ ク ロ プ ロ セ ッ サ PowerQUICC II

MPC8260（以下MPC8260）と、Lineo

の組み込み用L i n u x開発環境である

Embedix SDK、開発プロセスの自動化を

支援するTarget Wizardといった、組み込

みLinux用ソフトウェア開発に必要なハー

ドウェアとソフトウェアがすべてバンドル

されたもの。WindowsまたはLinuxをホス

トとして開発を行う。

Lineoは、組み込み用Linuxディストリ

ビューションのEmbedixで有名。また、

一方のMetrowerksは、マルチプラットホ

ームの統合開発環境であるCodeWarrior

を開発／販売している。開発ボード上に

乗るMPUのMPC8260は、インターネッ

トのインフラやテレコミュニケーション、

ネットワーク市場で用いられており、組

み込み型PowerPCコアであるPC603eと

コミュニケーションプロセッサモジュー

ル、システムインターフェイスユニットが

1つのチップに集約された製品で、1998

年に発表されている。

両社によると、この製品ではあらかじ

めフラッシュメモリなどが設定されてい

るため、デベロッパーは開発環境の設定

に関わる手間を省くことが可能になり、

ソフトウェアの開発に専念することがで

きるので、開発サイクルの効率化とコス

ト低減を実現できるという。

リネオ（http://www.lineo.co.jp/）

メトロワークス（http://www.metrowerks.co.jp/）

Embedded System conference

（http://www.esconline.com/）

Linux Conference 2001を9月に開催
論文を大募集!

2001年4月11日

日本Linux協会は、9月26日から28日ま

での3日間、明治記念館にて「Linux

Conference 2001」を開催すると発表し

た。同イベントは、開発者や技術者を中

心としたコミュニティと、Linuxビジネス

のキーマンが集合する、今年で5回目とな

るデベロッパーカンファレンスだ。

今回は、すべてのオープンソースソフ

トウェアを対象とし、多くの研究開発者、

技術者、企業による先端テクノロジーを

集結したいということで、論文やプレゼ

ンテーションの公募を幅広く行う。優秀

な論文には、“Linux Conference Award”

が贈られ、商業誌への掲載、賞金および

副賞などが用意される。

カンファレンスは、以下の4つのテーマ

のトラックで開催され、各トラックごと

に論文を募集する。

・プラットフォーム

・エンベデッド

・エンタープライズ

・デスクトップ

募集する論文は、フルペーパー（カン

ファレンス発表原稿）またはアブストラ

クトの 2 種類。6 月 1 8 日までに l c -

submit@linux.or.jpへ送付とのことだ。詳

しくは「Linux Conference 2001 論文募

集」ページをご参照いただきたい。

日本Linux協会（http://jla.linux.or.jp/）

「Linux Conference 2001」開催告知ページ

（http://lc.linux.or.jp/lc2001/）

HDEと日本ベリサイン、
セキュリティソリューション分野で提携

2001年4月4日

ホライズン・デジタル・エンタープラ

イズと日本ベリサインは、セキュリティ

ソリューション分野で提携したと発表し

た。「HDE Linux Controller」と「ベリサ

イン・グローバル・サーバID」を組み合

わせ、eコマース事業者向けに提供する。

HDE Linux Controllerに、ベリサイン・

グローバル・サーバIDを取得する際に必

要 と な る CSR（ Certificate Signing

Request：証明書署名要求）の発行・申

請機能を付加する。これにより、サーバ

の運用管理からセキュアなWebサーバの

立ち上げまでをWeb上で行うことが可能

となる。

両社は今後、eコマース事業者を顧客

に持つiDCを対象に、HDEのiDC向けサー

バ管理システム「HDE Management

from

www.Linux24.com

News HeadlineNews Headline

News Express
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Suite for iDC」と組み合わせたサービスを

展開していくという。

ホライズン・デジタル・エンタープライズ

（http://www.hde.co.jp/）

日本ベリサイン

（http://www.verisign.co.jp/）

北陸朝日放送のECサイト「金沢屋.com」、
Turbolinux Serverで構築

2001年4月3日

ターボリナックスジャパンは、北陸朝

日放送のECサイト「金沢屋.com」の

WebサーバとDBサーバにTurbol inux

Serverが採用されたと発表した。4月25

日より稼動する予定。システム構築はカ

ルテックが担当した。

OSにTurbolinux Server日本語版6.0を

搭載した IBMのNetfinity 4500R上で、

Webアプリケーション＆DBサーバにロー

タス ドミノR5、ドミノ専用のEC構築ツ

ールsmartEC for Domino R1.1を使う。

決済機能はNICOSゲートウェイサーバを

利用する。

今回、Turbolinuxが採用された理由と

しては、コンテンツのメンテナンスやEC

サイト事務局の運営を行う制作プロダク

ションに、Linuxでのサイト運用実績があ

ったことなどが挙げられるという。

カルテックは、CTIやグループウェア構

築を得意とするソフトウェアハウス。昨

今はe-ビジネス市場全般へと事業を拡大

している。金沢屋.comは石川県内の特産

品やさまざまな情報をインターネット上

で紹介、販売するサイト。

ターボリナックスジャパン

（http://www.turbolinux.co.jp/）

カルテック（http://www.quartech.co.jp/）

金沢屋.com（http://www.kanazawa-ya.com/）

LinuxとWindowsの両方に感染する
ウイルス「Winux」発見される

2001年3月30日

米国のアンチウイルスソフトベンダー

Central Commandは、LinuxとWindows

の両方に感染するウイルス「Winux」（別

名Lindose）の存在を報告した。同社によ

ると、Winuxはメモリに常駐はせず、電

子メールやLAN経由で、Windows PE

（Portable Executable）ファイルやLinux

ELFファイルに感染する。詳しくは以下

のとおり。

Windowsの場合、PEファイルの中から、

「.reloc」形式のものを選んで上書きする。

また、API機能を使って他のファイルにも

感染する。

Linuxの場合、ELFファイルのエントリ

ーポイントにある命令を上書きし、それ

をファイルの最後に格納する。感染した

ファイルが実行されるとき、オリジナル

のコードに戻る前に、再び感染を広げる。

Winuxには次のテキストが含まれている。

“［Win32/Linux.Winux］multi-platform

virus by Benny/29A”

“'This GNU program is covered by GPL.”

感染の拡大が危惧されるが、ウイルス

専門家によると、Winuxは電子メールア

ドレスから自動的に伝染しないため、大

きな被害を及ぼす可能性は小さいとのこ

とである。Central Commandは、すでに

同社のウイルス対策プログラム「AVX

Professional」に対応したWinux除去プロ

グラムを開発しており、同社のサイトで

公開している。

米Central Command

（http://www.avx.com/）

米Borland、
InterBase6.0英語版を出荷開始

2001年3月27日

米Bor landは、Linux、Windows、

Solaris上で動作するRDBMS「Borland

InterBase 6.0」を3月13日より出荷開始

した。主な機能は以下のとおり。

・標準インターフェイスはANSI SQL、

ODBC、JDBC

・ボーランドの他のツールとの緊密な統合

・シングルユーザーから数百ユーザーま

でサポート

・Linux、 Windows 2000、 Windows

NT、Solaris、Novell、HP-UXなどで

の互換性

・容易なインストール、管理者不要な運

用、省リソース性

SourceForgeのみからソースコードが入

手可能な「Open Edition」と、ローカル

データベース用の「Desktop Edition」、

JDBC準拠ドライバ“InterClient”の配布

ライセンスやデータベースへの接続、レプ

リケーション、ドキュメンテーション、サ

ードパーティツールを同梱した「Server

Edition」の3種類が用意されている。

米Borland（http://www.borland.com/）

東京アプリケーションシステムの社内情報管
理システム、Turbolinux Serverで構築

2001年3月27日

ターボリナックス ジャパンは、国内5

拠点でSI事業を展開する東京アプリケー

ションシステム（以下TASC）の新しい社

内情報管理システムが、Windows NTお

よびNetWareベースのシステムから、

Turbolinux ServerをOSとするシステムに

移行したと発表した。同社の社内組織が、

各拠点中心から事業部制に変更したのを

機に、分散していた情報の一元管理と、

各拠点からアクセスできる情報サーバ構

築の必要性が生じたという。

新しいシステムは、各種ドキュメントを

保存／共有するファイルサーバ、ロータス

ドミノR5をベースに自社開発した、社内

業務や品質管理を行う業務サーバと、ネ

オジャパンのiOffice2000 for Turbolinuxに

よるグループウェア／メールサーバで構成

され、いずれもTurbolinux Serverを搭載し

たNECのExpress5800上で稼動している。

TASCでは、現在Windows 2000 Server

ベースで構築している他の業務システムに

ついても、Apache、PostgreSQL、PHP

などによるTurbolinuxベースのシステムに

移行する予定。ターボリナックスジャパン

のビジネスパートナーでもある同社は、今

回の社内システム構築の経験／ノウハウ

を活用して、TurbolinuxベースのSI事業な

らびにサポート／教育を積極的に展開す

る計画だという。

ターボリナックスジャパン

（http://www.turbolinux.co.jp/）

東京アプリケーションシステム

（http://www.tasc.co.jp/）
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アイアイティーヴィーはオールインワン・ファイ
アウォールサーバ「ディジタルスター」を4月2日
より発売した。
Celeron 466MHz、メモリ64Mバイト、20Gバイト
ハードディスクを搭載。100BASE-Tポートを3個装
備し、LAN、WAN、DMZにそれぞれ接続する。筐体
のサイズは、340（W）×300（D）×84（H）mm。
DNSサーバ、Webサーバ、メールサーバ、FTP

サーバ、DHCPサーバ、ファイアウォール機能を持
つ。サーバの基本設定と管理はクライアントのブラ
ウザ上からGUIで操作できる。ポータルサイトにア
クセスしてバージョンアップを含めたオンラインサ
ポートを受けられる。管理ツール、サーバアプリケ
ーションやクライアント用ツールなどのダウンロー
ドが可能（一部有料）。オンラインサポートを受け
るには同社への申し込みが必要。

Hardware

オールインワン・ファイアウォールサーバ
ディジタルスター

発売日 2001年4月2日

URL http://www.digitalstar.ne.jp/

発売 株式会社アイアイティーヴィー
TEL 0120-00-8611
価格 オープンプライス

News Express

デュアキシズは、独自監視システムを使用した
サーバ二重化により耐障害性、信頼性を高めたア
プライアンスサーバ「Dual Concept」を5月上旬
に発売する。
価格は、二重化の方法により異なり、ホットス

タンバイ型が260万円、リアルスタンバイ型は380
万円。ホットスタンバイ型は切り替え時にデータの
リンクが一度切れるが、リアルスタンバイ型はリン
クが切れないためクライアント側に影響が出ない。
4Uラックマウントサイズの筐体にサーバを2台

格納、同社独自のフェイルセーフ機能により、短

時間で異常の検出と切り替えを行い、処理を継続
する。
プラットフォームには独自改造Linuxを採用し、

サーバの設定は付属のセットアップユーティリテ
ィを使用してGUI画面で行う。1台分の導入価格
で二重化が可能なため2台のサーバを導入するよ
り安価になっている。Pentium Ⅲ 750MHz×2、
メモリ128Mバイト（最大512Mバイト）×2、
20Gバイトハードディスク×2、24倍速CD-
ROM×2、1.44Mバイトフロッピードライブ×2を
搭載している。

Hardware

高い安全性をコンセプトにしたデュアルサーバ
Dual Concept

発売日 2001年5月上旬

URL http://www.duaxes.com/

発売 デュアキシズ株式会社
TEL 03-3523-6933
価格 260万円～

日本コンピューティングシステムはRDBMSの
Oracle8i Workgroup ServerのCPU無制限アクセス
ライセンスとMiracle Linuxをプリインストールした
サーバマシン「Vintageラックマウントサーバ」を5
月31日までの期間限定で販売する。
シングルCPUとデュアルCPUの2機種4モデル。

Pentium Ⅲ 1GHz、HDDを2台まで搭載可能なのが
System1とSystem2で、Pentium Ⅲ 866MHz～

1GHz、HDDを3台まで搭載可能なSystem3と
System4が用意されている。System2とSystem4が
デュアルCPU。いずれも1Uラックマウントサイズ
で、メモリ128Mバイト（最大4Gバイト）18.4Gバ
イトUltra160 SCSIハードディスク（最大36.7Gバ
イト）、24倍速CD-ROMを搭載している。シングル
CPUのマシンが130万円、デュアルCPUのマシンが
220万円。

Hardware

Miracle Linuxインストールサーバ
Vintageラックマウントサーバ

発売日 2001年4月6日

URL http://www.jcsn.co.jp/

発売 株式会社日本コンピューティングシステム
TEL 03-3821-3200
価格 130万円～

コシダテックは米Agenda Computing Inc.が開
発・販売している、LinuxベースOS搭載PDAの開
発者向けバージョン「AgendaVR3デベロッパーエ
ディション」を4月1日より発売した。
32ビット66MHzのMIPSプロセッサとメモリ8Mバ
イトと16Mバイトのフラッシュメモリを搭載。複数
のアプリケーションを同時使用できるマルチタスク

を実現した。160×240ピクセル16階調グレースケー
ルの液晶画面で手書き認識入力方式を採用している。
今回はエンジニアや開発者向けの限定発売で、開
発途中のソフトウェアや未リリースのソフトウェア
を含む。コシダテックでは、国内開発者用にメーリ
ングリストを立ち上げ、Webでの日本語による情報
提供を行い、開発者コミュニティを支援する。

Hardware

LinuxベースOS搭載PDA
AgendaVR3デベロッパーエディション

発売日 2001年4月1日

URL http://www.attic-jp.com/

発売 株式会社コシダテック
TEL 03-3435-7071
価格 オープンプライス
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デ ル コ ン ピ ュ ー タ は ス ト レ ー ジ 製 品
「PowerVau l t」シリーズのNAS（Netwo rk
Attached Storage）新製品「PowerVault 705N」
を4月3日より発売した。
高さ1Uサイズ（約4.4cm）で、160Gバイトモ

デル（IDE 40Gバイト×4）と240Gバイトモデル
（IDE 60Gバイト×4）の2種類。LANに接続して
初期設定を行うだけでファイルサーバなどを介さ
ずに同一LAN上でデータの共有が可能になる。
データの信頼性を高めるRAID 5、大容量ストレ

ージを実現するRAID 0、ミラーリング機能の
RAID 1をサポート（工場出荷時設定はRAID 5）。
異機種混在環境下でのデータ共有をサポート。

OSはWindows 95／98／2000／NT、Sun OS、
Solaris、SCO UNIX、Macintosh System 7.5.5／
7.6、Mac OS 8.X／9.X／X、Red Hat Linuxに、
ネットワークプロトコルは、TCP/ IP、IPX、
NetBEUI、AppleTalkに、ファイル共有プロトコル
はNFS（UNIX）、CIFS/SMB（Windows）、AFP
（Apple）、HTTP1.0に対応している。

Hardware

30万円を切る低価格NAS製品
PowerVault 705N

発売日 2001年4月3日

URL http://www.dell.com/jp/

発売 デルコンピュータ株式会社
TEL 044-556-6190
価格 29万8000円～

センチュリー・システムズは、Linuxマイクロ・
アプライアンスサーバ「FutureNet MA-360」を4
月よりOEM向けとして発売した。
FutureNet MA-360は IBM製 PowerPC 405GP

200MHz（最大266MHz）、メモリ64Mバイト（最
大128Mバイト）、イーサネット100BASE-T×4ポ
ートHUB、5.5GバイトIDEハードディスク（最大
36Gバイト）を搭載。PowerPC 405GPに移植した

カーネル2.4.0を使用したLinux OSを使用。筐体の
サイズは、250（W）×180（D）×53（H）mm。
ほかにISDN内蔵タイプ（TA＋DSU内蔵）がある。
ASPが提供するアプリケーション／データ保管

用サーバとして、あるいは、特定のソフトウェア
専用サーバ、遠隔からLANを監視するサーバなど
の利用を見込んでいる。価格は、サンプル価格で、
OEM用に販売する価格はそれよりも安くなる。

Hardware

Linuxマイクロ・アプライアンスサーバ
FutureNet MA-360

発売日 2001年4月

URL http://www.centurysys.co.jp/

発売 センチュリー・システムズ株式会社
TEL 0422-37-8911
価格 5万円（サンプル価格）～

日本SGIは、Linux OSサーバ用のストリーミン
グ・ソリューションである「Kasenna MediaBase
4.0.1」を4月19日より発売した。
価格には、100ストリームのライセンスが含ま

れている。製品はブロードバンドにも対応したビ
デオコンテンツの配信を可能にしている（転送レ
ート8kbps～19.4Mbpsに対応）。
対応しているストリーミングメディアフォーマ

ットは、MPEG-1、MPEG-2、MPEG-4、MP3、
QuickTime、RealVideo、RealAudio（G2サーバ
使用）、Windowsメディア（Windows NTの
Windowsメディアサーバを使用）。対応するOSは、
Red Hat Linux 7.0以上。
システム管理はブラウザ（Netscape、Internet

Explorer）から行う。

Software

ブロードバンド・メディア・ストリーミング製品
Kasenna MediaBase

発売日 2001年4月19日

URL http://www.sgi.co.jp/

発売 日本SGI株式会社
TEL 0120-161-086
価格 184万8000円～

スリーアールソフトは、同社のメールサーバ製
品、@MESSAGE-MailStudioをベースに、携帯端
末に対応するメールサーバソフト「@MESSAGE-
Mobile」を4月23日より発売した。
価格は1ユーザーから10000ユーザーまでは、初

期費用100万円と1ユーザー当たり1500円、それ
以上のユーザーに対しては初期費用500万円と1ユ
ーザー当たり980円で提供している。

@MESSAGE-MobileはLinux、Solarisなどの
OS上で動作し、PDAや携帯電話からのアクセス
を可能にするため、小型携帯端末の異なる言語（i
モード：cHTML、EZweb：HDML、WML、J-
SKY：MHTML）を1つのシステムでサポートして
いる。これによって、携帯端末を用いたメールの送
受信だけでなく、サーバ側のアドレス帳、スケジュ
ーラ、掲示板への検索や書き込みも可能になった。

Software

iモード／EZweb／J-SKYなどからWebにアクセス
@MESSAGE-Mobile

発売日 2001年4月23日

URL http://www.3rsoft.com/jp/

発売 スリーアールソフト株式会社
TEL 03-5330-8851
価格 100万1500円～
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ホライズン・デジタル・エンタープライズは、ク
ラスタリング構成により1時間に最大100万通のカ
スタマイズメール（個々に内容が異なるメール）を
配信できるメールサーバ「 HDE Lightning
Messenger 1.0」を発売した。
Lightning MessengerはオラクルやPostgreSQLな
どのデータベースから指定した条件にあてはまるデ
ータを取り込み、1通ごとに異なるメールを作成、
指定した日時に自動送信する。また、エラーで戻

ってきたメールも自動処理される。データ抽出条
件、文面作成などのオペレーションはWebベース
の簡単なインターフェイスで行える。
対 応 OSは Red Hat Linux 6.2J、 Turbolinux

Server日本語版6.1、Solaris（対応予定）で、最小
ハードウェア構成は6台から。6台のうち管理やデ
ータベースとのインターフェイスに1台、ロードバ
ランサに1台、メール送信に3台、エラー処理に1台
が割り振られる。

Software

1時間に100万通のメールを配信
HDE Lightning Messenger 1.0

発売日 2001年5月7日

URL http://www.hde.co.jp/

発売 株式会社ホライズン・デジタル・エンタープライズ
TEL 03-5738-5410
価格 1500万円～

News Express

サイボウズはWebブラウザで操作するサーバ・
クライアント型のカード型データベース「サイボ
ウズDBメーカー」を7月に発売する。
「サイボウズDBメーカー」はグループウェアの

「サイボウズOffice」のデータベースエンジンを利
用して、複数のユーザーがカード型データベース
を使って情報共有を行うためのツールで、設定や
操作の簡単さが特徴。1つのデータベースにつき
10万件程度までのデータを扱える。対応OSは

Windows NT／2000、Linux、FreeBSD（以上
Intel系CPUのみ）、Solaris（SPARCのみ）で、
IIS、Apache、サイボウズWebサーバー2などの
Webサーバが稼働している必要がある。
価格体系は通常のソフトウェアと違い、データ

ベース数×利用期間で課金されるシステム。サポ
ート、バージョンアップ費用などもこれに含まれ
る。クライアント数は無制限。ベータバージョン
が同社Web上で7月31日まで公開されている。

Software

Webインターフェイスを使ったカード型データベース
サイボウズDBメーカー

発売日 2001年7月予定

URL http://cybozu.co.jp/

発売 サイボウズ株式会社
TEL 03-5805-9035
価格 未定

サイバーソリューションズは、Linux、FreeBSD
で稼動するサーバに対応した、メールサーバシステ
ムCyberMailを4月20日より発売した。
価格は100アカウントで50万円から。ただし、

10アカウントまではフリーライセンス。
1サーバで20万アカウントを管理できる。1サー
バでもマルチドメイン管理ができ、ドメインごとに
サーバを立てる必要がない。20万アカウントを超

える場合には、マルチサーバ機能により分散構築
が可能。Webブラウザからユーザーアカウントの登
録／システム管理が行える。Webメールの画面
（HTML）のカスタマイズも可能。
稼働環境は、PentiumⅢ（450MHz以上推奨）、メ
モリ256Mバイト（512Mバイト以上推奨）。対応し
ているWebブラウザは、Microsoft Internet Explorer
4.0以上、Netscape Communicator 4.0以上。

Software

Webメールやiモードにも対応する多機能メールサーバシステム
CyberMail

発売日 2001年4月20日

URL http://www.cybersolutions.co.jp/

発売 サイバーソリューションズ株式会社
TEL 03-5542-2710
価格 50万円～

ネットワールドは、組織内のインターネットアク
セス状況を個別に収集・分析できる新製品「Mind
Scope Ver 1.0」を4月10日より発売した。
本製品は、社内など組織内でのインターネット

使用状況を、所属別、個人別、年月日別などでア
クセス時間、アクセス先などの情報を収集・分析
して情報の有効活用をサポートする。データは
CSV形式で出力できる。

CDにはOS（Turbolinux  FTP版）が含まれてお
り、OSとMind Scopeの両方を同時にインストール
できる方法を採用している。
価格は、ユーザー数とは無関係。1年間無償のオ
フサイト・サポートとバージョンアップの権利が付
いている。次年度からのサポートは有償で12万円。
動作環境は、CPUにPentium相当以上、メモリ128M
バイト以上、ハードディスク20Gバイト以上が必要。

Software

組織内のインターネットアクセス状況を分析するソフト
Mind Scope Ver 1.0

発売日 2001年4月10日

URL http://www.networld.co.jp/

発売 株式会社ネットワールド
TEL 03-5210-5081
価格 77万円
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NECソフトは、米Lutrisのアプリケーションサ
ーバ製品の日本語版、「Lutris Enhydra 3.5 日本語
版」を4月25日より発売した。
Lutris Enhydraは、マルチOS対応のJava／

XMLアプリケーションサーバ。3.5版では、iモー
ドなどの携帯端末向けに強化されている。
価格は「開発キット」が19万8000円、「運用ライ
センス」が24万8000円。5月末までは、キャンペー
ン価格で「開発キット」が15万8400円、「運用ライ

センス」が19万8400円。開発キットは、開発者単
位で、運用ライセンスはCPU単位の価格となる。
Lutris Enhydraは、Java2に完全対応。データベ
ースInstantDB 3.25が付属している。同梱されて
いるサードパーティ製品のうち、Forte for Java
release 2.0、Community EditionおよびPixo イン
ターネットマイクロブラウザは日本語化されてい
る。WebサーバはApache、iPlanet、Netscape、
Microsoft IISに対応している。

Software

Java／XMLアプリケーションサーバ
Lutris Enhydra 3.5 日本語版

発売日 2001年4月25日

URL http://www.necsoft.co.jp/soft/enhydra/

発売 NECソフト株式会社
TEL 03-5569-3399
価格 19万8000円～

テンアートニは、既存のWebシステムに組み込
んでP D F 形式での帳票出力を可能にする
「WebReportCraft」を5月1日より発売した。
製品は、データベースクエリと帳票設計を担う

R e p o r t D e s i g n e r 、P D F出力エンジンの
ReportEngine、レポートサービス機能、運用サー
ビスや管理を担うReportServiceの3コンポーネン
トで構成される。
ReportDesignerが帳票レイアウト定義をXMLで
出力し、ReportEngineがそのXMLファイルを読み

込みPDFファイルを出力する。
ReportEngineとReportServiceはJavaで動作

し、ReportDesignerはクライエントのWindowsマ
シン上で動作する（Windows 2000、Windows
NTに対応）。
ReportServiceを使うには、同社フレームワーク
製品のWebWorkBench Enterprise版およびBorland
VisiBroker 4.x for JavaまたはBorland AppServer 4.5
が必要。レポートサービス機能を提供するCORBA
オブジェクトとして分散環境を構築できる。

Software

Webシステムに組み込み可能なPDF帳票出力システム
WebReportCraft

発売日 2001年5月1日

URL http://www.10art-ni.co.jp/

発売 株式会社テンアートニ
TEL 03-5298-2924
価格 60万円～

インフォテリアは情報機器や電子部品業界の標
準ビジネスプロトコルであるRosettaNetに対応し
たBtoBサーバソフト「Asteria for RosettaNet」を
5月29日より発売する。
Asteriaはプラットフォームや固有のアプリケーシ
ョンに依存せず、テキストデータを柔軟に扱える
XML技術を基盤にしており、同様にXML対応してい
るRosettaNetにはビジネスプラグインで対応する。
Asteria for RosettaNetはサーバソフトウェアと

してのAsteriaにRosettaNetを組み込んだ製品。社
内外の取引の特殊事情をAsteria独自の抽象化した
APIを使って従来の手続きにできるだけ変更を加
えずにBtoB取引を自動化できるようにしている。
Asteriaは扱うXMLデータをRDBに接続するための
iConnectorというミドルウェアを同梱しており、
これによってRDBを中核とするシステムの構築も
可能。すでにSolarisに対応した製品が発売中で、
今回Linux環境に対応した。

Software

Linuxに対応したBtoBサーバソフト
Asteria for RosettaNet

発売日 2001年5月29日

URL http://www.infoteria.com/

発売 インフォテリア株式会社
TEL 03-5718-1260
価格 2400万円～

次世代eビジネスを支える、IBMのWebSphereソフトウェア・プラ
ットフォームの最新情報についてのセッションと、デベロッパー仲間
が交流するコンファレンス「WebSphere2001」が開催される。
今回のテーマはMission to WebSphere。J2EE、EJB、Webサービ
スなど計42セッションを公開。フレームワーク、コンポーネントデザ
インを学んでWebSphere V4の最新情報を得るチャンス。IBMの
WebSphereスペシャリストとの交流を目的としたWebSphere night、
問題解決の糸口を与えてくれるかもしれない、レスキュー2001などが

予定されている。日時と場所については下記のとおり。詳細はWebサ
イトにて。インターネットからも申し込める。

日時：5月30日（水）～6月1日（金）
場所：ヒルトン東京ベイ（舞浜）
主催：日本IBM株式会社
登録料：1万8000円（3日間）

http://ibm.com/jp/websphere/2001/
WebSphere 2001 Tokyo-Mission to WebSphere-

-WebSphereスペシャリストと話そう-



最近、Linux関連企業が発信するニ

ュースリリースは、サーバ製品やIT関

連サービス、組み込み機器関連といっ

たビジネス市場向けのものが中心で、

「Linuxビジネスはサーバ関連がメイ

ン」「Linuxビジネスはハイエンドかア

プライアンスに向かっている」という

雰囲気もある。エンドユーザー向けビ

ジネスは、基本的に「数」が勝負とな

る。しかしLinuxユーザーの数は、

Windowsユーザーと比べればはるかに

少ない。各ディストリビューターの、

エンドユーザー向けビジネスの舵取り

はやさしいものではないだろう。

そんな中、最近エンドユーザー向け

サポートを開始した「Omo ik ane

GNU/Linux」のオモイカネ株式会社

に話を聞いた。オモイカネは、一番効

率が良いと思われるSI的なビジネスか

ら、エンドユーザー向けビジネスにも

範囲を拡大するという、逆行的とも思

える行動をとっている。その意図とは

何なのか、Linuxのエンドユーザー向

け市場にどのような分析を行ったうえ

で参入を果たしたのか、同社代表取締

役・大熊但由氏に話を聞いた。

■エンドユーザーパッケージ市場の

■規模は変化していない

■

――まず、現在のエンドユーザーパッケ

ージ市場について、どのようにお考え

でしょうか？

大熊氏：Linuxのパッケージ市場は、

Linxuビジネスが始まって以来市場規

模が変化していないと思います。つま

り、「ハコ売り」は変化がないというこ

とです。ハコ売り事業を続けてきたデ

ィストリビューターさんも、マーケテ

ィングに手を尽くしてもあまり変化が

ない、という状況が見えてきているの

ではないかと思います。ほかのディス

トリビューターさんは、わりと大きな

市場を想定して事業を進めて来たので

はないかと思いますが、ハコ売りの市

場というのは、実は固定された範囲で

しかありません。また、大きな流れと

して、ネットバブルが崩壊する前、大

手のディストリビューターさんはある

程度資本を獲得できました。オモイカ

ネは後発ですので、そのペースには乗

っていません。我々は、開発スタッフ

も限られていて、価格もオンライン直

販だけということもありますが、他の

ディストリビューターさんと比べると

軽量なパッケージで価格を安く設定し

ているわけです。ハコ売りとは少しラ

ンクが違います。そこにつけ込んでみ

ようかと思いました。実際、そんなに

ビジネスにならないのではないか、と

いうところを、逆に狙っていこうかな

と思っているのです。1～3万円のパッ

ケージのニーズというのは市場が固定

化していますが、1000円、2000円とい

った、音楽CDの感覚で配布されて、

中身も市販ソフトがそんなに入ってい

ない、手軽に使える、といったところ

で広がる可能性は、まだまだあります。

■コンビニエンスストア店頭売りと

■同じ感覚で

■

――コンビニエンスストア店頭で販売

されている、低価格なPCゲームパッケ

ージのようなイメージでしょうか？

大熊氏：そうです。もちろん将来的に

は、Windowsの代替も狙えるわけです

し。KDEやGNOMEなど、デスクトッ
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エンドユーザーパッケージ市場の
規模は変化していない

News Express

http://www.linux24.com/

基本的にサポートはWeb上での
み行う。フォームに入力をして
質問すると、回答内容が登録さ
れたメールアドレスに返ってくる
仕組みだ。

コンビニエンスストア店頭売りと
同じ感覚で

エンドユーザー市場の可能性



プの標準が確立して、開発ツールも普

及すれば、アプリケーションの移植も

進むのではないでしょうか。オモイカ

ネという会社は、もともと受託開発が

メインですので、Windowsのアプリケ

ーションベンダーに対して「Linux版

を出しましょう」と積極的に持ちかけ

ていきたいと思っています。

――では、いままでの「Linuxエンドユ

ーザー市場」というものとはちょっと

別の所を狙っていらっしゃる？

大熊氏：今回の場合はそうですね。そ

ういう意味では、市場調査をしつつ、

ある程度利益を得ていく、という考え

方で進んでいます。したがって、強力

に「狙って」やっているわけではあり

ません。「1000円で100万本売る」とい

う状況でもないですから。もっとも、

Debian GNU/Linux系でエンドユーザ

ーサポートを行っているところがない

というのも理由のひとつです。ビジネ

スをしている方からも、「ソフトウェア

の評価が高くてもサポートがないと…

…」というお話を聞くこともありまし

たので。さらに、我々が「OS屋さん」

という振る舞いをしても、今日のディ

ストリビューター乱立の状況では、目

立つのは難しいでしょうから、ほかと

は違う方向を目指したわけです。

――「OS屋さん」とおっしゃいました

が、どういった定義でしょうか。OSの

市場力を軸にしてビジネスを展開して

いくという形ですか？

大熊氏：そうですね。「OS屋さん」と

して振る舞ったほうが、周囲も付き合

いやすい。ハコを買ってくればそれで

使えるわけですし、今までの習慣を変

えなくてもいいので。

■企業にオープンソース戦略を

■アドバイス

■

――そこでオモイカネさんは違う方向

でやっていこうと？

大熊氏：はい。我々は当初から「技術

サポートのみの会社である」というこ

とです。だから普通のサポートだけで

なく、もっと高いレベルのサポートも

行います。たとえば、我々はクライア

ントがオープンソースを自社のシステ

ムに取り込みたい、使いたいというと

きに、間違いがないようにアドバイス

することも可能です。よくある間違い

としては、「オープンソースが好きだ」

といって自社の大切なリソースをフリ

ーにしてしまうケースですね。これは

会社にとっては損失なわけです。そこ

で、フリーにすべきか、してはいけな

いかのアドバイスを行います。オープ

ンソースにする、しないというのは、

微妙な判断だと思います。すでに市場

流通を押さえている企業、市場を持っ

ている企業が、その価値を高めたいか

ら、リソースをオープンソースにして

つぎ込む、というのは当然の選択だと

思いますが、中小が同じことをして何

かを得るかというと、そうでもないと

思いますね。我々は基本的には受託の

会社なのですが、ほかの企業もオープ

ンソースと付き合うノウハウというの

はある程度求めていらっしゃるので、

そういうところで付加価値を出してビ

ジネスをしています。

――今のお言葉は誤解を招くかもしれ

ませんね。「オモイカネの人たちはオー

プンソースにしないといい出す」と言

われたりして。

大熊氏：そうですね（笑）。でも、結

局エンジニアの作業がタダになるわけ

ではないし、教育費も莫大なわけです。

ビジネスの立場から言うと、会社が成

り立たなくなったら意味がない。会社

のリソースは会社のリソースだと。健

康的にというか、健全に経営できたう

えでオープンソースと付き合っていけ

ば、それは必ず貢献できるはずなので、

「無理なく着実に」というところでしょ

うか。そうはいってもうちの会社は基

本的に全部オープンソースになってい

ます。みなさんにお配りしたパンフレ

ット（プレスミーティングの際の配付

資料）も、GIMPやTeXで作っていま

す。名刺もTeXなんですよ。

（聞き手：吉川大郎）
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企業にオープンソース戦略を
アドバイス

オモイカネのエンドユーザー向けサポート

のメニューには以下の4つがある。

①インストールサポート

②クライアントサポート：Linuxをクライア

ントとして使用する設定方法や情報

③センドバックインストールサポート：マシ

ンを送付してもらい、Linuxをインストー

ルして返送

④サーバサポート：サーバとして運用してい

くためのサポート

ユーザーは「ポイント」を購入し、上記メ

ニューの難易度に応じてポイントを消費す

る。難しい種類のサポートだと、1インシデ

ントの場合でも、高いポイントが必要となる。

こうしたポイント制を採用することで、より

柔軟な価格設定が可能になる。

「オモイカネでは、ソースコードレベルの

サポートをやっていて、たとえばFreeBSDと

連携したシステムで不具合が出た場合、

FreeBSDのソースを調べたり、ということま

で行っています。こうしたソースレベルのサ

ポートからエンドユーザー向けのサポートま

でを1つのサポート体系にまとめたかったの

が、ポイント制を導入した理由です」（大熊

氏）。

Column

オモイカネのエンドユーザー対応
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Distribution
新着ディストリビューション

日本で高い人気を誇るVineに、最強のパッケージ管理ツールaptがDebianからポー
ティングされた。古いサーバアプリケーションがクラックの対象となるインターネット
の世界では、こまめなアップデートがクラックから身を守る秘訣である。これからは、
Vineユーザーも1日1回「apt-get update && apt-get upgrade」といこう。

Vine Linux 2.1.5

コマンド操作は不要。初心者にやさしいがウリのHOLONサーバでは、独自拡張された
Webminを使って、WebブラウザからLinuxを管理可能だ。QuickTimeデータなど
をストリーミング配信するアプリケーションを収録するなど、ホロンらしい視点がいっ
ぱいの作りになっている。

HOLON Linux 2.0 Server

デスクトップ環境で真に必要なもの。それは、Internet Exploreにひけをとらない
Webブラウザと、ユーザーフレンドリーなメールクライントではないだろうか。
Omoikane 1.2では、Webページを高速に表示できるようチューニングされた
Mozillaや、GUIメーラSylpheedを採用してデスクトップ環境を充実させている。
Debian互換なOmoikaneは、もちろんaptを使ったシステムのアップデートが可能だ。

Omoikane GNU/Linux 1.2
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日本語ディストリビューションとし

て 高 い 人 気 を 誇 る Vine Linux

（http://www.vinelinux.org/）の最新

バージョン2.1.5（以下、Vine 2.1.5）

が3月24日にリリースされた。

Vine 2.1.5の基本システムは、glibc

（2.1.3）とXFree86（3.3.6）のバージョ

ンはVine 2.1と変わらず、カーネルは

バージョン2.2.17から2.2.18にアップデ

ートされた。

また、アップデートパッケージが取

り込まれたり、PostfixやProFTPDを

始めとするサーバ用アプリケーション

が新しいバージョンに更新されたほか、

XEmacsが削除されてEmacsのみの収

録となった。

Vine 2.1.5はFTPや雑誌などでの配

布のみで、製品版は販売されない。

■

■8Gバイトの壁を超える

■

ブートローダLILOは、Vine 2.1で

も大容量ディスクを扱うためのLBA

モードをサポートしていたが、インス

トール中にLBAモードを設定できな

かった。

このため、ハードディスクの先頭か

ら8Gバイトを超える領域にVineをイン

ストールする場合、一度レスキュー用

のフロッピーディスクでVineを起動し

てからLILOを設定する必要があった。

しかし、Vine 2.1.5ではインストー

ル中にLBAモードを選択できるように

改良されたので（画面1）、LBAモード

に対応したマザーボードを使えば、初

回起動時から、LILOを使って8Gバイ

トを超えた領域にあるVineを起動でき

るようになった。

■

■aptを使った簡単パッケージ管理

■

パッケージのインストールなどを行

うrpmコマンドは、パッケージ間の依

存関係をチェックするが、依存関係の

解消までは面倒をみてくれない。

このため、rpmコマンドでパッケー

ジをインストールする場合、依存関係

の問題が起きると、初心者はお手上げ

になるケースが多かった。

Vine 2.1.5には、この問題を解決す

るaptという高機能パッケージ管理ツー

ルが、新たにDebianから取り込まれた。

このaptを使えば、コマンド一発でシ

ステムをアップデートしたり（画面2）、

依存関係を考えることなくパッケージ

をインストールできるので（画面3）、

依存関係の問題で悩むケースが減るだ

ろう。ただ、aptを生かすも殺すも

Vineに用意されるパッケージの充実度

次第なので、今後Vineユーザーからの

積極的なパッケージのコントリビュー

トが期待されるところだ。

Vine Linux 2.1.5

8Gバイトの壁を超える

aptを使った
簡単パッケージ管理

画面1 LBAモードの設
定に対応したインストーラ

［LBA32モードを使用する
（一部の大容量ドライブで
必要）］をチェックしてお
けば、8Gバイトを超える
領域にあるVineもLILOで
起動できる。

画面2 aptを使ったシステムのアップデート 画面3 aptを使ったVinePlusのKDE 2.1のインストール

新しいオプション

アップデートされるパッケージ
KDE 2.1のインストールに必要なパッケージ



初心者にやさしいつくりが特徴の、

HOLON Linuxを開発するホロンが、

サーバ版ディストリビューション

HOLON Linux 2.0 Server（ 以 下 、

HOLONサーバ）を5月11日に発売する。

HOLONサーバの基本システムには、

カーネル2.2.18、glibc 2.1.3、XFree86

3.3.6が採用されている。デスクトップ

用のHOLON Linuxと同じく、Linux

サーバ管理の初心者向けに工夫されて

いるほか、Quick Time形式などのデ

ータを配信するアプリケーションが収

録されているのが特徴だ。

また、Debianから高機能パッケージ

管理ツールaptが移植されているので、

このツールを使って、常にシステムを

最新状態に保つことが可能である。

HOLONサーバには、Inte l版と

PowerPC版の2種類のインストール

CD-ROMのほかに、インストールや運

用のためのマニュアルが3冊収録され、

ユーザーは、90日間件数無制限のサポ

ートを受けられる。

■

■コマンド不要のサーバ管理

■

HOLONサーバには、ホロンが独自

にカスタマイズした、オープンソース

のLinux管理ツールWebmin（画面1）

が付属する。

HOLON版Webminを使えば、ユーザー

はコマンド操作することなく、新規ユーザ

ーの作成やデーモンプログラムの起動と

停止といった基本的なシステム管理、サ

ーバデータのCD-Rへのバックアップのほ

か、SambaやNetatalkを使ったファイルサ

ーバや、Majordomoを使ったメーリング

リストなど、各種サーバアプリケーション

の設定をWebブラウザから行える。

ホロン版Webminは、標準でSSLに対応

しているので、リモートマシンから

Webminを使ってLinuxを操作するとき

も、通信内容が暗号化されるので安全だ。

また、HOLONサーバに付属するグ

ループウェアWebMagicを使えば、容

易にスケジュール管理やアドレス帳な

どを共有できるので、部内やSOHOの

サーバとして使う際に重宝するだろう。

■

■ストリーミングサーバ

■

HOLONサーバには、RealPlayer、

QuickTime、MP3といったデータ形式

に対応したストリーミングサーバアプ

リケーションが収録されている。

ユーザーは、作成した動画データな

どを特定のディレクトリへ保存してお

くことで、難しい設定なしにクライア

ントマシンからQuickTimeなどを使っ

て、手軽に動画を楽しめる（画面2）。

動画配信をどんな用途に使うかはユ

ーザー次第だが、デジタルビデオで録

画した動画を、家族や友人で共有する

といった使い方も、高速ネットワーク

が普及しつつある現状では考えられる

活用方法だろう。

このように、サーバ管理から極力コ

マンド操作を取り除いたり、ストリー

ミングサーバといった新しいソリュー

ションに取り込む姿勢は、ホロンなら

ではと言ってよいだろう。

HOLON Linux 2.0 Server

ストリーミングサーバ
コマンド不要のサーバ管理
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製品名 HOLON Linux 2.0 Server
価格 3万4800円
問い合わせ先 株式会社ホロン

03-5282-5101
http://www.holonlinux.com/

画面1 HOLON版Webmin

ホロンによって拡張されたオープンソースの管理ツール
Webminを使えば、コマンド操作することなくWebブラ
ウザからLinuxを管理できる。

画面2 QuickTimeで再生中のサンプルムービー

標準で収録されているストリーミングサーバプログラム
を使って、HOLONサーバから配信される動画を
Windows版QuickTimeで再生している様子。
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Debian GNU/Linux（以下、Debian）

をベースにするOmoikane GNU/Linux

（以下、OGL）の最新バージョン1.2が、オ

モイカネ（http://www.omoikane.co.jp/）

から4月3日にリリースされた。

OGL 1.2は基本システムに、カーネ

ル2.2.18、glibc2.1.3、XFree86 3.3.6を

採用している。

OGLは、基本的に安定版のDebian

をベースにしているが、日本語対応を強

化したGNOME 1.2、Xの設定ツール、

デーモン起動のツールなどを収録して

独自拡張しているほか、GRUB 0.5.96、

modutils 2.4.2など積極的に新しいバ

ージョンのパッケージを採用している

のが特徴だ。

また、OGLのインストーラは、ハー

ドウェアの自動検出に対応しており、

テキストベースながら非常にわかりや

すい作りになっている。

OGLはDebianとの互換性が高く、

aptを使ってDebianレポジトリから、

システムをアップデート可能である。

■

■ユーザーサポート開始

■

OGL 1.2は4種類のラインナップで構

成される（表1）。

デスクトップ用のWorkStationと

WorkStation++の違いは、収録される

パッケージ数にある。WorkStation++

は、WorkStationにGNOME用のアプ

リケーションや、スクリプト言語Ruby

など多くのアプリケーションを追加し

ている。

Serverは、Apache、Samba、

OpenLDAPなどのサーバアプリケーシ

ョンと、最低限のX Window System

を収録するバージョンで、MTAに標準

でqmailを採用するという特徴をもつ。

X-termはCD-ROMからブートして

使うハードディスク不要のX端末用の

バージョンだ。

Server、X-term、WorkStationの3つ

はFTPや雑誌で配布可能だが、バイナ

リとソースが2枚のCD-ROMに分かれる

WorkStation++は、バイナリパッケー

ジのみが配布されることを防ぐため、入

手方法はWebでの通信販売のみとなる。

また、今回からポイント制によるユ

ーザーサポートも開始された。サポー

トポイントを購入したユーザーは、イ

ンストール、ソフトウェアやサーバの

設定、オモイカネにマシンを送ってイ

ンストール作業を依頼する、センドバ

ックインストールといったサポートを、

オモイカネのWebページにログインし

て利用できる。

■

■チューニングされたMozilla

■

OGL 1.2には、オモイカネによりチ

ューニングされたMozillaが標準のWeb

ブラウザに採用されている。

一般的に、MozillaはWebページの

表示速度が遅いと言われているが、

OGL版のMozillaは、コンパイルオプシ

ョンを調整することにより、表示能力

が向上している。

また、Macromedia Flash用のプラ

グインが組み込み済みなので、Flash

を使って作成されたWebページを問題

なく表示できる（画面1）。

このほかにも、標準でSSLに対応して

おり、Netscapeに比べてバグの少ない

Mozillaの採用によって、快適なWebブ

ラウズ環境を堪能できるだろう。

Sylpheed、Mew、Wanderlust

（WorkStation++のみの収録）といっ

たポピュラーなメーラも収録されてい

るので、日本語デスクトップ環境を手

っ取り早く構築したいDebianユーザー

や、Debian初心者に特にお勧めできる

ディストリビューションだ。

Omoikane GNU/Linux 1.2

チューニングされたMozilla

ユーザーサポート開始

画面1 デフォルトのWebブラウザ
Mozilla 0.8.1

Flashを使って作成されたWebページ
を問題なく表示できる。オモイカネ
独自のチューニングにより、Webペ
ージの表示速度も高速だ。

表1 OGL 1.2のラインナップ

通信販売で購入する場合、WorkStation、Server、X-termの3つはCD-ROMが1枚で1000円、
CD-ROMが2枚のWorkStation++は1600円だ。

パッケージ名 概要
WorkStation Webブラウズなど一般的なデスクトップ用
WorkStation++ WorkStationに多くのアプリケーションを追加（FTP配布されない）
Server qmailやOpenLDAPなどを採用するサーバ用のパッケージ
X-term CD-ROMから起動して使うX端末用パッケージ
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複数のパーティションを仮想的な1つのボリュームとして扱

えるLVM、2Gバイトを超えるファイルサイズが扱えるext2フ

ァイルシステム、USBサポート、同時実行可能なプロセス数の

増加、マルチプロセッサ対応の効率化など、数々の新機能を携

えたカーネル2.4搭載のRed Hat Linux 7.1は、すでに4月にFTP

版が公開されているが、商用ソフトなどを加えた製品版がレッ

ドハットより5月11日に発売される。

Red Hat Linux 7.1はXFree86 4.0.3を採用、BIND、Apache、

プリントサーバなどにコンフィグレーションツールを用意、高速

なWebサーバであるTUXを標準収録、新しいRPMやバージョン

アップの情報を自動的に通知するシステムをサポートしている。

製品には「Of f i c i a l

Red Hat Linux 7.1

Deluxe」（1万4800円）

と同「Professional」（3

万4800円）の2種類があ

り、両者の違いはサポー

ト期間や商用アプリケー

ションの種類などとなっ

ている。

レッドハット株式会社（http://www.jp.redhat.com/）

Distribution
カーネル2.4搭載のRed Hat Linux 7.1 5月11日発売

MontaVista Softwareはカーネル2.4ベースの組み込み用Linuxの新

バージョン、Hard Hat Linux2.0と開発ツールを発表した。カーネ

ル2.4をサポートした組み込み用Linuxでは最初のリリースとなる。

Hard Hat Linux2.0は開発用プラットフォームとしてRed Hat

Linux、 Yellow Dog Linux、 Solaris、 Linux Mandrake、

Turbolinux、Hard Hat Linux自身、Windows上のVMWareなど

をサポート、対象アーキテクチャはx86、Powe rPC、

StrongARM、MIPS、日立SHとなっている。

Hard Hat Linux2.0にはC、C++をはじめとするコンパイラ、

デバッガ、クロスコンパイラ、パフォーマンスモニタなどが含

まれ、開発ツールには統合化開発環境Code Crusader、ソース

コードツール、Linuxトレースツールなどが用意されている。

Hard Hat Linux2.0は開発用のProfessional Editionと評価用

のJourneyman Editionがあり、後者はWebサイトやCDで無償

提供される。

モンタビスタソフトウエアジャパン株式会社

（http://www.montavista.co.jp/）

Hard Hat Linux2.0リリース

本格的なビジュアル開発環境としてボーランドのKylixが注目

を集めているが、各Linuxディストリビューターも早速協力関

係を結んでいる。まず、ボーランドがKylixの動作検証済みディ

ストリビューションを示す「Kylix Ready」プログラムを開始。

すでに、ターボリナックス ジャパン、日本SCO（Open

Linux）、ホロン、ミラクル・リナックス、メディアラボ

（Linux MLD）、レーザーファイブ、レッドハットなどが同プロ

グラムに参加している。

ミラクル・リナックスは「Miracle Linux with Oracle8i/Kylix」

を発表。Miracle LinuxとOracle8i、Kylixの3つを同梱したパッ

ケージで5月末出荷予定。価格はオープン。

また、テンアートニもKylixとRed Hat Linuxをカップリング

した「Do Meister」を発表。価格は7万4800円で5月下旬発売

を予定している。

ボーランド株式会社（http://www.borland.co.jp/）

各Linuxディストリビューター、ボーランドKylixとの協力関係を築く

カーネル開発者を多数かかえ、高い技術力をほこるドイツ最

大手のLinuxディストリビューターSuSE Inc.が、日本語版

SuSE Linux 7.1を4月21日にリリースした。

SuSE Linuxは、その時点で最新バージョンのパッケージを

採用する、エッジのきいたディストリビューションで、日本語

対応版のSuSEでは、カーネル2.2.19（2.2.18）、KDE 2.1.1

（2.0.1）、GNOME 1.4.0（1.2.4）を採用して、オリジナル版よ

りも新しいパッケージが収録されている（カッコ内のバージョ

ンはオリジナル版のもの）。KDEなどは日本語対応済みで、イ

ンストール時に2.4系のカーネルも選択可能だ。

現在CD-ROM作成用のイメージファイルは、オリジナル版と

日本語対応版で別のブランチに分かれているが、次期バージョン

SuSE Linux 7.2では、これらのバージョンは統合される予定だ。

ダウンロードサイト（ftp://ftp.suse.com/pub/suse/i386/japanese-7.1/）

SuSE Inc.（http://www.suse.com/）

SuSE Linux日本語版上陸

各国語をサポートしたGNOMEもアップデート
されている。
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Happy Hacking Keyboard Lite 2

（以下、Lite2）が3月21日にPFUから

発売された（提供は4月2日より）。こ

れによりHappy Hacking Keyboardシ

リーズはHappy Hacking Keyboard

（以下、HHK）、Happy Hacking

Keyboard Lite（以下、Lite）、Lite 2

の3種類となる。

今回追加されたLite 2は全部で4ラ

インナップだ。

・PD-KB200W/P 英語配列、

PS/2インターフェイス、白

・PD-KB200B/P 英語配列、

PS/2インターフェイス、黒

・PD-KB200W/U 英語配列、

USBインターフェイス、白

・PD-KB210W/P 日本語配列、

PS/2インターフェイス、白

ラインナップを見るとわかるよう

に、従来の英語（UNIX）配列に加え、

日本語配列が用意された。今まで英

語配列だったために購入をためらっ

ていたユーザーには嬉しいラインナ

ップだ。

また、英語配列のPS/2タイプでは

黒色モデルも用意された。ただし、

USBモデルや日本語配列モデルでは

黒色モデルは用意されていない。こ

のように、ラインナップは少し複雑

なので購入する際には注意が必要だ。

なお、Lite 2ではノート用のキーボ

ードのようにキートップ、ストロー

コンパクトでありながら使いやすいキーボード

Happy Hacking Keyboard Lite 2
MIPS CPUを搭載した名刺サイズの超小型組み込み用Linuxサーバ

L-Card＋

38

40

コンパクトでありながら、使いやすいキーボードとして定評のあるHappy Hacking Keyboard
に新ラインナップが追加された。今回のモデルでは、従来の英語配列に加え、日本語配列モ
デルと、USBモデルやカラーバリエーションが追加され、より魅力的なものとなった。

Happy Hacking Keyboard Lite 2

コンパクトでありながら使いやすいキーボード

製品名 Happy Hacking Keybard Lite 2
価格 オープン価格（PFUダイレクトでの通信販売価格：7800円）
問い合わせ先 株式会社PFUサイバービジネス営業課

TEL 0120-144-541
http://www.pfu.co.jp/hhkeyboard/

写真1 英語（UNIX）配列のLite 2
右下にカーソルキーが追加された。ほかのキートップ
に比べてかなり小さい。ファンクションキーはFnキー
と1～^キーとの組み合わせで打鍵する。
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クともに小さいものだが独立カーソ

ルキーが配置されるようになった。

Lite 2で新たに追加されたUSBタイ

プは、Linuxでの動作が気になるとこ

ろだ。実際に編集部で入手したUSB

タイプのLite 2を使って試したところ

問題なく使えるようだ。ただし、

USBタイプにはキーボードの後ろに

USB端子が2つ用意されており、ここ

にUSBマウスなどをカスケード接続

することができるようになっている

が、ディストリビューションによっ

ては、インストール時にカスケード

接続したUSBマウスを認識できない

という問題があった。

■

■　キーボードへのこだわり

■

HHKシリーズは東京大学名誉教授

の和田英一氏とPFU研究所の共同研

究によって開発されたキーボードだ。

HHKシリーズの設計思想は、徹底的

なキーボードへのこだわりにある。ど

のマシンでも同じキーボードを利用し

たいという要望から生まれたもので、

Sunのワークステーションのキーボー

ドと同じ配列となっている。特に、

CtrlキーがAキーの左隣り（通常の

AT用キーボードのCapsキーの位置）

にあるため、EmacsなどCtrlキーを多

用するユーザーにとって使いやすい。

HHKシリーズのもうひとつの魅力

はそのコンパクトさだ。必要最低限

のキーだけに絞り込み、A4判の約半

分のサイズでありながら、フルキー

と同じサイズのキートップを持つ。

ただし、Lite 2は従来のHHKシリー

ズに比べ、追加されたカーソルキー

の分だけ10.5mmほど奥行きが長くな

っ て い る 。 こ の た め サ イ ズ は

2 9 4 m m ( W ) × 1 2 0 . 5 m m ( D ) ×

38.6mm(H)となった。

なお、ファンクションキーなど、

ふだんあまり使わないキーはFnキー

を併用して打鍵することで、ホーム

ポジションから指を離すことなく操

作できるようになっている。

■

■　使い心地

■

ホームポジションから指を離すこ

となく使えるLite 2は非常に使いやす

いキーボードだ。タッチタイピング

ユーザーであれば、容易に想像でき

るだろう。

しかし、実際に2週間ほど使ってみ

たところ、右Ctrlキーと、Deleteキー

がないのが意外と不便であった（Del

キーはFnキーとBackSpaceキーの組

み合わせ）。

また、キータッチ感が少し気にな

った。キータッチは個人的な趣向の

部分が大きいが、クリック感が得ら

れないためストロークの限界までキ

ーボードを押してしまう。これは、

HHKがメンブレンスイッチ（フィル

ム状接点）方式を採用しているため

だろう。この方式は、キーボードの

スイッチ機構がゴムキャップ（ラバ

ーキャップ、クリックラバーともい

う）で構成されており、キーを打鍵

することによってゴムが押されスイ

ッチが入る構造のもので、比較的安

価なキーボードやノートPCで採用さ

れている方式だ。メカニカルスイッ

チ方式のキーボードに比べ、クリッ

ク感を得にくい。確かにメカニカル

スイッチ方式はコストが割高になる

ことは否めないが、HHKを購入する

ユーザーはキータッチ感も重視する

と思われるので、多少高価になって

もメカニカルスイッチ方式のHHKの

ラインナップが望まれるところだ。

写真3 日本語配列（PS/2タイプ）
全角／半角キーや変換キーなどが配列されている。DeleteキーはFnキーとの組み合わ
せで打鍵する。DeleteキーとBackSpaceキーを切り替えることはできない。Linuxで
はあまり問題にならないが、Windowsでは少し不便だ。

写真4 英語配列（USBタイプ）
英語版ではDeleteキーとBackSpaceキーを、◇キーはAltキーとWindowsキーをそれ
ぞれディップスイッチで切り替えることができる。日本語配列の68キーにくらべ3つ
少ない65キーとなっている。

キーボードへのこだわり

使い心地

写真2 USBタイプのUSBコネクタ
USBマウスなどをカスケード接続することが可能な
USBハブが用意されている。USBタイプのみでPS/2タ
イプには用意されていない。



レーザーファイブから、64ビット

CPUを搭載した組み込み用コンピュ

ータ「L-Card＋」が発売されている。

レーザーファイブは、LASER5 Linux

のディストリビューターだが、組み

込み用Linuxソリューション事業も手

がけており、PCIカードサイズの「L-

Board」やルータ製品なども今後発売

する予定になっている。

L-Card＋は、名刺サイズ（60mm×

91mm）というコンパクトな基板の両

面に、VR4181-66（66MHz動作）、16M

バイトSDRAM、2Mバイトフラッシュ

ROM、シリアルポート、10BASE-T、

コンパクトフラッシュインターフェイ

ス、小型LED×8個、電源用レギュレ

ータを搭載している（写真1）。

VR4181は、MIPSアークテクチャ

を採用した64ビットRISC CPUで、32

個の64ビットの内部レジスタ、高速

積和演算器、メモリ管理ユニットを

搭載し、MIPS ⅢとMIPS16の命令セ

ットをサポートするVR4110コアをベ

ースに、各種周辺機器用インターフ

ェイスを内蔵している。FPU（浮動

小数点ユニット）は搭載していない。

64ピンの小型拡張コネクタが2個装

着されていて、液晶表示信号、タッチ

パネル信号、ROM拡張、I/O、音声入

出力などが出力されている（写真2）。

フラッシュROMには簡易モニタとブ

ートプログラムが書き込まれていて、

コンパクトフラッシュを利用したファ

イルシステム上のLinuxを起動する。

製品には、本体のほかに、ACアダ

プタ（DC +5V／2.3A）、シリアル変

換ケーブル（DIP 10ピンコネクタ←

→D-Sub 9ピンコネクタ）、開発ツー

ルやドキュメントが入ったCD-ROM

が添付されている。

また、デモキット「L-Card＋DEMO」

が用意されていて、上記に加えて、

Linuxインストール済みの64Mバイト

コンパクトフラッシュカード、RS-

232Cクロスケーブル、カテゴリ5クロ

スLANケーブルが添付される。

リアルタイムクロックはCPUに内

蔵しているが、バッテリーバックア

ップが付いていないため、電源が供

給されないとリセットされてしまう。

製品の保証期間は1年間。サポート

は、カーネルとコマンドに関して

FAXまたはメールで3カ月間受けられ

る。それ以外の内容や3カ月以降は有

償となっている。

■

■組み込みLinuxの実際

■

今回はデモキットを試用した。ま

ず、L-Card＋にコンパクトフラッシ

ュを装着し、シリアル変換ケーブル

とRS-232Cクロスケーブルを使って

Windowsマシンに接続した。基板が

むき出しなので、ショートさせない

ように金属製のものをそばに置かな

いように注意が必要だ。
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MIPS CPUを搭載した名刺サイズの超小型組み込み用Linuxサーバ

組み込み機器のOSとして、ライセンス不要で開発ツールも揃っているLinuxが注目されている。
低消費電力の組み込み用64ビットCPUを搭載し、10BASE-Tイーサネットを備えている組み込
み用の超小型Linuxカードを紹介しよう。

L-Card＋

製品名 L-Card＋
価格 3万8600円
問い合わせ先 レーザーファイブ株式会社

TEL 03-5818-6626
http://www.laser5.co.jp/

写真2 ボードのCPU実装面
VR4181 CPUとSDRAM×2、LANコントローラなどを搭
載。CPUの上下にあるのが小型の64ピン拡張コネクタ。

写真1 コンパクトフラッシュを装着したL-Card＋
組み込み用途のためむき出しのボードで提供される。
500円硬貨と比べても、L-Card＋の小ささがよくわかる。

写真3 ボードのコンパクトフラッシュ実装面
コンパクトフラッシュ用コネクタの下にフラッシュROMを
搭載。上のほうに表面実装タイプのLEDが8個並んでいる。

組み込みLinuxの実際
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通信ソフトにTera Term Proを利

用し、シリアルポートを115200bpsに

セットして、L-Card＋にACアダプタ

を繋ぐと、「waiting...」と「＊」が表

示される。数秒後にLinuxが起動し始

める（画面1）。

見慣れたLinuxのメッセージが続い

て、「(none) login: 」というログイン

メッセージが表示される。rootでログ

インすると、パスワードは設定され

ていないため、すぐにプロンプト

「＃」が表示される。以後は、lsやcat

などのLinuxのコマンドが普通に使用

できる。

次に、イーサネットで接続してみる。

ネットワークアドレスは、192.168.128.

1 0 4 に 初 期 設 定 さ れ て い る が 、

/sbin/etherupファイルを編集するこ

とで変更できる。シリアル経由で接続

したターミナルから適切なIPアドレス

に変更して、L-Card＋を再起動する。

LANケーブルを接続し、Tera Term

Proからtelnetでログインする。

画面2を見てわかるように、カーネ

ル2.4.0-test9ベースのLinuxで動作し

ている。わずか64Mバイトのコンパ

クトフラッシュに入れるために、必

要なコマンドだけがインストールさ

れている。また、シェルはbashでは

なくtcshが使われていた。

■

■クロス開発環境の構築

■

L-Card＋は、MIPS CPUが使われ

ているために、x86用のバイナリプロ

グラムをそのまま実行することはで

きない。そのためソースからMIPS用

のバイナリを作成する必要がある。

Linuxプログラムの開発にはGCC開

発環境を使用するが、ハードディス

クを装着していないL-Card＋上に

GCCをインストールすることはコン

パクトフラッシュの容量の点から難

しい。そこでクロス開発環境をPC上

に構築する。

添付されるCD -ROMには、L -

Card＋に搭載されているカーネルの

ソースと、コンパイル済みのクロス

開発環境ファイルが収録されている

ので、これを利用するのが一番楽だ

ろう。手順はドキュメント（CD-

ROM内のHTMLファイル）に書かれ

ている。

CD-ROM内のCross-VR.tar.bz2を、

/usr/localディレクトリに展開し、

PATHに/usr/local/Cross-VR/binを

追加し、includeファイルのシンボリ

ックリンクを張り直せば、クロス開

発環境はできあがる。

gccコマンドの代わりに、mipsel-

linux-gccコマンドを使って、C言語の

ソースをコンパイルできる。

ユーザーが作成したプログラムをL-

Card＋に転送するには、イーサネッ

トで接続されているならば、L -

Card＋からLinuxマシンにftpコマン

ドで接続して取ってくればよい。

ところで、L-Card＋のディレクト

リ を 探 し て い る と 、 X Window

Systemのプログラムがいくつかイン

ストールされていた。L-Card＋のI/O

ポートに液晶ディスプレイを装着して

使うことを想定しているのかもしれな

いが、LANでLinuxマシンに接続して

いるのならば、「-display」オプション

を指定することで、LinuxマシンのX

サーバ上に表示することが可能だ。

L-Card＋上で動作させるアプリケ

ーションは、Xを使ったGUIインター

フェイスを利用するとよいかもしれ

な い 。 実 際 に L i n u x 搭 載 P D A

「AgendaVR3」は、L-Card＋と同じ

CPUが使われている。

L-Card＋はバッテリーでの動作を

考慮した電源レギュレータが装着さ

れている。持ち運べるシステムへの

組み込み用途としても応用が可能だ

ろう。

画面1 Tera Termでシリアルポートに繋いでコンソ
ールを表示
Linuxの起動メッセージを表示中。約1.5Mバイトと非
常にコンパクトなカーネルを使用している。

画面2 イーサネットからtelnetでログインした
購入した当初はrootにパスワードが設定されていない。
コンパクトフラッシュ上のファイルシステムを利用す
る。

表1 L-Card+の主な仕様

CPU NEC VR4181 66MHz
RAM 16MバイトSDRAM
フラッシュROM 2Mバイト
ネットワーク 10BASE-T×1ポート（CS8900A）
シリアルポート RS-232C×1ポート（10ピンコネクタ）
拡張スロット コンパクトフラッシュType I、II準拠
拡張コネクタ VR4181系ISA信号、I/O、サウンドなど（64ピンコネクタ×2）
LED（ボード上） LAN用×2、ユーザー用×5、フラッシュROMアクセス用×1
ボードサイズ（mm）91（W）×60（D）
電源 DC+5V（DC 3.65～8.5Vの電池使用も可能）
付属品 ACアダプタ（DC+5V／MAX 2.3A）、シリアル変換ケーブル、

CD-ROM（Linuxクロス開発用環境ファイル、簡易取扱説明書、資料）

クロス開発環境の構築
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カーネルだけをコンパイルしてバージョンアップできるのは、
Linuxならではの醍醐味だし、確かに合理的な方法である。ただ、
一度にシステム全体をアップグレードして、新しい機能をきちん
と動かせるなら、それに越したことはない。もちろん、今までの
システム設定は生かしたままで……。そうなれば、カーネル2.4
を採用した最新ディストリビューションへの移行も、グっと現実
的な選択肢になる。安全・確実に新しい環境を手に入れるための
「乗り換え」のツボを探っていこう。



Linuxユーザーがディストリビュー

ションを選択する基準は何だろうか？

「セキュリティがしかっりしている」、

「日本語環境が充実している」、「開発プ

ロジェクトを応援している」、「収録パッ

ケージ数が多い」、「イメージキャラク

ターが大好き」、「雑誌を買ったら付い

てきた」とまあ、ちょっと思いつくだ

けでも、さまざまな理由が考えられる。

これから、確実に加わりそうな新し

い基準がひとつある。

カーネル 2.4を採用している

がそれだ。

■

■ついに登場！　Red Hat 7.1

■

昨年のうちから、すでにテスト版カ

ーネルをベースにした、いくつかのデ

ィストリビューションがリリースされ

ていた（Linux MLD5など）。今年に

入って、カーネル2.4.0のリリースを受

け、まず先陣を切って「SuSE Linux

7.1」が発表された。SuSE 7.1は日本

語をサポートしていないが（バージョ

ン7.2から正式サポート予定）、とにか

くカーネル2.4を体験するためのベース

が得られるようになったわけだ。

この間、ほかのディストリビューシ

ョンの開発プロジェクトでも、着々と

準備が進められていた。RPM系ディス

トリビューションの本家であるRed

Hatは、カーネル2.4を採用した次期バ

ージョンの最終リリースに向けて

「Fisher」から「Wolverine」へとベー

タ版の公開を順調に消化していった。

そのほかのディストリビューターもロ

ードマップの発表やサポート表明を行

っていた。

このような状況の中、Linux magazine

編集部では、カーネル2.4を採用したデ

ィストリビューションへの移行に備え

るための企画が進行していた（この特集

です）。そして企画内容が固まり、動作

確認などのテストを開始した矢先の4

月16日、Red Hat Linux 7.1のリリース

が正式にアナウンスされたのであった。

そこで急遽、これを入手し、インス

トール、動作確認するとともに、カー

ネル2.4の機能を検証するためのベース

環境とすることにした。なお、Red

Hat 7.1で採用されたカーネルのバージ

ョンは2.4.2である。

2.4系カーネルを採用した初の日本語

対応ディストリビューションというこ

とで読者のみなさんの期待も大きいと

思われるが、残念ながら制作工程の関

係上、今月号の付録CD-ROMに収録す

ることはできなかった。来月号での収

録をお約束することで、どうかご容赦

いただきたい。

■

■注目の新機能

■

先ほども少し触れたように、この特

集は2.4系カーネルを採用したディスト

リビューションのリリースに向けての

「準備」企画としてスタートした。スム

ーズに2.2系から2.4系に移行するには、

どのような作業が必要となるのか、カ

ーネル2.4の新機能のうち、どれを使え

ば、より便利に、より有効にLinuxを

活用できるのか、といったことを検討
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「Red Hat Linux 7.1」のリリースによって、各ディストリビューションの2.4系への移行

が急速に進んでいくと予想される。リリースラッシュに備え、まずカーネル2.4の動向を

再確認し、続いて編集部いち押しの新機能「RieserSF」と「LVM」を徹底解剖していく。

姿を見せ始めたカーネル2.4採用ディストリビューション

ついに登場！　Red Hat 7.1

注目の新機能

画面1 Red Hat 7.1をアナウンスする
レッドハットのWebページ
米国Red Hatの発表に続いて、国内でも
アナウンスが行われた。日本での製品パ
ッケージの発売は5月1 1日の予定。
「Delux」が1万4800円、「Professional」
が3万4800円となっている。



していきながら、そのために前もって

知っておきたい情報や関連する基礎知

識を紹介するのが狙いである。

そこで注目したのが、ファイルシス

テムを始めとするディスクストレージ

まわりの新機能だ。改めて言うまでも

ないが、ディスクストレージは、OS、

アプリケーション、それらの設定ファ

イルやデータファイルなど、システム

のソフトウェア部分のありとあらゆる

ものを永続的に保管する「貯蔵庫」の

役割を果たしている。高い信頼性と安

定性が必須であると同時に、水準以上

の処理能力が求められる。

カーネル2.4では、この要件を満たす

べく新しいファイルシステムとして

「ReiserFS」が採用された。ReiserFS

はジャーナリング機能による高い障害

復旧性を備えたファイルシステムだ。

また、「バランス木」と呼ばれる構造

を持ち、従来のext2などと異なり、ブ

ロックサイズが可変となっている。こ

のバランス木構造は、高速なファイル

検索やディスクスペースの効率的な利

用を実現するとされている。ReiserFS

については、性能評価、ext2との比較

なども含めて、このあと48ページから

詳細に解説する。あわせて、大きく改良

された「VFS（Virtual File System）」

についても取り上げる。

ReiserFSと並ぶ、ディスクストレー

ジ関連の目玉のひとつが「LVM

（Logical Volume Manager）」であろ

う。その名の通り「論理なボリューム」

を「管理」するための機構で、カーネ

ルに統合されたモジュールと専用ツー

ルによって、柔軟なディスク管理を行

うことができる。複数のパーティショ

ンを1つの論理的なディスクとして運

用・管理するという機能は、決して目

新しいものではないが、従来Linuxに

欠けていた部分を補うものである。

LVMの詳細は、54ページ以降で取り

上げている。

ファイルシステムとディスク管理に

ついて知っておくことは、システムの

移行やアップグレードをするうえで非

常に重要なことだ。この機会に知識を

深めて、ぜひとも実際のケースに活か

してほしい。

■

■カーネルのアップグレード方法

■

本誌3月号のカーネル特集では、ソ

ースファイルからコンパイルしてアッ

プグレードする方法を紹介した。今回

は、ディストリビューションごとバー

ジョンアップするという方法について

検証していく。詳しくは、60ページか

らの実際例を見てもらうとして、この

方法の長所と短所をまとめておこう。

「ディストリビュータが整備した標準

的なシステム環境を利用できる」とい

うのは、大きな利点のひとつだ。カー

ネルをアップグレードできるだけでな

く、関連するツールや必要なライブラ

リなどを、まとめて一度にインストー

ルできる。

汎用的な内容にセットアップされた

設定ファイルも用意されているので、

すぐにある程度整ったベーシックな環

境が手に入ることになる。 また必要

に応じて、各種パッチの適用、ディス

トリビューター独自の修正が施されて

いる。さらには、使用するハードウェ

アの違いがあるにせよ、ディストリビ

ューターによってテスト済みなのだ。

これらをすべて自分で一から行うのは、

大変な労力である。

マイナス面として、異なるディスト

リビューションに移行する場合にはア

ップグレードインストールできないた

め、設定ファイルやデータの移行作業

が必要になるということがあげられる。

このあたりが「乗り換え術」のポイン

トとなりそうだ。

■

■5箇条の心得（再掲）

■

ここで、3月号の特集に掲載した、

当編集部独自の「カーネルバージョン

アップ5箇条の心得」を再掲しておこ

う。今回も、この心得は有効なはずで

ある。

①バージョンアップは自己責任のもと

で行うこと

②バージョンアップの必要性を徹底検

討すること

③スキルに合わせてインストール方法

を選択すること

④付属ドキュメントには必ず目を通す

こと

⑤インストールの前準備は慎重に行う

こと

①については、脅したり責任逃れの

つもりでは決してない。「気合を入れて

いこう」くらいの意味にとってほしい。

システムのアップグレードは、どんな

場合にも、危険を伴う作業なのだ。

②について。そこに必要性がなけれ

ば、せっかくの新機能も有効に活用で

きないということ。本当にシステムに

その機能が必要なのか再考してみよう。

「適材適所」がキーワードだ。

正しくアップグレードを行うには、

ある程度の知識と慣れのようなものが

必要となる（③）。ただ、足りない知

識は補えばいい。この特集をよく読ん

で、自分なりの方法論を身に付けよう。

④は常識。⑤は読んで字のごとくで

ある（バックアップを忘れずに！）

では次ページから、Linuxの新しい

ファイルシステムについて、じっくり

と見ていくことにしよう。
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ファイルシステムとは、ファイルを

フロッピーやハードディスクの内部フ

ォーマットのことで、Windowsでは

FAT／FAT32／VFATやNTFSなど

が使われる。

Linuxでは標準的なファイルシステ

ムとして、「ext2」と呼ばれるものが使

われてきた。たとえばRed Hat Linux

のインストール時に、ハードディスク

のパーティションをフォーマットする

画面で一般に「Linux native」を選ぶ

が、これによってext2ファイルシステ

ムが作成される。

数十Gバイトのハードディスクが安

価に手に入るようになっているが、大

きなパーティションをext2でフォーマ

ットすると、結構な時間がかかる。ま

た、Linuxシステム自体がなんらかの

理由で落ちて、正しくシャットダウン

されなかった場合、次の起動時には、

fsckプログラムによってファイルシス

テムのチェックが行われる。このfsck

プログラムのチェック時間がパーティ

ションのサイズに比例して増加するた

め、1つのパーティションを大きくする

と大変である。

例として、編集部のK6-2 350MHz

のマシンに40GバイトのIDEハードデ

ィスク（ Maxtor DiamondMax VL

40、5400rpm）を付けて試したところ、

30Gバイトのパーティションをext2で

フォーマット（mke2fsコマンドを使用）

するのに2分30秒ほどかかった。続い

て、fsckによるファイルシステムのチ

ェックも行った。約100Mバイトのファ

イルを書き込んだ状態でfsckを起動し

たところ、終了までに約60秒、ファイ

ルをたくさん作って20数Gバイト分書

き込んだ状態では、約2分かかった。

個人で使うのならば待っていてもよ

い時間かもしれないが、Webサーバな

どで大勢の人をサービスしているシス

テムでは、メンテナンスの際のダウン

タイムは1秒でも短くしたいはずだ。し

かし、fsckによる時間のムダは、ext2

を使う限り避けられない。

また、カーネル2.2までのext2ファイ

ルシステムでは、1つのファイルのサイ

ズが最大2Gバイトまでとなっていて、

大きなファイルを扱うビデオやデータ

ベース用途にはext2では不満に思える

ようになってきている。

■VFSを拡張するLFS

Linuxでは、WindowsやMacを始め

とする複数の異なるファイルシステム

をアクセス可能である。そのため、ア

プリケーションまたはOS側から共通の

インターフェイスで扱えるように、フ

ァイルシステムを仮想化するVFS

（Virtual File System）を備えていて、

各ファイルシステム用ドライバとOSの

間のインターフェイスを行っている。

カーネル2.2までのext2ファイルシス

テムが、2Gバイトまでのファイルしか

作れなかったのは、実際にはVFSがフ

ァイルサイズを32ビットint型で表すこ

とにしていたための制限である。32ビ

ットi n t型は、－ 2 1 4 7 4 8 3 6 4 8～

2147483647が表現できるので、すなわ

ち最大2Gバイト－1となる。Alphaな

どの64ビット版Linuxではint型が64ビ

ットなので、以前から2Gバイトを超え

るファイルを作成できた。

カーネル2.4ベースのシステムとglibc

2.2ライブラリでは、LFS（Large File

Summit）拡張によって、64ビット化

されたシステムコールが追加されたた

めに、この制限はなくなって2Gバイト

以上のファイルを扱えるようになった。

もちろん、lsやcpコマンドなどのLinux

に標準装備されているユーティリティ

プログラムも、LFSに対応している必

要がある。

■

■ジャーナリングファイルシステム

■

ディスククラッシュが起きた場合で

も、データを復旧できるようにしたフ

ァイルシステムとして、ジャーナリン

グファイルシステムがある。これは同

時にext2とfsckの問題も解決するもの

だ。まずext2とそれ以外のファイルシ

ステムとの違いを見てみよう。

■ext2

ext2は、初期のLinuxで使われてい

たMINIXファイルシステムや、BSDの

FFS（Fast File System）を参考にし

て作られたLinux専用のファイルシス

テムである。Linuxでのハードリン

ク／シンボリックリンクを効率よく実

現するために、ファイルをi-nodeとい

う呼ぶファイル情報領域とデータ領域

に分けて管理している。全i-nodeと全

ブロックの使用状況をビットマップに

よって管理していて、ファイルを書き

込む際には、使用した部分に該当する

i-nodeとブロックのビットマップ情報

を使用済み（＝１）に書き換えること

も行う。
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■ext3

ext3では、ext2と互換性を持たせる

ために、ext2のデータ領域に隠しファ

イルのような形式でジャーナリングロ

グを置いている。そのおかげで、ext2

のファイルシステムからext3へ変換す

ることも、tune2fsコマンドで簡単に行

える。逆にext2しかサポートしないOS

からでも、ext3ファイルシステムを、

マウントし読み書きすることも可能だ。

ただし、その場合はジャーナリング機

能は利用されない。

ext3は、Linuxカーネルに対するパ

ッチとして提供されている。ext3を標

準でサポートするディストリビューシ

ョンは、Turbolinux Server 6.5だけ

である。

■ReiserFS

ReiserFSは、ディスクをデータベー

スで使われるバランスドツリーという

データ構造で管理し、ファイルやディ

レクトリを記録している。ファイルの

サイズやパーミッション情報などのi-

node情報と、ファイルのデータ自体を

連続して配置して記録するという特徴

を持っている。

ファイルの読み書きを行うために、

ext2（ext3）では、ビットマップ領域

やi-nodeテーブルといった、ディスク

上で離れたエリアにアクセスする必要

があるのに対して、ReiserFSでは、近

いエリアをアクセスするだけで情報が

得られるという利点がある。

また、ReiserFSはデータをファイル

サイズに合わせて詰めて記録するので、

小さなファイルが連続していて1ブロッ

ク内に複数のファイルがある場合など

では、ディスクアクセスの回数を減ら

す効果がある。

ReiserFSは、ドイツのSuSEがスポ

ンサーとなっているようことでもわか

るように、SuSE Linuxがいち早くか

らサポートしていた。

国内でReiserFSをサポートするディ

ストリビューションとしては、2000年

の5月に発売されたサーバ用ディストリ

ビューションKondara MNU/Linux

Server 1.1が初めてで、デスクトップ

用としては同8月発売のKonda r a

MNU/Linux 2000が最初である。グラ

フィカルインストーラからReiserFSを

選べるようになっている（画面1）。

Vine Linux 2.0以降では、カーネル

にReiserFS用のパッチが当てられてい

て、未サポートながら使用することが

可能になっている。このほかに、

Linux MandrakeもReiserFSをサポー

トしている。

■ジャーナリングの実際

これらを例に、ジャーナリングファ

イルシステムの仕組みを見てみよう。

ext2、ext3、ReiserFSの、それぞれ

のディスク上での内部データ構造を簡

略化して示したのが図1である。ext3

とReiserFSには、ジャーナリングログ

用の領域が確保されている。

ジャーナリングファイルシステムと

は、ファイルシステムへのデータ書き

込みの手順をログに記録しておくこと

で、システムのクラッシュなどでファ

イルシステムの不整合が起こっても、

そのログを元にして再構成することが

できるものだ。

一般的なジャーナリングログの構造

を図2に示す。ログ領域は固定サイズ

で、リング上のバッファになっている。

ログを書き込んでいって最後まで行く

と、先頭に戻って記録する。

ファイルを書き込む際には、まず、

ファイル自身の情報やi-node、ブロッ

クビットマップの変更などのディスク
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画面1 Kondara MNU/Linux 2000のインストー
ラ
いち早くReiserFSに対応したKondara MNU/Linuxで
は、インストーラ上でReiserFSを選ぶことが可能だ。

データ領域 

i-nodeテーブル 

i-nodeビットマップ 

ブロックビットマップ 

データ領域 

i-nodeテーブル 

ジャーナリングログ 

i-nodeビットマップ 

ブロックビットマップ 

データ領域 

i-node+データ 

i-node+データ 

ジャーナリングログ 

i-node+データ 

ブロックビットマップ 

図1 ext2、ext3、ReiserFSのディスク上での内部データ構造



上の更新情報をログレコードに記録す

る。それから管理領域とデータ領域の

書き換えを行い、それが正常に終了し

たならば、ログを削除する。ログの削

除はログレコードを指すポインタを変

更するだけである。

実際には、ディスクアクセスを効率

よく行うために、ログレコードへの記録

と、管理領域とデータ領域への書き込

み、ログの削除は、非同期に行われる。

システムプログラムやアプリケーシ

ョンなどからのリクエストが続いてき

て、ログレコードがいっぱいになって

しまう場合には、ログが削除されてロ

グレコードの空き領域ができるまで待

たされることになる。

システムが異常停止した場合などは、

ログレコードを参照するだけでファイ

ルシステム自体の管理情報を正常に戻

すことができるので、fsckが不要になる。

ジャーナリングファイルシステムご

との実装方法の違いによって、ログに

記録する内容や更新タイミングなどは

異なるが、概要はいずれも同じである。

■

■ReiserFSファイルシステムの作成

■

では、標準でReiserFSが含まれてい

るディストリビューションで、ハード

ディスクを増設したりする場合など、

手動でReiserFSファイルシステムを作

成する方法を簡単に紹介しよう。

まず、fdiskでハードディスクのパー

ティションを確保する。

次に、mkreiserfsコマンドで、ファ

イルシステムを作成する（画面2）。

そして、ファイルシステムをマウン

トする（画面3）。

起動時に自動的にマウントするよう

に、/etc/fstabにデバイス名やマウン

トポイントを追加しておく（画面4）。

■ReiserFSのバージョンによる違い

Re i s e rFSは、カーネル2 . 2用の

ReiserFS V3.5と、カーネル2.4用の

ReiserFS V3.6の2種類ある。V3.5は、

ファイルサイズを32ビットint型で扱っ

ているため、最大のファイルサイズは

2Gバイトである。V3.6では、2Tバイ

トまで扱えるので、事実上制限はなく

なったといえる。

カーネル2.4（ReiserFS V3.6）のシ
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ログ管理領域 

空きログ領域 

空きログ領域 

ログレコード 

スーパーブロック 

管理領域 

ログ領域 

データ領域 

管理領域 

データ領域 

. 

. 

.

ログレコード 

ログレコード 

ログレコード 

ログレコード 

Headポインタ 
Tailポインタ 

次回ログが書き込ま
れる場所 

最後に到達したら
先頭にもどる 

ログ管理部が
アクセスする 

通常のファイル
システム操作で
アクセスされる 

リ
ン
グ
状
の
バ
ッ
フ
ァ 新しいログの書き込み 

ログの末尾から先
頭に向かってフラ
ッシュが行われる 

図2 ジャーナリングファイルシステムの内部構造

# mkreiserfs /dev/hda6

<-------------mkreiserfs, 2000------------->
reiserfsprogs 3.x.0f
Creating reiserfs of 3.6 format
Block size 4096 bytes
Block count 1024135
Used blocks 8243
Free blocks count 1015892
First 16 blocks skipped
Super block is in 16
Bitmap blocks (32) are :

17, 32768, 65536, 98304, 131072, 163840, 196608, 229376, 262144,
294912, 327680, 360448, 393216, 425984, 458752, 491520, 524288, 557056,
589824, 622592, 655360, 688128, 720896, 753664, 786432, 819200, 851968,
884736, 917504, 950272, 983040, 1015808
Journal size 8192 (blocks 18-8210 of file /dev/hda6)
Root block 8211
Hash function "r5"
ATTENTION: YOU SHOULD REBOOT AFTER FDISK!

ALL DATA WILL BE LOST ON '/dev/hda6'! (y/n)y
Initializing journal - 0%
...20%...40%...60%...80%...100%                              left 0, 409
/sec
Syncing..

ReiserFS core development sponsored by SuSE Labs (suse.com)

Journaling sponsored by MP3.com.

To learn about the programmers and ReiserFS, please go to
http://www.devlinux.com/namesys

Have fun.
#

画面2 ReiserFSファイルシステムを作成

ReiserFSファイル
システムの作成



ステムでは、mkreiserfsコマンドを使

ってファイルシステムを作成する際に、

V3.6用にフォーマットされる（「mk

reiserfs -V 1 デバイス名」とすれば、

V3.5用にすることも可能）。

パーティションの内部フォーマット

が変更されたため、カーネル2.4（Reiser

FS V3.6）で作成したReiserFSのファ

イルシステムは、カーネル2.2（Reiser

FS V3.5）からマウントすることはで

きない。逆に、V3.5で作られたファイ

ルシステムは、V3.6のシステムから読

み書きすることができる。必要ならば、

mountコマンドのconvオプションで、

V3.5→V3.6にフォーマットを変換する

ことも可能だ。

■

■ext2とジャーナリングシステムの比較

■

実際にext2とext3、ReiserFSファイ

ルシステムを使用して、ファイルの使

用効率や実行時間がどれくらい違うの

かを見てみることにしよう。

3つのファイルシステムを標準でサポ

ートしているのは、現在のところ

Turbolinux Server 6.5だけである。

カーネル2.2.18だが、LFS拡張も行われ

ているので、ext2（ext3）では2Gバイ

トを超えるファイルも作成可能だ。

ReiserFSは、V3.5のため1ファイル最

大2Gバイトまでなのが残念なところ。

使用したマシンは、先ほども紹介し

たK6-2 350MHz、メモリ256Mバイト

のシステムである。ハードディスクは、

IBMのDeskstar DPTA-371360（13G

バイト）である。

Turbolinux Server 6.5は、インス

トーラからext3やReiserFSを選ぶこと

ができる（画面5）。ただし、ルートパ

ーティションにReiserFSを指定するこ

とはできないようになっている。今回

は2Gバイトのパーティションにインス

トールして実験を行った。CPUの速度

やハードディスクによって数値は変わ

ってくるので、ファイルシステムごと

の相対値を参考にしてほしい。

■ジャーナリング領域のサイズ

まず、200Mバイトのパーティション

を3つ作り、それぞれ以下のコマンド

で、ファイルシステムを作成した。

# mke2fs /dev/hda8

# mke3fs /dev/hda9

# mkreiserfs /dev/hda10

作成したファイルシステムをマウン

トして、dfコマンドでディスクの使用

状況を表示させると、画面6のように

なる。この表示は単位が1Kバイトであ

る。ファイルシステムを作成したばか

りで、何もファイルが書かれていない

状態だが、まず注目してほしいのは

「Used」の列だ。

一番上の行（/dev/hda8）に記録さ

れているext2は、ルートディレクトリ

やlost＋foundディレクトリ用に13Kバ

イト使用されている。次の行のext3は、

ext2での使用域とジャーナリングログ

領域を合わせて約4Mバイト使用され
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# mkdir /mnt/reiser
# mount -t reiserfs /dev/hda6 /mnt/reiser
# ls -la /mnt/reiser
合計 8
drwxr-xr-x    2 root     root           48  4月 20 21:11 .
drwxr-xr-x    7 root     root         4096  4月 20 21:17 ..
# df
Filesystem           1k-blocks      Used Available Use% Mounted on
/dev/hda1              3028080   2335656    538604  82% /
/dev/hda6              4096408     32840   4063568   1% /mnt/reiser

画面3 ファイルシステムのマウント

LABEL=/                 /                       ext2    defaults        1 1
/dev/fd0                /mnt/floppy             auto    noauto,owner    0 0
none                    /proc                   proc    defaults        0 0
none                    /dev/pts                devpts  gid=5,mode=620  0 0
/dev/hda5               swap                    swap    defaults        0 0
/dev/cdrom              /mnt/cdrom              iso9660
noauto,owner,kudzu,ro 0 0
/dev/hda6               /mnt/reiser             reiserfs defaults       0 0

画面4 /etc/fstabの変更
fstabファイルに、最下行のようにreiserfsでマウントするように設定する。

画面5 Turbolinux Server
6.5のインストーラ
インストーラ上でReiserFSや
ext3も選ぶことができる。ルー
トパーティションにはext2また
はext3を指定する。

ext2とジャーナリング
システムの比較



ている。最下行のReiserFSでは、約

33Mバイトがジャーナリング用に使用

されている。この結果、Availableの列

やUse％の数字でわかるように、ext2

が空き容量が一番多い。

今度は、1パーティションのサイズを

2Gバイトにして同様にファイルシステ

ムを作成して、dfを行ってみた（画面

7）。ext2が少し増えて、ext3のところ

が4Mバイトから32Mバイトに大幅に増

加しているが、ReiserFSは変わってい

ない。

このext2とext3での増加分は、ブロ

ックサイズが変わったことによるもの

で、1パーティションが200Mバイトの

ときは1Kバイト／ブロック、2Gバイト

のときは4Kバイト／ブロックになって

いる。mke2fs（mke3fs）が容量によ

って適切なブロックサイズを決めてい

るのだが、－bオプションによってブロ

ックサイズを変更することもできる。

ちなみに、ReiserFSのブロックサイ

ズは、現在ではパーティションサイズ

に関係なく4Kバイトに固定のようだ。

ReiserFSでは、ext2やext3のような

管理情報を記録するi-nodeエリアをあ

らかじめ確保しないので、パーティシ

ョンの全容量がext2やext3よりも多く

なる。そのため、2Gバイトのパーティ

ションでは、ReiserFSの空き領域が一

番多くなっている。

■ファイルを書き込んでみる

次に、先ほど作成した2Gバイトのパ

ーティションにファイルを書き込んで

みる。Linuxカーネル2.2.19のソース

（約19Mバイト）を、tarコマンドでそ

れぞれのパーティションに展開してみ

た（画面8）。

dfコマンドとduコマンドで表示され

るディスク使用量が、ReiserFSのほう

が小さくなっている。カーネルソース

には約6000個のファイルが含まれてい

る。ext2ではブロック単位（この場合

は4Kバイト）で管理されるために、ブ

ロックサイズ未満のファイルの端数の

部分が無駄なデータ領域を占めるのに

対し、ReiserFSではi-node＋データサ

イズ分の領域だけで済むためだ。

tarコマンドの実行は、ext2で約31

秒、ext3で約55秒、ReiserFSで約38

秒であった。

■ファイルを検索する

ReiserFSでは、バランスドツリーと

いう手法でディレクトリやファイルを

管理しているため、複数のディレクト

リからファイルを高速に検索できる。

それをfindコマンドで確認してみる。

# find /mnt/ext2/linux/ -name "Make

file"

カーネルソースには、各ディレクト

リにMakefileがある。ext2とext3では

6秒強かかったが、ReiserFSでは約3秒

だった。ただし、同じコマンドを2回以

上繰り返してみると、バッファに読み

込まれている情報を使用するためか、

どのファイルシステムでも非常に速く

終了する。

■Bonnie＋＋ベンチマーク

ファイルシステムの性能をチェック

するために定番のベンチマークテスト

であるBonnie＋＋ Version 1.01を使

用した。Bonnie＋＋では、大きなファ

イルへのアクセス速度を測定するテス

トと、複数のディレクトリに複数のフ

ァイル名を作成、ファイル情報読み込
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Filesystem           1k-blocks      Used Available Use% Mounted on
/dev/hda8               202220        13    191767   1% /mnt/ext2
/dev/hda9               202220      4127    187653   3% /mnt/ext3
/dev/hda10              208788     32840    175948  16% /mnt/reiser

画面6 1パーティションを200Mバイトにした場合
ReiserFSのジャーナリングログ領域の大きさが32Mバイト固定なので、少ないディスク容量には向いていない。

# df
Filesystem           1k-blocks      Used Available Use% Mounted on
/dev/hda8              2016016        20   1913584   1% /mnt/ext2
/dev/hda9              2016016     32828   1880776   2% /mnt/ext3
/dev/hda10             2048188     32840   2015348   2% /mnt/reiser

画面7 1パーティションを2Gバイトにした場合
最下行のReiserFSが、パーティションの全容量（1k-blocks）も空き容量（Available）も一番大きい。

# cd /mnt/ext2
# tar xfz /root/linux-2.2.19.tar.gz
# cd /mnt/ext3
# tar xfz /root/linux-2.2.19.tar.gz
# cd /mnt/reiser
# tar xfz /root/linux-2.2.19.tar.gz
# df
Filesystem           1k-blocks      Used Available Use% Mounted on
/dev/hda8              2016016     93292   1820312   5% /mnt/ext2
/dev/hda9              2016016    126100   1787504   7% /mnt/ext3
/dev/hda10             2048188    118372   1929816   6% /mnt/reiser
# du -s /mnt/*/linux*
93272   /mnt/ext2/linux
93272   /mnt/ext3/linux
91124   /mnt/reiser/linux

画面8 tarコマンドでLinuxカーネルを展開
dfで表示される使用量（Used）の増加分とduで表示される使用量の、どちらもReiserFSが少ない。



み、削除を行うテストの2種類のベン

チマークができる。

前者のテスト結果はグラフ1の通り

である。数値は1秒当たりに転送でき

たデータ量（Kバイト）なので、数が

大きいほど高速だ。全般にext2が優秀

な成績を得ている。差が出ているのは

書き込みの部分で、ext3とext2の差は、

すなわちジャーナリングログへの書き

込み時間のオーバーヘッドと思われる。

ReiserFSは、ext2より少し遅い程度だ。

ディレクトリへ複数ファイルアクセ

スのテスト結果はグラフ2のようになっ

た。ファイル名は、7桁の数字と文字

を組み合わせて適当に作られる。グラ

フ中の、シーケンシャルというのは先

頭の数字を順番に作っていくもので、

ランダムは乱数でファイル名を生成す

る。ここでの読み込みとは、実際にフ

ァイルを読み込むわけではなく、stat

システムコールでファイル名からファ

イルの属性を得ることを行っている。

グラフ2では、シーケンシャル作成、

シーケンシャル削除、ランダム削除の3

つのテストで、ReiserFSが圧倒的に速

いことがわかる。

■

■ジャーナリングファイルシステムは便利

■

ここまで説明してきたように、ジャ

ーナリングファイルシステムを使うこ

とのメリットは多い。そのためか、

ReiserFSのほかにも、SGIのIRIX用の

XFSや、IBMのAIX用のJFSなどのジ

ャーナリングファイルシステムがLinux

に移植され公開されている（表1、表2）。

ジャーナリングファイルシステムは、

サーバ向け／ビジネス向けという感覚

を持たれるかもしれないが、カーネル

2.4でReiserFSが正式採用になったこと

もあって急速に普及していくのではな

いだろうか。他のジャーナリングファ

イルシステムも含めて今後に期待した

い。
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グラフ１　Bonnie++の結果（1Gバイトのファイルの書き込み／読み込み） 
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グラフ2　Bonnie++の結果（複数ファイルの作成／読み込み／削除） 
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ReiserFS http://www.namesys.com/

ext3 http://olstrans.sourceforge.net/release/OLS2000-ext3/OLS2000-ext3.html

ftp://ftp.uk.linux.org/pub/linux/sct/fs/jfs/

IBM JFS for Linux http://oss.software.ibm.com/developerworks/opensource/jfs/

SGI XFS Project http://linux-xfs.sgi.com/projects/xfs/

表1 Linuxに対応するジャーナリングファイルシステム

仕様 ext2／ext3 ReiserFS SGI XFS IBM JFS

最大ファイルシステムサイズ 4Tバイト 2Tバイト 8000Pバイト 4Pバイト（512バイト／ブロック）

32Pバイト（4Kバイト／ブロック）

最大ファイルサイズ 2Gバイト 2Tバイト 8000Pバイト 512Tバイト（512バイト／ブロック）

（LFSにより4Tバイトまで可能） （V3.5では2Gバイト） 4Pバイト（4Kバイト／ブロック）

ブロックサイズ 1～4Kバイト 4Kバイト 512～64Kバイト 512～4Kバイト

表2 各ファイルシステムの最大ファイルサイズ

ジャーナリングファイル
システムは便利



Linuxカーネル2.4で導入された新機

能は多岐にわたるが、ジャーナリング

ファイルシステムやLVM（Logical

Volume Manager）は、大規模なサー

バ用途に欠かせない機能である。今ま

でLinuxは、SOHOや比較的小規模な

サーバとして用いられることが多かっ

た。カーネル2.4の新機能により、大企業

の基幹サーバクラスまでもLinuxター

ゲットになっていくことが期待される。

■

■LVMとは？

■

今までのLinuxでは、RAIDシステム

を除けば、パーティションは1台のディ

スク上に連続した領域として確保され

ているものであった。

それに対して、LVMは、複数のハー

ドディスクやパーティションをまとめ

て1つの論理的な領域（ボリューム）

として扱うことができる。LVMで構成

された領域は、カーネルからは1つのハ

ードディスクのように見えるため、デ

ィスクやパーティション構成に柔軟性

を持たせることが可能だ。

複数のディスクをまとめて仮想的な

ディスクとして扱う技術としては、ほ

か に RAID（ Redundant Array of

Inexpensive／ Independent Disks）

がある。

RAIDの目的は、ファイルシステム

に冗長性を持たせることで、ハードウ

ェアのトラブルからデータを守ること、

または複数のディスクに対して並列で

読み書きを行うことでディスク性能を

向上させること（RAID 0のみ）である。

一方LVMの目的は、システム運用

時に動的にディスク／パーティション

構成を変えられる柔軟性を持たせるこ

とにある。

目的が異なるため、LVMとRAIDを

組み合わせて用いることも可能だ。

■

■UNIXのディスクシステム

■

Linuxを含めたUNIX系のOSでは、

複数のディスクやパーティションを各

ディレクトリに割り当てて、全体とし

て1つのディスクシステムを構成する。

それぞれのディレクトリに必要なサイ

ズや、別のディスクに分けたほうがい

いパーティションなどを考慮して、適

切なディスクシステムを構成するのは、

管理者の腕の見せどころである。ベテ

ランの管理者ともなれば、パーティシ

ョンの切り方に独自のポリシーを持っ

ており、メーリングリストなどで論争

になることもあるくらいだ。

もっとも最近では、大容量のハード

ディスクが安価に手に入るため、いろ

いろ悩むよりは、ディスク丸ごとを「/

（ルート）」に割り当てるといった使い

方をしているユーザーも多いだろう。

特にクライアント用途では、「スワッ

プ」と「/」だけ、もしくはBIOSの制

限を考慮して「/boot」を分けて、2～

3個のパーティションで使うといったシ

ンプルな構成でも特に問題はない。筆

者が使用する数台のLinuxマシンも、

ほとんどがこの構成だ。

■

■ディスク管理の難しさ

■

だが、複数のユーザーを抱え、専任

の管理者がいるようなシステムの場合

は、前述のようにディレクトリごとに

パーティションやドライブを分けてお

くのが一般的だ。そのようにすること

で、レスポンスがいい快適なシステム

が得られるうえに、万が一のディスク

トラブル時にも、被害が及ぶ範囲を小

さくできるからだ。

ディスクシステムを作成する際には、

予想される使用状況を考慮して、各パ

ーティションのサイズを最適と思われ

る大きさに切り分けていく。

だが「失敗する可能性があることは、

必ず失敗する」のマーフィーの法則で

はないが、どれだけ熟考してパーティ

ションサイズを決めても、実際に運用

していくと予想以上に消費されるパー

ティションが出てくるものだ。かくし

てディスク全体では空きがあるのに、

特定のディレクトリ以下の容量が逼迫

するはめになる。

この場合、根本的に解決するために

は、より大きいディスクを用意して、

今あるディスクの内容をバックアップ

後にディスク交換をするしかない。し

かし複数のユーザーがいるシステムで

は、何時間もシステムを停止してこの

ような作業をしたら、苦情が殺到する

にちがいない。

現実には対症療法として、余裕のあ

るパーティションにディレクトリを作

って、そこにシンボリックリンクを張

るなどアドホックな対処を行うしかな

い。それを繰り返すにつれて、ディス

クシステムは複雑怪奇になっていく。
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Logical Volume Manager

LVMとは？

UNIXのディスクシステム

ディスク管理の難しさ



■

■LVMの利便性

■

LVMは、複数のパーティションをま

とめて論理的な領域（ボリューム）と

して扱うことができる。このボリュー

ムは、いったん作ったあとでも新たな

パーティションを追加／削除が行える。

そのため、システム運用中にディスク

を追加して、容量が不足してきたディ

レクトリのサイズを拡大するといった

ことが可能だ。もちろんディスクを接

続する際には、システムは停止するこ

とになるが、LVMなしでディスクを交

換する場合よりも、はるかに短時間で

再起動できるはずだ。

■使えるのは、事実上ext2のみ

ただし、「ディレクトリのサイズを拡

大」するということは、いったん作成

したパーティションのサイズを変更す

ることが必要になる。ほとんどのファ

イルシステムは、サイズの変更を前提

に設計されてはいないので、これは危

険な作業といえる。

パーティションのサイズを変更する

ユーティリティとしては、PowerQuest

社のPartitionMagicなどが市販されて

いる。PartitionMagicは、Linuxの

ext2ファイルシステムに対応している

が、LVM上に作成したext2ファイルシ

ステムを扱えるわけではない。

LVM自体はファイルシステムを選ば

ないので、たとえばLVM上にFATフ

ァイルシステムを作るといったことは

可能だ。しかしそのFATパーティショ

ンのサイズを変えることはできないの

で、わざわざLVM上に作成する意味は

ないだろう。

結局LVM上で使う意味があるのは、

ext2ファイルシステムのみということ

になる。ext2に対応したパーティショ

ンサイズ変更ユーティリティは、商用

の resize2fsや FSF（ Free Software

Foundation）で作られたext2resizeが

あるが、どちらもLVM上のext2パーテ

ィションを操作できるからだ。

■

■用語説明

■

LVMには、区別しにくいうえに聞き

慣れない言葉がたくさん使われている。

この先混乱しないために、ここでまと

めて説明をしておこう。

■物理メディア

ハードディスクそのもの、またはデ

ィスク上のパーティション。現実的に

はパーティションのことと考えてさし

つかえない。

■物理ボリューム（PV）

PVはPhysical Volumeの略で、物

理メディアにLVMの管理データを付加

したものを指す。つまり、LVM専用の

パーティションのこと。

■物理エクステント（PE）

PEは 、 Physical Extentの 略 で 、

PV内部の最少構成単位を表す。デフ

ォルトでは4Mバイトとなっている。

■ボリュームグループ（VG）

VGはVolume Groupの略で、複数

のPEをまとめて1個の領域としたもの

である。まとめられるPEは、別の物理

ボリューム上にあってもいいので、実

体としては複数のハードディスク（パ

ーティション）をまとめた仮想的なハ

ードディスクのようなものといえる。

■論理ボリューム（LV）

LVはLogical Volumeの略で、VG

内のPEをいくつかまとめたものであ

る。いわば仮想的なハードディスクで

あるボリュームグループ上の、パーテ

ィションに相当するもので、実際にこ

の論理ボリューム上にファイルシステ

ムを作成するようになっている。

各要素の関係や、LVM全体の構成

図は、図1のようになっている。

■

■実践LVM

■

実際にLVMを構成してみることにし

よう。テスト環境として表1のスペッ

クを持つPCを用意した。OSはVine

Linux 2.1.5を使用し、カーネルのみ
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図1 LVMの概念図

LVMの利便性

用語説明

実践LVM



2.4.3に変更している。

■開発元

L i n u x のLVM は、 米 S i s t i n a

Softwareという会社が開発している

（画面1）。同社はLVM以外にも、分散

した大規模な記憶装置を運用するため

の、GFS（Global File System）の開

発も行っている。

LVMは同社のWebサイトからダウ

ンロード可能で、本稿作成時の最新バ

ージョンは0.9.1-Beta7だった。

■

■インストール方法

■

LVMの主要なコードは、カーネル

2.4.xのソースに組み込まれているが、

LVM 0.9.1-Beta7にはカーネル2.4.2用

のパッチが含まれていた。このパッチ

をカーネル2.4.3のソースに適用したと

ころ、特にエラーは出なかったので、

そのまま利用した。

■カーネルコンパイル

カーネル2.4 .3のソースを展開し、

LVMに含まれていたカーネル2.4.2用パ

ッチを適用する。カーネルコンパイル

時の設定では、忘れずに「Mul t i -

device support（RAID and LVM）」

をモジュール化して組み込むようにし

ておこう。

■LVMユーティリティのインストール

LVMのtarボールを展開し、ユーテ

ィリティプログラムをインストールす

る。コンパイル自体は一般的な、

# ./configure

# make

# make install

の手順で行えばいい。

カーネルモジュールが自動的に組み

込まれるようにするため、/e t c /

modules.confに以下の2行を追加する。

alias block-major-58  lvm-mod

alias char-major-109  lvm-mod

■LVM用パーティションの作成

VMで使うパーティションを準備す

る。今回は、ハードディスクを2台用

意し、それぞれにLVM用のパーティシ

ョンを複数作成した（図2）。パーティ

ションサイズはそれぞれ2Gバイトとし

た。

パーティションの作成は、通常の

ext2パーティションと同じようにfdisk

コマンドを使うが、作成後にパーティ

ションIDを「8e」に変更しておく必要

がある。パーティション一覧の「シス

テム」が「Linux LVM」と表示され

ているのを確認しよう（画面2）。fdisk

コマンドが古い場合は、「Unknown」

と表示されることもある。
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CPU AMD Athlon 1GHz

マザーボード ASUS A7V/WOA

チップセット VIA Apollo KT133

メモリ PC100 SDRAM 128Mバイト

ハードディスク Maxtor 34098H4 40Gバイト×2

OS Vine Linux 2.1.5

カーネル 2.4.3

表1 テストに使用したPCのスペック

PV（/dev/hda7）

PV（/dev/hda6）

「/」（ルート）

/dev/hda

PV（/dev/hdd6） 

PV（/dev/hdd5）

/dev/hdd

ボリュームグループ 
（VG） 

スワップ 

図2 実験用PCの構成
画面1 Sistina SoftwareのWebサイト
Linux用LVMの開発元、Sistina Softwareのサイト。

インストール方法



■物理ボリューム（PV）の作成

パーティションにLVM用の管理デー

タを付加して、PVを作成する。コマン

ドの書式は、

# pvcreate パーティション名

である。「successfully created」とい

うメッセージが表示されていれば、成

功だ（画面3）。

■設定ファイルの作成

この段階では、LVM用の設定ファイ

ルは何もないので、vgscanコマンドを

用いて設定ファイルを作成する。

vgscanは、すべてのパーティション

を検索し、LVM用の設定ファイルであ

る/etc/lvmtabや/etc/lvmtab.d以下の

ファイルを作成・更新するコマンドだ。

VG作成時だけでなく、システム起動時

にも実行する必要があるので、

/etc/rc.d/rc.sysinit

に書き込んでおくといいだろう。

なおLVM用の設定ファイルは、いず

れもバイナリ形式になっており、テキ

ストエディタなどで内容を確認するこ

とはできない。

■VGの作成

PVを束ねてVGを作成する。コマン

ドの書式は、

# vgcreate VG名 PV名...

である。ここでは、VG名を「vg1」と

した。

PVは同時に複数指定することができ

る。エラーや警告メッセージが出力さ

れなければ、成功だ（画面4）。

VGの詳細な情報は、vgdisplayコマ

ンドで得られる。

# vgdisplay VG名

と入力すればいい。PEのサイズ（4M

バイト）や、個数などが確認できる

（画面5）。

■LV作成

VGからPEを割り当てることで、LV

を作成する。LVのサイズは、PEの個

数で指定することも可能だが、実サイ

ズで指定するほうがわかりやすいだろ

う。lvcreateコマンドを用いて、

# lvcreate -L 500M -n lv1 vg1

のように指定する。この例では、VG

「vg1」から500MバイトをLV「lv1」

に割り当てている。エラーが出なけれ

ば、このLVは、

/dev/vg1/lv1

としてアクセスできる。また作成した

LVの詳細は、

# lvdisplay LV名

で確認できる（画面6）。
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画面2 LVM用パーティションの作成
パーティション作成後、IDを「8e」に変更する。

画面3 物理ボリュームの作成
pvcreateコマンドで物理ボリュームを作成する。

画面4 ボリュームグループの作成
vgcreateコマンドで物理ボリュームを束ねてボリューム
グループを作成する。

画面5 ボリュームグループの確認
作成したボリュームグループの情報は、vgdisplayコマ
ンドで確認する。

画面6 論理ボリュームの確認
論理ボリュームの情報は、lvdisplayコマンドで確認する。

画面7 論理ボリュームをマウントする
論理ボリュームでも通常のパーティションと同じように
操作できる。



■ファイルシステムの作成

LVは、普通のパーティションと同じ

ように扱うことが可能だ。すなわち

ext2ファイルシステムを作るなら、

# ext2fs /dev/vg1/lv1

とすればいい。マウントも同様に、

# mount /dev/vg1/lv1 /lvm

とする（画面7）。

■

■パーティションサイズの変更

■

LVMのLVを作成・利用するには、

上述の手順で行えばいい。またVGに

余裕があり、ext2ファイルシステムを

利用しているなら、LVMのユーティリ

ティに含まれているe2fsadmコマンド

を用いて、パーティションサイズを変

更することができる。

e2fsadmは、フロントエンドプログ

ラムなので、実際にパーティションサ

イズを変更するのは、デフォルトでは

resize2fsというプログラムである。

resize2fsは、PowerQuest社の商用ソ

フトであったが、2000年の4月から

GPLに基づいて再配布が可能になって

いる。

■ext2resize

resize2fsと同様の機能を持ったプロ

グ ラ ム と し て は 、 Free Software

Foundation（FSF）のext2resizeのほ

うがよく知られている（画面8）。e2fsadm

は、ext2resizeを利用することも可能

なので、今回はこちらを用いることに

する。この場合、リスト1に示した2つ

のシェル変数をエクスポートする必要

がある。

■e2fsadm

e2fsadmコマンドは、ほかのLVMユ

ーティリティとよく似ているので、操

作にとまどうこともないだろう。

「－l」オプションは、ファイルシス

テムのサイズを物理エクステントの数

で指定するのに対して、「－L」オプシ

ョンは、実際のサイズで指定すること

ができる。通常は「－L」オプション

のほうが使いやすいだろう。

# lvcreate -L 500M -n lv1 vg1

のように作成した500MバイトのLVに

作成したext2ファイルシステムを1.2G

バイトに拡張するには、

# e2fsadm /dev/vg1/lv1 -L+700M

とすればいい。自動的に

・fsck（e2fsck）

・LVの拡張

・ファイルシステムのサイズ変更

が行われる。個別のプログラムを操作

しても同じ結果が得られるが、1つのプ

ログラムで操作していくほうがミスも

少なくなる。

■

■そのほかの機能

■

上述した基本的な機能以外のLVM

の機能としては、以下のようなものが

ある。

■VGの拡張／縮小

いったん作成したVGに、あとから

PVを追加したり、既存のVGからPVを

取り除いたりするには、vgextend／

vgreduceコマンドを利用すればいい。

それぞれ、

# vgexpand VG名 PV名

# vgreduce VG名 PV名

の書式でPVを指定する。

■スナップショット

LVMの興味深い機能として、スナッ

プショットがある。これは、ある瞬間

のLVのコピーを記録するものであり、

ディスクのバックアップを取る場合な

どに有効な機能だ。

一般にディスクのバックアップは、

各種アプリケーション／サービスを停

止して行う必要がある。そうしなけれ

ば、バックアップを取っている最中に

ディスクの内容が変わってしまうから

だ。個人のホームディレクトリ以下程

度なら、それほど時間もかからない。

しかし大規模なシステムの場合は、バ

ックアップするデータ量も大きいため、
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画面8 ext2resizeのWebサイト
なぜかFSFのWebサイトではなく、Sourceforge上にあ
る。

▼リスト1 ext2resizeの利用に必要なシェル変数

# export E2FSADM_RESIZE_CMD=ext2resize

# export E2FSADM_RESIZE_OPTS=""

パーティションサイズの変更

そのほかの機能



サービスの停止が長時間におよぶこと

になる。

スナップショットは、lvcreateコマ

ンドを用いて作成する。元のLVとの差

分を格納するサイズを指定する。たと

えば、/dev/vg1/lv1のスナップショッ

トを作成するには、以下のように指定

する。

# lvcreate --size 16m --snapshot

--name snap /dev/vg1/lv1

これで/dev/vg1/snapに仮想的な

/dev/vg1/lv1のコピーが作成される。

マウントしてみると、この2つのLVが

同じサイズで、同じ内容であることが

わかる。だがスナップショット用のLV

が消費するサイズは、元のLVよりもは

るかに小さい（lvcreateコマンドの

--sizeオプションで指定したサイズ）。

これは、スナップショットが元のLV

との差分を記録しているためだ。たと

えば、元のLV上のファイルを削除する

と、その削除されたファイルは、スナ

ップショット用LVにコピーされる。

LVMのスナップショットは、変更さ

れたファイルの合計があらかじめ指定

したサイズ以上になると、無効になる。

マシンを再起動しても同様だ。

■

■LVMの性能

■

LVMによってファイルシステムに柔

軟性を持たせることができるが、当然

トレードオフとして性能が低下するこ

とになる。それがどの程度なのかを知

るために、通常のパーティションと比

較してみよう。

ディスク関係のベンチマークソフト

としては、Bonnie＋＋の最新バージョ

ンである1.01bを使用した。

Bonnie＋＋は、POSIX標準のC関数

を用いてファイルシステムにアクセス

し、その転送速度とCPU使用率を測定

する。単一のファイルを用いた転送速

度の測定以外に、多数のファイルを生

成する測定項目（ファイルシステムの

性能測定に利用）がある。今回は全般

的な性能の指標となる、ブロック単位

のシーケンシャル読み出し／書き込み

の項目を利用した。

Bonnie＋＋は多くのコマンドライン

オプションを持つが、通常は、テスト

領域のサイズ（Mバイト単位）、測定

するディレクトリ、そしてログファイ

ルの名前を以下のように指定する。

$ bonnie++ -s 300 -d /lvm -m 

test01

上の例では、/lvmディレクトリに

300Mバイトのファイルを作成して、テ

ストを行い、結果をtest01というファ

イルに出力している。テスト領域のサ

イズは、キャッシュの影響を受けない

ように、ファイルのサイズを実メモリ

の2倍以上の300Mバイトに設定してあ

る。各条件で測定を3回行い、平均値

を測定値としている。

測定した論理ボリュームは、実体と

しては/dev/hddの先頭から2Gバイト

のパーティション（/dev/hdd5）にあ

る。また比較対象の通常パーティショ

ンも、/dev/hdaの先頭から4Gバイト

に位置しているので、ディスク上の記

録位置による差は問題にならないと考

えられる。

■

■性能低下は許容範囲？

■

結果を表2に示す。予想どおり読み

書きともに速度が低下し、あわせて

CPU占有率も上昇している。速度の低

下率は、読み込み時は書き込み時の3

倍近い。

今回用いたハードディスクは、

MaxtorのバリューPC向け製品であり、

市場にはこれより速い製品も多い。回

転数が7200回転／秒の高速タイプや、

SCSI接続のハイエンドの製品を選べ

ば、少々速度が低下したとしても十分

な性能が得られるだろう。

またCPU占有率も、CPU性能が引き

続き上がり続けている現状では、それ

ほど問題になるとも思えない。

用途にもよるだろうが、6～17％の

性能低下と引き換えに柔軟なディスク

構成が利用できるならば、LVMを利用

する価値はあるといえるだろう。

ただ、表2には示していないが、フ

ァイルの生成／削除など、よりファイ

ルシステムの影響が出やすい項目は、

LVMによる性能低下が大きくなる傾向

にあるようだ。

またLV作成時のオプションとして、

複数のVG間に分散記録させることで、

性能を向上させるようにすることも可

能だ。RAID 0（ストライピング）と

同様の手法である。

その場合、1台のディスクが故障す

るとLV全体が使用不能になるという危

険性が、RAID 0と同様に生じること

を理解しておくべきであろう。
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通常のパーティション（/dev/hda1）

LVMの論理ボリューム（/dev/vg1/lv1）

速度低下率

速度

（Mバイト／秒）

31.8

30.1

6%

書き込み 読み込み

CPU占有率

（％）

16

22

－

速度

（Mバイト／秒）

28.5

23.7

17%

CPU占有率

（％）

11

16

－

表2 LVMと通常パーティションの性能比較

LVMの性能

性能低下は許容範囲？



Red Hat Linux 7.1（ 以 下 、 Red

Hat 7.1）は、カーネル2.4（ kernel

2.4.2-2）を採用しているものの、残念

ながらReiserFSを公式にサポートして

いない。

しかし、ReiserFSのツールやモジュ

ールはRed Hat 7.1に含まれているの

でReiserFSを利用することは可能だ。

ただし、公式サポートでないためか、

インストーラのカーネルイメージが

ReiserFSに対応していない。このため、

インストール時にReiserFSを使用して

ファイルシステムを構築することはで

きないが、インストール後であれば

ReiserFSを利用することが可能だ。

そこで、Red Hat 7.1のインストー

ル後に/パーティションをReiserFSに

変更する方法を紹介しよう。ただし、

この手順はかなり複雑だ。手順を間違

えるとパーティションの内容を失う危

険もあることに留意されたい。また、

前 述 し た よ う に Red Hat 7.1で は

ReiserFSを公式にサポートしていない

ので、ReiserFSを使う場合は自己の責

任のもとで行ってほしい。

■

■　/パーティション変更の概要

■

ここで紹介する/パーティションを

ReiserFSにする手順は、一度ext2で

Red Hat 7.1をインストールし、その

あとファイルシステムをReiserFSにコ

ピーするというものだ。このため、

ext2のほかにReiserFSのパーティショ

ンがもう1つ必要となる。

ハードディスクを複数接続してパー

ティションを作成してもいいが、今回

は1つのハードディスクですべて実行す

るものとし、ハードディスク内のパー

ティションを次のように3つに分割する

ことにする。

/dev/hda1 ReiserFS

最終的に/となるパーティション

/dev/hda2 Linuxスワップ

スワップパーティション

/dev/hda3 ext2

最初にインストールするパーティシ

ョン。ReiserFSを構築後、/dev/hda1

にコピーする

それぞれのパーティションのサイズ

はインストールするパッケージに合わ

せて確保する。Red Hat 7.1では「全

部」インストールで約2.4Gバイト必要

となる。仮に「全部」インストールを

行うのであれば、/dev/hda3は最低で

も2.4Gバイト、/dev/hda1は最終的な

/パーティションとして運用するうえ、

/dev/hda3の内容をコピーすることに

なるので/dev/hda3と同等以上のサイ

ズを確保する必要がある。

それでは、実際の手順を解説する前

に、まずおおまかな手順を紹介してお

こう。

①通常の方法でRed Hat 7.1をインス

トール（このとき、ReiserFSで利用

するためのパーティションを用意し

ておく）

②ReiserFSを構築し、インストールし

たRed Hat 7.1（ext2）イメージを

ReiserFSにコピーする

③システムの設定を変更し、ReiserFS

を/パーティションとしてマウントで

きるようにする

以上の手順となる。これだけを見る

と簡単そうに思えるが、実際の手順は

かなり複雑だ。途中で手順を誤るとフ

ァイルシステムを壊してしまったり、

起動できなくなってしまうので、一度

最後までじっくり読んでから慎重に作

業してほしい。

■

■　Red Hat 7.1のインストール

■

それでは実際の手順を順を追って解

説していこう。まずはRed Hat 7.1の

インストーラを起動し、通常の手順で

インストールを行う。このとき、「ディ

スクパーティション設定」画面が表示

されたら、「fdiskを使用して手動でパ

ーティションを設定する［エクスパー

トのみ］」を選択し、［次へ］ボタンを

クリックする（画面1）。fdiskを使用し

てパーティションを設定する理由は、

Disk Druidでは使用しない（領域を確

保するだけの）パーティションを作成

できないためだ。面倒だが、fdiskを使

用しよう。

fdiskを使用する場合、「fdiskを実行
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信頼性、速度ともに魅力あるReiserFSを早速使ってみることにしよう。しかし、Red

Hat Linux 7.1はカーネル2.4採用とはいうものの、ReiserFSを利用するにはちょっとし

たテクニックが必要となる。

Red Hat Linux 7.1でReiserFSを使う

/パーティション変更の概要

Red Hat 7.1のインストール
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するドライブを選択して下さい」と表

示されるので、［hda］をクリックする

（画面2）。

ここで、fdiskの実行画面がウィンド

ウ内に表示されるので、次のようなパ

ーティションを作成する。

/dev/hda1 Linuxネイティブ（ext2）

/dev/hda2 Linuxスワップ

/dev/hda3 Linuxネイティブ（ext2）

作成する手順は画面3を参照してほ

しい。なお、サイズは自分の環境に合

わせて設定してほしい。

パーティションの設定が終了したら、

念のため「p」と入力し、意図してい

るとおり正しくパーティションが設定

されているかどうかを確認する。正し

ければ、「w」と入力し、パーティショ

ン設定を保存する。画面4はパーティ

ション設定を保存する直前の画面だ。

もし、設定が間違っていたり、取りや

めたいときは「q」と入力すれば設定

は破棄され、ハードディスクは何も変

更されない。

fdiskが終了すると画面2に戻るので

［次へ］をクリックする。これでパーテ

ィションの設定は終了だ。

■/パーティションの作成

次に、各パーティションにどのマウ

ントポイントを設定するかを指定する

（画面5）。hda1はまだ使用しないので、

「＜設定しない＞」のままにしておき、

hda2も「＜スワップ＞」パーティショ

ンとして設定されているので、こちら

も変更しない。最後のhda3は/パーテ

ィションに割り当てるので、［編集］を

クリックし、「マウントポイント」に

「/」を入力し（画面6）、［OK］をクリ

ックする。設定が間違いなければ（画

面7）、［次へ］をクリックし、hda2と

hda3をフォーマットする。

あとは通常のインストール手順と同

様だ。必要な設定を行いインストール

を完了させよう。

■

■ReiserFSパッケージのインストール

■

インストールが完了したら、システ

ムを起動しよう。正常に起動できれば、

いよいよReiserFSを構築することにな

る。ただし、インストール時の「イン

ストールの種類で」、「カスタム」を選

択し、パッケージの選択で「全部」以

外を選択した場合はReiserFSユーティ

リティがインストールされないので、

画面1 ディス
クパーティショ
ン設定

画面2 fdiskを
実行するドライブ
の選択

画面4 fdiskの
実行画面

画面5 マウント
ポイントの設定

ReiserFSパッケージの
インストール



「全部」以外でインストールした場合

はReiserFSパッケージをインストール

しておく必要がある。

ReiserFSパッケージのインストール

はrpmコマンドを使って簡単にインス

トールすることができる。まず、Red

Hat 7.1のDisc 2をCD-ROMドライブ

にセットし、rootユーザー権限で次の

ようにしてマウントする。

# mount /mnt/cdrom

次 に、 r p m コマンドを使 って

reiserfs-utils-3.x.0f-1.i386.rpmをインス

トールする。

# rpm -ivh /mnt/cdrom/RedHat/RPMS/

reiserfs-utils-3.x.0f-1.i386.rpm

以上でReiserFSパッケージのインス

トールは完了だ。

■

■ReiserFSの構築

■

それではいよいよReiserFSを構築し

よう。次のようにして、インストール

時に作成した/dev/hda1をReiserFSで

フォーマットする。

# mkreiserfs /dev/hda1

このとき、当然/dev/hda1にあるデ

ータはすべて消去される。もともとデ

ータは入っていないので問題ないはず

だが、コマンドを実行する際には十分

注意すること。コマンドを実行すると、

画面8のようにデータが消去されると

いう「注意」が表示されるので、間違

いなければ「y」と入力してフォーマ

ットを実行する。

フォーマットが完了したら、システ

ムを再起動する。これで/dev/hda1に/

パーティションをコピーするReiserFS

が構築できた。

■

■　ReiserFSのマウント

■

システムが再起動したら、次のよう

にして先ほど作成したReiserFSパーテ

ィションをマウントする。

# mkdir /mnt/reiser

# mount -t reiserfs /dev/hda1 /

mnt/reiser

ここでは、/mntにreiserというマウ

ントポイントを作成し、/dev/hda1

（ReiserFS）をマウントしている。

マウントしたら、正常にマウントで

きているかどうかmountコマンドを実

行して確認してみよう（画面9）。

正しくマウントされていれば、「/dev/

hda1 on /mnt/reiser type reiserfs

(rw)」という行が表示されるはずだ。

この状態で、/mnt/reiserディレクト

リ以下はReiserFSとして利用できるこ

とになる。

次に、ReiserFSを自動的にマウント

できるように/etc/filesystemsをリスト

1のように変更する。

この変更は必須ではないが、このよ

うに変更しておくとmountコマンドで

ファイルシステムタイプを指定しない

場合でもReiserFSをマウントできるよ

うになる。このほうが便利だし、使い

やすいだろう。
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画面6 /マウント
ポイントの指定

画面7 マウントポ
イントの設定画面
（設定終了）

ATTENTION: YOU SHOULD REBOOT AFTER FDISK!
ALL DATA WILL BE LOST ON '/dev/hda1'! (y/n)

# mount
/dev/hda3 on / type ext2 (rw)
none on /proc type proc (rw)
usbdevfs on /proc/bus/usb type usbdevfs (rw)
none on /dev/pts type devpts (rw,gid=5,mode=620)
/dev/hda1 on /mnt/reiser type reiserfs (rw)

ReiserFSがマウントされている

画面9 mountコマンドによるマウント状況の確認画面8 ReiserFSフォーマット時の「注意」

ReiserFSの構築

ReiserFSのマウント



■

■　/パーティションのコピー

■

ReiserFSが無事マウントできたとこ

ろで、現状のext2の/パーティション

（/ディレクトリ以下）をReiserFSにコ

ピーする。このとき、安全のためにシ

ングルユーザーモードに移行しよう。

# init S

シングルユーザーモードに移行した

ら、次のようにしてファイルシステム

を/mnt/reiserにコピーする。

# find / -print0 -mount | cpio -p
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コマンド（m でヘルプ）：n

コマンドアクション
e   拡張
p   基本領域（1-4）

p

領域番号（1-4）：1

最初 シリンダ（1-XXX, 初期値 1）：
初期値 1 を使います
終点 シリンダ または +サイズ または +サイズM または +サイズK（1-XXX, 初期値 XXX）： +2000M.

コマンド（m でヘルプ）：n

コマンドアクション
e   拡張
p   基本領域（1-4）

p

領域番号（1-4）：2

最初 シリンダ（XXX-XXX, 初期値 XXX）：
初期値 XXX を使います
終点 シリンダ または +サイズ または +サイズM または +サイズK（XXX-XXX, 初期値 XXX）： +512M

コマンド（m でヘルプ）：n

コマンドアクション
e   拡張
p   基本領域（1-4）

p

領域番号（1-4）：3

最初 シリンダ（XXX-XXX, 初期値 XXX）：
初期値 XXX を使います
終点 シリンダ または +サイズ または +サイズM または +サイズK（XXX-XXX, 初期値 XXX）：

コマンド（m でヘルプ）：t

領域番号（1-4）：2

16進数コード（L コマンドでコードリスト表示）：82

領域のシステムタイプを 2 から 82（Linux スワップ）に変更しました

コマンド（m でヘルプ）：p

デバイス ブート 始点 終点 ブロック ID システム
/tmp/hda1 X XXX XXXXXXX 83 Linux

/tmp/hda2 XXX XXX XXXXXX 82 Linux スワップ
/tmp/hda3 XXX XXX XXXXXXX 83 Linux

コマンド（m でヘルプ）：w

画面3 fdiskの実行画面

1つめのパーティション/dev/hda1を作成するために「n」を入力

「p」を入力

「p」を入力

「p」を入力

/dev/hda3を作成するので「3」を入力

初期値を使うので、Enterキーを押す

パーティションタイプを変更するために「t」を入力

/dev/hda2を変更するので「2」を入力

「82」と入力してパーティションコードを変更

変更を確認するために「p」と入力

変更に問題なければ「w」と入力して変更を保存する（「q」で変更を中止）

残り全部を割り当てるので
Enterキーを押す（必要なサイ
ズを入力してもOK）

2000M（2Gバイト）を確保す
るために「+2000M」と入力

/dev/hda2を作成するので「2」を入力

3つめのパーティション/dev/hda3を作成するために「n」を入力

/dev/hda1を作成するので「1」を入力

初期値を使うので、Enterキーを押す

2つめのパーティション/dev/hda2を作成

512Mバイトを確保するために
「+512M」と入力

/パーティションのコピー



-0 -d -m -u /mnt/reiser

ここではfindコマンドとcpioコマン

ドを組み合わせてコピーしている。こ

れは、cpioコマンドはコピーする際の

ファイル名がフルパスで必要なためだ。

このため、findコマンドを使ってコピ

ーするファイルのフルパス名を取得し

ている。

findコマンドで指定しているオプシ

ョンの意味は、「/」が/ディレクトリ以

下すべてを検索する指定、「-print0」

がファイル名をフルパスで出力する指

定、「-mount」がほかのパーティショ

ンのファイルシステムを検索しないと

いう指定だ。「-mount」を指定するこ

とで、/procディレクトリや/mnt/

reiserディレクトリそのものをコピーし

ないようにしている。

cpioコマンドで指定しているオプシ

ョンの意味は、「-p」がディレクトリか

らディレクトリへのコピーを行うパス

スルーモードの指定、「-0」がヌル文字

で終了するファイル名を処理する指定、

「-d」が必要に応じてディレクトリを作

成する指定、「-m」がコピー時にコピ

ー元のファイル変更時刻を保持する指

定、「-u」がファイルの自動上書きを行

うという指定だ。

このコマンドを実行することで、/フ

ァイルシステム以下のファイルを

/mnt/reiserに完全にコピーすること

ができる。

■

■fstabの修正

■

/ディレクトリのコピーが終わった段

階で、2つの/ディレクトリツリーが存

在することになる。このうち、Reiser

FSにコピーした/ディレクトリツリー

を/にマウントするために、コピーした

ReiserFS側のfstabファイルをリスト2

のように変更する。変更する際は、誤っ

て/etc/fstab（/dev/hda3にあるfstab）

を変更しないように十分注意すること。

必ず、/mnt/re i ser f s/e tc/ f s tab

（/dev/hda1）にある、ReiserFS側の

ファイルを変更するようにする。この

設定を間違えた場合、システムが起動

しなくなってしまうからだ。

■

■ブート用RAMディスクイメージの作成

■

Red Hat 7.1のカーネルイメージに

はReserFSが組み込まれていないので、

システム起動後にモジュールとして組

み込むことになる。しかし、ReiserFS

のモジュールは/パーティションに保存

されている。このため、システム起動

時にReiserFSをマウントすることがで

きない。つまり、ReiserFSモジュール

を読み込むためには、ReiserFSがマウ

ントされていなければならないという

わけだ。いわば、缶詰の中に缶切りが

入っている状態といえる。そこで、ブ

ート用RAMディスクイメージを作成

し、そこにReiserFSのモジュールを組

み込んでおき、このモジュールを使っ

て起動時にReiserFSをマウントするよ

うにする必要がある。

ブート用RAMディスクイメージの作

成は次のように行う。

# mkinitrd --with reiserfs /boot/

initrd-reiser.img 2.4.2-2

このコマンドを実行するこで、/boot

ディレクトリにinitrd-reiser.imgという

ブート用RAMディスクイメージが作成

される。

■

■　LILOの変更

■

次に、このイメージをブート時に組

み込むように/etc/lilo.confに変更を加

える（変更は/dev/hda3のもの）。ま

た、同時にReiserFSを/にマウントで

きるように変更を加える（リスト3）。

変更できたら、liloコマンドでMBR

にlilo.confを書き込む。

# lilo

この変更により、ブート時のラベル
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▼リスト1 /etc/filesystemsの変更

xt2

nodev proc

nodev devpts

iso9660

vfat

hfs

reiserfs この行を追加

▼リスト2 fstabの変更（/mnt/reiserfs/etc/fstab）

/dev/hda1               /                       reiserfs defaults       0 0

#LABEL=/                 /                       ext2    defaults        1 1

/dev/fd0                /mnt/floppy             auto    noauto,owner    0 0

none                    /proc                   proc    defaults        0 0

none                    /dev/pts                devpts  gid=5,mode=620  0 0

/dev/hda2               swap                    swap    defaults        0 0

/dev/cdrom              /mnt/cdrom              iso9660 noauto,owner,kudzu,ro 0 0

この行を追加

コメントアウト

LILOの変更

ブート用RAMディスク
イメージの作成

fstabの修正
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によって、ReiserFSとext2の/ディレ

クトリを切り替えて使うことが可能と

なる。もし、設定を間違えてシステム

が起動できない状態となっても、「ext2」

ラベルを選択すれば、/dev/hda3をマ

ウントした状態でシステムを起動する

ことができる。

■

■ブートシーケンススクリプトの変更

■

システムの起動時には、自動的に

fsckコマンドが実行される。しかし、

fsckコマンドはext2用のファイルシス

テムの整合性チェックユーティリティ

なので、ReiserFSでは利用できない。

もっとも、ReiserFSではマウント時に

自動的にファイルシステムの整合性が

チェックされるのでfsckコマンドを実

行する必要はない。そこで、起動時に

fsckコマンドを実行しないように設定

しておく。

システム起動時のfsckコマンドは、

システム起動時に実行されるrc.sysinit

内で実行される。実行される部分は2

カ所あるので、この部分をリスト4・5

のように修正する。ただし、変更する

のは/mnt/reiser/etc/rc .dにある

rc.sysinitファイルだ。間違えないよう

に注意しよう。

この変更により、/ファイルシステム

がReiserFSの場合はfsckを行わないよ

うになる。

ここまでの設定が終われば、起動に

関する設定は終了だ。次に、シャット

ダウン時のシーケンスファイルを変更

する。

■

■ シャットダウンシーケンススクリプトの変更

■

/パーティションはアンマウントする

ことができない。このため、シャット

ダウン時に/にマウントされているパー

ティションをリードオンリー属性とし

て再マウントすることによって、ファ

イルシステムをクリーン（ファイルシ

ステムの整合性が保たれた状態）にし

▼リスト3 /etc/lilo.confの修正

boot=/dev/hda

map=/boot/map

install=/boot/boot.b

prompt

timeout=50

message=/boot/message.ja

linear

default=linux

image=/boot/vmlinuz-2.4.2-2

label=linux

read-only

root=/dev/hda1

initrd=/boot/initrd-reiser.img

image=/boot/vmlinuz-2.4.2-2

label=ext2

read-only

root=/dev/hda3

この部分を追加

ラベル名を「linux」から「ext2」に変更

▼リスト4 rc.sysinitスクリプトの変更箇所1（抜粋）

_RUN_QUOTACHECK=0

ROOTFSTYPE=`grep " / " /proc/mounts | awk '{ print $3 }'`

#if [ -z "$fastboot" -a "$ROOTFSTYPE" != "nfs" ]; then

if [ -z "$fastboot" -a "$ROOTFSTYPE" != "nfs" -a "$ROOTFSTYPE" != "reiserfs" ];

then

STRING=$"Checking root filesystem"

echo $STRING

initlog -c "fsck -T -a $fsckoptions /"

この行を追加

この行をコメントアウト

▼リスト5 rc.sysinitスクリプトの変更箇所2（抜粋）

_RUN_QUOTACHECK=0

# Check filesystems

#if [ -z "$fastboot" ]; then

if [ -z "$fastboot" -a "$ROOTFSTYPE" != "reiserfs" ]; then

STRING=$"Checking filesystems"

echo $STRING

initlog -c "fsck -T -R -A -a $fsckoptions"

この行を追加

この行をコメントアウト

ブートシーケンス
スクリプトの変更

シャットダウンシーケンス
スクリプトの変更



ている。しかし、Red Hat 7.1のシャ

ットダウンシーケンススクリプトでは、

クリーンが行われるのはext2ファイル

システムだけになっている。そこで、

シャットダウンシーケンスファイルを

修正して、ReiserFSもリードオンリー

属性で再マウントしてクリーンにする

ように変 更 する。 変 更 するのは

/mnt/reiser/etc/rc.d/init.dにあるhalt

ファイルだ。このファイルをリスト6の

ように修正する。これも間違えないよ

うに注意しよう。

この修正を行わないとReiserFSが正

常にクリーンにならず、次回起動時に

マウントする際、ファイルシステムの

整合性を保つためにジャーナリングに

残っているログのリプレイ（再実行）が

行われる。そのため、リプレイのメッ

セージが大量に表示されることになる。

以上ですべての設定は完了だ。あと

はシステムを再起動すればよい。この

とき、LILOで「linux」ラベルを選択

すればReiserFSが/パーティションと

してマウントされるはずだ。システム

起動後、次のようにすればReiserFSが

マウントされているか確認できる。

# mount

正常にマウントできていれば/パーテ

ィションをReiseFSに移行できたこと

になる。

もし、システムが起動できなかった

り、ファイルシステムが正常にマウン

トできていないのであれば、ここまで

の手順で何か間違っているものがある

はずだ。なお、LILOで「ext2」ラベ

ルを選択すればext2の/パーティション

をマウントすることができるので、も

う一度システムを復旧することができ

るだろう。

さて、/dev/hda3に残されたext2の

/パーティションだが、もちろん消して

しまってもいいのだが、reiserfsckコマ

ンドなどを実行する際に利用できるの

で（reiserfsckコマンドはマウントされ

た状態では実行できない）、安定運用

が確認できるまでは残しておいたほう

がいいだろう。

参考までに、ReiserFSのファイル

システムチェックを行う方法を紹介

しよう。

システムを再起動して、LILOで

「ext2」ラベルを選択し、ReiserFSパ

ーティションがマウントされていない

状態で起動する。

次に、rootユーザー権限で次のよう

にコマンドを実行する。

# reiserfsck /dev/hda1

このとき、本当に実行するか確認し

てくるので、「Yes」と入力する。
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インストーラがReiserFSに対応していない

Red Hat 7.1で/パーティションをReiserFSに

するのは難しい作業だが、SuSE Linux 7.1は

標準でインストーラがReiserFSに対応してお

り、/パーティションをReiserFSで構築する

ことができる。ただし、SuSEはカーネル2.2

系列を採用している（インストール時にカー

ネル2.4を選択することもできる）。

また、同様にカーネル2.2系列のVine Linux

2.1、2.1.5も非公式ながら/パーティションを

ReiserFSで構築することができる。こちらは、

インストーラが対応しているわけではないが、

インストール作業中にコンソール画面で

ReiserFSパーティションをフォーマットすれ

ば以降のインストールは自動で行ってくれる。

この方法が利用できるのは、インストーラの

カーネルがReiserFSに対応しているためだ。

この方法の詳しい手順は、Vine LinuxのCD-

ROMのdocディレクトリにある.secret.txtファ

イル（.secret.txt.bz2でアーカイブされている）

に記載されている。

なお、ReiserFSのモジュールは比較的大き

いため、インストーラのカーネルにReiserFS

のモジュールを組み込むと、フロッピーに入

りきらない容量となるため、CD-ROMブート

によるインストールか、NFSインストールで

のみこの方法が利用できる。

残念ながらカーネルにReiserFSモジュール

が組み込まれていないRed Hat 7.1ではこの方

法でインストールすることはできない。

いずれにせよ、カーネル2.2系列のインスト

ーラのほうがReiserFSを容易に利用できると

いうのはちょっとした皮肉とも言える。

Column

ReiserFSと
ディストリビューション

▼リスト6 haltスクリプトの変更箇所（抜粋）

# Remount read only anything that's left mounted.

#echo $"Remounting remaining filesystems (if any) readonly"

#mount | awk '/ext2/ { print $3 }' | while read line; do

mount | awk '/ext2|reiserfs/ { print $3 }' | while read line; do

mount -n -o ro,remount $line

done

runcmd $"Unmounting proc file system: " umount /proc

この行を追加（「/ext2/」を
「/ext2｜reiserfs/」にする）

この行をコメントアウト



Linuxインストーラのほとんどに、

「アップデートインストール」という項

目がある。これは、インストール済み

のLinuxをアップデートするためのイ

ンストール方法だ。しかし、このアッ

プデートインストールはどのようなこ

とを行うのだろうか。編集部でも、多

くのLinuxをインストールしてきたが、

あまりアップデートインストールを行

ったことはない。そこで、実際にRed

Hat Linux 6.2にRed Hat 7.1をアップ

デートインストールし、アップデート

後に必要となる設定などを紹介するこ

とにしよう。

■

■　バックアップ

■

アップデートインストールを行う前

に、念のため必要なファイルをバック

アップしておいたほうがいいだろう。

アップデートに失敗してシステムが起

動できなくなってしまっても復旧でき

るし、以前の設定を参照することもで

きるからだ。

システムのフルバックアップはdump

コマンドが便利だ。dumpコマンドは

通常、テープデバイスなどにファイル

システムを作成せずに、直接Rawデバ

イスとしてデータを書き出すが、ファ

イルシステムにバックアップを作成す

ることもできる。ただし、別パーティ

ションが必要となる。なお、フルバッ

クアップを行う場合はシングルユーザ

ーモードで実行するほうが安全だ。

次のコマンドは、/mnt/hda3にマウン

トされているファイルシステムに/パー

ティションをbackupというファイル名

でバックアップするためのコマンドだ。

# init S

# mkdir /mnt/backup

# mount /dev/hda3 /mnt/backup

# dump -0f /mnt/hda3/backup 

もし、CD-RやCD-R/W、MOなどが

あれば/mnt/hda3/backupを保存して

おけばより安心だろう。

なお、バックアップしたファイルを

復元（リストア）するには、restoreコ

マンドを使う。

# restore -xf /mnt/hda3/backup

ここで指定している「x」オプション

は、カレントディレクトリ以下にバッ

クアップファイルをリストアするための

指定だ。あらかじめ、/tmpディレクト

リなどに移動してから行う必要がある。

また、ファイルやディレクトリを指

定することで、指定したファイルやデ

ィレクトリのみをリストアすることが

できる。

# restore -xf /mnt/hda3/backup

/etc/inetd.conf /var

フルバックアップは指定したパーテ

ィションをすべてバックアップするた

め、かなりの時間とディスク領域が必

要となる。特に、ディスク領域は重要

な問題で、バックアップするための十

分な領域が確保できない場合もあるだ

ろう。このような場合は必要最低限の

ディレクトリだけに絞ってバックアッ

プを取っておくといいだろう。最低限

必要となるディレクトリはシステムに

よって異なるが、おおよそ次のような

ものだろう。

/etc

いわずと知れた、設定ファイルなど

が保存されているディレクトリだ。現

在稼働中のLinuxの設定ファイルの多

くが格納されている。

/var

DNSの設定ファイルや、ユーザーの

メールスプールなどが保存されている

ディレクトリだ。

/home

ユーザーのホームディレクトリが保

存されているディレクトリだ。Red

Hat 6.2では、Webページのデータや

SAMBA、FTPのデータが保存されて

いるディレクトリでもある。

/root

rootユーザーのホームディレクトリ

だ。このディレクトリにはあまり必要

なファイルはないはずだが、使用状況

によってはバックアップの対象となる。

上から順に優先順位が高いだろう

（本来なら/homeが一番優先順位が高
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インストーラにはアップデートインストールというインストール方法が用意されている。

ここでは、Red Hat Linux 6.2からRed Hat Linux 7.1へアップデートする際のバックア

ップ方法や、注意点などを解説する

Red Hat Linux 7.1のアップデートインストール

バックアップ



いはずだが、Linuxを起動させるとい

う意味では優先順位が低くなる）。最

低でもこれらのディレクトリのバック

アップを取っておけば、システムの復

旧はできるだろう。

ディレクトリ単位でバックアップを

作成するのであれば、tarコマンドが便

利だ。tarコマンドはディレクトリやフ

ァイルをアーカイブとして1つのファイ

ルにまとめることができる。次のよう

にして、各ディレクトリをバックアッ

プしておこう。

# tar -zcvf etc.tar.gz /etc

# tar -zcvf var.tar.gz /var

# tar -zcvf home.tar.gz /home

# tar -zcvf root.tar.gz /root

作成したアーカイブファイルは、で

きれば別のファイルシステムにコピー

しておく。CD-RやCD-RW、MOなど

にコピーできればベストだ。

なお、tarファイルからカレントディ

レクトリにファイルを取り出すには次

のようにする

# tar -zxvf etc.tar.gz

バックアップが完了したら、いよい

よアップデートインストールを行おう。

■

■　アップデートインストール

■

アップデートインストールは、その

名のとおりディストリビューションを

アップデートするためのインストール

方法だ。しかし、実際にインストーラ

が行うアップデートとはどのようなも

のだろうか。

実は、アップデートインストールを

行うと、パッケージは最新のものに置

き換えられるものの、多くの設定が

「デフォルト」となってしまう（ほとん

どのシステム関連のファイルは書き換

え ら れ る ）。 以 前 の 設 定 値 な ど

は.rpmsaveという拡張子で保存される

ので、このファイルを参照しながら、

使用していたサービスの設定を設定し

なおすことになる。「以前の設定値を参

照して、自動的にアップデート」とは

いかないのだ。

ただし、/homeディレクトリやユー

ザー、パスワードなどはそのまま利用

することができる。

なお、アップデートされたあとでも

以前の設定ファイルをそのまま使用し

ている場合は、新しい設定ファイル

が.rpmnewという拡張子で保存され

る。たとえば、/etc/named.conf、

/etc/rc.d/rc.localなどが該当する。こ

ちらは以前の設定が利用されているの

で変更する必要はないだろう。

さて、それでは実際にアップデート

インストールを行ってみよう。

通常のインストールと同じようにイ

ンストーラを起動し、「インストールの

種類」で「アップグレードインストー

ル」を選択する（画面1）。「アップグ

レードインストール」を選択した場合、

インストールするパッケージを選択す

ることもできるが、通常は選択する必

要はないだろう（画面2）。あとは、通

常のインストールと同じようにインス

トール作業を進めるだけだ。

インストールが完了したら、システ

ムを再起動する。
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画面1 アップグレ
ードインストールの
選択

画面2 アップグレ
ードパッケージをカ
スタマイズ

$ ls /etc/*.rpmnew /etc/*.rpmsave

/etc/inetd.conf.rpmsave  /etc/mime.types.rpmsave   /etc/smb.conf.rpmsave

/etc/ld.so.conf.rpmnew   /etc/named.conf.rpmnew    /etc/smbusers.rpmsave

/etc/lilo.conf.rpmsave   /etc/sendmail.cf.rpmsave  /etc/syslog.conf.rpmnew

/etc/localtime.rpmnew    /etc/services.rpmsave     /etc/termcap.rpmsave

画面3 /etcディレクトリ内の変更されたファイルの表示

アップデートインストール



■

■　設定ファイルの復旧

■

システムを起動すると、今まで設定

していたいくつかの機能がデフォルト

に戻っていることに気づくだろう。ま

ず は 、 / e t c デ ィ レ ク ト リ に あ

る.rpmsaveを拡張子に持つファイルを

表示してみよう（画面3）。ここで表示

されたファイルが、アップデートによ

って置き換えられた/etcディレクトリ

内の設定ファイルだ。

sendmail.cfなど、ほとんどの設定フ

ァイルはそのまま置き換えれば使える

ものだが、一部のサービスは、新しい設

定ファイルを作成しなければならない。

まず、どれだけの設定ファイルが置

き換えられているかをfindコマンドで

把握しておこう。

# find / -name "*.rpmsave"

それでは主要なサービスを例に、設

定ファイルを「戻す」方法を紹介して

いこう。

■/etc/smb.conf

Windowsネットワークサービスを提

供するSAMBAの設定ファイルは、デ

ィレクトリの構造が変更された。新し

い設定ファイルは、/etc/sambaディレ

クトリに置かれている。SAMBAの設

定ファイルであるsmb.confはそのまま

利用することもできるが、パスワード

の管理方法が変わったので、再度ユー

ザーを作成する必要がある。

■/etc/httpd/conf/httpd.conf

httpd.confはApacheの設定ファイル

だ。アップデートによって、Apache

のドキュメントルートが変更されるの

で、httpd.confの変更が必要だ。以前

のWebコンテンツは/home/httpdディレ

クトリ以下に保存されているので、新し

いドキュメントルートである、/var/

www/htmlに移動する必要がある。

■/etc/X11/XF86Config

XFree86の設定ファイルである

XF86Configも設定しなおさなければな

らない。こちらは、特殊な設定をして

いない限り、Xconfiguratorなどを使

って再設定したほうが簡単だろう。

■/etc/sendmail.cf

sendmailの設定ファイルは複雑なた

め、再度設定しなおすことを考えると

気が遠くなるかもしれない。しかし、

このファイルはそのまま使用すること

ができるので、新しいsendmail.cfに上

書きすればいいだろう。

■/etc/inetd.conf

各サーバの起動をコントロールする

スーパーサーバ、inetdは、アップデー

トによってx i n e t dに変更される。

xinetdでは、各サーバの設定方法が大

幅に変更されているため、inetd.confの

移行が最も複雑で大変だろう。

inetdの設定ファイルはinetd.confだ

けで、このファイル1つですべてのサー

バをコントロールしていた（リスト1）。

一方、新しいxinetdでは、xinetd.conf

に加え、各サーバごとに設定ファイル

が用意されている。より細かく各サー

バをコントロールするためだ。これら

のサーバの設定ファイルは/e t c /

xinetd.dディレクトリに保存されてい

る。 たとえば、 t e l n e t であれば

/etc/xinetd.d/telnetとなる（リスト2）。

inetdでは、サーバを起動する場合は

inetd.confに記述された各サーバの設定

行のコメントを外せばよかったが、

xinetd.confでは/etc/xinet.d/ディレク

トリにある各設定ファイルごとに設定

しなければならない。たとえば、リス

ト2のtelnetであれば、

disable     = no

と設定することになる。これを必要な

サーバごとに繰り返す必要がある。
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▼リスト1 /etc/inetd.conf（抜粋）

#

# These are standard services.

#

ftp     stream  tcp     nowait  root    /usr/sbin/tcpd  in.ftpd -l -a

telnet  stream  tcp     nowait  root    /usr/sbin/tcpd  in.telnetd

▼リスト2 /etc/xinet.d/telnet

# default: on

# description: The telnet server serves telnet sessions; it uses \

#       unencrypted username/password pairs for authentication.

service telnet

{

flags           = REUSE

socket_type     = stream

wait            = no

user            = root

server          = /usr/sbin/in.telnetd

log_on_failure  += USERID

disable         = yes

}

設定ファイルの復旧
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超実践的

電脳お買い物ガイド
for Linuxers

～予算4万円・秋葉原漂流・ケチケチ主婦感覚～
文：4万円Linuxマシン特別対策班（王大人

ワンターレン

＆にゃ～＠編集部）
Text : Linux magazine



もはやLinux magazineの恒例とな

った感のある「○万円で～」企画。今

回は予算4万円でPCを組み上げようと

いうお話。

デフレスパイラル真っ只中、PCパー

ツの価格破壊が進む現状であるとはい

え、果たして4万円マシンは実現可能

なのか？　特別対策班を結成した我々

（2名）は、さっそく行動を開始するこ

とに……。

■

■作戦会議

■

過去、本誌月刊化第1号（1999年10

月号）においてライター・上間俊雄氏が

予算5万クリアを達成（創刊当時から

やってたのネ）、また2000年6月号にお

いては、不肖・にゃ～＠編集部が秋葉原

で暴走、物欲のおもむくままに買い物

したあげく5万円の予算を軽々とオー

バーしたという実績（？）がある。ただ

し、今回は1万円も予算が少ないのだ。

より慎重な事前調査が必要であろう

と判断した私は、秋葉原でのパーツ価

格を掲載しているいくつかのWebサイ

ト（表1）を参照しながら、ハードウ

ェア＆秋葉原情報に精通するLinux

magazineラボ・1号の協力を得て作戦

会議を開いたのであった。以下、そこ

で決定された要点をまとめておこう。

■スペックと用途

いくら安くても、使いものにならな

いマシンではしかたがない。サクサク

っとLinuxがインストールできて、

XFree86＋GNOMEデスクトップが快

適に動作して、さらにサウンドも再生

できたりするとうれしい。で、やや具

体性には欠けるが「個人ユーザーのセ

カンドマシン」をターゲットとして想

定することにした。テストは編集部の

LAN環境で行うのでネットワークイン

ターフェイスも必須だ。

できれば、メモリは128Mバイト、

ハードディスクが10Gバイト程度ほし

いところだが、このあたりは予算と相

談か？

■CPU＆マザーボード

Pentium 4では、いきなり予算をオ

ーバーしてしまう。 Pentium Ⅲ 、

Athlonでも、残金はよくて半分である。

今回はCeleronも、ややキツい。ここ

はやはり「庶民の味方」Duronでいく

しかないと決定。

ただ、ラボ1号から「Cyrix Ⅲはど

うよ？」という提案があった。たしか

に編集部ではLinuxでの動作も検証し

ていないし、予算的にも見合いそうと

いうことでテストを兼ねてこの案を採

用。DuronとCyrix Ⅲの2本立てでい

くことにした。

マザーボードについては、別途カー

ドを購入するより、ビデオやサウンド

の機能を統合したチップセットを搭載

したものがお得。Duronマシンでは

VIAのKM133、Cyrix Ⅲマシンなら

Intelのi810/i815シリーズを搭載した機

種が狙い目だろう。

■

■想像以上に厳しい……

■

上記のポイントをもとに、そのほか

のパーツも含めて、おおよその予算表

を作成してみた（表2）。メモリは64M

バイトで我慢して、キーボードやマウ

ス、ケースなど、かなり安めに見積っ

たつもりで、これである（SCSIは論外

なのでドライブはもちろんATAPI接

続）。このうえ、さらに約2000円の消

費税がかかるのだ。うーむ。かなり厳

しいな。ていうか、無理？

しかし、ここで挫折してしまっては

特別対策班を結成した意味がないし、

ページも埋まらない。なにより、痩せ

ても枯れても、秋葉原といえば世界の

電脳魔窟である。どんな掘り出し物が

見つかるかもわからないのだ。

論より証拠（ちょっと違うぞ）、習

うより慣れろ（全然違う！）、聞いて

極楽見て地獄（それはヤだな）、とば

かりに我々は現地調査に乗り出したの

であった。
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エルミタージュ秋葉原 http://www.gdm.or.jp/

価格.com http://kakaku.com/

AKIBA PC Hotline！ http://www.watch.impress.co.jp/akiba/

サハロフの秋葉原レポート http://www2s.biglobe.ne.jp/̃sakharov/

表1 秋葉原のPCパーツ価格動向を掲載しているWebサイト

パーツ 見積り価格

マザーボード（KM133/i81x） 1万2000円

CPU（Duron/Cyrix Ⅲ 600MHz） 6000円

メモリ（PC100 128Mバイト） 3000円

ハードディスク（10Gバイト） 1万円

CD-ROMドライブ 4000円

フロッピードライブ 1500円

LANカード（100BASE-TX） 1500円

キーボード＆マウス 1500円

ケース 4000円

合計 4万3500円

表2 4万円マシンのお見積り

4万円Linuxマシンを求めて
～事前調査とお見積り～

作戦会議

想像以上に厳しい……



「今日はラーメン屋で何を食おうか。

サシミあるかな……だったら黒牛でキ

ューっと……」そうニヤニヤしながら

考えていたとき、副編集長＠お目付役

が突然口を開いた。

「でね、買い物部隊がもう1人欲しい

のよ。ほら、ケースとか大きいものあ

るでしょう？　つーことでよろしく」

そうだ、週末の深夜の打ち合わせ中

だったのだ。どうやら私に話している

らしい。そういえば、4万円でLinuxマ

シンを作るとかいうトチ狂った企画の

話をしていたな……。そんなの無理で

しょう……と思って油断していたが、

どうやら本気らしい。

「じゃ、私が土日で市場調査して、

掘り出しものがあったらチェックして

おきます。月曜日の1時に秋葉原で待

ち合わせしましょう」と担当のにゃ～

＠編集部。ふだんはいい加減な男が、

いつになく気合いが入ってやる気まん

まんだ。なんとなく後光が差してい

る……と思ったら、これは窓に反射し

た蛍光灯のせいだった。

「前回の『5万円Linuxマシン』企画

のとき予算オーバーしたよね。今回は

そういうことしないように。足出た分

は自前……にするかもね。あっ、消費

税込みだから間違えないように」とお

目付役。顔は笑っているが目はマジだ。

この人ならやりかねない。私は出費に

備えラーメン屋を諦めてまっすぐ帰宅

することにした。

■

■アダルトショップ？ in 秋葉原

■

いよいよ今日は買い出しの日だ。秋

葉原の狭い路地に車を滑り込ませる。

いつも利用している100円コインパーキ

ングはいっぱいのようだ。仕方がない

ので立体パーキングに車を乗り入れた。

早く着きすぎてしまったので、待ち

合わせ場所そばの量販店を覗くことに。

すると、なんと1万6000千円のベアボ

ーンキットを発見。ケース、マザーボ

ード、CD-ROMドライブ、キーボード、

マウスが付いてこの値段。チップセッ

トはi810EPなのでグラフィックスカー

ドが必要だが、ハードディスクが1万

円、メモリが4000円、CPUが9000円、

グラフィックスカードが1万円だとして

も残り2万3000円で揃うことに。間違

いなく即買いでしょう。さい先いいぞ。

「すみません。これください」

「あ、それ、売り切れです」

かなりの脱力感が私を襲う。「売り

切れ品展示してんじゃねーよ。なんな

ら展示現物を1万円でもいいぞ（調子

いいナ）」とは思ったものの、量販店で

この値段ならもっと安い店もあるだろ

う。とりあえずメモを取って待ち合わ

せ場所に向かう。待つことしばし。し

かし、いっこうににゃ～は現れない。

そんなとき、ふと目の前の看板に目が

止まった。「セーラー服、看護婦、体

操服」と書かれてている。なんだ？

なぜこんなものが？　さらに「メンズ

ファンシーグッズ」と書いてある。は

て、メンズファンシーグッズとはどの

ようなものだろうか。ちょっと見てみ

るか。でも、店から出る姿を見られで

もしたら大変だ。きっと「ふ～ん。そ

う（含み笑い）」とか冷たく言われるに

違いない。そんな好奇心と自制心の間

で葛藤を続けていると、突然にゃ～が

現れた。危なかった。危うく転職しな

ければならないところだった。踏ん張

った自分を褒めておこう。

「じゃー、行きますか」

どうやらにゃ～は土日に市場調査す

ると言ったことなど、これっぽっちも

覚えていないようだった……。

■

■情報収集にかけろ！

■

まずは一緒に行動して相場を調べる

ことに。別の量販店に行き、価格をチ

ェック。4980円のケースを発見。かな

り安いが、まだまだ掘り出し物があり

そうだ。マザーボードは1万3000円台、

ハードディスクは1万円前後、CPUも

9000円前後だ。CD-ROMドライブは安

いもので5000円台。これだけで4万

2000円以上。予算オーバーである。だ

いたい、64Mバイトのメモリなんて売

ってねぇ。先が思いやられるなぁ。

ここで見つけたものを最高値として、

別行動して情報収集を図ることに。

「決して安いからと思って買わないよう

に。後悔するから」と言い残すとにゃ

～は足早に去っていった。

重い足を引きずるようにして、隣の

量販店へ。値段はあまり変わらない。

メモリも64Mバイトは売っていなかっ

た。気をとりなおして、すぐ前の中古

ショップへ。このショップは新品も扱

っているのだ。
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秋葉原お買い物レポート
～その1・Cyrix Ⅲマシン編～

写真1 CD-ROMドライブ
LEOPTICSの40倍速CD-ROMドライブ。リテールパッ
ケージ品で、型番はCDD-ADHXらしい。パッケージの
写真と実物はデザインが異なるが、製品のほうがグッド
なデザイン。嬉しい誤算だ。3280円で購入。

アダルトショップ？ in 秋葉原

情報収集にかけろ！



ふむふむ。ケースが3980円。なかな

か安いな。そのとき奇跡は起きた。

Socket370マザーボード5980円

おお。なんだ結構簡単に見つかるじ

ゃないか。パッケージを見たところ、

FICのマザーボードでチップセットは

VIA Apollo Pro 133。UltraDMA/66

にもちゃんと対応している。グラフィ

ックスとサウンドはないけど、いいじ

ゃんこれ。3980円のケースと合わせて

も1万円切ってるよ。浮かれる私に、

さらなる奇跡が！

ケースを一緒に購入すると5000円

え？　我が目を疑った。一瞬中古品

かとも思ったが、店員に聞くと新品に

間違いないという。8980円でケースと

マザーボードが我が手中に。「即買い」

の衝動に駆られたが、にゃ～の言葉を

思い出し、一応さらに安い店を探すこ

とに。まだ、Cyrix Ⅲも見つけてない

し。ま、オレの勝ちだけど（勝ち負け

ってあった？）一応見ておくか。CPU

は5000円台で見つければOKだし、楽

勝でしょう。勝ち誇った私は足取りも

軽くCPUとメモリの探索に向かうので

あった。

■

■Cyrix Ⅲとメモリを探せ！

■

しかし、足取りは再び重くなってい

った。やはり、64Mバイトのメモリは

どこにも売っていないのだ。さらに、

Cyrix Ⅲがまったく見つからない。そ

もそも、700MHz以下のCPUが売り切

れなのだ。あったとしても、Celeron

600MHzはバルクで8000円に手が届く

価格帯。ファンを買ったら9000円をオ

ーバーしてしまう。諦めかけたそのと

き、「Cyrix Ⅲ」の文字を発見。しか

し、売り切れのシールが。無理矢理シ

ールを剥がして値段を見ると5000円台

後半だ。これならなんとかなる。必ず

Cyrix Ⅲを見つけることを新たに決

意。でも、本当にCyrix 置いている店

ってないんだよなぁ。

ついでに安いマザーボードを探す。1

万円を切るものは見つからない。ハー

ドディスクも安いものはあるにはある

のだが、1.25Gバイトで5400円という

ようにバイト単価が異常に高い。

ここでにゃ～と合流し、食事をしな

がら情報交換をすることに。

にゃ～は280円のマウス、598円のス

ケルトンキーボードを見つけたという。

それは買いだ！

しかし、どうやらDuron 600MHzの

リテールパッケージが見つからないの

で何も買っていないようだ。CPUはバ

ルクを購入してはどうかと提案をする

と、ファンを買うならリテールパッケ

ージのほうが安上がりだという。確か

にそうかもしれない。

仕方がないのでCPUはあとにして、

再びメモリを探すことに……。

■

■最初のひと品は？

■

探索エリアを変えて、中央通りの反

対側に移動。うろうろすること1時間。

3280円の40倍速CD-ROMを見つけたの

で、この辺で手を打つことにしてこれ

をゲット（写真1）。

ここでにゃ～と再合流。やはりメモ

リとCPUはないらしい。にゃ～は本当

に調査しているのか？　ドーナツ屋で

コーヒーでも飲んで時間をつぶしてい

るのではないか……という懐疑心が膨

らむ。

エリアを変えようと歩き始めたその

とき、中央通り沿いの小さなショップ

で2280円の64Mバイトメモリを発見。

PC100だが背に腹は代えられない。に

ゃ～と一緒に即ゲットした。

■

■再び奇跡の店へ

■

時間も押し迫ってきたので、最初に

見つけた5000円のマザーボードを購入

することに。よく見ると980円のネット

ワークカードなんていうのも売ってい

るではないか。

「あの3980円のケースと、このマ

ザーボードください。一緒に買うとマ

ザーボードは5000円なんですよね」

「そうですけど、このケース結構大き

く見えますけど、マイクロATXなんで

このマザーボード入りませんよ」

絶句……。一瞬頭は真っ白に。ちゃ

んとマイクロATXって書いといてくれ

よ。え？　書いてある？　しまった。
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写真2 5000円のSocket
370マザーボード（FIC
FA13）
Pentium Ⅲ 450～933MHz、
Celeron 433～633MHzまで
対応。もちろん、Cyrix Ⅲに
も対応している。なぜかISA
スロットが2本も。チップセ
ットはVIA Apollo Pro 133。
PC100/133 SDRAM、Ultra
DMA/66対応。

Cyrix Ⅲとメモリを探せ！

最初のひと品は？

再び奇跡の店へ



ほかのケースは一番安いものが5980円

だ。これでは値引してもらってもダメ

だ。しかし三度奇跡は起こったのだ！

980円相当のマウス・キーボード付属

なんと、5980円のケースを買うとお

まけしてくれるらしい。壊れた思考回

路で必死に考える。タダより安いもの

はない……。しかし、実はマウス or

キーボードどちらか一方だけらしい。

もういいや……「じゃ、5980円のケー

スをマウス付きで……マザーボードと

ネットワークカードも一緒に……」と、

半ば投げやりてきな買い方をしてしま

った（写真3、4）。しかも、よく見た

らかなりアバンギャルドなカラーリン

グのマウスであった（写真5）。

大物を購入したので一度車に戻る。

どうやらにゃ～もケースを購入した模

様。ケース購入のいきさつを話すと、

「普通キーボードでしょう。高いんだか

ら」と冷たい声。今考えればその通り

です。誰でも気づくようなミスに後悔

するのであった。でも、壊れてたから

ね（言い訳）。

■

■染料って値段違うの？

■

気を取り直して、にゃ～情報による

598円のキーボードを購入することに。

色はレッドとブルーの2色あるらしい。

にゃ～はレッドを購入した模様。どう

せだから色違いで、と私はブルーを選

択（写真6）。レジにて支払い。

「消費税込みで732円です」

「え？　これ598円では？」

「あ、ブルーは698円なんです」

どうして色が違うだけで100円も値

段が違うんだ！　しかし領収書も書か

れてしまっているので仕方ない。また

また100円のムダ使いだ。

しかし、さらにこの店で格安ディス

プレイカードを発見（写真7）。リテー

ルパッケージでありながらなんと2980

円。グラフィックスチップはTrident

3D Image975（3Dですよ！）。ただ

し、メモリは4Mバイトと少なめ。ま

ぁ、いいでしょう。こんなに安いの見

たことないし、XFree86もばっちりの

ハズだし……。

気を良くしたところでハードディス

クも購入することに。ハードディスク

の値段はどこも同じようなものだった

ので、8800円のディスクにする。10.2G

バイトで4500回転、UltraDMA/100対

応、Quantum lct2010のバルク品だ

（写真8）。

■

■再びCPUを探しに……

■

三度にゃ～と合流してCPU探し。結

局リテールパッケージのDuronは見つ
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写真3 それなりの作りのATXケース
マザーボードとマウスを安く入手するために購入。意外
としっかりしている。今思えばキーボードを選択すべき
だった……。

写真4 ネットワークカード
リテールパッケージ品だが、メーカーは不明。添付のマ
ニュアルにはLinuxサポートと記載されている。チップ
はRealtekのRTL8139C。おなじみのカニマークチップ
搭載品だ。

写真5 タダでゲットしたマウス
かなりインパクトのある配色だ。ホイールも付いて、見
た目の割に使いやすい。製品名は「My baby mini Mouse」
らしい。子供用とも書かれていた（笑）。ベビーとかミニ
とか謳っているが、そんなにミニサイズではない。

写真6 スケルトンがいい感じのキーボード
TeknosのTN-9850IW(S)という製品らしい。どうして色
によって値段が違うのかは不明。よけいなキーがいっぱ
い付いている。使用感はあまりよくない。

写真7 グラフィックカード
これもメーカー不明のリテールパッケージ品。詳細は不
明だが、チップはTrident 3D Image975でVRAMは4M
バイト。3Dといったって、4Mバイトじゃねぇ。でも
2980円と格安。

写真8 Quantum Fireball lct2010
容量は10.2Gバイト。シークタイムは12ms、キャッシュ
は128Kバイト。Quantumのハードディスク部門は
Maxtorに買収されたので、MaxtorのWebサイトにあるデ
ータシートを参照したところ回転数7200rpmとなってい
るが、4500rpmだと思われる。UltraDMA/100対応製品。

再びCPUを探しに……

染料って値段違うの？



からなかったようだ。諦めてバルク品

を購入したという。Cyrix Ⅲのバルク

品を見かけたという店に行く途中、老

舗量販店に寄ってみる。「リテールパッ

ケージはこういう店のほうがあるかも

ね」などと話しながら最上階へ。する

と、なんとCyrix Ⅲのリテールパッケ

ージを発見。価格は5800円。もう買う

っきゃないでしょう（写真9）。

さらに別の店に移動。7700円の

DVD-ROMドライブを発見。にゃ～は

CD-ROMドライブをまだ購入していな

いらしいので、先ほど購入したCD-

ROMドライブを譲ってDVD-ROMド

ライブを購入したいと提案したところ、

「やめたほうがいい」と一蹴された。の

ちに、この一喝がなければ大変なこと

になっていたことが発覚するのであっ

た……。

そうこうしているうちに、どうやら

目的のものを購入したらしい。今度は

1000円を切るCPUファンを漁ってい

る。おかげでここでタイムアップ。サ

ウンドカードが宿題となってしまった。

会社に戻って成果を確認することに。

■

■フロッピー欲しいよ

■

会社に戻って戦利品の確認と情報交

換。翌日再び出撃するというにゃ～に、

残りの予算でサウンドカードとフロッ

ピードライブをゲットしてくるように

依頼。サウンドカードは1500円ぐらい

で発見していたので問題なさそうだが、

フロッピードライブを700円以下で購入

するというかなりのインポッシブルミ

ッションである。「フロッピーなんてい

らないでしょう」というにゃ～に、ダ

ダをこねる私。

翌日、フロッピードライブをゲット

して見事任務を遂行してはくれたもの

の（なんと600円！）、あまりのショボ

さに愕然とする私であった……。

■

■戦利品一覧

■

途中でムダ使いはあったが、無事予

算内で購入することができた。全パー

ツの購入価格は合計3万7778円。消費

税を入れても3万9667円。残金は333円

だ。購入したパーツの一覧は表3のと

おり。

しかし、予算内で購入できて何より

だ（フロッピードライブがショボいの

だけが悲しいところだ）。なんとか自腹

は避けられた。あのときDVD-ROMド

ライブを購入しなくて本当によかった。

忠告ありがとう（買ってきたフロッピ

ードライブはショボかったが）。

今晩は生ビールと海老の塩焼きで乾

杯することにしよう。マシンの組み立

てもそこそこに、早々に編集部をあと

にするのであった……。

Linux magazineJune 2001 75

超実践的

電脳お買い物ガイド
for Linuxers

写真9 VIA CyrixⅢプロセッサ
リテールパッケージにはイカすファンが付いている。か
なり小さめのファンなので、発熱量が少ないと予想され
る。セラミックパッケージが高級感を漂わせている。

写真11 サウンドカード
リテールパッケージだが、これまたメーカー不明のサウ
ンドカード。製品名は「Golden Melody Hi-Live PCI
SOUND CARD」というらしい。チップはESS Tchnolo
giesのSolo-1（ES1938）。

写真10 600円でゲットしたフロッピードライブ
フロッピードライブのフタがついていないので、ケース
装着時にかなり格好悪い。ホコリが溜まるという情報
も。どうやら、コンパックのサービス部品らしい。バル
ク品。

パーツ 購入価格

CyrixIII 5800円

マザーボード 5000円

メモリ 2280円

ケース 5980円

ハードディスクドライブ 8800円

CD-ROM 3280円

グラフィックスカード 2980円

NIC 980円

サウンドカード 1380円

キーボード 698円

マウス 0円

フロッピードライブ 600円

小計 3万7778円

消費税額 1889円

税込合計金額 3万9667円

表3 戦利品一覧（CyrixIIIマシン）

写真12 今回のパーツで組み立てた完成品
フロッピードライブを除けば、まずまずの外観。Cyrix
Ⅲのロゴもシブい。とても4万円を切っているとは（フ
ロッピードライブを除けば）思えない。あぁ、くどいよ
うだがフロッピードライブが……。

戦利品一覧

フロッピー欲しいよ



作戦会議で突きつけられた厳しい現

実も記憶に生々しい4月のとある日、

Cyrix Ⅲマシン担当である王大人（ワ

ン・ターレン）と待ち合わせ、秋葉原

へとくり出した。いよいよ、現地調査

の開始である。

しかしながら、いきなり王大人から

出鼻をくじく報告が！　i810EPチップ

セットを搭載した格安ベアボーンキッ

トを発見したが、すでに売り切れだっ

たというのだ。でも考えてみれば、こ

ちらはDuron担当なのでカンケーない

といえば関係ないのだな（＜そういう

態度ではいけません）。

■

■マザボがない！

■

まずは大物（マザーボード、CPU、

ケースなど）を捜しながら、そのほか

のパーツについても価格を調査してい

くことにする。

とりあえず大手PCパーツショップを

4店舗ほど見てまわるが、ターゲットで

あるKM133を搭載したマザーボードは

少ない。あっても、1万4000円～1万

6000円と、見積りより若干高めの価格

帯が中心だ。

しかたがないので、延々とショップ

巡りを続ける。電気街をほぼ1周して

も、1万3000円を切るKM133マザーは

見つからなかった。ただし、ほかのパ

ーツは収穫あり。MITSUMI製の32倍

速CD-ROMドライブ（写真13）が

3280円で発見されたほか、598円のキ

ーボード（写真14）や280円のマウス、

3880円のケース（写真15）、980円の

LANカード（写真16）など、格安な

「ブツ」がちらほら見受けられた。これ

らをチェックしつつ、秋葉原巡回は2

周目へと突入していくのであった。

先ほど立ち寄らなかった店を中心に、

（2度目の店も再確認しながら）ウロウ

ロする。やはりKM133マザーは少ない。

Duron向けとしては、KT133を搭載し

たものが最も多く出回っているようだ。

KT133はグラフィック統合チップセッ

トではないので、別途ビデオカードが

必要になる。それでも、9000円くらい

のものがあれば、王さんから報告のあ

った2980円のビデオカード（Cyrix Ⅲ

編を参照）と組み合わせて、なんとか

予算内に収まる……が、やはり1万円

を切る製品は皆無であった。機能ごと

にバラつきがあるものの、1万3000円

～1万7000円が中心的な価格帯だ。

それでもしぶとく調査を続けたとこ

ろ、1万1980円のKM133マザー（写真

17）を発見！　即ゲットといきたいと

ころだが、ここは慎重に、全体的な目

途が立ってから購入することにした。

何にせよ、とりあえずマザーが見つか

ってよかった。

■

■CPUもない！！

■

お次はCPU。これまたDuronは品薄

で、リテールパッケージのものは

800MHz以上でないと売られていない。

ちなみにお値段は、800MHzと850

MHzがほぼ同じで1万円弱、900MHz

が1万5000円ほど。

バルク品も800～900MHzがほとんど

で、まれに700MHzがある程度。お目

当ての600MHzはほとんど店頭にない

状況である。「品切れ」とか「入荷待

ち」とかの張り紙をペロリンとめくっ
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秋葉原お買い物レポート
～その2・Duronマシン編～

写真13 MITSUMI製CD-ROMドライブ（32倍速）
メーカー製ながらバルクで売られていた。Cyrix Ⅲマシ
ンのものと同価格だが、あちらは40倍速。8倍速分の負
けである。

写真16 やはり「カニ」なLANカード
搭載チップは低価格のシンボルであるRealtek 8139
（C）。

写真15 外見上は特に問題のないケース
店頭で露天積みされているところを捕獲した。これが実
はクセ者で、のちに苦労するハメに……（詳細は80ペ
ージ）。

写真14 ナゾの格安キーボード
一応、メーカーと型番はTeknos TN-9850（R）となっ
ている。「R」は「Red」か？　ブルーバージョンより
100円お得。

マザボがない！

CPUもない！！



て確認したところ、600MHzのバルク

は6000円前後で売られていた（過去形）

ようである。価格は見積りどおりなの

で、なんとかモノを見つけなくては。

この時点で秋葉原2周回を達成し疲

れきった身体に鞭打ちながら、これま

での巡回コースから外れていたショッ

プに足を向けてみる。このショップに

は、2週間ほど前に訪れたときCyrix

Ⅲが大量入荷していた。途中の情報交

換では、あちらもCPU探しに苦戦して

いるようなので、Cyrix Ⅲの在庫状況

も合わせて確認しておこうと思ったの

だ（やさしいなぁ＜自分）。

あまり期待していなかったのだが、

ここでDuron 600MHzのバルク（写真

18）が売られていた。価格は5980円

（税抜）。やはり人間、良い心がけを持

つことが肝要である。なお残念ながら

Cyrix Ⅲは売り切れていた。おそらく

心がけの差であろう。

■

■メモリもまた……

■

メモリについては、事前の調査で、

PC100の64Mバイトが3千円前後、同

じく128Mバイトが5000円弱であった。

今回は冒頭でも触れたように、予算の

関係上、64Mバイトしか買えない。な

のに、これまたモノがないのである。

いまやメモリは128Mバイト単位なのだ

ろうか！？　それでも、いくつかのシ

ョップでは扱っていて、最も安かった

ところで2280円だった。

これで一応の目途がついた。この時

点での調査結果をまとめると、こんな

感じだ。

●マザーボード：1万1980円

●CPU：5980円

●メモリ：2280円

●CD-ROMドライブ：3280円

●LANカード：980円

●キーボード：598円

●マウス：280円

●ケース：3880円

このうち、どの店で売っていたのか

忘れてしまったマウス（メモぐらいは

とりましょう）を除いて購入。小計は

2万8978円。消費税を含めると、残金

は9573円也である。購入のためにもう

1周回して、へとへとになったので、こ

の日の買い物はここまでとし、翌日改

めて出直すことにした。

■

■再び秋葉原へ

■

で、翌日。この日のターゲットは、

マウスにCPUクーラー、最後の大物・

ハードディスク、それと大人から頼ま

れたサウンドカードとフロッピーディ

スクドライブ（FDD）である。残金を

考えると、なるべく安価なものを購入

する必要がある。特にCyrix Ⅲマシン

のほうは2200円ほどしか残ってないら

しく、昨日見かけた1500円のサウンド

カードを買ったとしても、FDDは700

円で購入しなければならない（FDDな

んて要らないのになぁ）。

「通常の」パーツショップにおける

FDDの相場は1980円である。安くても

1580円とか1480円だ。これはもう「ジ

ャンク屋」しかない。しばらくブラブ

ラするうち、小さな路地の入り口付近

にあやしげな立て看板を発見。「セール

価格」がズラズラと書かれている。ど

うやらドライブ類が安いらしいので、

立ち寄ってみることにした。

店の広さは3坪くらい。スチール製の

棚にFDDやCD-ROMドライブが無造作

に並べられている。その中に「新品600

円」と値札の付いたFDDが！　フロン

トベゼルはないものの（たぶん）新品

で、これ以上の掘り出し物があるとも

思えないため即購入。「あー、いい買い

物したなぁ」と気分を良くして、サウ

ンドカード探しに移ったのであった。

■

■安いものは安いのだ

■

マウスと同様に見つけた店を忘れた

ので、グルグルとショップ巡り。2000
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写真18 Duron 600MHz
価格対性能比ではほかのCPUを寄せ付けないDuron。
特に自作派チープ族に大人気だ。そのためかどうか常に
品薄状態である。

写真17 ELITE K7VMA
苦労の末に発掘したKM133搭載マザ
ーボード。サウスブリッジはVIAの
VT82C686Bで、オンボードサウン
ド機能、UltraDMA/100をサポートす
る。AGPスロット（x4）を備えてお
り、オンボードグラフィックだけで
なく外部ビデオカードにも対応。

メモリもまた……

再び秋葉原へ
安いものは安いのだ



円以下のサウンドカードは結構あって、

3、4店舗めで1380円のものを発見でき

た。これを購入する。

「うーむ、サウンドカードも安くなっ

たもんだ」などと、再び気を良くして

いたところ、とあるショップの店先で

200円のマウス（写真19）がカゴの中

に転がっていった。しかも、Xで使っ

てくれとばかりに3つボタンではない

か。もちろん「買い」である。

続いてCPUクーラー。これにはちょ

っと苦戦。Socket370用のものは1000

円前後で見つかるのだが、Socket A

用は安価なものがないのである。やは

り、AthlonとDuronはしっかりした熱

対策が必要ということなのだろうか？

結局、880円と980円の「Socket370／

Socket A兼用」と張り紙に書かれた

CoolMasterシリーズ（写真20）が見つ

かったのだが、冷却性能が不安だった

ので、店員さんに確認してみることにし

た。「メーカー発表のスペックでは、

980円のほうは1.2GHzのAthlonでも大

丈夫ということになってます。Duron

なら、どちらもOKなようです」とのこ

と。微妙な解答である。同じソケット用

とは思えないほど大きさが違うことも

あり、念のため2つとも購入しておく。

■

■小容量ハードディスクはいずこに

■

最後にハードディスク。ここでひと

つ残金を確認しておこう。CPUクーラ

は一応「Athlon Ready」のほうを選択

するとして、税込みで「9537－（210＋

1029）＝8334円」となっている。

ただでさえ結構きついのだが、探索

中に発見したペンギン型スピーカが妙

に気に入っていた私は「ハードディス

クは4.3Gバイトクラスのもので（予算

的に）なんとかなるはず」と思い切り、

大枚1869円（1780円＋税）をはたいて

ペンギン君を購入してしまった。実際

には、税込6465円のハードディスクを

探す必要が生じたわけで……。

これが実に大失敗だった。10Gバイ

ト以下のハードディスクなど、どこに

も売ってないのだ。この日も「秋葉原

周遊の旅」を敢行するはめに陥りなが

ら、発見できたのは2つだけ。しかも、

4.3Gバイトで7800円、8.4Gバイトで

9800円（ホワ～イ？）と、いずれも予

算オーバー。このとき、実は「明日、

新宿と池袋を攻めてみよう」と決意し

ていた。しかし、2日間で推定15キロ

を踏破し疲れきって帰社した私を神は

見捨てていなかった。

別件で秋葉原へ買出しにいっていた

Linux magazineラボ・1号が3.2Gバイ

ト5600円のハードディスク（写真21）

を買ってきてくれたのだ。ありがとう、

ラボ・1号！（それにしても、どこで

見つけてきたんだろう？）

というわけで、何とか予算クリアで

ある。最終的な明細は表4のとおり。

ふぅ、疲れた疲れた（リフレイン）。
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写真19 200円のマウス
値段だけで冗談のような存在だが、クリック感も奇妙で
ある。文字で表現すると「カッツン、カッツン」という
感じ。

写真20 Cool Masterシリーズの下っ端たち
Cool Masterといえば、CPUクーラでは老舗の部類。信
用してもいい（のか？）。左が980円のDP5-6G11、右
が880円のDP5-5H51。

写真21 絶滅寸前の「小」容量HDD
奇跡的に保護された富士通の3.2Gバイトハードディス
ク（MPC3032AT）。製造年月は意外に新しく2000年1
月とプリントされていた。

パーツ 購入金額

Duron 600MHz 5980円

マザーボード 1万1980円

メモリ 2280円

ハードディスク 5600円

CD-ROMドライブ 3280円

LANカード 980円

キーボード 598円

マウス 200円

ケース 3880円

CPUクーラ 980円

スピーカ 1780円

小計 3万7538円

消費税 1877円

税込合計金額 3万9415円

表4 戦利品一覧（Duronマシン）

写真22 完成したDuronマシン
無理して買ったペンギン型スピーカを従えた雄姿を見よ。ちなみ
にスピーカはオウルテック製で、最大出力3W＋3W。この兄弟
バージョンのほかに、ウーハーが「お母さん（？）」の親子バー
ジョンもあり。

小容量ハードディスクはいずこに
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ビデオカード

購入時の注意点はLinux（XFree86）でのサポ
ート状況を把握しておく必要があるということ。
ただ、安売りされている製品は、2、3世代前のビ
デオチップを搭載しているものが多いので、かえ
ってサポートされている確率は高い。それでも、
購入する前にサポートの有無は必ず確認するよう
にしておきたい。
3Dグラフィックスのアクセラレーション機能が

必要で、価格とともにある程度の性能を求めたい
なら、NVIDIAのRIVA TNT2シリーズを搭載した
ものがお勧め。シリーズ中のローエンドモデルで
あるVANTAを搭載し、32MバイトのSDR VRAM
を備えたタイプが7000円を切る価格で販売されて
いる。なお、3Dアクセラレーションを有効にする
には、バージョン4.0.1以降のXFree86とNVIDIA
が配布しているLinux用ドライバ（http://www.
nvidia.com/Products/Drivers.nsf/Linux.html）が必
要になる。
3D処理が必要なければ、MatroxのG200搭載カ

ードを探してみよう。6500円前後なら「買い」だ。
また、グラフィックス機能統合タイプのマザーボ
ードも選択肢のひとつ。本文中で紹介したVIAの
ProSavage KM133のほか、Intelのi810／i815シ
リーズ、SiSのSiS530／620がある。

サウンドカード

低価格な製品は、YAMAHAのYMF744／754、
C-Media Electronicsの CMI8338／ 8738、 ESS
TechnologyのSolo-1／Maestro-1などを搭載した
カードが多く、これらはLinuxでの動作実績もある。
調査中に目についたのがAOpenのAW200という
製品（写真、価格は1580円）。搭載されているサ
ウンドチップは、Avance LogicのALS4000で、こ
れはALSA 0.5.10以降でサポートされている。
ビデオカードと同様に、チップセットに統合さ

れたサウンド機能を利用するのもひとつの手だ。
Intelのi810／i815シリーズ、サウスブリッジにVIA
のVT82C686A/Bを採用したものがこれにあたる。
また、上記のサウンドチップを搭載したマザーボ
ードも狙い目。

モデム

本文中では触れていないモデムについても紹介
しておこう。外付けのアナログモデムはあまり店
頭で見かけなかった。Linuxではソフトウェアモデ
ムの利用に制限があるので、できるだけシリアル
接続の外付けタイプを購入したいところだが、ほ
とんど売られていないのが現状だ。探し出せたと
しても5000円～7000円と割高感がある。
PCIバスに装着する内蔵型は、ソフトウェアモ

デムが多く注意が必要である。そんな中から、
「Linux Ready」を謳う製品を見つけた。ラトック
システムのREX-PCI56（写真）という製品だ。同
梱されているフロッピーにLinux用ドライバのソー
スが含まれており、マニュアルにはインストール
方法も解説されている。購入価格は2979円。

ディスプレイ

「4万円でPCを！」と言いながら、ディスプレ
イを無視していることは公然の秘密である。「ディ
スプレイはPC本体ではなく周辺機器である」と言
い逃れることもできよう。それはさておき、ディ
スプレイの価格について。
PCに必須のパーツの中では、群を抜いて高額な
のがディスプレイである。それでも、ひと昔前に
比べれば、ずいぶんと安くなっている。17インチ
モデルでも2万5000円～3万5000円がおおよその
相場である。
人気が高いのは、コストパフォーマンスに優れ

た三菱電機のRDF171S（2万7000円前後）と、
少し価格は高くなるが性能に定評のあるEIZOの
FlexScan T561（3万5000円前後）。安さで勝負な
ら、ADIのMicroscan M700（2万円前後）がお勧
めだ。
15インチモデルなら、1万5000円を切る製品も

見かけた。ただし、現在は17インチが主流となっ
ているようで、15インチモデルは店頭に並んでい
る製品が少なくなってきてるように感じられた。
省スペースということで人気の高い液晶ディス

プレイは、最安値でも14インチモデルで4万5000
円程度。格安パーツとしてお勧めするには、まだ
まだ無理があるようだ。

IDE接続ドライブ

いまやハードディスクは「オーバー10Gバイト」
が常識。10Gバイトクラスでは、本文中に登場し
たQuantum Fireball lct20が最も実売価格の低い製
品だろう。ネット上の情報では、7900円で販売し
ているショップもあるようだ。ハードディスクは
容量や性能、メーカーによる価格差が小さいので、
あと数千円プラスするだけで20～30Gバイトクラ
スが確実に手に入る。予算に余裕があるなら、そ
のほうがお買い得である。
いくつか製品を紹介しておくと、「騒がしくな

い」、「熱くならない」、「壊れない」の三拍子が揃
って自作派のユーザーから圧倒的支持を得ている
IBMのDeskstarシリーズ、高速大容量化競争の良
きライバルMaxtorのDiamondMax Plusシリーズと
SeagateのBarracuda ATAシリーズなどが定番。
少しでも価格にこだわりたいなら、隠れた「価格
破壊王」富士通のMPG3xxxATシリーズを探して
みよう。
CD-ROMドライブは、4000円を切る製品が多

く出回っている。24倍速以上であれば、体感でき
るほどの性能差はないと思うので、スペックに惑
わされないようにしたい。また、1万円を切るCD-
R/RWやDVD-ROMドライブが調査中に発見され
たことをお知らせしておく。

キーボード＆マウス

キーボートとマウスは製品による価格の差が非
常に激しいパーツだ。本文中では、まさに衝撃的
価格の製品を紹介したが、高いものは8000円～
9000円という価格帯で売られている。実に10倍
以上の価格差である。安いものはいくらでもある
が、最も人に近いパーツなので、実際にキーやボ
タンのタッチを確かめて、気に入ったものを購入
するようにしたい。
今回の調査中に発見したお勧め製品が写真のト

ラックボールタイプのポインティングデバイス
「使えてマウス！」である（販売元は創朋）。購入
価格は2270円。通常のPS2マウスとして認識され、
Linuxでも問題なく動作した。USBモデルもある
（こちらは動作確認していない）。

Linuxで使える格安PCパーツ情報
この特集のために秋葉原じゅうを調

査した4万円Linuxマシン特別対策班

が、その道すがら発見したお買い得パ

ーツや現在の価格動向を紹介する（価

格はいずれも税抜の実売価格）。



さて、Cyrix Ⅲマシン、Duronマシ

ンとも、めでたく4万円という予算をク

リアしてパーツを揃えることができた。

次なる関門は、はたしてLinuxでみご

と動作するのだろうか？　ということ。

ここでは、組み立てから、インストー

ル、Xやサウンドの設定までの顛末を

ご紹介しよう。

■

■ジャンク扱いデス！

■

格安パーツを求めて秋葉原をさまよ

った際も、メモリがない、CPUがない、

ハードディスクがない、という「ない

ない尽くし」だったが、組み立ての段

階でも「金具がない」という事態にみ

まわれた。

何の金具かというと、ケースの筐体

にマザーボードを取り付けるためのも

の。通常はPCケースに部品として同梱

されている「スペーサ」というヤツで

ある。Duronマシン用に購入したケー

スには、これが付属していなかったの

だ。スペーサにはいろいろなタイプが

あって、中には別のケースのものを流

用できる場合がある。問題のケースは、

筐体の取り付け部分の形状から推測し

て、写真1に示すスペーサが必要であ

るようだ。

編集部内で聞き込みを行ったところ、

王大人（ワン・ターレン）が1つだけ

所有していることが判明。試しに装着

してみると、ピタリとはまる。しかし、

1つだけではマザーボードを固定できな

い。少なくとも4カ所くらいは留めてお

くほうがよいだろう。ほかの編集部を

訪ねてまわったが、収穫はゼロ。しか

たがないので、翌日、購入したショッ

プへと向かった。

虎の子の1個を見せながら状況を説

明すると、「あのケースはジャンク品扱

いなんデス」とやけにキッパリした口

調で言われてしまった。ようはサポー

ト対象外ということだ。困った。

対応してくれた店員さんは眼鏡をか

けた好青年で、こちらの深い落胆を察

したのか、支払いカウンターの奥から

各種スペーサがぎっしりと詰まったビ

ニール袋を取り出してきて、「これです

よね」と言いながら6個のスペーサを恵

んでくれた。ありがとう！　眼鏡の店

員さん。

Cyrix Ⅲマシン用のケースは、さす

がに2000円も高いだけあって（？）特

に問題はなし（写真2）。Duronマシン

のほうも、なんとか無事に組み上げる

ことができた（写真3）。

■

■サクサクといきたかったのにぃ

■

続いて、Linuxのインストールであ

る。特集冒頭の作戦会議のポイントに

あげたように、今回の目標は「激安マ

シンであっても、サクサクっとLinux

がインストールできて、XFree86のグ

ラフィック環境で快適に使えるクライ

アントマシン」を作ることにあった。

予算内に収めるために、格安パーツを

寄せ集めた感のある2台のマシン。はた

して、サクサクっといくのだろうか？

なお、以降この特集では、完成した

2台のマシンをそれぞれ「Duron号」、
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ホントにLinuxで動いたの？
～マシンの組み立てとLinuxのセットアップ～

写真1 恵んでいただいたスペーサ
割と珍しいタイプだと思うが、王大人によると、最近よ
く見かけるようになったそうだ。

写真3 ペンギンと別れて少
し寂しげな「Duron号」
本文では触れなかったが、
CD-ROMドライブのオーデ
ィオケーブルも同梱されてい
なかったのだ。こちらは、編
集部にころがっていたものを
流用している。

写真2 完成した「Cyrix号」
の横顔
ビデオカードの装着にコンデ
ンサが邪魔なり、無理やり
コンデンサを寝かせている。
ケーブル類の取り回しは、
美しいほう？

ジャンク扱いデス！

サクサクといきたかったのにぃ



「Cyrix号」と呼ぶことにする。これは、

搭載されたCPUによって「～マシン」

と呼ぶ、一般的な呼称との混同を避け

るためだ。

ここで、2つのマシンのスペックを再

確認しておこう。表1を見てほしい。

この中でインストール時に問題となり

そうなのは、Duron号のチップセット

KM133に統合されているグラフィック

ス機能がインストーラに正しく認識さ

れるかという点と、Cyrix号の心臓で

あるCyrix ⅢそのものがLinuxでちゃ

んと動くのか（インストーラが起動す

るのか）という点だ。

インストールテストは、カーネルと

XFree86のバージョンがそれぞれ異な

る4 つのディストリビューション

（LASER5 Linux 6.4、Vine Linux 2.1／

2.1.5、Meister Linux Mandrake 7.2）

で行った。チェック項目は以下の4つ。

①Anacondaの起動

グラフィカルインストーラ（Ana

conda。Mandrakeは独自インストー

ラ）が起動し、正常にインストール処

理を行うことができるか？

②VGAの自動検出

インストーラがグラフィックチップを

正しく認識（自動検出）し、Xの設定

を行うことができるか？

③NICの自動設定

インストーラがLANカード（NIC）を

正しく認識し、適切な設定が自動的に

行われるか？

④サウンドの自動設定

インストーラがサウンドカードを正し

く認識し、適切な設定が自動的に行わ

れるか？

結果は表2のようになった。

Duron号から詳細を確認していこう。

表2からもわかるように、グラフィカル

インストーラ自体の動作に問題はない。

しかしXFree86の設定では、どのディ

ストリビューションもKM133のグラフ

ィックス機能を認識できなかった。実

はこれ、予測された事態なのである。

KM133のグラフィックス機能は、S3

のSavage2000の2DエンジンとSavage4

の3Dエンジンと同等であるとされてい

る。Savage2000とSavage4はともに、

XFree86 3.3.6でサポートされている

が、KM133は4.0.2からのサポートであ

ることが事前の調査で判明していたの

だ。KM133のグラフィックス機能でX

を動作させるには、XFree86 4.0.2以

降が必要になる。どうやら、Duron号

はサクサクといきそうにない。このこ

とについては、のちほど改めて検討す

ることにしよう。

Cyrix号のほうは、Vine Linux 2.1.5

以外では特に問題は発生していない。

インストーラによるビデオチップの認

識も、Trident 3D Image975という、

いい具合に枯れたチップ（XFree86

3.3.6／4.0.Xともサポート）を搭載した

カード使っているため問題はなし。

Vine 2.1.5でインストーラが起動し

なかったのは、カーネル2.2.18固有の問

題であることが、その後の調査で判明

した。Cyrix Ⅲを使っているシステム

では、ブート時にカーネルパニックを

起こすことがあるようだ（テストでも

実際にカーネルパニックが発生）。

熱烈なVineファンは、Cyrix Ⅲを選

択肢からはずしたほうが無難である。

なお、この不具合は、2.2.19では解決

されている。また、今回のテスト結果

からもわかるように、2.2.18以前の2.2

系カーネルでは、この問題は発生しな

いと思われる。

■

■Wolverineでいこう！

■

Cyrix号はカーネルのバージョンに気

をつけさえすれば、スムーズにインス
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Cyrix号 Duron号

CPU VIA Cyrix Ⅲ 600MHz AMD Duron 600MHz

マザーボード FIC FA13 ECS（ELITE）K7VMA 

チップセット VIA Apollo Pro133 VIA ProSavage KM133

メモリ 64MバイトSDRAM 64MバイトSDRAM

（PC100 CL2） （PC100 CL2）

ハードディスク 10Gバイト 3.2Gバイト

（4500rpm、12ms、UltraDMA/100） （5400rpm、10ms、UltraDMA/33）

CD-ROMドライブ 40倍速 32倍速

グラフィックス Trident 3DImage975 チップセット統合

サウンド ESS Solo-1 チップセット統合

ネットワーク Realtek RTL8139C Realtek RTL8139C

表1 Cyrix号とDuron号の主なスペック

ディストリビューション Cyrix号 Duron号

（カーネル／XFree86） ① ② ③ ④ ① ② ③ ④

LASER5 Linux 6.4
○ ○ ○ × ○ × ○ ×

（2.2.16／3.3.6）

Vine Linux 2.1
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

（2.2.17／3.3.6）

Meister Linux

Mandrake 7.2 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

（2.2.17／4.0.1）

Vine Linux 2.1.5
× ─ ─ ─ ○ × ○ ○

（2.2.18／3.3.6）

表2 インストールテストの結果
※①＝Anacondaの起動　②＝VGAの自動認識　③＝NICの自動設定　④＝サウンドの自動設定

Wolverineでいこう！



トールできることがわかった。残るは、

Duron号の「サクサク感」をどうやっ

て醸成するかである。それには、標準

でXFree86 4.0.2を採用したディスト

リビューションが必要なことは言うま

でもなかろう。

執筆時点では、日本語ディストリビ

ューションで該当するものはなかった。

日本語対応は完全ではないものの、か

ろうじてSuSE Linux 7.1が選択肢とし

てあげられるくらいだ。ただ、SuSE

Linux自体がフルインストールで4Gバ

イトを超えるディスクスペースを占有

する巨大ディストリビューションであ

るため、サクサク感が薄い気がするし、

今回に限って言えば、Duron号にはフ

ルインストールさえできないのであっ

た。なにより、日本語処理はビシっと

決めたいところだ。

そこで目を付けたのが「Wolverine」

である。Wolverineとは、Red Hat

Linux 7.1の最新ベータバージョンのコ

ードネーム（バージョン表記は7.0.91と

なっている）。Red Hat Linuxは7.1か

ら、多言語環境を1つのバイナリでサ

ポートする「シングルバイナリ仕様」

になる予定である。つまりは、日本語

処理もイケてるはず。

さっそく試してみたところ、グラフ

ィカルインストーラはもちろん無事起

動、順調に処理が進んでいった。そし

て問題のX の設定。残念ながら、

KM133のグラフィックス機能は認識さ

れなかった。しかし、4.0.2でサポート

されていることは、 本 家 である

XFree86 ProjectのWebサイトで確認

済みであり、また、S3 Savageファミ

リーは共通のドライバで動作すること

もわかっている（http://www.xfree86.

org/4.0.2/savage.4.html）。ここは慌て

ず騒がずビデオカードの一覧から「S3

Savage（generic）」を選択する。

インストール完了後、再起動して

Wo l v e r i n eが快調に立ち上がる。

「startx」すると、メッセージがコンソ

ールを流れていく。緊張しながら見守

る中、Xが無事起動した！　よかっ

たー！

ベータ版とはいえ、これでDuron号

も一応「サクサク・インストール状態」

となることができた。当然、Red Hat

7.1でも動作するはずなので、KM133

マザー＋Duron（Athlon）という組み

合わせが、Linuxユーザーにとってお

手軽な選択肢となる日も近いわけだ。

■

■サウンドの設定

■

今回、作成するマシンのもうひとつ

の目標にしていたのがサウンドの再生

だ。Cyrix号の場合、厳しい予算の中

でサウンドカードを購入した。一方

Duron号のほうは、ほとんど衝動買い

とはいえ、スピーカまで購入したので

ある。せっかくなので、インストーラ

で自動設定できなかったディストリビ

ューションでも、きちんと設定してサ

ウンド再生ができるようにしよう。

Cyrix号のサウンドカードは、いわ

ゆる「安全パイ」というやつで、編集

部において過去に何度か動作確認して

いるサウンドチップ「ESS Solo-1」搭

載機種である（ES1938と型番で呼ばれ

ることもある）。Duron号は、グラフィ

ックスと同様にサウンドもオンボード

である。チップセットのサウスブリッ

ジ「VIA VT82C686B」にサウンド機

能が統合されているのだ。

どちらのサウンドチップ（機能）も、

カーネルに付属するサウンドドライバ

OSS/Freeと、Linux用の代表的なサウ

ンドドライバであるALSAの両方でサ

ポートされている。

ここでは、ALSAでの設定を紹介し

ておこう。説明は、ALSAを標準でサ

ポートしているLASER5 Linux 6.4を

ベースにしているが、基本的な操作は

どのバージョンのALSAでも変わらな

い。付属のドキュメントとあわせて参

照しながら、操作していけば設定でき

るはずだ。

ALSAのパッケージには、専用の設

定ツール「alsaconf」が用意されてい

る。実行にはroot権限が必要なので、
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本誌のバックナンバーを丹念にチェックし

ていくと、LANカードの話題になるたびに

「カニ」の2文字が登場していることに気づく

はずだ。これはなにも、生来の蟹好きである

とか、Realtekからリベートをもらっている

とかいう生臭い（前者は特に指先が）理由

ではなく、編集部の「カニ密度」が高いこと

によるものである。ふだんの仕事で使ってい

るPCやLinuxのテストに利用しているPCの

多くにRTL8139xを搭載したLANカードが装

備されているのだ。

つまり、日常的にLinuxでの動作を確認し

ているようなものなのである。これまで、イ

ンストール時に自動認識されなかったことは

ないし、ハードの故障以外で挙動がおかしく

なることもなかった。ただし、編集部ではク

ライアントマシンでのみ使っているので、高

負荷な状態が連続的に発生するような、タ

フなネットワーク環境での信頼性といった面

は未確認であることはお断りしておく。

ちなみに、編集部で最初に「カニ」と呼

び始めたLinux magazine・ラボ1号は、自宅

のLAN環境でもRTL8139Bを使っているそう

だ。確認したところ、これまで何の問題もな

いとのこと。

個人のセカンドマシンやオフィスのクライ

アンマシンなど、コストを抑えたいときには、

やはり「カニ」がお勧めのようである。

Column

カニは偉大なり

サウンドの設定



次のようにして起動する。

$ su

＜rootのパスワードを入力＞

# alsaconf

最初の画面で［OK］を押して、サ

ウンドカードの選択画面に移る。ESS

So l o - 1の場合は［ESS_So l o - 1 _ES

1938/ES1946］を、VT82C686Bなら

［VIA82C686A］を選択してEnterキー

を押す（画面1）。そのほかのサウンド

カードを使っている場合も、カードの

一覧から適切なものを選べばよい。

続いてドライバオプションを設定す

る画面が表示される。ほとんどの場合、

デフォルトの値で動作するので、その

ままEnterキーを押して画面を進めて

いこう。オプションの設定が終わると

カード選択画面に戻る。先頭にある

［No_more_cards］を選んでEnterキ

ーを押せば、設定は完了だ。

alsaconfで行った設定は、/etc/conf.

modulesに反映される。conf.modulesに

追加される設定の一例（ESS Solo-1）

をリスト1に示してある。

■

■動作確認のヒント

■

システムを利用していくうちに、イ

ンストール時の設定では足らない部分

や間違いに気づくことがある。できれ

ばインストール直後に、システムが正

しく動作するか、ある程度確認してお

くほうがいい。設定変更するためのポ

イントとあわせて紹介しておこう。

■ネットワーク（LAN）

「ifconfig eth0」として、ネットワ

ークデバイスが有効になっていて、IP

アドレスやサブネットマスクなどが正

しくセットされているか確認しよう。

また、「ping  ＜ホスト名＞」でほかの

ホストから応答があるか確認できる。

設定変更は「linuxconf」、あるいは

Xで動作するグラフィカルツール

「netcfg」を使って行う。

■メモリ

「free」コマンドを使って、搭載さ

れているメモリ容量が正しく認識され

ているかチェックしておこう。64Mバ

イト以下の容量では、ほとんど問題な

いが、それ以上のメモリを搭載してい

る場合、たとえば128Mバイトのメモリ

があるのに64Mバイトしか有効になっ

ていない、といったケースがあり得る。

これを解決するには、/etc/lilo.conf

に次の1行を追加してliloコマンドを実

行する（メモリサイズはシステム構成

に合わせること）。

append=“mem=128M”

■XFree86

とりあえず、起動すればOK（だと

思う）。標準の設定ファイルは/etc/

X11/XF86Config。Red Hat系ディス

トリビューションで3.3.6を使っている

場合、設定ツールは「Xconfigurator」

または「XF86Setup」、4.0.Xの場合は

「xf86config」が利用できる。Mandrake

の「SaX」のように、ディストリビュ

ーションオリジナルの設定ツールが用

意されていることもある。

■ハードディスク

インストールが完了しているのだか

ら、ハードディスクは正しく認識され

て動作しているはず。問題となるのは、

UltraDMA転送が有効になっているか

どうかである。「hdparm /dev/hda」

として、「using_dma ＝ 1 (on)」と表

示されればOK。「off」になっているよ

うなら、「hdparm －d1 /dev/hda」

として有効化しておこう。ハードディ

スクのデバイス名は適宜システム構成

に合わせてほしい。

●

Cyrix号とDuron号についても、上

記のチェックを行い、インストールが

成功したディストリビューションでは、

正しく動作することが確認できた。

格安パーツで組み上げたPCであって

も、Linuxマシンとして立派に活躍し

てくれそうである。
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▼リスト1 conf.modulesの例

# ALSA native

alias char-major-116 snd

alias snd-card-0 snd-card-es1938

# OSS/Free emulation

alias char-major-14 soundcore

alias sound-slot-0 snd-card-0

alias sound-service-0-0 snd-mixer-oss

alias sound-service-0-1 snd-seq-oss

alias sound-service-0-3 snd-pcm-oss

alias sound-service-0-8 snd-seq-oss

alias sound-service-0-12 snd-pcm-oss

画面1 alsaconfのカード選択画面

動作確認のヒント



最後のチェックポイントは「クライアン

トマシンとして快適に使えるのか」という

点である。4万円Linuxマシンの実力を検

証してみよう。

■

■コンピュータの性能

■

通常コンピュータの性能は、CPUの内

部クロック数、ハードディスクの平均シー

ク時間といったスペック値や、ベンチマー

クテストで得られた数値で表される。用途

によっては、これらの値が重要な意味を持

つ。たとえばデータベースサーバであれば、

ベンチマークテストの結果として得られた

「一定時間内に処理できるトランザクショ

ン数」という数値は、システムを評価す

るための重要な指標のひとつになる。

これがクライアントマシンとなると話が

ちょっと違ってくる。スペック値やベンチ

マーク結果は、そのコンピュータの絶対性

能というか限界性能を表したもので、普

通はクライアント用途でそれが求められる

ことはない。確かにクライアント用途で

も、処理が速い遅いということはある。し

かし、アプリケーションの起動時間や複雑

なスプレッドシートの計算処理の時間をい

くら測ってみても、ユーザーが受け取る

「体感的な速さ」を伝えることはできない。

人によって感じ方や使用環境の違いがあ

るからだ。

■

■それでもやっぱりベンチマークだ！

■

とまあ、堅い話はここまでにして、さっ

そくベンチマークだ！　「おいおい、なん

でそうなるんだヨ」という疑問には「そこ

にコンピュータがあるからだ」とお答えし

ておこう……じゃなくて、文章でコンピュ

ータの使いごこちを的確に伝えるのは難し

いことに改めて気づいたからである。私に

は無理です。すみません。

それに、なんだかんだ言ってもベンチマ

ークが「楽しい」のである。買ってくる

（あるいは借りてくる）→組み立てる→動

作確認する→ベンチマークをとる、という

一連の流れはハードウェアを評価する際の

PC関連メディアのルーチンでもある。そ

のため、一部のライターや編集者は「ベ

ンチマークジャンキー」とも呼ぶべき症状

を呈している。初めて触れるPCやパーツ

を前にすると、ベンチマークしたくて、し

たくてしょうがなくなるのだ。

というワケで、ここはひとつお付き合い

いただきたい。読者のみなさんにも、まっ

たく参考にならないということはないと思

いますので。

■

■ベンチマーク結果

■

今回のベンチマークテストには、

733MHzのPentium Ⅲマシンが豪華特別

ゲスト（評価の基準点）として参加して

いる。主なスペックは表1のとおり。この

マシンは「PenⅢ号」と命名した（ネーミ

ングセンスなし）。では、順を追って結果

を検証していこう。

■CPU

まず最初のベンチマークテストは「HD

BENCH Clone Ver 0.14.1」を使ったCPU

の性能チェック。HDBENCH Cloneは、

Linuxにおける総合ベンチマークソフトの

定番である。

やはり、Cyrix Ⅲ 600MHzを搭載した

Cyrix号の成績が興味の焦点だろう。結果

はグラフ1のようになった。

「Cyrix号轟沈」である。一般にCyrix Ⅲ

は浮動小数点演算に弱いとされているが、

それがストレートに出てしまった感じだ。

しかも、同クロックのDuronを搭載したマ

シンに整数演算でも大きな差をつけられて

しまった。Cyrixファンのため息が聞こえ

てきそうな結果である。

■ハードディスク

ハードディスクのベンチマーク項目は、

ブロック単位のシーケンシャルREAD／

WRITE。計測には、ハードディスク専用

のベンチマークツールである「Bonnie

＋＋」を使用した。

$ Bonnie++ -s 150 > test.result

これがテスト時のコマンドライン。「－s

150」は計測に使用する一時ファイルのサ

イズ（単位はMバイト）指定だ。150Mバ

イトとしたのは、キャッシュの影響を除い

てより正確にハードディスクの性能を計測

するため。なお、PenⅢ号の計測では600

Mバイトを指定している。

結果はグラフ2のようになった。

Duron号のハードディスク（富士通

MPC3032）は、3.2Gバイトという容量か

らもわかるように2世代ほど前の製品であ

る。転送モードはUltraDMA/33までしかサ

ポートしていない。この結果はいたしかた

ないところだ。

Cyr ix号とPenⅢ号は、Ult raDMA/

66モードで動作している。この2台の差は、

ハードディスク自体のスペックが原因だろ

う。Cyrix号が装備するQuantum Fireball

lct20は、回転数4500rpm、平均シーク時

間12ms、内部転送レート最大31Mバイ
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CPU Intel Pentium Ⅲ 733MHz

チップセット VIA Apollo Pro133A

メモリ 256MバイトSDRAM（PC133 CL2）

ハードディスク 30Gバイト（7200rpm、8.5ms、UltraDMA/100）

グラフィックス NVIDIA GeForce256 DDR（VRAM 32Mバイト）

表1 PenⅢ号の主なスペック

ソフトウェア URL

HDBENCH clone http://www.enjoy.ne.jp/̃gm/program/hdbench/

Bonnie＋＋ http://www.coker.com.au/bonnie++/

SETI@home http://setiathome.ssl.berkeley.edu/home_japanese.html

LAME http://www.sulaco.org/mp3/

表2 ベンチマークに使用したソフトウェアの関連サイト

4万円マシンは実用に耐えるのか？
～Cyrix号 vs. Duron号ベンチマーク対決～

コンピュータの性能

ベンチマーク結果

それでもやっぱりベンチマークだ！



ト／秒であるのに対し、PenⅢ号のIBM

Deskstar DTLA-307030は、7200rpm、8.5ms、

35Mバイト／秒となっている（いずれもメ

ーカー公表の数値）。Fireball lct20は、低

発熱と静粛性、耐久性を重視した設計に

なっているのだ。

■グラフィックス処理

次にグラフィック処理性能を見てみよう

（グラフ3）。

ここでの焦点は、Duron号のマザーボー

ドで採用されているチップセットVIA

SavagePro KM133のグラフィックス性能

である。すでに触れたように、KM133に

統合されているグラフィックスエンジン

は、2DがS3 Savage2000、3DがSavage4

に相当する。どちらも少し前の製品だが、

発表当時はかなりの評価を得たグラフィッ

クスチップだ。結果にもそれが反映されて

いる。目をみはるほどの高性能ではないに

しても、チップセット統合型としては十分

な機能を備えているといえる。

Cyrix号のビデオカードで使われている

Trident 3DImage975は、Savage4よりさ

らに古いチップで、記憶が確かなら1997

年に発表された製品である。よって、過

剰な期待は禁物というものだ。結果もそ

のとおりとなった。

■SETI@homeとLAMEによるベンチ

「SETI」は地球外の知的生命体と文明

を探索するプロジェクトである。「SETI

@home」は、SETIで行う必要のある大

規模なデータ解析を世界中の個人のコン

ピュータで分散して行うためのクライアン

トプログラム。インターネットを利用して

データ配信と解析結果の収集が行われて

いる。

今回のテストでは、同じ「ワークユニッ

ト」を使って解析時間を計測した（ワー

クユニットとは、一度に配信されるデータ

の単位。ユニットによって解析に必要な時

間が異なる）。

「LAME」はLinuxで利用できるMP3エ

ンコーダの代表格のひとつだ。音質に定評

があり、エンコード速度もそれなりに速

い。テストでは、3分33秒の音楽データを

WAV形式からMP3にエンコードするのに

要した時間を計測した。LAMEのバージョ

ン3.20を使用し、特にオプションは指定

していない。

結果はグラフ4のとおり。このグラフで

は、PenⅢ号を100として残り2台の処理

性能を相対的に表している。ほかのグラフ

と同じくグラフの棒が長いほど速く処理を

行ったことになる点に注意してほしい。

ここでもCyrix号はDuron号に大差をつ

けられた。特にSETI@homeでいちじるし

い。SETIのデータ解析は非常に膨大な科

学計算を伴うため、CPUの演算能力がそ

のまま処理時間に反映する。Cyrix号の実

際の処理時間は、なんと51時間51分36秒。

CPUのくせに計算が苦手なのか？　大丈

夫か？　Cyrix Ⅲ！

■

■評価～Cyrix Ⅲを弁護する

■

ご覧のように、Cyrix号はハードディス

ク以外ではDuron号に敗北を喫した。しか

し、前のページの始めで（結構マジメに）

述べたように、ベンチマークの結果がすべ

てではない。

実際、動作確認のためにNetscapeを動

かしたり、画面ショットをとるために

GIMPを使ったりしたが、「遅くてたまら

ん」ということはなかった。Webブラウ

ジングや普通のアプリケーションを使うぶ

んには何ら支障はないのだ。クライアント

マシンとしては、Cyrix号も十分な性能を

持っている。

さらに言えば、非常に時間のかかってし

まったSETI@homeのテストも、2昼夜に

わたってデータ解析を黙々とこなした点を

評価したい。Cyrix ⅢはLinuxでも安定し

て動作することを証明してみせたわけだ

（一部のバージョンのカーネルで不具合は

あるが、すぐにも修正されるはず）。本当

の意味での安定性の検証には、さらに長

期間のロードテストが必要となるものの、

この点をクリアできれば、低消費電力、

低発熱といった長所を活かして、ルータな

どの用途についてもLinuxで「使える」

CPUとなるはずだ。
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超実践的

電脳お買い物ガイド
for Linuxers

Better

Duron号 
 

Cyrix号 43348 
15780 

Pen III号 

62366 49065 浮動小数点演算 
整数演算 

101420 91418 

グラフ1　HDBENCH CloneのCPU項目 

Better

グラフ2　Bonnie++

Duron号 
 

10421 11165 

Cyrix号 18544 15424 

Pen III号 30172 27416 

READ
WRITE
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 7 37 

40 208 

30643 

 17456 

31749 

17170 

14022 

34948 91418 

矩形の描画 
円の描画 
テキストの描画 
スクロール 
イメージの描画 

Duron号 
 

Cyrix号 

Pen III号 

14067 

7648 

グラフ3　HDBENCH Cloneのビデオ項目 

Better

グラフ4　SETI@homeとMP3エンコード 

Duron号 
 

65 71 

Cyrix号 23 18 

Pen III号 100 100 

SETI@home
MP3エンコード 

Better

評価～Cyrix Ⅲを弁護する
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もう「印刷の時だけWindows」にしなくても大丈夫。
ネットワーク環境でプリンタを使いこなす秘訣を徹底解説

文：木原和明
Text : Kazuaki Kihara

Photo : Junko Kitade (Pacia)
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■

■はじめに

■

UNIXシステムでは、lprと呼ばれる

システムを用いてプリンタを利用する。

lprは、初めからネットワーク環境を前

提としており、当然プリンタ共有も行

えるシステムである。

LinuxもUNIXと同様にlprシステム

を備えている。しかしlprシステムは、

Windows／DOSの印刷の仕組みとは

異なるため、これらの環境に慣れてい

たユーザーにとって、理解しやすいと

は言えないものだ。

また、現実のネットワーク環境とし

ては、WindowsとLinuxが混在してい

ることが多い。後述するが、このよう

な環境でlprシステムを用いることも可

能だ。

また、LinuxやUNIX上でWindows

環境用のサービスを提供するSambaを

用いて、プリンタを利用するという方

法もある。この方法だと、Windows側

からLinuxの存在を意識しないで済む

ため、こちらのほうが使いやすいとい

ってもいいだろう。

そこで今回の特集では、まず最初に

lprシステムの設定や使い方に関するを

解説する。続いて、WindowsとLinux

が混在している環境での、Sambaを用

いたプリンタ共有について解説する。

また、エプソンやキヤノンから自社

のカラーインクジェットプリンタを、

Linuxシステムから利用するためのド

ライバが提供されるようになり、高品

位なプリントが可能となった。そこで、

これらのドライバのインストール方法

やプリント方法についてもレポートす

る。

■

■UNIXとlprシステムの歴史

■

Linuxのプリントシステムは、ほか

のOSと独立したものではなく、基本的

にUNIXの流れを汲むものである。そ

こでまずは、UNIXについて必要最低

限のおさらいをしておこう。

UNIXオペレーティングシステムの

開発は、1969年にベル研究所のメンバ

ーによって行われた。稼動マシンは

DEC社製PDP-11というものであり、

当時のUNIXはバージョン7と呼ばれる

ものでであった。

その後、バークレー大学のメンバー

によりviエディタやシェルなどの機能

が追加されたバークレーUNIX 4.1BSD

（Berkeley Software Distribution  UNIX）

が1981年に発表された。さらにネット

ワーク機能やプロセス間通信が採用さ

れた4.2BSDが1983年に発表され、研究

所や大学などで広く使われるようにな

ったのである。

バークレーでの開発と並行して、ベ

ル研究所でもUNIXに対して数々の新

しい機能の追加・更新が行われ、

UNIXの普及に貢献した。その中で誕

生したのがSystem Vと呼ばれるバー
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lpr lpd

プリントデーモン 

プリンター 

制御 
印刷要求 

ユーザー 

データ送信 

状況 

データ 
書き込み 

データ 
読み出し 

スプール領域 
/var/spool/lpd

図1 lprシステム
実際の印刷を行うデーモン（lpd）とフロントエンドのlprからなる。

Linuxの印刷システム

はじめに

UNIXとlprシステムの
歴史



ジョンである。現在利用されている商

用UNIXシステムでは、サン・マイク

ロシステムズのSolarisがSystem Vベ

ースだ。

BSDとSystem Vは、コマンドの一

部が互いに異なるが、IBMのAIXのよ

うに、両方のコマンドをサポートする

UNIXも存在する。

UNIXはマルチタスク、マルチユー

ザーのオペレーティングシステムであ

る。そのため、あるユーザーが印刷し

ている間に、ほかのユーザーがプリン

タを利用できないようでは、非常に使

い勝手が悪くなってしまう。

そこでUNIXでは、マルチユーザー

を前提としたlprプリントシステムを利

用して印刷を行うのが一般的だ。

Linuxは、UNIXの優れた機能を受け

継いでいるので、プリントシステムに

はlprが使われており、もちろんUNIX

のプリントシステムとまったく同じ機

能を提供している。

■

■lprシステム

■

Linuxではプリントスプーリングシ

ステムとして、lprコマンドを使えるよ

うになっている。ユーザーは、データ

を直接プリンタに送るのではなく、lpr

コマンドを用いて、印刷データの制御

を行うデーモン（lpd）にデータを送

る。印刷データはlpdによりいったんデ

ィスク上にスプールされ、要求された

順番にスプールから読み出されてプリ

ンタに出力される（図1）。

lprシステムは、自らが動作している

マシンに接続されているプリンタ（ロ

ーカル）と、ネットワーク上のほかの

マシンに接続されているプリンタを同

等に管理・運用することが可能で、用

途や性能に応じて複数のプリンタを使

い分けることができる。

■lprコマンドの使い方

lprコマンドには、大きく分けて2通

りの使い方がある。1つは、lprコマン

ドをコマンドラインで起動し、印刷す

るファイルをコマンドの引数で指定す

る方法だ。

# lpr -Plp0 sample.txt

もう1つは、テキスト整形ツールなど

の出力を、パイプでlprコマンドに渡す

方法である。たとえば以下の例では、

lsコマンドの標準出力をlprに渡してい

る。

# ls | lpr -Plp0

このように、1つのプログラムに多く

の機能を詰め込まず、単機能のプログ

ラムを組み合わせて処理を行うという

のは、UNIX以来の良き伝統であると

言えよう。

lprコマンドを使う際に、よく用いる

オプションを表1に示す。

■lprシステムのコマンド

lprシステムには、先に紹介したlpr

コマンドをはじめとして、プリントジ

ョブの管理、削除を行うためにいくつ

かのコマンドが用意されている。ここ

でまとめて紹介しておこう。

# lpr -Plp0 sample.txt

lprコマンドは、プリントジョブをプ

リントキューに登録する。出力先のプ

リンタは－Pオプションで指定す

る。－Pオプションを指定しないと、

デフォルトプリンタが選択される。プ

リントするファイル名を指定しないと、

標準入力からの入力待ちとなる。

lpqコマンドは、プリントキューに登

録され、処理中のプリントジョブの一

覧を表示する。－Pオプションでプリ

ンタ名を指定すると個別の状態を見る

ことができる（リスト1）。

lprmコマンドは、プリントキューに

登録されたプリントジョブを削除する。

# lprm -Plp0 16

dfA016astro dequeued

cfA016astro dequeued

lpcはプリンタやデーモンの動作を制

御する。
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－P（プリンタ名） 「プリンタ名」で指定したプリンタに出力する。このオプションを指定しない場合

は、デフォルトのプリンタ、または環境変数“PRINTER”で指定したプリンタに出

力される。

－h タイトルページを出力しないようにする。タイトルページには、ほかのユーザーの印

刷物と区別しやすいように、印刷したユーザーの名前やファイル名が出力されてい

る。

－m 印刷終了時にメールを送る。

－r スプーリングの終了時にファイルを削除する。

－s 印刷するファイルをスプールディレクトリにコピーする代わりに、シンボリックリン

クを利用する。サイズの大きいファイルを印刷する際に、指定する。

－#数字 各ファイルのコピーの枚数を指定する。

－J job タイトルページに書くジョブ名を指定する。通常は、最初のファイル名が使われる。

－U user タイトルページで使うユーザ名を指定する。

－i numcols 出力をnumcolsでインデントする。

表1 lprコマンドの主要オプション

lprシステム



・プリンタ自体の使用可否を指定

・スプーリングキューの制御

・スプールデータの並び替え

・状態表示

上記の4項目は、コマンドラインで

直接指定することもできるし、オプシ

ョンの指定をしないでlpcを起動し、

lpcコマンド自身のプロンプトから指定

することも可能だ。

# lpc

lpc> status

lp0:

queuing enabled

printing enabled

no entries

printer idle

lpc>

■

■printcap

■

lprシステムは、プリンタの個別情報

を“/etc/printcap”から読み出して動

作する。以下にprintcapについて、リ

スト2に示した設定例を元に説明する

が、詳細についてはオンラインマニュ

アル（man printcap）を参照してほ

しい。

lp0はプリンタ名である。ここで登録

したプリンタ名を、lprコマンドの－P

オプションで指定する。

lpは出力デバイス名を指定する。

Linuxでは、パラレルポートデバイス

名は/dev/lp0、/dev/lp1、/dev/lp2の

いずれかになるのが一般的だ。

shはタイトルページ（ヘッダページ）

の有無を指定する。shを指定するとタ

イトルページは出力されない。

mxはスプールディレクトリのサイズ

を指定する。0は制限なしを意味する。

sdはプリントジョブのスプールディ

レクトリを指定する。これは各プリン

タごとに分ける必要がある。

lfはlpdのエラー情報を記録するログ

ファイル名を指定する。

ifはプリントデータをフィルタリング

するプログラムまたはシェルファイル

を指定する。

rmはプリンタがネットワーク接続さ

れている場合、またはネットワークに

接続されているほかのLinuxマシンに

接続されている場合に、そのホスト名

またはIPアドレスを指定する。

rpはrmで指定したホストに登録され

ているプリンタ名を指定する。

■

■プリントシステムマネージャ

■

テキストの設定ファイル（printcap）

をエディタで編集していくという

UNIXの流儀に慣れていないと、プリ

ンタの設定は少々手がかかる。

そのようなユーザーのために、GUI

でプリンタの設定が行えるprinttoolと

いうユーティリティが用意されている。

printtoolの起動は、コマンドラインや

コントロールパネルから行うことがで

きる。実行には、root権限とX Window

Systemの環境が必要である。printtool

を起動すると、メインウィンドウが表

示される（画面1）。

■プリンタの種類を指定する

まず「追加」ボタンをクリックする

と、プリンタの種類を設定するダイア

ログ（画面2）が表示される。

「ローカルプリンタ」は、ローカルマ

シンのパラレルポートに接続されてい

るプリンタの設定を行う。

「リモートプリンタ（Unix lpd）キュ

ー」は、ネットワーク上の別のマシン
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▼リスト1 lpqの実行例

# lpq -Plp0

lp0 is ready and printing

Rank   Owner        Job   Files        Total Size

active kihara       16    sample.txt   216 bytes

▼リスト2 /etc/printcapの設定例

# Local printer

lp0:\

:lp=/dev/lp0:\

:sh:\

:mx#0:\

:sd=/var/spool/lpd/lp0:\

:lf=/var/log/lpd/lp0-errs:\

:if=/var/spool/lpd/lp0/filter:

# Remote printer

rlp0:\

:rm=192.168.1.2:\

:rp=lp0:\

:sh:\

:mx#0:\

:sd=/var/spool/lpd/rlp0:\

:lf=/var/log/lpd/rlp0-errs:\

:if=/var/spool/lpd/rlp0/filter:

lp0はローカルプリンタ用エントリで、rlp0はリモートプリンタ用エントリ。

printcap

プリントシステム
マネージャ



に接続されたプリンタ、またはネット

ワークに直接接続されたプリンタの設

定ができる。

「SMB/Windows 95/98/NTプリン

タ」は、Windowsマシンで共有されて

いるプリンタの設定ができる。SMB

（ Server Message Block） は 、

Windowsで用いられているリソース共

有のためのプロトコルである。

「NetWareプリンタ（NCP）」は、

NetWareを利用するプリンタの設定が

できる。

■プリンタ固有の設定項目

上記の4種類から設定するプリンタ

を選択すると、さらにプリンタデバイ

スのメイン設定ダイアログが表示され

る（画面3）。

「プリンタ名」フィールドには、プリ

ンタの名前を入力する。

「スプールディレクトリ」フィールド

には、プリントジョブデータをスプー

ルするディレクトリ名を入力する。ロ

ーカル／ネットワーク接続に関係なく、

1台のLinuxマシンで複数のプリンタを

管理する場合は、スプールディレクト

リは各プリンタごとに異なるディレク

トリを設定する必要がある。

「ファイルサイズリミット」フィール

ドには、スプールするプリントジョブ

データの容量の上限サイズをKバイト

単位で入力する。たとえば、2Mバイ

トであれば2048と入力する。制限の必

要がなければ、0を入力する。

「プリンタデバイス」フィールド（ロ

ーカルプリンタのみ）には、プリンタ

が接続されているデバイス名を入力す

る。デフォルトでは/dev/lp0となって

いる。

「リモートホスト名」フィールド（リ

モートプリンタのみ）には、プリンタ

が接続されているネットワーク上のマ

シン、またはネットワークに直接接続

されているプリンタの、ホスト名また

はIPアドレスを入力する。

「リモートキュー名」フィールド（リ

モートプリンタのみ）には、上記プリ

ンタのキュー名（プリンタ名）を入力

する。

「入力フィルタ」フィールドには、プ

リントジョブデータのフィルタリング

（データ変換）処理をするフィルタを選

択する。

■プリンタの種類

以上の項目を設定し、選択ボタンを

クリックすると、続いてフィルタ設定

ダイアログボックスが表示される。

「解像度」は、プリンタの解像度（1

インチあたりのドット数）を選択する。

「用紙サイズ」は、デフォルトの用紙

サイズを選択する。

「色深度」は、1ピクセルあたりのビ

ット数を選択する。これはカラープリ

ンタでモノクロプリントのみ行う場合

などに有効である。

■両面印刷設定

「マージン」は、紙面の余白を指定

する。単位は「ポイント」（1ポイント

は1/72インチ）で、「左右」「上下」そ

れぞれ入力する。

「追加GSオプション」には、このあ

とで説明するGhostscriptへのオプショ

ンを入力する。Ghostscriptは、UNIX

系OS用のPostscriptインタプリタであ

る。

すべて設定したのち「了解」ボタン

をクリックすると、設定を有効にして

プリンタが登録され、メインウィンド

ウに戻る。登録が完了したプリンタを

テストするにはテストするプリンタを

選択し、「テスト」メニューからASCII

テキストページの印刷か、Postscript

テストページの印刷を選択する。

ASCIIテキストページの印刷では、

Courierフォントを使用した10ポイン

トでのテストページが印刷される。

Postscriptテストページの印刷では、

テキストとグラフィック（Red Hat

Linuxの場合は、Red Hat社のロゴな

ど）が混在したテストページが出力さ

れる。

テストページの印刷が正しく行われ

ない時は、パラレルやネットワークケ

ーブルの接続やプリンタまたはデバイ

スの設定内容を再度確認しよう。
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画面1 プリントシステムマネージャ

画面2 プリンタエントリの追加
追加するプリンタの種類を選択する。

画面3 ローカルプリンタエントリの編集
ここで設定した内容が/etc/printcapに書き込まれる。



Linuxマシンに接続されたプリンタ

を、ネットワーク上のWindowsマシン

から共有するにはいくつかの方法があ

る。

ひとつはlprを利用した方法で、その

場合はWindowsマシンにlprクライア

ントソフトウェアをインストールする。

その後プリンタドライバのプロパティ

で、印刷先のポートとして指定すれば

いい。つまりWindowsマシン側に、

UNIXで用いられているlprシステムの

仕組みを取り込ませるやり方だ。

もうひとつの方法は、Linux上で

Sambaを動作させ、Linuxマシンに接

続したプリンタを、WindowsのSMB

プロトコルを用いた共有プリンタとし

て利用する方法である。Linuxマシン

に「Windowsのふり」をさせると思え

ばいい。

どちらの方法にも一長一短あるが、

Sambaを使う後者の方法だとWindows

マシン側の設定が楽ということもある

ので、実際にはSambaが多く用いられ

ていると思われる。

■

■lprクライアントによる共有

■

UNIX系OSのマシンが主体のネット

ワークに、わずかなWindowsマシンが

存在するような場合は、Windowsマシ

ンがlprシステムを利用できるようにす

るのが自然だ（このような構成のネッ

トワークは、あまり多くはないと思わ

れるが）。

そのためにはWindowsマシンにlpr

クライアントソフトウェアをインスト

ールして、印刷先としてネットワーク

上のLinuxマシンに接続されたプリン

タを指定すればいい。Windows用の

lprクライアントソフトウェアは、フリ

ーソフトウェアやメーカーが配布して

いるソフトウェアがいくつか存在して

いる。

ここでは、IBMのIBMLPRプログラ

ム（http://www.ibm.co.jp/printer/

download/lpr.html）による設定方法

を解説する。

まずLinuxマシン側でlprプリンタの

設定がされていることが前提になる。

ここでは、前のセクションを参照して

正しく設定できているものとする。

IBMLPRプログラム（instlpr.exe）

は実行ファイル型のアーカイブなので、

ダウンロード後に実行することでイン

ストールされる。プリンタドライバの

プロパティで印刷先のポートとして

IBM LPRを選択し（画面1）、さらに

プリンタが接続されているLinuxマシ

ンのホスト名とプリンタ名を追加する

（画面2）。

■

■Sambaによる共有

■

いまさら説明の必要もないと思うが、

SambaはWindowsのリソース共有プロ

トコルであるSMB（Server Message

Block）をUNIXで動作させるものであ

る。Sambaを利用することで、UNIX

マシンとWindowsマシン間でファイル
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画面1 プリンタポートの
追加
「その他」のポートから、
“IBMLPR”を選択する。

画面2 IBMLPRの設定
出力先のホスト名または
IPアドレス、プリンタキュ
ー名を指定する。

WindowsとLinuxでプリンタを共有する

prクライアントによる共有

Sambaによる共有



共有やプリンタ共有が可能となる。つ

まり、SambaはUNIXのlprプリンタを

Windowsのネットワークプリンタの

「ふり」をさせることができるのである。

Sambaは、主なUNIXプラットフォ

ームの多くで動作している。もちろん

Linuxにも対応しており、多くのディ

ストリビューションに標準で含まれて

いる。

最新バージョンは2.0.7であり、Win

dows 2000対応で起きていたいくつか

の問題点が修正されている。日本語版

は2.0.7-ja_2.2が最新版となる。オリジ

ナル版のSambaでも日本語を用いたフ

ァイル名は扱えるが、日本語版の

Sambaではディレクトリ名にも漢字が

使えるようになっている。

Sambaの実体は、smbdおよびnmbd

という2つのデーモンであり、これらが

Windowsマシンからの要求を処理して

いる。smbdは、SMBプロトコルを使

用してWindowsからの要求を受け、フ

ァイルサービスとプリンタサービスを

提供する。nmbdは、Windowsからの

NetBIOSネームサービスの要求を受

け、ホスト名をIPアドレスに変換して

返す。

■入手方法

S amb aの最新版はWebサイト

（http://www.samba.org/）などから

入手できる（画面3）。また、日本語版

のSambaは日本Sambaユーザ会のWeb

サイト（http://www.samba.gr.jp/）

から入手できる（画面4）。本誌の付録

CD-ROMにも日本語版の最新バージョ

ンを収録している。

機能追加やバグ修正、セキュリティ

ホールの解消、動作確認ディストリビ

ューション情報を得るために、定期的

にこれらのWebサイトをチェックする

といいだろう。

■

■Sambaのインストール

■

Red Hat系のディストリビューショ

ンでは、RPMパッケージが提供されて

いることが多いので、これを利用すれ

ばすぐに使うことができる。

特にパッケージが用意されていない

ディストリビューションでは、tarボー

ルを用いてソースコードからコンパイ

ルする。また、提供されているパッケ

ージが古い場合にも、最新版のtarボー

ルからコンパイルするほうがいいだろ

う。

いずれの方法でも、インストール作

業はrootアカウントで行う。

■RPMを利用したインストール

RPMパッケージを利用したインスト

ールはrpmコマンドで行う（リスト1）。

最近のディストリビューションは、

インストール時に用途（デスクトッ

プ／サーバ）を指定するものが多い。

ほとんどの場合、サーバ用途では

Sambaは標準でインストールされる。

現在利用しているパッケージよりも

新しいものが提供されている場合は、

問題点の解決やセキュリティホールの

解消が行われている場合が多いので、

アップグレードしておくといいだろう。
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画面3 SambaのWebサイト
オリジナルのパッケージはここから入手できる。

画面4 日本Sambaユーザ会のWebサイト
日本語化パッケージや日本語のドキュメントは、ここで入手可能。

▼リスト1 rpmコマンドによるインストール

# rpm -Uvh samba-2.0.7-ja_2.2.i386.rpm

Sambaのインストール



■ソースからコンパイルする

RPMパッケージが利用できないディ

ストリビューションでは、ソースから

コンパイルする。まず、Webサイトま

たは付録CDからソースコードを入手

し、作業用ディレクトリに置き、アー

カイブの展開とコンパイルをする（リ

スト2）。

■

■SWATを用いてSambaを設定する

■

Sambaは、今回解説するプリンタ共

有だけでなく、ファイル共有の機能も

持ち、しかも用途に応じて非常に詳細

な設定が行える。UNIX系OSの流儀に

基づき、Sambaの設定ファイル/etc/

smb.confもテキスト形式であり、エデ

ィタを用いて手動で設定することも可

能だ。

また、SWAT（Samba Web Admini

stration Tool）というGUIの設定ツー

ルが標準で備わっており、各種の設定

だけでなく、動作状況の管理をNet

scape NavigatorやInternet Exploler

等のWebブラウザから行うことができ

る（画面5）。

■SWAT

SWATとは、Webブラウザから

Sambaの設定（smb.confの設定）やデ

ーモン（smbd、nmbd）の起動／停止、

動作状況を表示するツールである。

rootではすべての機能を設定できる。

root以外のSamba利用者も一部の機能

を除き、動作状況の表示やパスワード

の設定をすることが利用できる。

■設定の変更

まず、SWATを利用するために必要

な準備を行う。Red Hat Linux 6.xを

ベースにしたディストリビューション

では、/etc/inetd.conf、/etc/services

の2つのファイルに変更を加える必要が

ある。

Red Hat Linux 6.xでは、ネットワ

ーク系のデーモンをintedを利用して起

動するようになっている。SWATを

inetdから起動するためには、エディタ

を使って/etc/inetd.confにリスト3の

行を追加する。追加する位置は、ファ

イル内のどこでもいい。7番目のパラメ

ータ（リスト3では/usr/sbin/swat）

は、SWATプログラムの絶対パスを指

定しているので、環境に応じて変更す

る必要がある。さらに/etc/servicesに、

リスト4の1行を追加する。これでWeb

ブラウザからポート901に接続要求がさ

れたときに、SWATが起動するように

なる。
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▼リスト3 /etc/inetd.confの変更点

swat stream tcp nowait.400 root /usr/sbin/tcpd /usr/sbin/swat

▼リスト2 Samba日本語版のコンパイル手順

# cp samba-2.0.7-ja_2.2.tar.gz /tmp

# cd /tmp

# gunzip samba-2.0.7-ja_2.2.tar.gz

# tar xvf samba-2.0.7-ja_2.2.tar

# cd samba-2.0.7-ja_2.2/source

# ./configure --with-i18n-swat

# make

# make install

rpmコマンドより手順は多いが、それほど手間はかからない。

▼リスト4 /etc/servicesの変更点

service swat

{

port = 901

socket_type = stream

wait = no

user = root

server = /usr/sbin/swat

log_on_failure += USERID

}

▼リスト6 inetdの再起動

# ps ax | grep inetd

577  ?      S 0:00  inetd

2056  pts/0  S 0:00  grep inetd

# kill -HUP 577

SWAT用の設定を追加する。

inetd経由でSWATを起動するのに必要な変更点。

▼リスト5 xinetd用の設定ファイル

swat 901/tcp # Samba Web Administration Tool

xinetdでは、設定ファイルを個別に用意する必要がある。

変更した設定を反映するために、inetdを再起動する。

SWATを用いて
Sambaを設定する



ディストリビューションによっては、

行頭に「#」を付けてコメントアウト

している場合もあるので、その場合は

コメントを外すだけでいい。

なおinetd.confもservicesも、変更に

はroot権限が必要だ。

Red Hat Linux 7.xでは、inetdに替

えてxinetdを利用しているため、変更

点も多少異なっている。xinetdは、

inetdに比べて個別のデーモンごとに柔

軟な設定が可能だ。

Red Hat Linux 7.xのインストール

時に「ワークステーション」構成を選

択すると、xinetdはインストールされ

ないので、その場合はRPMパッケージ

からインストールしよう。xinetdのイ

ンストール後、/etc/xinetd.dディレク

トリ内にswatというファイルを作成す

る。内容はリスト5のとおりだ。

以上のようにファイルを変更したら、

inetdを再起動する必要がある（Red

Hat Linux 7.xはxinetd）。psコマンド

でinetdのプロセスIDを調べて、killコ

マンドの-HUPオプションで再起動する

（リスト6）。または、/etc/rc.d/init.d

内のスクリプトを用いて、

# /etc/rc.d/init.d/inet restart

のようにしてもいいだろう。

日本語版のSambaでは、SWATの

画面も日本語表示される（Red Hat

Linux 7.0Jでは英語表示になる問題が

見つかっている）。もし英語表示になる

場合は、ブラウザの設定を日本語表示

になるように変更しておこう。

以上でSWATを起動し、Sambaの

設定変更に利用できる状態になった。

■

■Sambaの設定

■

設定が完了してSWATが動作した

ら、同じマシンでWebブラウザを起動

して、以下のようにURLを指定する。

http://localhost:901/

ネットワークの設定が正しく行われ

ていれば、SWATが動作しているマシ

ンとは別のマシンからSambaの設定を

行うこともできる。その場合もまず

Webブラウザを起動し、SWATが動い

ているマシンをホスト名またはIPアド

レスで指定すればいい。たとえば、ホ

スト名が“tp1124”のマシン上で

SWATを動かしているなら、以下のよ

うに指定する。

http://tp1124:901/

最初はSamba全体に関わる設定をす

る必要があるので、ユーザー名とパス

ワードの入力を求めるダイアログが表

示されたら（画面6）、「ユーザ名」の

フィールドに“root”、「パスワード」

のフィールドにrootのパスワードを入

力し、SWATを呼び出そう。

各ユーザーごとの個別の設定項目だ

けを変更する場合には、そのユーザー

名とパスワードを入力しよう。

ここでのSambaの設定は、Windows

とのプリンタ共有に関する必要最低限

な項目についてのみ解説する。ファイ

ル共有など、その他の機能については

ヘルプ、マニュアルを参照して各自調

べてほしい。画面7を見ればわかるよ

うに、SWAT画面の各パラメータの横

には、「説明」のリンクがある。これら

をクリックすると、詳細な説明が表示

されるようになっているので、ぜひ活

用しよう。
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画面5 SWATのメイン画面
各種の設定や状況確認のサブ画面は、こちらから。

画面6 SWATの初期画面
WebブラウザからSWATを起動すると、ログインウィン
ドウが表示される。

画面7 「全体設定」画面
SWATの共通設定（ワークグループ名など）を行う。

Sambaの設定



SWATで行えるSambaの設定・管理

の項目は、画面7上部の6つのボタンア

イコン、「全体設定」、「共有設定」、

「プリンタ」、「動作状況」、「設定表示」、

「パスワード」に大別することができ

る。

■全体設定

「全体設定」では少なくとも以下の

設定が必要だ。

“workgroup”は、Windowsネット

ワーク上でのワークグループ名を指定

する。当然Sambaを利用するWin

dows側のワークグループ名と同じにす

る必要がある。同じにしないと、Win

dowsマシンからSambaサーバを見るこ

とができない。

“netbios name”は、Windowsネッ

トワーク上でのSambaサーバのマシン

名を指定する。

“server string”は、マシンに関す

る簡単な説明を記入する。ここで指定

した文字列は、エクスプローラで表示

を「詳細」にした際に、「コメント」

フィールドに表示される。

“log file”は、Sambaの動作記録

（ログ）を保存するファイル名を指定す

る。

“max size”は、ログファイルのサ

イズの上限をKバイト単位で設定する。

これ以外の設定は、通常の使い方で

は、デフォルトのままでいい。

■共有設定

「共有設定」は、Windowsマシンと

のファイル共有に関する設定を行う。

今回はプリンタ関連の設定のみ取り上

げるので、ここでは省略する。

■プリンタ

ここでは、/etc/printcapに登録され

ているプリンタが一覧できる。その中

から設定したいプリンタを選択して、

プリンタ選択ボタンをクリックする

（画面8）。

“comment”には、プリンタに関す

る簡単な説明を記入する。「全体設定」

の“server string”と同じように、エ

クスプローラ上から見ることができる。

ここにプリンタの機種名など、どのよ

うなプリンタなのかを書いておけば、

共有する時に助かる。

“path”は、Sambaがプリントデー

タをスプールするディレクトリを指定

する。このディレクトリは、全ユーザ

ーから書き込み可能となるようにする

必要がある。

“print ok”は、Yesにしておかない

とプリンタ共有ができないので、注意

しよう。

“browsable”は、Yesにしないと

Windowsのエクスプローラやプリンタ

設定の際に、共有プリンタ名が表示さ

れない。

以上が、プリンタ共有に関する必要

最低限の設定項目だが、「詳細表示」

のボタンをクリックすると、さらに細

かいオプションを設定することができ

る。

たとえば“min print space”は、

スプールディレクトリの上限サイズを

Kバイト単位で設定する。デフォルト

の0は、制限がないことを示す。スプ

ールディレクトリは一般に/varディレ

クトリ以下に指定する。サイズの制限

を設けておくことで、大量のプリント

データによって/varに割り当てたパー

ティションを使い切るのを防止できる。

また“postscript”は、プリンタが

ポストスクリプトプリンタの場合には

Yes、非ポストスクリプトプリンタの
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画面8 「プリンタ」画面
共有プリンタの設定は、ここで行う。 画面9 「動作状況」画面

smbd／nmbdの起動・停止、接続中のクライアントの
確認が行える。Samba運用中のモニター画面ともなる。

画面10 「設定表示」画面
Sambaの現在の設定（/etc/smb.confの内容）を表示す
る。



場合にはNoを設定する。

以上の設定を有効にするためには、

「設定変更」ボタンをクリックして、変

更した項目を保存し、次に説明する

「動作状況」の画面で、Sambaサーバ

を再起動する必要がある。

■動作状況

「動作状況」では、Sambaの現在の

動作状況を表示する（画面9）。

「自動再表示」をクリックすると、

Sambaの動作状況の表示が一定間隔で

更新される。サーバの動作をモニタす

るのに便利だ。

「smbd停止」や「nmbd停止」は、そ

れぞれのデーモンの動作を停止させる。

「smbd再起動」や「nmbd再起動」

をクリックすると、デーモンを再起動

する。Sambaサーバに変更された設定

を反映するには、デーモンを再起動す

る必要がある。

そのほか、現在接続中のクライアン

トや、Sambaサーバを共有しているク

ライアントマシンの情報を見ることが

できる。

■設定表示

「設定表示」では、/etc/smb.confに

記されたSambaの設定内容を表示する

（画面10）。

■パスワード

「パスワード」では、ローカルマシン

のSambaユーザー名とパスワードを入

力して、パスワード変更をクリックす

るとパスワードの変更ができる（画面

11）。

「リモートマシンのパスワード管理」

は、ネットワーク上のパスワード管理

サーバで管理されているパスワードを

変更することができる。

ここでのユーザー名とパスワードは

Sambaを利用するためのもので、

Linuxにログインする際のユーザー名

とパスワードとは異なる。

これらのユーザー名とパスワードを

一致させたい場合は、Linuxのパスワ

ードファイルである/etc/passwdから

Samba利用者用パスワードファイルを

作成すればいい（リスト7）。

また、新規にSambaユーザーを登録

する場合は、smbpasswdコマンドを使

用する。たとえば、ユーザー“kihara”

を登録するにはリスト8のように行えば

いい。

これで、SWATやSambaが利用でき

る。ただし、ここでのユーザー名とパス

ワードはWindowsにログオンする際の

ユーザー名とパスワードに一致してい

ないと、Sambaで設定した共有プリン

タや共有フォルダ、SWATを利用する

ことはできないので注意が必要である。

■

■Sambaの自動起動

■

Linuxマシンを起動するたびに、

SWATから手動でSambaを起動するの

もめんどうなので、Linuxブート時に

自動的に起動できるようにしておこう。

Red Hat 6.x系のディストリビュー

ションでは、/etc/rc.d/rc?.d（?は0～

6の数字）に置かれたファイルで、

Linuxのブート時に起動するプログラ

ムを指定する。

0～6の数字はランレベルを表す。た

とえば、/etc/rc.d/rc3.d以下のファイ

ルは、ランレベル3、つまりテキストロ

グイン（Red Hat系ディストリビュー

ションの場合）を表している。これら

のファイルは、シンボリックリンクで

あり、実体は/etc/rc.d/init.dディレク

トリ以下に置かれたスクリプトである。

Sambaを自動的に起動させるには、

/etc/rc.d/init.dディレクトリ以下に、

リスト9のシェルスクリプトを置き、適

切な名前で/etc/rc.d/rc?.d以下にシン

ボリックリンクを張ればいい。

RPMパッケージからインストールし

ていれば、このファイルはすでに存在
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画面11 「パスワード」画面
Sambaユーザーのパスワードを変更する。

▼リスト8 Sambaユーザーの登録

# smbpasswd -a kihara

New SMB password : パスワード
Retype new SMB password : パスワード
Added user kihara.

▼リスト7 /etc/smbpasswdの作成

# cat /etc/passwd | mksmbpasswd.sh > /etc/smbpasswd

# chmod 660 /etc/smbpasswd

/etc/passswdを元にSamba用パスワードファイルを作成する。

ユーザーの登録は、smbpasswdコマンドを利用する。

Sambaの自動起動



しているはずだ。

最後に、Sambaで使用するいくつか

のポート（137～139）が有効になって

いることを確認しよう。/etc/services

を参照し、以下の6行があればいい。

もし、コメントアウト（行の頭に#）

されているようであれば、#を外して

有効にしておこう。

netbios-ns      137/tcp

netbios-ns      137/udp

netbios-dgm     138/tcp

netbios-dgm     138/udp

netbios-ssn     139/tcp

netbios-ssn     139/udp

Linuxマシン上の設定は、これで終

了だ。

■

■Windowsの設定

■

Windows 98の設定として最初に必

要なのは、Microsoftネットワーククラ

イアントとTCP/IPの設定である。

Windows 95やWindows Meも画面の

構成は多少異なるものの、基本的には

同じように設定すればいい。

設定は、コントロールパネルのネッ

トワークを開いて、現在の構成に加え

る（画面12）。

■ネットワーククライアントの追加

まず、「現在のネットワークコンポー

ネント」の下にある「追加」ボタンを

クリックし、クライアントをダブルク

リックするか追加ボタンをクリックす

る（画面13）。

次にネットワーククライアントの選

択画面でMicrosoftのMicrosoftネット

ワーククライアントをダブルクリック

するかOKボタンをクリックする。

以上の設定操作で、Microsoftネッ

トワーククライアントの追加が完了す

る。

■TCP/IPの設定

次にTCP/IPの設定を行うために、

ネットワークコントロールパネルで

TCP/IPをダブルクリックするか選択

した状態でプロパティボタンをクリッ

クする（画面14）。

TCP/IPのプロパティ画面が表示さ

れたら、IPアドレスとサブネットマス

クを設定する。ネットワーク内に稼働

中のDHCPサーバがあるなど、自動的

にIPアドレスを取得することができる

環境であれば、「IPアドレスを自動的

に取得」を選択する（画面15）。

次にバインドタブをクリックして

「Microsoftネットワーククライアント」

にチェックをつけてOKボタンをクリッ

クする（画面16）。

ワークグループ名を設定するために

ネットワークコントロールパネルの

「識別情報」タブを開き、ワークグル

ープ名を入力する。このワークグルー

プ名は、Sambaサーバと同じワークグ

ループ名にしておく。そうしないと

Sambaサーバにアクセスすることがで

きない。また、「コンピュータ名」のフ

ィールドに、Windowsマシンのホスト

名も設定しておく（画面17）。

設定が完了したら、ネットワークコ

ントロールパネルのOKボタンをクリッ
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▼リスト9 Samba起動用のスクリプト

#!/bin/sh

case "$1" in

start)

echo -n "Starting SMB services: "

daemon smbd -D 

daemon nmbd -D 

echo

touch /var/lock/subsys/smb

;;

stop)

echo -n "Shutting down SMB services: "

killproc smbd

killproc nmbd

rm -f /var/lock/subsys/smb

echo ""

;;

status)

status smbd

status nmbd

;;

restart)

echo -n "Restarting SMB services: "

$0 stop

$0 start

echo "done."

;;

*)

echo "Usage: smb {start|stop|restart|status}"

exit 1

esac

Linuxマシンブート時に、Sambaを起動できるようにする。

Windowsの設定



クして閉じ、Windowsを再起動する。

以上でWindowsのネットワーク設定は

完了する。

すでにSambaサーバが起動していれ

ば、Windowsマシンの再起動後、エク

スプローラで「ネットワークコンピュ

ータ」（Window Meでは「マイ ネッ

トワーク」）を開き、Sambaサーバが

表示されることを確認しておく。

■プリンタの設定

次にWindowsのプリンタ設定を行

う。

まず、コントロールパネルの「プリ

ンタ」を開き、「プリンタの追加」を

ダブルクリックしてプリンタ追加ウィ

ザードを起動する。

「ネットワークプリンタ」を選択して

次へボタンをクリックする。続いて

「参照」ボタンを押すと、「ネットワー

クコンピュータ」が表示されるのでプ

リンタを選択し、OKボタンをクリック

する（画面18）。ここで、Sambaサー

バ以下にプリンタ名が表示されない時

は、Sambaサーバの設定を再度確認し

よう。

最後は、プリンタドライバのインス

トールだ。プリンタの機種を一覧から

選択する。新しい機種で一覧表に載っ

ていない場合には、「ディスク使用」ボ

タンを押して、プリンタに付属のディ

スクからインストールしよう。エクス

プローラ上で表示されるプリンタ名を

設定すれば完了だ。テスト印刷を行っ

て、正しく印刷できることを確認して

おこう。
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画面12 ネットワーク設定
画面
コントロールパネルから開
く。

画面16 プロトコルバインド
Microsoft ネットワーククライアントをTCP/IPにバイン
ドする。

画面17 識別情報
マシンの名前、ワークグループなどを設定する。

画面18 プリンタ参照画面
Sambaでの設定が正しければ、プリンタが表示されて
いる。

画面14 TCP/IPの設定
TCP/IPの設定はここから。

画面15 IPアドレスの設定
DHCPサーバがある環境なら、「IPアドレスを自動的に
取得」を選択する。

画面13 ネットワークコンポーネントの選択
クライアント、プロトコルなど必要なコンポーネントを
選択する。



メーカー間の激しい競争の結果、カ

ラーインクジェットプリンタは、高性

能化・低価格化が急速に進んだ。もっ

ともそれを利用できるのは、多くの場

合Windowsであり、それ以外の環境で

はMac OSがサポートされているくら

いであった。

ところが最近になって、プリンタ市

場で大きなシェアを持つエプソンとキ

ヤノンからLinux用プリンタドライバ

が登場し、Webサイトからダウンロー

ド可能となった。

ここではこれらのドライバのインス

トール方法、設定、Windowsとの共有

などについてテストしてみた。

■

■エプソンPM-780C

■

エプソンのカラーインクジェットプ

リンタ（PMシリーズ）、モノクロレー

ザープリンタ（LPシリーズ）に対応し

たGhostscript 5.50用フィルタは、同

社のグループ企業であるエプソンコー

ワ株式会社（http://www.epkowa.

co.jp/）から提供されており、Webサ

イトでダウンロード可能だ（画面1）。

対応機種については、表1を参照して

ほしい。

カラープリンタ用のソフトウェアは

PIPS（ Photo Image Print System）

と名付けられている。

RPMパッケージとtarボールがある

ので、ディストリビューションに合わ

せて選択すればいい。

今回お借りしたプリンタはPM-780C

（写真1）なので、対応するRPMパッ

ケージはpips780-1.3-1.i386.rpmとなる。

■インストール

RPMパッケージのインストールは簡

単で、まずrootでログインし、コマン

ドラインから以下のように入力する。

# rpm -ihv pips780-1.3-1.i386.rpm

readmeやフィルタプログラムなどは

/usr/local/EPKowa/PM780Cディレ

クトリに、pips780は/usr/binにインス

トールされる。
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写真1 エプソンPM-780C

写真2 PM-780Cのコネクタ
パラレルとUSBのコネクタを備え、幅広い機種に対応
可能。

画面 1 エプソンコーワのPhoto Image Print
Systemダウンロード画面
このページから各プリンタ用ソフトウェアをダウンロー
ドすることができる。

最新プリンタをLinuxで使う

エプソンPM-780C



■pips780の起動

Photo Image Print Systemに含ま

れるフィルタは、lprシステムのフィル

タとしても使えるし、同システムに含

まれるGUIプログラムあるpips780

（780はプリンタ機種を表す）を利用し

た印刷にも利用することができる。

主にlpr経由で使用する場合でも、設

定情報を保存するために1回はpips780

を起動する必要があるので、注意が必

要だ。

pips780ではWindows版のドライバ

と同じように出力ポート（画面2）、用

紙（画面3）、ハーフトーン、解像度や

出力品質（画面4）、カラーマッチング

（画面5）などの詳細な設定が可能にな

っている。設定の結果は、/etc/pipsrc

に保存される。

pips780に関する設定やコマンドライ

ンで起動する際のオプションについて

の詳細は、readme780を参照されたい。

■/etc/printcapの設定

Photo Image Print Systemをlprフ

ィルタとして使用するためには、

/etc/printcapへのプリンタ登録が必要

である。

現バージョンでは残念ながら、プリ

ントシステムマネージャからの登録は

できないので、手動で/etc/printcapを

編集して登録することが必要になる

（リスト1）。

■印刷方法

Linuxでの印刷は、pips780プログラ

ムとlprの両方から行うことができる。

pips780からの印刷は、PNGファイル

を選択し、Printボタンをクリックする

だけだ。

lprの場合は、

# lpr -Ppm780c sample.ps

とする。この場合は、ポストスクリプ

トファイルを指定する。

■

■キヤノンBJ F870

■

キヤノンのインクジェットプリンタ

BJシリーズ用のGhostscriptフィルタ

（Canon Bubble Jet Printer Filter for

Linux）は、キヤノン販売（http://

www.canon-sales.co.jp）のWebサイト

からダウンロード可能である（画面6）。

対応機種は、BJ F870／F860／F850、

そしてF360である。

こちらもRPMパッケージ形式とtar
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画面2 pips780のI/O設定画面
入力元と出力先を設定する。

画面3 pips780の用紙設定画面
用紙サイズやマージンを設定する。

画面4 pips780のメイン設定画面
用紙タイプ、ハーフトーン、解像度、画質を設定する。

画面5 pips780のカラーマネージメント画面
明るさやコントラスト、各色の設定ができる。

▼リスト1 PM-780Cの/etc/printcap

# EPSON PM-780C printer

pm780c:\

:lp=/dev/lp0:\

:sh:\

:mx#0:\

:sd=/var/spool/lpd/pm780c:\

:lf=/var/log/lpd/pm780c-errs:\

:if=/usr/local/EPKowa/PM780C/filter780:

pips780を利用したプリンタ設定を/etc/printcapに登録
する。

PMシリーズインクジェットプリンタ

PM-3500C/3300C/3000C

PM-2200C/2000C

PM-900C

PM-880C/820C/800C

PM-780C/770C/760C/750C

PM-670C

LPシリーズレーザプリンタ

LP-8500C/8300C/8200C

LP-3000C

LP-8600FX/8600FXN/8400FX/8400FXN/8300F

LP-1900/1900N

LP-1800

表1 対応プリンタ一覧

キヤノンBJ F870



ボールが用意されているので、ディス

トリビューションに合わせて、どちら

かをダウンロード、インストールすれ

ばいい。

LinuxでBJシリーズのプリンタを利

用するためには、2つのパッケージが必

要だ。ひとつは全機種共通で、フィル

タプログラム／GUIプログラム／ラン

ゲージモニタプログラム／ステータス

モニタプログラムなどのプログラムが

含まれているものだ（bjfiltercom-1.1-

1.i386.rpm）。もうひとつは各機種ごと

の実際に印刷を行うプログラムだ。今

回は、BJ F870をお借りしたので、BJ

F870用RPMパッケージを入手した。

また、インストール方法や設定につ

いてのドキュメント（instruct ion .

tar.gz）もダウンロードするといいだろ

う。

■インストール

インストールは、まずrootでログイ

ンし、コマンドラインから2つのRPM

パッケージをインストールするという

簡単なものだ（リスト2）。

フィルタプログラムなどは/usr/

local/binディレクトリにインストール

される。ドキュメントは、tar形式ファ

イルなので任意のディレクトリで以下

のように展開する。

# cd /tmp

# tar xvzf instruction.tar.gz

展開されたドキュメントはHTML形

式なので、任意のWebブラウザで

INDEX.HTM ファイルを開くとイン

ストール方法やパラメータ設定、

bjfilterコマンドのコマンドラインオプ

ションの説明などを見ることができる。

■/etc/printcapの設定

今のところ、プリントシステムマネ

ージャを用いての/etc/printcapへのプ

リンタ登録はできないので、手動で登

録する必要がある。リスト3を見本に

説明していこう。

“bjf870ps”は、Ghostscript用エン

トリで、ポストスクリプト形式のファ

イルを印刷できる。

“bjf870raw”は、RAWデータ用エ

ントリで、BJ F870の制御コマンドで

あるBJラスタ形式のデータを印刷でき

る。Sambaのプリンタ共有を使用して、

WindowsのBJ F870プリンタドライバ

やlprクライアントからプリントする場

合は、このbjf870rawを共有して行う。
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写真3 キヤノンBJ F870
写真4 BJ F870のコネクタ
PM-780Cと同様に、パラレルとUSBのコネクタを持つ。

画面6 キヤノン販売のプリンタドライバダウンロード
画面
このページから各プリンタ用プリンタドライバをダウン
ロードすることができる。

▼リスト2 BJ F870用プログラムのインストール

# rpm -ihv bjfiltercom-1.0-0.i386.rpm

# rpm -ihv bjfilter870-1.0-0.i386.rpm

BJ F870用プログラムと共通のユーティリティをインストールする。



■印刷方法

Linuxでのプリントは、lprコマンド

で行う。印刷するデータは、ポストス

クリプト形式を指定する。

# lpr -Pbjf870ps sample.ps

bjfilterコマンドはTIFF、BMP24、

PPMファイルをBJラスタ形式データに

変換できるので、lprと組み合わせるこ

とで画像ファイルのプリントも可能で

ある。その場合は、ktermなどのコマ

ンドラインからリスト4のように実行

し、出力先プリンタにbjf870rawを指

定すればいい。

印刷を実行すると、プリンタ設定用

のGUIプログラムが起動されるので、

用紙サイズや品質など必要な設定を行

い（画面7～9）OKボタンをクリック

すると印刷が実行される。

プリンタにデータが送られて実際に

印刷が始まると、プリンタの状態を表

示するステータスモニタが表示される

（画面10）。

■

■Windowsからの利用

■

以上のようにすれば、キヤノンBJ

F870とエプソンPM-780CをLinux環境

で利用できる。

Linuxマシンに接続されたこれらの

プリンタを、Windowsマシンから利用

するためには、前のセクションで説明

したように、Sambaを利用するか、lpr

クライアントを利用することになる。

その場合、Windows用のドライバを利

用するため、Linuxマシン側のプリン

トキューは、RAWデータ用のものを使

う必要がある（PM-780Cは“pm780c

raw”、BJ F870は“bjf870raw”）。

なぜなら、Windowsドライバが生成

するデータは、プリンタ用のRAWデ

ータ（プリンタ制御コマンドとラスタ

データ）だからだ。Linux側では、送

られてきたRAWデータを何もフィルタ

リングせずに、直接プリンタに送れば

いい。

Windowsマシン上で作成したポスト

スクリプトデータを印刷するのであれ

ば、L i nuxマシンではそれぞれの

Ghostscript用フィルタ（BJ F870は

“bjf870ps”、PM-780Cは“pm780cps”）

を使用し、Windowsマシンではポスト

スクリプトプリンタドライバ（Adobe

PS Driverなど）を用いることになる。

ただしその場合は、PPD（Post

script Printer Description）というプ

リンタ用設定ファイルを個別に準備し

て、解像度や用紙サイズ、種類など正

しい情報をプリンタドライバに伝える

必要がある。
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画面7 BJ F870用基本設定パネル
BJ F870用キューでプリントすると基本設定パネルが表
示される。

画面8 印刷品質のカスタム設定パネル
印刷品質とハーフトーン設定ができる。

画面9 色調整のマニュアル調整パネル
各色の調整とカラーマッチング設定ができる。

▼リスト3 BJ F870の/etc/printcap

# Canon BJ-F870 printer

bjf870ps:\

:lp=/dev/lp0:\

:sh:\

:mx#0:\

:rw:\

:sd=/var/spool/lpd/bjf870ps:\

:lf=/var/log/lpd/bjf870ps-errs:\

:if=/usr/local/bin/bjpsprn:

bjf870raw:\

:lp=/dev/lp0:\

:sh:\

:mx#0:\

:rw:\

:sd=/var/spool/lpd/bjf870raw:\

:lf=/var/log/lpd/bjf870raw-errs:\

:if=/usr/local/bin/bjprn:

bjfilterを利用したプリンタ設定を/etc/printcapに登録す
る。

▼リスト4 bjfilterをコマンドラインで起動する

# bjfilter --gui --model BJF870 sample.bmp | lpr -Pbjf870raw

bjfilterをコマンドラインで起動して画像データをBJ F870でプリントすることができる。

Windowsからの利用



レッドハットは、デスクトップ向け

Linuxディストリビューションとして、

Vine Linuxの販売とサポートを2000

年末より開始している。さらに2001年

2月からは、韓国でオフィスソフトとし

て実績のあるHancomOfficeのLinux版

である「HancomOffice 1.2 日本語版」

と「Vine Linux 2.1CR」をバンドルし

た製品「Do Office」（価格は1万9800

円）を出荷している。

HancomOffice 1.2 日本語版は、ワ

ープロソフトの「HancomWord」、ペ

イントソフトの「HancomPainter」、

表計算ソフトの「HancomSheet」、プ

レゼンテーションソフトの「Hancom

Presenter」をパッケージにした製品で

ある。

プリンタ特集の最後は、期待の

LinuxオフィススイートであるHancom

Officeに、オフィススイートに欠かせ

ない印刷の面から迫ってみよう。

■

■Do Office

■

Vine Linux 2.1CRは、Project Vine

が開発したLinuxディストリビューシ

ョンに、ダイナフォントとWnn6かな

漢字変換システムを加えたもので、日

本語環境を強化したデスクトップ向け

ディストリビューションである。

■HancomShell

HancomShellは、HancomOffice専

用のランチャで、HancomOfficeに含

まれる各アプリケーションを起動する

ことができる（画面1）。

■HancomWord

HancomWordは、HancomOfficeの

中心と言えるワープロソフトである

（画面2）。縦書きはできないが、図形

や写真などのイメージの挿入や表の作

成ができる。

ほかのファイル形式のインポートも

サポートしており、プレーンテキスト

はもちろんのことRTF、HTML、

Microsoft Word、一太郎などのデー

タファイルの保存／読み込みもできる。

HancomWordで印刷を行うために

は、まずファイルメニューの「プリン

タ設定」でプリンタドライバの追加を

行う。

プリンタドライバには、モノクロ用

とカラー用が用意されているので、使

用するプリンタに合わせて選択する。

どちらもポストスクリプト用なので、

プリンタもポストスクリプト対応の製

品か、Ghostscriptでサポートされてい

る製品が必要になる。

前のセクションで紹介したエプソン

PM-780Cやキヤノン BJ F870であれ

ば、Ghostscriptを使用して印刷を行え

る。

続いて、プリンタドライバのプロパ

ティを修正して、「解像度（Reso

lution）」、「出力ポート（Port）」、「用

紙サイズ（Paper）」、「用紙方向」、「デ

ィザモード」の各項目を設定する。

「出力ポート」には、/etc/printcap

に登録されているプリンタ名、または

ファイル出力用のファイル名が選択で

きる。設定が済んだら、「Save」ボタ

ンを押して保存しておこう。

印刷を行うには、ファイルメニュー

の「印刷」をクリックすればいい。

WindowsやMac OSとも共通のインタ

ーフェイスだ。印刷ダイアログ（画面

3）が表示され、印刷範囲、印刷枚数、

拡大／縮小、印刷方式、印刷方向、オ

プションなどが設定できる。
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画面1 HancomShell
HancomOfficeの各ソフトウェアを起動する。

画面2 HancomWord
サンプルデータを開いた画面。なぜか旧字体が目立つ。

Do Office

HancomOffice



「その他のオプション」で印刷する

するオブジェクトを選択することがで

きる。たとえば、テキストだけを印刷

して内容を確認したい場合に、グラフ

ィックスやイメージを印刷しないよう

にすれば、印刷時間が短くなるうえに、

用紙が節約できる。

「印刷方向」でイメージ印刷を選択す

ると、プリンタポートではなく、イメー

ジファイルとして書き出すことができ

る。イメージファイルの画像フォーマッ

トは、BMPとPCXが選択できる。ファ

イル名には自動的にページ番号を示す3

桁の番号が付けられて保存される。

■

■そのほかのHancomOffice製品

■

HancomOfficeはオフィススイートで

はあるが、やはりその中心はHancom

Wordであり、そのほかのアプリケーシ

ョンは、HancomWordの付属品という

ように感じられてしまう。たとえば

「印刷」ダイアログにしても、Hancom

Wordよりだいぶシンプルだ。

HancomPainter、HancomSheet、

HancomPresenterには、それぞれライ

バルともいえるソフトが存在する。機

能や好み、用途に合わせて、どちらを

利用するか選択するべきだ。

■HancomPainter

HancomPainterは、シンプルなペイ

ントソフトである（画面4）。JPEG、

GIF、BMP、PNG、PNM、XBM、

XPMなど、一般的な画像フォーマット

に対応しているほか、アニメーション

GIFも読み込める。

印刷は、HancomWordとは設定方

法が異なり、プリンタドライバの選択

はできない。

ファイルメニューの「プリンタ設定」

を開くと、システムに登録されている

プリンタの一覧が表示されるので、そ

の中から出力するプリンタを選択する。

このプリンタ選択ウィンドウは、

HancomSheet、HancomPresenterと

共通だ。

印刷データは、ポストスクリプト形

式なので、ポストスクリプト対応のプ

リンタかGhostscriptでサポートされて

いるプリンタが必要なのは、Hancom

Wordと共通だ。プリンタに直接出力

する代わりに、ファイルに出力する機

能も備えている。

■HancomSheet

HancomSheetは表計算ソフトで、

Microsoft Excel形式のファイルに対

応している。複数シートの読み込みや、

2次元および3次元グラフの作成も可能

である（画面5）。

■HancomPresenter

HancomPresenterは、アニメーショ

ン機能に対応したプレゼンテーション

ソフトで、Microsoft PowerPoint形式

のファイルに対応している。テンプレ

ートを使ったプレゼンテーション資料

の作成も可能である（画面6）。

キヤノン BJ F870とエプソン PM-

780Cの両プリンタで、HancomOffice

からの印刷をテストしたところ、

Ghostscriptフィルタを利用すれば、問

題なく印刷できることを確認した。

現状ではまだ粗削りな部分が残る

HancomOfficeだが、最新のカラーイ

ンクジェットプリンタとの組み合わせ

により、Linux上である程度のオフィ

ス業務がこなせるレベルに到達してい

ると感じられた。

Linux magazineJune 2001 105

最新プリンタをLinuxで活用しよう！

Linux印刷環境徹底ガイド

画面3 HancomdWordの印刷ダイヤログ
印刷範囲や拡大／縮小などを指定する。

画面4 HancomPainter
シンプルな機能のペイントツール。 画面5 HancomSheet

ビジネスに欠かせない表計算ソフトだ。

画面6 HancomPresenter
プレゼンテーション資料やスライドが簡単に作成できる。

そのほかのHancomOffice
製品



すでに4月号の速報でも伝えたとお

り、Borland Kylix（ボーランド カイ

リックス、以下、Kylix）は、Linux初

の本格的なビジュアル開発ツールとし

て登場する。今回は、日本語ベータ版

を使用して、特にKylixのコンポーネン

トを使ったプログラミングについて紹

介する。

■

■　Linuxにおけるビジュアル開発環

境

Kylixは、Windows用のビジュアル

開発ツールであるDelphiをLinuxに移

植したものである。これまで、Linux

用のアプリケーション開発は、ソース

コードを中心とするものがほとんどだ

った。実際にはKylix以外にも「ビジ

ュアル開発」を名乗るツールは存在す

るのだが、Windowsで通常使われてい

る製品レベルに相当するものは皆無で

あった。Kylixは、これを実現するツー

ルである。

■ビジュアル開発について

まず、ビジュアル開発という手法に

ついて、簡単に説明しよう。

もともと、ソースコード主体でユー

ザーインターフェイスを持つアプリケ

ーションを開発する場合、ウィンドウ

の位置、大きさ、表示する内容などは、

すべてプログラムコードで指定しなけ

ればならない。これは、プログラムを

コンパイル・実行してみなければ、実

際にどのように表示されるかわからな

いということである。

これに対し、ビジュアル開発ツール

では、まずフォームと呼ばれるウィン

ドウにコンポーネントと呼ばれるソフ

トウェア部品を配置する。コンポーネ

ントには、そのコンポーネントがどの

ように表示されたり動作するかといっ

た情報を指定する。このため、設計段

階からアプリケーションがどのように

表示されるかを確認できるのである。

これは、特にユーザーインターフェイ

スを持つアプリケーションを開発する

ときに威力を発揮する。これまで、

Linuxでは「ちょっとしたツール」を

作るためにもツールキットを呼び出し

たりしなければならず、微妙な調整な

ども常に実行して確かめてみる必要が

あった。しかし、ビジュアル開発なら

ば、微妙な調整も容易であり、使いや

すいユーザーインターフェイスを持つア

プリケーションを短時間で開発できる。

実は、ビジュアル開発のメリットは、

ユーザーインターフェイスを持たない

アプリケーションについても活用でき

るのだが、これについては後述する。

■ビジュアル開発の例

実際に、Kylixを使って単純なアプ

リケーションを作成してみよう。Kylix

を起動した直後は、画面1のように画

面上部のメニューやツールバー、左側

のオブジェクトインスペクタ、空のフ

ォーム（Form1というタイトルのウィ

ンドウ）、プログラムを入力するための

コードエディタが表示される。

このフォームという場所が、アプリ

ケーションのユーザーインターフェイ

スを設計する中心となる。

右上にあるコンポーネントパレット

という場所には、Kylixで利用できるコ

ンポーネント（部品）が登録されてい
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Linux初の本格的なビジュアル開発ツールであるKylixは、これまでのコマ
ンドライン開発に比べ、開発時間を大幅に短縮できる。デスクトップアプ
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プログラミングのために拡張されたObject Pascalを使う。
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Linuxにおける
ビジュアル開発環境
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る。Kylixでは、非常に多くの部品が

提供されているのだが、これらは目的

別に分類されているので、必要なもの

を選択することはたやすいだろう。

画面2は、コンポーネントパレットで

［Standard］という分類にあるButton

と［D i a l o g s］という分類にある

ColorDialogを配置したようすである。

配置した部品には、自動的にコンポ

ーネント名（ButtonやColorDialog）

に数字が追加された名前が付けられる。

ここでは、Button1とColorDialog1と

いう名前が付いている。

ここで、コンポーネントの2つの種類

について紹介しておこう。

先ほど配置したボタンは実行時にも

フォーム上に表示される「ビジュアル

コンポーネント」というものである。

これに対し、ColorDialogは実行時には

直接見えない「非ビジュアルコンポー

ネント」である。

ビジュアルコンポーネントは、その

ままユーザーインターフェイスの設計

に結びつくため理解しやすいだろう。

特に、ビジュアルコンポーネントのこ

とを「コントロール」とも呼ぶことも

ある。

これに対し、非ビジュアルコンポー

ネントはプログラム内部の動作に関わ

るものだ。ColorDialogは、実際には色

を選択する「目に見える」ダイアログ

を表示するのだが、ColorDialogコンポ

ーネントが直接見えているわけではな

く「目に見えるものを表示させる機能」

を提供しているのである。つまり、非

ビジュアルコンポーネントは「仕組み

（ロジック）」を提供するものだと思え

ばよい。

たとえば、データベースを処理する

アプリケーションで、データを「アク

セス」するためのコンポーネントは非

ビジュアルコンポーネントだが、デー

タを「表示」するコンポーネントはビ

ジュアルコンポーネントだ。

Kylixでは、両者が明確に分かれて

いることで、「ユーザーインターフェイ

スの設計」と「アプリケーションロジ

ックの設計」を分離できるという特徴

がある。

なお、フォームに配置した部品に表

示される文字列は、オブジェクトイン

スペクタで設定できる。画面3は、

Button1に表示する文字列を「Button1」

から「Color」に変更しているようすで

ある。Colorの前に「&」文字を追加し

ているが、こうすると直後の文字（こ

の場合は「C」）がショートカットキー

として認識され、アプリケーションの

実行時には［Alt］＋［C］とするだけ

で、ボタンを押す代わりになる。

また、フォームに配置したボタンを

ダブルクリックすると、このボタンを

クリック（OnClick）したときの動作

をプログラムできる。リスト1は、もう

ひ と つ の コ ン ポ ー ネ ン ト で あ る

ColorDialog1のExecuteというメソッ

画面2 ボタンとColorDialogを配置

画面1 Kylixの起動直後に表
示されるウィンドウ

コンポーネントパレット

メニュー

ツールバー

オブジェクトインスペクタ

コードエディタ

フォーム



ド（メンバ関数）を呼び出して、色を

選択するダイアログを表示させ、［OK］

が押されたとき（Trueが返されたと

き）、フォームの色（Color）をダイア

ログで選択した色に設定する。

■プログラムの実行

ここまでできたら、プログラムを実

行してみる。メニューから［実行］－

［実行］を選んでもよいし、ツールバー

の［実行］ボタンを押してもよい。プ

ログラムは自動的にコンパイル／リン

クされ、実行される。

画面4は、ボタンを押して色を選択

しているようすである。

これが、ビジュアル開発という手法

である。ここで示したものは、非常に

単純なものだが、「フォーム」という場

所に「コンポーネント」を配置して、

「オブジェクトインスペクタ」でプロパ

ティやイベントを割り当て、「コードエ

ディタ」でプログラムを記述するとい

う基本的な作業は、プログラムが大規

模になっても同じである。

■

■　基本的なコンポーネント

■

Kylixのビジュアル開発の能力を支

えているものが、CLXというコンポー

ネントフレームワークである。

CLXには、ユーザーインターフェイ

スの設計、データベース処理、インタ

ーネット対応、Webシステムの開発な

ど、さまざまな目的に対応できる130

種類以上のコンポーネントが登録され

ている。前述のとおり、これらはコン

ポーネントパレットに機能別に登録さ

れているので、数が多いからといって

目的のコンポーネントを選ぶのは難し

くない。

ここでは、Kylixに登録されているコ

ンポーネントの中から、基本的なもの

を紹介しよう。

最初の例で使ったボタン（Button）

を始め、文字列を入力するためのエデ

ィット（Edit）、テキストを表示するた

めのラベル（Label）、チェックボック

ス（CheckBox）やラジオボタン

（RadioButton）、スクロールバー

（ScrollBar）といった、ごく一般的に

使われているものは、コンポーネント

パレットの［Standard］という分類と

して登録されている。ウィンドウにメ

ニューを追加するためのコンポーネン

ト（MainMenu）もここにある。

■メニューの設計

まず、メニューの設計から見てみよう。

フォームにMainMenuを配置し、こ

れをダブルクリックするとメニューデ
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画面4 プログラム
を実行したようす

画面3 オブ
ジェクトイン
スペクタ

▼リスト1 ボタンに割り当てたイベントハンドラ

procedure TForm1.Button1Click(Sender: TObject);

begin

if ColorDialog1.Execute then

Color := ColorDialog1.Color;

end;

基本的なコンポーネント



ザイナが呼び出される。あるいは配置

したMainMenuコンポーネントを、マ

ウスの右ボタンでクリックするとコン

テキストメニューというプルダウンメ

ニューが表示されるので、そこで［メ

ニューデザイナ］を選んでもよい。

ここでは、通常のメニュー構造のよ

うに新しいメニュー項目を追加できる。

たとえば、「ファイル」や「新規作成」、

「開く」といった項目を追加できる。

また、マウスの右クリックでコンテ

キストメニューを表示させ、［テンプレ

ートを挿入］を選ぶと、画面5のよう

に定義済みのメニュー項目から一般的

なプルダウンメニュー項目を追加でき

る。実は、メニューテンプレートにあ

るものは、できるだけそちらを使うほ

うがよい。Kylixは、追加したメニュー

の項目1つ1つについてもコンポーネン

トが追加される。このとき、メニュー

項目に対応するコンポーネント名は入

力した表示文字列（Caption）から自

動的に生成される。そして、コンポー

ネント名は、プログラム中でも使われ

るため英数字でなければならない。

FileやEditといった英語ならば、File1

やEdit1といった名前が付けられるが、

「ファイル」や「編集」といった日本

語は英語に対応させられないため「N1」

や「N2」のような名前になってしまう

のだ。もちろん、あとから名前を変更

することもできるが、最初からテンプ

レートを利用すれば、「ファイル」には

「File1」といったわかりやすい名前が

付けられる。

画面6は、メニューデザイナでいくつ

かの項目を追加しているようすである。

■コンポーネントとサイズの調整

次にメモ（Memo）コンポーネント

を配置する。メモは、複数行に渡る単

純なテキストを編集するためのコンポ

ーネントである。ここで、オブジェク

トインスペクタを使ってMemo1の

AlignプロパティをalClientにする。す
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画面5 メニューテンプレート 画面6 設計中のメニューデザイナ

画面7 フォームに配置したメモ 画面8 パネルをフォームの右側に配置



ると、画面7のようにメモの大きさは

フォームの領域いっぱいに拡大される。

また、フォームの大きさを変更してみ

ると、メモの大きさがそれに合わせて

変更される。これはAlignプロパティ

の設定によるものだが、まさに、これ

がビジュアル開発の利点である。

もし、フォーム上に配置したコンポ

ーネントにAlignプロパティがなけれ

ば、「フォームの大きさが変更されたと

きに、メモの大きさをフォームに合わ

せて変更する」という処理をプログラ

ムで記述しなければならない。しかし、

コンポーネントは自分が配置された場

所の大きさから、自分自身のサイズを

調整する機能を持っているのだ。もち

ろん、ユーザーインターフェイスを設

計するためのクラスライブラリを作成

し、そのような自動調整機能を持たせ

ることは可能だろう。しかし、その場

合は実際に実行してみるまでどのよう

に表示されるかを確認できない。Kylix

なら、まさに「見たまま」である。

■コンテナコンポーネント

次にフォーム上にパネル（Panel）

を配置する（フォームに空いている場

所はないが、ここではメモの上に配置

すればよい）。Al ignプロパティを

alRightにすると、パネルはフォームの

右側に配置される（画面8）。なお、こ

のときメモはPanelが占有する残りの領

域のサイズに自動調整される。

パネルは、「コンテナコンポーネント」

と呼ばれるものの代表的なものである。

「コンテナ」とは「入れ物」のことであ

るが、Kylixではほかのコンポーネント

を乗せることができるものをこう呼ぶ。

画面9は、パネル上にいくつかのコ

ンポーネントを配置した例である。こ

こで、パネルのAlignをalLeftにする。

すると、パネル上に配置したコンポー

ネントごと左側に移動する（画面10）。

もし、メモのようにコンテナでないコ

ンポーネント上にコンポーネントを配

置した場合はこのようにはならない。

また、フォームはもっとも基本的なコ

ンテナだとみなすことができる。
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画面12 dsMotifスタイル 画面13 dsCDEスタイル

画面10 パネルを左
側に移動

画面9 パネルにコン
ポーネントを配置

画面11 dsWindowsスタイル



■スタイルの変更

通常、ユーザーインターフェイスは、

使用するデスクトップシステムのデフォ

ルトで設定されているものになる。しか

し、リスト2のようにアプリケーション

のスタイルを変更するためのプログラム

コードを記述すれば、画面11～13のよう

にWindowsライクなものやMotif、CDE

（Common Desktop Environment）など

に切り替えることができる。

CLXは、Windowsとの互換性を重

視して設計されたコンポーネントフレ

ームワークだが、スタイルを変更する

ことで、よりアプリケーションの設計

に柔軟性が与えられるだろう。

■アクションリスト

リスト2のイベントハンドラは、フォ

ーム上の3つのチェックのOnClickとい

うイベントに直接割り当てることがで

きる。このため、別のコンポーネント

のイベントハンドラを利用するために、

これを呼び出すための「プログラムコ

ード」を記述する必要はない。

このように、Kylixではオブジェクト

インスペクタを使ってコンポーネント

のプロパティをまとめて選択したり、

複数のコンポーネントで同一のイベン

トハンドラを共有することで開発の効

率化を実現している。

アクションリスト（ActionList）は、

この共通化という考え方をさらに進め

たものである。アクションリストは、

プロジェクトの中のアクション（動作）

を一括して処理する。アクションリス

トには、プログラムの中のアクション

をコンポーネントとして追加する。画

面14は、編集用のアクションなどを追

加しているところである（なお、編集

やデータ操作などの一般的な機能につ

いては、あらかじめ定義済みアクショ

ンが用意されている）。

アクションコンポーネントは、メニ

ュー項目と同じく、コンポーネントパ

レットに登録されているものではない。

アクションは、キャプション、チェッ

クの有無、有効・無効、ヒント文字列、

イメージリストのインデックス、ショ

ートカットキー、アクションが呼び出

されたときのイベントなど、共通化で

きる多くの要素を保持している。

ボタンやチェックボックスなど「動

作を引き起こす」ためのコンポーネン

トには、Actionというプロパティがあ

り、このプロパティにアクションを指

定すれば、自動的に必要な情報がコン

ポーネントに設定されるのだ。

アクションリストによって、ユーザ

ーインターフェイスの設計とプログラ

ムの機能とを分離することができる。

たとえば、メニューの代わりにボタン

を利用するときは、キャプションやヒ

ント文字列などは設計しなおすことな

く再利用できる。また、アクションリ

ストは、特に後述するツールバーのボ

タンとメニュー項目を連動させたりす

るために役立つだろう。

■

■　拡張コンポーネント

■

コンポーネントパレットの［Additional］

というページには、Kylix独自のコンポ

ーネントが登録されている。「Kylix独

自」といっても、実際にはLinuxにおい

てKylixのようなビジュアル開発を実現

し た ツ ー ル は な い の で 、前 述 の

［Standard］ページのものもKylix独自

であることに変わりはない。この区分

はWindows版Delphiを引き継いでいる

ものと考えればよい。

以下に、主な拡張コンポーネントを

紹介する。

■イメージ付きのボタン

ビットマップ付きのボタン（BitBtn）

やスピードボタン（SpeedButton）は、
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▼リスト2 スタイルを変更するためのイベントハンドラ

uses QStyle;

procedure TForm1.RadioButtonClick(Sender: TObject);

begin

if RadioButton1.Checked then

Application.Style.DefaultStyle := dsWindows

else if RadioButton1.Checked then

Application.Style.DefaultStyle := dsMotif

else if RadioButton1.Checked then

Application.Style.DefaultStyle := dsCDE;

end;

画面14 アクションリスト
エディタ

拡張コンポーネント



文字列とともにグリフと呼ばれる小さ

なイメージを表示できるボタンである。

BitBtnには、Kindというプロパティが

あり、bkOkやbkNoなどを指定すると

定義済みのイメージと文字列の組み合

わせが指定される。

画面15は、定義済みイメージ付きボ

タンのすべての組み合わせである。イ

メージ付きボタンにより、単純な文字

列だけのボタンよりも直感的なユーザ

ーインターフェイスを作成できる。

スピードボタン（SpeedButton）は

パネルなどと組み合わせてツールバー

を作成するために使うものだが、たい

ていの場合は［Common Controls］

にあるツールバー（ToolBar）を使う

ほうが簡単だ。

■グリッド

Kylixには文字列を扱うための文字

列グリッド（StringGrid）と、プログ

ラムでセルを描画する描画グリッド

（DrawGrid）という2つのグリッドコ

ンポーネントがある。文字列グリッド

では、プロパティを変更することで文

字列を入力することもできる。

■イメージなど

指定したイメージファイルをフォー

ム上に表示するのがイメージ（Image）

コンポーネントである（画面16）。

CLXでは、Windows版のDelphiで利

用できるビットマップ（.bmp）、アイ

コン（.ico）に加え、PNG（.png）、ピ

クセルマップ（.xpm）、Drawing

（.ddw）という形式をサポートしてい

る。ただし、デフォルトではJPEGはサ

ポートされない。

これは、CLXのビジュアル処理には

TrollTechのQtというライブラリを利用

しているが、Qtの中にはJPEG処理をサ

ポートしていないバージョンがあるため

である。少なくともKylixとともに提供

されるQtライブラリは、JPEG処理をサ

ポートしているため、リスト3のような

コードをパッケージとして登録すれば、

JPEGイメージを扱えるようになる。

また、JPEGイメージを描画するとき

はTBitmapというクラスのFormatプ

ロパティに'JPG'を代入すればよい。

このほか、円や長方形などの図形を

描画するShapeコンポーネント、LCD

ライクな表示のためのLCDNumberコ

ンポーネントなどがある（画面16）。

■スプリッター

サイズ変更可能なフォームを使う場

合、フォーム上に複数の領域を設けて

実行時にこの境界線を任意の場所に移

動させたいということがよくある。ス

プリッター（Splitter）は、こういうケ

ースに役立つコンポーネントだ。

画面17は、2つのパネルの間にスプ

リッターを配置し、実行したようすで

ある。スプリッターは、前述したAlign

プロパティと組み合わせて使う。

■コントロールバー

コントロールバー（ControlBar）は、

おもに複数のツールバー（ToolBar）

を配置する場所として利用する。ただ

し、Delphiと違ってKylixでは、ツー

ルバーやウィンドウのドッキング・フ

ローティングはサポートされていない。

■

■　コモンコントロール

■

コンポーネントパレットの［Common

Controls］として登録されているのが

コモンコントロールである。この区分

もWindows版Delphiを引き継いでいる

ものと考えればよい。
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画面15 イメージつきボタン 画面16 拡張コンポーネントの例

▼リスト3 JPEGを使うための形式の登録

implementation

procedure Register;

begin

TPicture.RegisterFileFormat('JPG', 'JPEG File', TBitmap);

end;

コモンコントロール



■タブつきコントロール

タブコントロール（TabControl）やペー

ジコントロール（PageControl）は、「見出

し」つきの場所を提供する。タブコント

ロールは見出しを提供するだけだが、ペー

ジコントロールは見出しごとにコンポー

ネントの配置場所となる場所を提供する。

タブコントロールは前述したコンテ

ナコンポーネントの一種である。見出

しによって表示内容を切り替えるとい

った処理のために使える。画面18は、

タブコントロールを使ったカレンダー

のプログラム例である。

なお、Delphiでは見出しを設定する

Tabsプロパティは文字列リスト型だ

が、KylixではTTabs（TTabのコレク

ションクラス）型となっているので注

意が必要だ。

これに対し、ページコントロールは

見出しごとに配置場所を提供する。こ

の場所はTabSheetというコンテナコン

ポーネントになっている。ページコン

トロール自身は、コンテナコンポーネ

ントではない。

見出しごとに、別々のページとして

コンポーネントを配置できるので、オ

プションの設定ダイアログなどで項目

が多くなった場合などに、これを機能

別に分けられる。ページコントロール

を使ったダイアログは、Kylix自身でも

多用されている。

■イメージリスト

既述のイメージ（Image）は、指定

したイメージファイルをフォーム上に表

示するものだが、イメージリストは複数

のイメージをまとめて保持するための非

ビジュアルコンポーネントである。単独

でプログラムでイメージを描画するため

にも使うが、ツールバーやメニューな

ど、ほかのコンポーネントが使うイメー

ジを供給する目的でも使われる。

■ツールバー

アプリケーションの機能を呼び出す

ためにメニューコマンドを使う代わり

に、イメージ付きのボタンを押すだけ

で呼び出せるようにしたのがツールバ

ー（ToolBar）である。ほとんどの場

合、ツールバーはイメージリストと組

み合わせて使用する。画面19は、ツー

ルバーを使った例である。

ツールバーは、ShowCaptionという

プロパティをTrueにすることで、文字

列を表示することもできる（画面20）。

このように使う場合は、AutoSizeプロ

パティをTrueにしておくとよい。

■ステータスバー

ステータスバーは、通常フォームの
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画面19 ツールバーの例 画面20 キャプションを表示した例

画面17 スプリッターの例

画面18 タブコント
ロールの例



下部にアプリケーションの状態や簡単

なヒント文字列を表示するために使う

ものである。画面19の下部にも配置さ

れている。

ステータスバーは、Panelsというプ

ロパティを使って複数の領域に分けて

利用できる。たとえば、Kylixのコード

エディタ（画面1）では、カーソル位

置や入力モード（挿入・上書き）など

を表示するためにステータスバーで複

数の領域を割り当てている。

■ブラウザ機能コンポーネント

Ky l i xには、テキストビューア

（TextViewer）とテキストブラウザ

（TextBrowser）コンポーネントによ

って、HTMLテキストを表示する機能

をアプリケーションに組み込める。

画面21は、テキストブラウザを使っ

たサンプルを実行した例である。テキ

ストやリンク項目の色、アンダーライ

ン表示の有無などはプロパティを使っ

て切り替えられる。

■

■　コモンダイアログ

■

最初のプログラム例でColorDialogと

いうダイアログコンポーネントを使っ

たが、このように汎用的な目的のため

のダイアログを、コモンダイアログと

して実装している。

Kylixが提供するコモンダイアログ

は、「ファイルを開く」や「ファイルの

保存」でのファイル名の選択、「フォン

トの選択」、「色の選択」、「検索文字列

の設定」、「置換文字列の設定」がある。

画面22は、「ファイルを開く」ダイ

アログの使用例である。

Delphiに慣れた人は、Filterプロパ

ティの指定が変わっているので注意が

必要だ。Kylix（CLX）のコモンダイ

アログでは、フィルタ指定は縦棒（｜）

で区切られるが、そこの括弧内で指定

したマスクがそのまま使われる。

■

■　Webアプリケーションの開発

■

冒頭にも述べたが、Kylixは非ビジ

ュアルなアプリケーションの開発でも

ビジュアル開発の威力を発揮できる。

その代表的なものがWebアプリケーシ

ョンだ。Kylix Server Developerで

は、Apache対応のWebアプリケーシ

ョンを開発するためのモジュールも作

成できる。

［ファイル｜新規作成］で［Webア

プリケーション］を選ぶと、画面23の

ようなダイアログが表示され、CGIま

たはApacheのDSOモジュールのため

のプロジェクトを自動的に作成できる。

もちろん、こうしたWebアプリケー

ションはユーザーインターフェイスを

持たない。このため、非ビジュアルコ

ンポーネントしか配置できない、

「Webモジュール」という場所が提供

される。Webモジュールには、アプリ

ケーションへの要求を処理するための

「Webアクション」を登録できる。たと

えば、1つのWebアクションを登録し、

デフォルト（Defaultプロパティ＝True）

とする。ここで、アプリケーションが

呼び出されたときに、日付や時刻を文

字列として返すようにプログラムする。

画面24は、このプログラムを使って

みたところである。

また、Kylixでは単純なHTMLテキ

ストを返す代わりに、動的な情報を

HTMLテキストに埋め込むためのペー

ジ生成コンポーネントを提供する。

このコンポーネントは、指定した

HTMLテキストの中に特殊なタグ

（<# …… >で囲まれたタグ）があると

イベント（OnHTMLTag）が発生し、

そのタグをプログラムで作成するテキ

ストに置き換えることができる。

また、今回は触れなかったがWebモ

ジュールからデータベースにアクセス

することもできる。データベース対応

のページ生成コンポーネントを使えば、

特殊タグ名にデータベース項目名を指
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画面21 テキストブラウザの例

画面22 ファイルを
開くダイアログ

コモンダイアログ

Webアプリケーションの開発



定するだけで自動的にそのタグを実際

のデータに置き換えることができる。

■

■　インストール環境について

■

Kylixは、主要なLinuxディストリビ

ューションで動作するように設計され

ている。

■基本的な動作環境

Kylixの動作環境としては、以下が

指定されている。

・Pentium200MHz（推奨Pentium

II400MHz以上）

・64MバイトのRAM（推奨128Mバイ

ト以上）

・200Mバイト以上のハードディスク

容量

・CD-ROMドライブ

・マウスなどのポインティングデバイス

また、動作するLinuxの条件は、以

下のとおりである。

・カーネルのバージョン2.2以上

・libgtk.soのバージョン1.2以上（グ

ラフィカルインストールの場合のみ）

・l i b j p e g の バ ー ジ ョ ン 6 . 2

（libjpeg.so.62）以上

・X11R6互換のターミナルサーバ

（XFree86など）

・glibc 2.1.2以上（推奨glibc 2.1.3以上）

ただし、すべてのLinux上で動作するわ

けではない。むしろ、「何もしていない」

Linuxの場合は動作するものは限られる。

これは、次に示す問題によるものだ。

■Kylixとglibcの問題

4月号の速報でも触れているが、現

在使われているLinuxディストリビュ

ーションの多くはglibcに問題がある。

これは、glibc 2.1.xに存在する「ロー

ダの問題」と呼ばれるもので、この問

題があるとKylixのパッケージという機

能が正しく動作しない。パッケージは

コンポーネントの機能をシェアードオ

ブジェクトとして提供するものだ。

Kylix自身が、このパッケージ機能を多

用して設計されているため、Kylixを使

うためには「ローダの問題」を解決し

なければならない。なお、Kylix以外

で、この問題が表面化したものは知ら

れていない。

また、Kylixで作成するアプリケーシ

ョンがパッケージを利用する場合には、

アプリケーションの実行環境も、この

問題を解決していなければならない。

実行環境が問題を解決していることが

明らかでない場合は、パッケージを使

わないほうが賢明だろう。

なお、この問題の詳細は、ボーラン

ドのWebサイト「Kylix事前テストプ

ログラム（http://www.borland.co.

jp/kylix/pretest/）で解説されている。

事前テストプログラムは、Kylix自身の

CD-ROMにもCのソースコード付きで

収録されており、ユーザー自身がテス

トをする目的でも利用できる。

この問題は、glibc 2.2で解決されて

いるが、glibc 2.1.xを使っているディ

ストリビューションでKylixを使うため

には、パッチやアップデートの適用が

欠かせない。

幸いなことに、現在では多くの

Linuxディストリビュータがglibc 2.2

へのアップデートファイルや「ローダ

の問題」に対応したパッチファイルや

アップデートされたglibcを提供してい

る。また、日本語版Kylixには、これ

らのファイルが収録されている。最新

の対応状況については、「Kylixサポー

ト情報」ページ（h t t p : / /www .

borland.co.jp/kylix/devsupport/）で

確認してほしい。
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画面24 Webアプリケー
ションの実行

画面23 Webモジュールの
作成

インストール環境について



先日、ミネアポリスで行われた第50

回IETFミーティングへ行ってきまし

た 。 IETFと は 、 Internet Enginee

ring Task Forceの略で、インターネ

ット技術の標準化をボランティアベー

スで進めている団体です＊1。皆さんの

なかには、RFCやインターネット・ド

ラフトといった言葉を耳にしたことが

ある方もいらっしゃるでしょう。これ

らのドキュメント類は、まさにこの

IETFの活動の成果なのです。IETFで

は目的別に、百数十におよぶワーキン

ググループが活動しており、今回もそ

のなかの数十のワーキンググループが

会場内でミーティングを開きました

（ふだんの活動はメーリングリスト上で

行われています）。

私が目的としていたものは、IPng、

NGtransそしてmulti6と呼ばれている

ワーキンググループです。IPngでは、

次世代インターネットプロトコルであ

るIPv6のコアとなる基本仕様を、

NGtransではIPv6の実運用に向けてさ

まざまな議論が、multi6ではIPv6にお

けるマルチホーム環境についての問題

点などが話し合われています。

IPv6といえば、我らが森首相が去年

の9月に所信表明演説で触れて以来、

企業から出されるニュースリリースに

IPv6の文字が踊ることが多くなったよ

うに思います。そのため、IPv6という

言葉を聞いたことがある方も多いでし

ょう。しかし、IPv6っていったいどん

なものなの？　といった疑問に答えら

れる方は少ないのではないでしょうか。

この記事では、IPv6とはなんなのか、

今後どう広がっていくと予想されてい

るのか、またLinuxでIPv6を使うには

どうすればよいか、といったことにつ

いて述べてみたいと思います。

■

■IPv4の限界

■

皆さんがふだん使っている（使って

ますよね？ :-）インターネットは、IPv4

（Internet Protocol version 4）という

プロトコルの上に構築されています。

このプロトコルは、1981年にほぼ現在

の仕様が固まりました。それから現在

に至るまで、実に約20年にわたってイ

ンターネットを支え続けてきたことに

なります。そのあいだにインターネッ

ト利用者は爆発的に増え、当初1000台

程度しかインターネットにつながって

いなかったコンピュータが、現在では

少なく見積もって7000万台以上にもな

っているそうです。

最近では、アメリカの株式市場にお

いてIT関連株が下落、将来の先行きに

不安が見え始めている今日このごろで
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最近、いちやく注目されるようになった次世代ネットワークプロトコル

IPv6。アドレスがたくさん使えるようになることだけはわかったけれど、具

体的にどんなものかはさっぱりです。そこで今回、IPv6のココロをやさし

く解説。次いで、さらなる好奇心をもって、実際にIPv6ネットワークを体

験してみます。

IPv6が見えてきた

文：國武功一　USAGIプロジェクト
Text : Koichi Kunitake

IPv6とはなにか？

IPv4の限界



すが、インターネットもそれに引きず

られ、その成長を鈍化させてしまうの

でしょうか？　答えは否、ではないで

しょうか。日本だけを見ても、インタ

ーネット接続料金のさらなる低価格化

や常時接続の広まりにともなって、ユ

ーザーの増大が予想されていますし、

これまで利用者の少なかった中国、東

南アジア、南米、アフリカへの普及も

容易に想像されます。今まで、IPv4は

ユーザーの要求に応えてきました。こ

れからも応えていくことができるでし

ょうか？　残念ながらその先行きは、

暗いと言わざるを得ません。それはな

ぜでしょう。ご存じのとおり、インタ

ーネットに接続した端末にはIPアドレ

スが割り振られます。これは世界中で

一意に定まるアドレス（グローバルア

ドレスと呼ばれています）です。この

アドレスの数は有限で、IPv4では32ビ

ット分、つまり約43億個程度にとどま

ります。この数は、全人類に1つだけ

アドレスを割り振ったとしても、まっ

たく足りない数です。

■

■NATの登場

■

この際限ないアドレスの消費を少し

でも抑えようと、NAT（Network

Address Translation）という技術が

発案されました。IPマスカレードとし

て、おなじみになっているものです。

これは、1つのグローバルアドレスを、プ

ライベートアドレスが割り振られてい

る複数のユーザーで共有可能とするも

のです。ただし、これには双方向性が

なくなるという弊害がともないます＊2。

インターネットの設計思想はend-to-

endモデル＊3が基本になっているため、

NAT はインターネットではないとい

う人もいるくらいです。事実、NATは

さまざまなアプリケーションに制限を

加えており、その発展の妨げになって

いるといえるでしょう。NATの弊害に

ついては、登場時から言われ続けてい

ることですので、将来的になんらかの

解決案が提示され、end-to-endモデル

を確立できるNAT＋といったものが出

てくるかもしれません。しかし、そうし

たものがあっても、本来のアドレスの

消費問題に対しては、問題を先送りす

ることしかできないのです。

NATにより＊4、アドレスの枯渇問題

については、いくばくかの時間を稼ぐ

ことができました。しかし、先に挙げ

たインターネットの普及とは別に、近

年ではPDAや携帯電話といった情報端

末も、インターネットに接続されるよ

うになっており、アドレスの需要はと

どまるところを知りません。結局、い

つかはアドレスはなくなってしまうの

です。そうして、ついにはインターネ

ットは崩壊してしまうのでしょうか？

もちろん先達たちは、そういった状況

に手をこまねいていたわけではありま

せん。その解答のひとつがIPv6（Inter

net Protocol version 6）なのです＊5。

■

■次なる飛躍に向けて～IPv6の登場～

■

IPv6はIPv4を完全に置き換えること

ができるようにと仕様が練られ、さま

ざまな改良が加えられています。その
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図1 NAT

インターネット 

グローバル 
アドレス 

プライベート 
アドレス 

PC NAT

 
NATはプライベートアド
レスとグローバルアドレ
スを変換する 

サーバ 

＊1 インターネット技術のすべてがIETFによっ
て決められているわけではありませんが、基本テ
クノロジーの大部分の標準化に貢献してきたのも
また事実です。
＊2 このほかにも、NATにはIPヘッダの書き換
えがともなうため、IPsecと非常に相性が悪く、
基本的にNATとIPsecは同時に使うことができな
いという欠点があります。
＊3 end-to-endモデルとは、双方からセッショ
ンを張りにいくことができる形を指します。NAT
を使ってしまうと、NATの内側から外のサーバな
どへ接続することはできますが、外部からNATの
内側にあるホストへ接続を開始することができま
せん。このため、PC-to-PCのインターネット電話
を使おうと思った場合、NATの内側にいると、電
話をかけることはできても電話をかけてもらうこ
とはできません。お互いにNATの中にいれば、か
けることも、かけてもらうことも不可能です。
＊4 NAT以外にも、CIDRやVLSMといった技術
がアドレスの枯渇問題や、それにともなう経路情
報の肥大化の防止に大きく貢献しましたが、ここ
では触れません。
＊5 IPv4の次ならIPv5じゃないの？　と思って
しまいますね。なぜIPv5ではなかったのかという
と、ST-II（RFC1819）というプロトコルがすでに
バージョン番号5を使用していたためです。

NATの登場

次なる飛躍に向けて
～IPv6の登場～



代表的な特徴のうち、いくつかを以下

に挙げます。

■128ビットの巨大なアドレス空間

IPv6登場の大きなモチベーションと

なったのが、このアドレス問題でした。

IPv4では32ビットであったアドレス空

間が、IPv6では128ビットに拡張され

ています。128÷32＝4で、一瞬4倍に

しかなってないような気になりますが、

当然それは誤りで、単純計算で2（128－32）

倍ものアドレス空間へと拡張されたこ

とを意味します。イメージが湧きにく

いのですが、このアドレス空間が広大

なことを伝えるために、地球の陸地に

均等にアドレスを振ると……という表

現がよく使われます。いくつ割り当て

られるかというと、1平方センチメート

ルあたり、2.2×1020個割り振れるそう

です＊6。ざっと2垓個ずつですね（もっ

とわかりにくくなりましたか？　垓は

兆の1億倍を表します）。なんにせよ、

尋常ではないアドレス数です。

■自動設定（Plug and Play）

図2はIPv6アドレスの簡単な構造を

示しています。上位64ビットがネット

ワーク部に、下位64ビットがホスト部

になっています。従来はネットマスク

が何ビットなのか、設定時に悩む必要

がありましたが、IPv6ではネットワー

ク部が64ビットで固定なので、頭を悩

ませる必要はありません＊7。

それどころか、IPv6ではアドレス数

の増加にともなって管理者の負担が増

えることが予想されたため、管理者の

手を煩わせることなく、誰でも簡単に

つなげられるようにと、自動設定機能

が加えられました。

これは、接続先のネットワークにル

ータがあれば、そこからネットワーク

アドレス（プレフィクスと呼ばれます）

が通知され、ホストは自身のネットワ

ークカードのMACアドレスを元にイン

ターフェイスIDを生成、この2つから

アドレスを自動生成します。ルータが

ない場合でも、そのセグメントでのみ

有効なリンクローカルアドレスという

ものが自動生成されますので、範囲は

限定されますが、通信は可能です。

ここでIPv6で使われるアドレスにつ

いて、すこし補足をしておきます。

IPv6ではIPv4とは違い、1つのインタ

ーフェイスにアドレスをいくつでもつ

けられます。また使用目的に応じて、

・ユニキャストアドレス（unicast

address）

・マルチキャストアドレス（mult i

cast address）

・エニーキャストアドレス（anycast

address）

の3種類のアドレスがあります。

ユニキャストアドレスとは1対1の通
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図2 IPv6アドレス

この図は、ユニキャストアドレスのネットワーク部とホスト部を示している。ネットワーク部が64ビット固定であると
いう前提は、マルチキャストアドレスなどの特殊なアドレスには当てはまらない。ユニキャストアドレスのより正確
な情報については図6を参照。 

ネットワーク部 

0 63 12764 ビット 

ホスト部 

プレフィクス インターフェイスID

図3 ユニキャストアドレス
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図4 マルチキャストアドレス
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あるマルチキャストアドレスをいくつかのホストにつけ、そのマルチ
キャストアドレスへパケットを投げると、そのアドレスをつけたすべ
てのホストに配送される。 

ルータ 

ルータ 

ルータ 



これでIPv6が広まれば、素晴らしい

未来が開けるんです！　と言い切って

しまいたいところなんですが、これま

たそう単純にはいきません。長い時間

をかけ、検討に検討を重ねて決められ

た仕様ではあるのですが、なかなかす

べてを満足させる完璧な仕様というも

のはできないようです。この節では、

IPv6で誤解されやすいところや、その

欠点について触れたいと思います。

■潤沢なアドレス空間？

IPv6では、とてもじゃないけれど使

い切れないほどのアドレスが手に入

る！　と喧伝されていますが、それは

本当でしょうか？　一度、一緒に検証

してみましょう。

IPv4では約43億個のアドレスがある

とされていましたが、少しでもネット

ワークをかじったことがある方ならお

わかりのとおり、効率よくすべてのア

ドレスを使いきるなんてことは不可能

です。IPv6も同様です。IPv6アドレス

は図2で示したとおり、ネットワーク部

とホスト部が64ビットずつに分けられ

ています。しかし、1つのセグメントに

264個ものホストをぶら下げるなんてこ

とは現実にはまず考えられませんので、

1セグメントに限界を超えるようなホス

ト群をぶら下げたとしても、十分なだ

けのアドレスが用意できることはわか

ります。けれどもそれと同時に、かな

りの数のアドレスを無駄にしているこ

とをも意味します。

ちょっと心配になってきましたか？

では話を先に進めましょう。結局私た

ちが必要とするアドレスがあるかどう

かは、左のネットワークアドレス部が

十分かどうかを検証すればよいことに

なります。次に図6を見てください。

IPv6では、経路の爆発的な増加とい

う過去の反省を踏まえ、アドレスは集

約可能な形で階層化して、配布されま

す（図7）。TLAはNLA組織にアドレ

スを割り当てます。NLA組織はSLA

IDを使って自組織のネットワークを作

ることができます（TLA組織の方針に

よってはさらにNLAを階層化し、

NLA1、NLA2組織などに細分化する

ことも可能です）。というと、ピンとき

IPv6でバラ色？ ～その幻想と欠点～

信に使われるもので、ふだんは主にこ

のアドレスが使われます（図3）。

マルチキャストアドレスとはあるグ

ループを表すアドレスで、あるマルチ

キャストアドレス宛てにパケットを投

げると、そのグループに属するすべて

のインターフェイスにパケットが届け

られます（図4）。

エニーキャストアドレスとはマルチ

キャストアドレスと同様、あるグルー

プを表すアドレスではありますが、グ

ループに属するすべてのインターフェ

イスに配送されるわけではなく、どれ

か1つに配送されると、それ以上は配

送されなくなります（図5）。

■IPsec標準装備

インターネットの商用利用が広まっ

た現在、通信に対するセキュリティの

需要が高まっています。これを受けて、

IPv6では、IPsecと呼ばれるセキュリ

ティ機能を標準で装備しなくてはなら

ないとされています。IPsecはIPレイヤ

で暗号化をするため、上位レイヤで動

くさまざまなアプリケーションになん

の変更も加えず、通信の秘密を守るこ

とが可能となります＊8。
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図5 エニーキャストアドレス

ユニキャストアドレス 
あての送信 

あるエニーキャストアドレスをいくつかのルータにつけ、そのエニーキャストアドレスへ
パケットを投げると、最も近いルータへ配送され、ほかのルータには配送されない。 

ルータ 

ルータ ルータ 
＊6 WIDEプロジェクトが提供している「IPv6に
関するFAQ」より引用しました。これは、WIDE
プロジェクトのWebサイトに掲載されています。
http://faq.v6.wide.ad.jp/index-j.html
＊7 ネットワーク設計においては、従来と同じ
ように、どこにどれだけのネットワーク空間を割
り当てるかということに注意を払う必要がありま
す（IPv4の場合と同様に、“/”を使って、/48とい
った表現をします）。
＊8 通信の中身については暗号化され、秘密は
守られますが、通信していること自体は基本的に
隠蔽できません。



ませんね。実際の運用では、TLAは大

手ISPなどに割り当てられ、ISPは自分

の顧客にNLAを配布し、顧客はSLA

を使って自分のネットワークを構築し

ます。NLA組織がSLAをほかの組織に

再配布することは禁止されています。

これは、アドレスの割り当て状況が追

えなくなることを防ぐためです。

さて、現在商用アドレスとしてISP

などに配付されているのは、TLAでは

なくsTLA（sub TLA）アドレスです

（図7）。ここでは、sTLAについて考察

していきましょう。

この場合にも、SLAには16ビットの

空間が割り当てられます。これは、

65536個のネットワークを構築できるこ

とを意味します。大企業と呼ばれる組

織でもこれだけあれば十分でしょう。

一方、sTLA組織に割り当てられる

NLA空間は13ビット、これは8192個で

す。大手ISPになると、顧客を数万社

かかえていることも珍しくありません

から、足りませんね。不足すれば、

sTLA IDを新たに取得することも可能

なのですが、sTLA空間自体が同じ13

ビットで8192個しかありません。これ

では、sTLA ID自体も早々に喰い潰

されることは想像に難くありません。

■自動設定（Plug and Play）の落とし穴

IPv6は、ケーブルを差すだけですぐ

にネットワークが使えることになって

います。これは間違ってはいませんが、

また同時にすべてを表してもいません。

IPv6の自動設定は、あくまでアドレス

の設定を自動的に行ってくれるだけで

す（もちろん、どこにパケットを投げ

ればよいかというルーティングの設定

もしてくれますが）。「それで十分じゃ

ないの？」と一瞬思ってしまうんです

が、ちょっと待ってください。DNSの

設定はどうするのでしょうか？

「www.linux.or.jp」とブラウザに打

ち込んで日本のLinux情報が読めるの

も、ブラウザが指定されたDNSサーバ

を使って、ドメイン名からIPアドレス

へ変換し、そのアドレスへアクセスす

るということを裏でやっているからこ

そです。IPv6の機能だけでは、ネット

ワークにケーブルを差しただけでDNS

サーバを知るすべはありません。この

ままではまともに通信できません。も

ちろん128桁のIPv6アドレスを暗記し

ているのであれば別でしょうが、それ

は非現実的です。

さらに自動設定で問題となりそうな

のは、そのアドレスの作り方です。自

動設定で作られるアドレスは、ルータ

から通知されるネットワークアドレス

（プレフィクスと呼ばれます）と、NIC

が持っているMACアドレスから生成し

たインターフェイスIDとを合成して作

られます。MACアドレスは、全世界

で一意に定まるという建前ですから、
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図6 TLAアドレスとsTLAアドレス
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b）sTLAアドレス 

  FP  : Format Prefix
 TLA  : Top-Level Aggregation Identifier

 NLA  : Next-Level Aggregation Identifier
 SLA  : Site-Level Aggregation Identifier

図7：階層化されるアドレスの割り当て

TLA TLA TLA TLA

SLA SLA SLA SLA SLA SLA

NLA NLA NLA1 NLA NLA

NLA2 NLA2

TLAは、大規模なISPに
配付されることが想定さ
れている。TLA組織の総
数は13ビット分、すなわち
8192となる。 

SLAは、組織内部のネッ
トワークに使用される。 

NLA組織は、TLAからア
ドレスの割り当てを受ける。
TLAの方針によっては、
さらにNLA空間の一部を
細分化し、NLA1、NLA2
組織に割り当てることが
ある。 

レジストリ 
割り当て 



どんなプレフィクスが来たとしても、

後ろ64ビットさえ見れば、そのアドレ

スから使用者が特定される可能性が出

てきます。これはあまり歓迎されるこ

とではないでしょう。

■IPsecへの幻想

IPv6はIPsecを標準で搭載している

から、すべての通信は暗号化されてい

てセキュリティは万全！　と思っては

いませんか？　残念ながら、その認識

は誤っています。それはなぜでしょう

か。IPsecは必須機能として挙げられ

ていますが、通信すべてにIPsecを使

うべし……とは定められていません。

ですので、IPsecを使う場合には、ユ

ーザーがあらかじめ明示的に設定して

おくことが必要です。

と、ちょっと皆さんを不安にさせま

したが、これらについては、すでに解

決案が検討されていたり、もしくはす

でに解決済みだったりします。

■アドレスの数について

sTLA IDが早々に売り切れそう…

…というのは、実は意図的なものです。

IPv6が本格的に使われるようになる

と、図6のa）に示した形で、アドレス

が配布されることになっています。

TLA組織の数は8192とそのままです

が、それに束ねられるNLA組織のアド

レス空間が24ビットもあるため、まず

TLA IDを複数取得しようとする組織

は現れないでしょう。もし万が一TLA

IDが売り切れることになったとしても、

FPごとに8192個のTLAを設けること

が可能なので、TLA組織自体を将来的

に増やすことも可能です。

なぜわざと小さなsTLA空間を配る

ことにしたかというと、IPv4への反省

があったためです。IPv4では、当初ク

ラスAやクラスBを安易に配ったため、

後々アドレスが足りなくなり、非常に

困った状況に追い込まれました。この

ため、IPv6ではいきなり莫大なアドレ

ス空間を保有するTLAを配らず、まず

は比較的小さなアドレス空間でアドレ

スを割り当てることにしたのです。

これらはIPv6の仕様というよりも、

割り当てのポリシーに起因する問題で

す。将来的にsTLAからTLAへと本格

的に運用されれば、各TLA組織は24ビ

ットものNLA IDを手に入れられます。

まず、アドレス不足に悩まされること

は考えられません。なにより、IPv6に

は、アドレスの付け替えが比較的簡単

にできる仕組みがあるので、いざアド

レスが足りないとなれば、実情に合う

ようにと、すべてのアドレスを振り直

すことも不可能ではありません。また、

求められればリナンバリングを行う必

要があると定められています（あまり

やりたい作業ではありませんが）。

ただ、あまり無計画にアドレスを割

り振ると、内部で捌かなければならな

い経路が爆発的に増えることも考えら

れるので、ネットワーク管理者は留意

しなくてはいけません。

■自動設定におけるDNS問題

DNSサーバをどうやってホストへ知

らせるかといった問題も、いくつか検

討されています。ひとつはエニーキャ

ストアドレスを使う方法です。エニー

キャストアドレスを、いったいどうい

う場面で使うのだろうと思われたかも

しれませんが、これを使うことにより、

ユーザーに適切なDNSサーバを知らせ

ることが可能となります。別の方法と

して、従来のようにDHCPを使って知

らせる方法があります。もちろんアド

レスもDHCPを使って設定することが

できますから、よりきめ細かいコント

ロールをする場合には、今後もDHCP

が活躍することとなるでしょう（IPv6

で使われるDHCPはDHCPv6と呼ばれ

ています）。

また、アドレスの下位64ビットから

個人が特定されるのではないか、とい

う懸念ですが、こちらはすでに解決策

が提示されています。思い出してくだ

さい、ホスト部にはとうてい使いきれ

ないだけのアドレス空間があることを。

これを逆手にとって、一定時間ごとに

ランダムなインターフェイスIDを作

成、これを元に新しいアドレスへ変更
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ルータは、受け取ったパケットを適切な

宛先に届けるために、内部に経路情報を

持っています。経路情報は、宛先のネッ

トワークアドレスとそのパケットの次の転

送先となるアドレスを一組にしてリストし

たもので、ルータは経路情報のなかからパ

ケットの宛先にマッチするものを探して転

送するわけです。

IPv4では、利用者の増大とともにバッ

クボーンルータに蓄えられる経路情報の数

が爆発的に増え、運用を圧迫するように

なりました。これらの問題に対処するため、

アドレスを実際の接続体系に沿って割り

当てるなどの方法で経路の集約（複数の

経路を1つに見せるものだと考えてくださ

い）が実施されました。しかし、かつて配

付したアドレスが現存しているため、効率

的な集約はできていないのです。

Column

経路情報と集約

それでもIPv6！



IPv6は、ふだん使っているパソコン

はもちろんのこと、これまでに紹介し

たように、携帯電話、家電、自動車な

ど、さまざまなものに載せられること

が期待されています。振り返って我ら

がLinuxでの対応はどうなっているの

でしょうか？　LinuxのIPv6への対応

は意外と歴史が古く、カーネル2.1.xの

ころから対応をうたっています。とい
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実際のIPv6の実験運用は、日本やヨ

ーロッパが中心となって先行してきた

感があります。しかし近年、インター

ネットの普及という点において日本を

大きくリードしている韓国でも、IPv6

は注目されているようです。インター

ネットの発展がめざましい国ほど、ア

ドレス枯渇問題も顕著であり、IPv6に

対する注目度が高いようです。さらに、

もともと多くのIPv4アドレスを持って

いたため、IPv6にはあまり積極的では

ないと言われていたアメリカでさえ、

最近はIPv6のトラフィックを交換可能

なIX（Internet eXchange）が複数登

場しています。ルータベンダーも、最

近立て続けにIPv6の対応を宣言してい

ますし、インターネットを支えるバッ

クボーンネットワークに関しては、着

実にIPv6を受け入れる体制が整いつつ

あるといってよいでしょう。また、実

際にそのネットワークを利用するクラ

イアントについてみると、次世代の携

帯電話IMT-2000の標準規格の策定を

進めている3GPPもIPv6の採用には前

向きです。Microsoftも、次のWindows

XPでは標準でIPv6スタックがついて

くるようです（もしかしたら、サービ

スパックかもしれませんが）。

もうひとつ、面白いIPv6のクライア

ントとして、自動車（IPCar）を紹介

しておきましょう。これは、自動車を

インターネットに接続し、各車から集

めたデータを元にして渋滞情報や天候

といった情報を提供してやろうという

ものです。これまでに横浜で実証試験

が行われましたが、今度は舞台を名古

屋に変え、より大規模な2000台で実験

が行われます。次の実験では、IPv6の

導入が決定したようです。

するといった仕組みがあります（もち

ろんランダムに生成されたアドレスで

すので、すでに使われていないか使用

前にチェックする必要があります）。

■IPsecへの取り組み

結局のところ、IPsecとはセキュリテ

ィツールです。セキュリティツールを

使うために、セキュリティポリシーが

必要なのは仕方のないことです＊9。し

かしながら、機能が豊富なIPsecにユ

ーザーは困惑するでしょう。そこで、

推奨設定なるものをあらかじめ決めて

おいて、ユーザーの負担を小さくしよ

うという動きがあります。また仕様上、

繁雑な作業となる暗号の鍵交換につい

ては、 IKE（The Internet Key Ex

change）を介さない簡便な方法が提供

できないか検討されています。IPsecが

広まるにつれ、これらの問題は徐々に

解決してゆくことでしょう。

このほかにも、IPv6で考えうる問題

点はあります。しかしその問題提起の

多くは、実運用を睨んだものです。こ

れは、すでにIPv6の開発はほぼ終わり、

展開と運用をどのようにしていくかと

いうステージへ移行しつつあると捉え

ることができます。それが冒頭に挙げ

たような企業のニュースリリースラッ

シュへとつながっているのでしょう。

自動車のGPSや各種センサーから得た情報を

ネットワークを介して収集、交通情報や路面

情報、天気情報などに役立てようという試み。

横浜での実験では、タクシーやバスなど約

300台が参加しました。

Column

IPCar

天候を表示している例。ワイパーが動作している車が青
く表示され、雨が降っていることがわかる。

運転席の下の車載システム。集めたデータはDoPaを使
って送られる。

IPv6その足音　～開発から展開へ～

LinuxでIPv6を使ってみよう！



うことは、Linuxを使ってれば、いつ

IPv6の世の中になっても大丈夫！　と

は、残念ながらいきません。実は、Linux

のIPv6の実装は、IPv6の仕様が出始め

たころにPedro Roque氏が書いたもの

です。IPv6の仕様は、長期にわたって

検討を重ねるあいだに、仕様が変更さ

れた部分も出てきました。Linuxの

IPv6の実装がほとんどメンテナンスさ

れていなかったこともあって、現在で

はRFCに準拠しない古い仕様になって

しまっています。必須とされるIPsecも

実装されていません（すくなくともカ

ーネルと一緒には配布されていませ

ん）。また、glibcのIPv6対応も、お世

辞にも良いものとはいえませんでした。

■

■USAGIプロジェクトの誕生

■

ほかのプラットホームが次々とIPv6

の対応を進めるなか、Linuxのカーネ

ルおよびライブラリの改善は遅々とし

て進みませんでした。このままでは将

来、Linuxが取り残されてしまう！

そういった危機感を募らせたLinux

IPv6 Users Group JPの有志たちは、

カーネルとライブラリを改善しようと

活動を始めました。しかしながら、ユ

ーザーグループとしての活動に限界を

感じ、BSD系のKAMEプロジェクト＊10

の開発形態を参考にしてUSAG I

（ UniverSAl playGround for Ipv6）

プロジェクト＊11を開始したのです。

昨年、このプロジェクトがさまざま

なメーリングリストを通じて開発者を

募集しました。その結果、基本的にフ

ルタイムでIPv6に情熱を注げる人をコ

アメンバーに、仕事の関係で難しい方

にもプロジェクトメンバーとなってい

ただき、前者はカーネルおよびライブ

ラリを、後者はおもにアプリケーショ

ンのIPv6対応や、各ディストリビュー

ションへのフィードバックを進めてい

ます。

■

■USAGIで何が良くなるの？

■

では、このプロジェクトはいったい

Linuxの何を改善するというのでしょ

うか。「そもそもLinuxのIPv6対応っ

て、本当にあなたが言うほど悪いの？」

と疑問に思われる方もいらっしゃるで

しょう。ということで、次のページを

ご覧ください。

h t t p : / / w w w . l i n u x - i p v 6 . o r g /

tahitest/summary-index.html

これは、IPv6の実装を高品質なもの

にするために活動しているTAHIプロ

ジェクト＊12の協力を得て、どれだけ正

しく仕様に沿っているかを、オリジナ

ルのカーネルとUSAGIプロジェクトで

改良を加えたものとで比較したもので

す。すべてはこれが物語っていると思

います。

■

■USAGIを走らせる

■

次に実際にUSAGIを使ってLinuxを

IPv6化してみましょう。えっ？　IPv4

が使えなくなると困るから嫌だって？

大丈夫です。すべてのネットワークが

一気にIPv6に移行すると考えるのは現

実的ではありません。そこで、IPv4と

IPv6が共存できるように、移行時期に

はIPv6を話すノードはIPv4も話せなく

ちゃダメ、ということになっています。

ですので、手持ちのLinuxをIPv6に対

応にさせたからといって、IPv4が話せ

なくなるわけではありません。また、

家庭内LANでIPv6を使う際に、特別

な機材も必要ありません。普通のハブ

が使えます。これは同じLAN上に、

AppleTalkやIPX、それにIPv4など、

異なるプロトコルが共存できているこ

とを考えれば、不思議なことではない

でしょう。共存できない特殊なハブも

ないわけではありませんが、ふだんお

使いのハブやスイッチングハブでは、

まずそんなことはないでしょう。

さて、USAGIプロジェクトの成果は、

カーネル＋ライブラリ＋アプリケーシ

ョンをすべて1つの圧縮ファイルにまと

めて配布されています（圧縮されては

いますが、ファイルサイズが大きいの

で気合いを入れて落としてください）。

立ち読みをせず、ちゃんとこの雑誌を

買ってくれた人は、本誌の付録CD-

ROMにひととおり収録されていますの

で、そちらをどうぞ。一度USAGI kit

を手に入れれば、CVSを利用して常に

最新のUSAGI kitへと更新できますの

で、ぜひそちらもお試しください。

このUSAGI kitは、USAGIプロジェ

クトのFTPサーバからも手に入れるこ

とができます。

ftp://ftp.linux-ipv6.org/pub/

usagi/snap/kit/

こちらには、カーネル2.2.x系とカー
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＊9 NATは簡易ファイアウォール代わりになる
という人もいます。が、それを鵜のみにして、そ
れを目的にNATを導入することは、お奨めできま
せん。セキュリティがほしいのであれば、ネット
ワーク管理者は必ずセキュリティポリシーを定め、
それを満足する技術を導入すべきです。
＊10 KAMEプロジェクトとは知る人ぞ知る、
IPv6では有名なプロジェクトです。このプロジェ
クトでは、すべてのIPv6の実装の参照コードとな
るべく精力的に活動し、BSD系のOSにIPv6のス
タックを提供しています。詳細はhttp:/ /www.
kame.net/をご覧ください。
＊11 KAMEに対してUSAGIとは、ちょっと不吉
な名前じゃないかって？　一番にゴールできなく
てもいいんです。遅れても着実にゴールすること
が一番大切なことだとは思いませんか？ :-）
＊12 TAHIプロジェクトの詳細については、
http://www.tahi.org/をご覧ください。

USAGIを走らせる

USAGIプロジェクトの誕生

USAGIで何が良くなるの？



ネル2.4.x系が用意されています。カー

ネル2 . 4 . x 系 を使 用 する際 には、

modutilsなどのバージョンアップが必

要となる場合がありますので、ご注意

ください。

カーネル2.2.x系：

usagi-20010402-linux22.tar.bz2

カーネル2.4.x系：

usagi-20010402-linux24.tar.bz2

次に落としてきたファイルを展開し

ます。ディスクに十分な空き容量があ

ることを確認しておいてください。ソ

ースの展開とコンパイルに必要なディ

スク容量は180Mバイトを超えます。

$ bzip2 -cd usagi-2001XXXX.tar.bz2

| tar xvf -

$ cd usagi

$ make prepare

最後のmake prepareは忘れずに実

行してください。実行しないとコンパ

イルできません。次にカーネルのコン

パイルです。ディストリビューション

によっては独自のパッチがカーネルに

当てられていることがありますので、

ご注意ください。場合によっては独自

パッチを当てないと起動できないもの

もあるようです（ReiserFSなど）。

$ cd kernel

$ cd linux22 （カーネル2.4系なら“cd

linux24”）

$ make mrproper

$ make menuconfig

ここで、カーネルのオプションを選

択します。“make xconfig”のほうが

慣れているかもしれませんが、このあ

たりは各自の好みで。カーネルをIPv6

に対応させるには、すくなくとも画面1

のa）に挙げた2つの項目をチェックす

る必要があります。

さらに、USAGIでの新機能を試した

い場合の推奨コンフィグは、リスト1の

b）のとおりです。ちなみにこれはカー

ネル2.2.xの場合です。カーネル2.4.xを

お使いの場合は、同じく展開されたデ

ィレクトリ内の、doc/CONFIG.linux24

をご覧ください。

いよいよコンパイル＆インストール

です。

$ make dep

$ make bzImage

$ make modules

$ su

# make install; make modules_install

あとはいつものとおり、ブートロー

ダにliloを使っている方は/etc/lilo.conf

を編集したあと、/sbin/liloを実行すれ

ば、OKです。では新しいカーネルを立

ち上げてみましょう。無事に立ち上が

りましたか？　さっそくIPv6のアドレ

スがついているかどうか確認してみま

しょう。

$ /sbin/ifconfig -a

この結果を画面2に用意しましたが、

この行の意味はなんなんだ？　と思わ

れる方がほとんどではないでしょうか。

ここで、簡単に説明することにしまし

ょう。この行の真ん中に位置する16進

数の並びが、今までお話ししていた

IPv6アドレスなのです。

IPv4のアドレスは、10進数で表した

数字を“.”で区切って、たとえば

“192.168.0.1”のように表記してきまし

た。IPv6ではアドレスが128ビットと

長いこともあり、次のように16ビット

ごとに“：”で区切って表記します。

xxxx:xxxx:xxxx:xxxx:xxxx:xxxx:xxxx:

xxxx （xは16進数）

では、さきほどの例を見ましょう。

fe80::2d0:b7ff:fea0:beea

ん？　なんだか短いですね。Linux

のバグ……ではありません。IPv6では、

連続する0を1カ所だけ“：：”を使っ

て省略できます。ですので、上記の例

を“：：”を使わず書くと、

fe80:0000:0000:0000:2d0:b7ff:fea0:beea

となります。えっ？　“2d0”って
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画面1 選択するカーネルオプション

a)これは必須
Code maturity level options  ---> 

[*] Prompt for development and/or incomplete code/drivers  

Networking options  --->

<*>   The IPv6 protocol (EXPERIMENTAL)

b)推奨するオプション
Networking options  --->

[*]     IPv6: Loose scope_id

[*]     IPv6: drop packets with fake ipv4-mapped address(es)  

[*]     IPv6: ignore too small Valid Lifetime for Address

Autoconfiguration

[*]     IPv6: allow default route when forwarding is enabled



桁が足りないんじゃないかって？　目

ざといですね。ご指摘のとおり、4桁の

なかで最初に0がきた場合は、0が省略

できます。ですので、いっさい省略せ

ずに書くと……

fe80:0000:0000:0000:02d0:b7ff:fea0:beea

だいぶ長くなりましたね。逆にいえ

ば、IPv6では長すぎるアドレスをいか

に省略して書くかに心を砕いているこ

とがわかります。では、次の場合はど

う省略できるのでしょうか？

xxxx:0000:0000:0000:xxx0:0000:0000:000x

答は、

xxxx::xxx0:0:0:x

または、

xxxx:0:0:0:xxx0::x 

です（前者のほうが短くていいですね）。

xxxx::xxx0::x

じゃないのか？　と思われる方もいら

っしゃるでしょうが、2カ所で“：：”

を使ってしまうと、それぞれの“：：”

にどれだけの0が連続していたかが、判

別できなくなってしまいます。

みなさんのマシンにも“inet6 addr”

の項目は表示されましたか？　もし表

示されていたら、おめでとうございま

す！　これであなたのLinux Boxも

IPv6対応となりました。もし表示され

なかったら、本当に新しく作り直した

カーネルが立ち上がったのかどうか確

かめたり、ifconfigのバージョンアップ

を試してみてください。

■

■アプリもね

■

と、せっかくカーネルがIPv6化して

も、このままではなにもできません。

アプリケーションもIPv6に対応させた

ものを入れる必要があります。しかし

ご安心を。USAGI kitには、表1に挙

げたIPv6化したアプリケーションも一

緒についてきます。次のステップとし

て、このIPv6対応アプリケーションを

インストールしてみましょう。

$ cd usagi/usagi

$ ./configure

$ make

$ su

# make install

簡単ですね？ デフォルトではすべて

/usr/local/v6以下にインストールされ

るようになっています。自分自身に

pingを打ってみましょう。画面3のよ

うに表示されていれば成功です。ほか

にもいろいろと試してみてください。

■

■IPv6ネットワークへつないでみよう！

■

せっかくカーネルもアプリケーショ

ンもIPv6に対応させたんだから、次に、

実際にIPv6ネットワークへと接続して

みましょう。最近はいくつかのISPが

IPv6の接続サービスを提供していま

す。とはいえ、現状ではダイヤルアッ

プでのIPv6接続サービスを提供してい

るISPはほとんどなく、専用線接続が

主です。さすがにそれは敷居が高いの

で、別の手段を検討しましょう。その

手段とはトンネルによる接続です。ど

ういうものかというと、IPv6のパケッ

トをIPv4パケットで包んで配送すると

いう方法です。

トンネルというだけあって、その両

端にIPv6パケットをIPv4パケットでカ

プセル化する端末が必要となります

（図8）。IPv6パケットはトンネルの始

点でカプセル化され、トンネルの終点

で再びIPv6パケットへと戻されます。

一般ユーザーに、このトンネルサービ

スを提供してくれる対向側の端末を、

トンネルブローカと呼びます。私たち

は、このトンネルブローカとトンネル

を張ることによって、IPv4の接続先を
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画面2 ifconfigでネットワーク情報を見る

$ /sbin/ifconfig -a

eth0      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:D0:B7:A0:BE:EA  

inet addr:192.168.0.1  Bcast:192.168.1.255

Mask:255.255.255.0

inet6 addr: fe80::2d0:b7ff:fea0:beea/10 Scope:Link

UP BROADCAST NOTRAILERS RUNNING MULTICAST  MTU:1500

Metric:1

RX packets:4575 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0

TX packets:3275 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0

collisions:496 txqueuelen:100 

Interrupt:9 

finger、fingerd

ftp、ftpd

inetd

ping6

radvd

rcp、rexec、rexecd

rlogin、rlogind

rsh、rshd

rwhod

talk、talkd

telnet、telnetd

tftp、tfptd

tracepath6、traceroute6

write、writed

v6p

表1 IPv6対応アプリケーション

IPv6ネットワークへ
つないでみよう！

アプリもね



介してIPv6ネットワークに接続するこ

とができます。しかし、日本のISPで

もトンネルによる接続を提供するとこ

ろは増えていますが、固定のグローバ

ルIPv4アドレスを必要とすることがほ

とんどです。ダイヤルアップによる接

続では固定IPアドレスを割り振られる

ことは少ないので、これらのサービス

を受けるのもまた現状では難しいとい

えます。結局あきらめるしかないので

しょうか？　あきらめるのはまだ早す

ぎます。実は、FreeNet6というサイト

がフリーで6boneと呼ばれるIPv6実験

ネットワークへのトンネルによる接続

サービスを提供しています。

http://www.freenet6.net/

さっそく試してみましょう。ここか

ら［Get your own IPv6 tunnel］をク

リック、次にLinux Debian GNUから

［Registration Form］へと進んでくだ

さい。Red Hatなどを使っている方も

同様です。次に簡単なフォームを埋め、

［Submit］を押すと、トンネルを張る

ための設定が書かれたPerlスクリプト

がダウンロードされます。Debianをお

使いの方は、これを実行するだけで

IPv6ネットワークへのトンネルが張ら

れます。ほかのディストリビューショ

ンを使っている人も、このスクリプト

を参考にすれば、比較的容易にトンネ

ルを張ることができるでしょう。

どうでしょうか、ちゃんと設定でき

ましたか？　おめでとうございます。

これでIPv6ネットワークに接続されま

した！　しかし、本当に接続されたの

かよくわかりませんね。実際になにか

アプリケーションを動かして確かめて

みましょう。ブラウザはNetscape6を

お使いでしょうか？　このブラウザは

IPv6に対応しているのです。このブラ

ウザを使って、先ほど紹介したKAME

プロジェクトのサイトへアクセスして

みてください。

http://www.kame.net/

実はこのサイトには仕掛けがしてあ

って、IPv4を使ってアクセスしてきた

ときとIPv6でアクセスしたときとでは、

マスコットのカメに変化があります。

いったいどんな変化があるのか？　実

際にアクセスして、自分の目で確認し

てみてください。残念ながら、USAGI

プロジェクトのサイト（http://www.

linux-ipv6.org/）にはこういった仕掛

けはありません。USAGIプロジェクト

のマスコットが決まったら、ぜひなん

らかの仕掛けを作ってみたいですね。

■

■最後に

■

IPv6の基礎となるアドレス体系の話

などは、あえて大きく取り扱わず、ざ

っと、「IPv6ってこんなもんなんだよ」

という話をしました。実際に活用して

いくうえで必要な基礎知識は、回をあ

らためてまたお話するので、ちょっと

お待ちください。それでも、少しでも

IPv6に興味を持っていただくきっかけ

になれば幸いです。といった感じで、

長々と書いてきましたが、結局我々

Linuxユーザーに必要なのは、こんな

話ではなく、次の一言なのかもしれま

せん。「IPv6って新しい技術があるん

だけど、使いたくならない？」

新技術＝正義

なのです？！

では、次なる展開を見せるインター

ネットの海へと、みんなで飛び込んで

ゆくことにしましょう！　もちろん

Linuxと一緒にね :-）
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$ /usr/local/bin/ping6 -c 2 ff02::1%eth0

PING ip6-allnodes(ff02::1%eth0) from fe80::2d0:b7ff:fea0:beea%eth0 :

56 data bytes

64 bytes from ::1: icmp_seq=0 hops=64 time=65.000 usec

64 bytes from ::1: icmp_seq=1 hops=64 time=20.000 usec

図8 トンネル接続とトンネルブローカ

 IPv4 
ネットワーク 

 IPv6 
ネットワーク 

IPv6パケット 

 IPv4/IPv6ホスト 

IPv4 
ヘッダ IPv6パケット 

この図ではホストとルータ間でトンネルが張られているが、ほかに
もホスト間やルータ間で張られることもある。 

トンネル 

ルータ 

トンネルブローカ 

最後に





前回は、「tvmaster」スクリプトを中心とした録画予約の

しくみを完成させ、Webを使った簡単なユーザーインターフ

ェイスを追加してみた。できるだけ単純な構成にしてあるの

で、さまざまな機能を追加することが、比較的簡単にできる

のがわかってもらえただろうか。

前回の予告では、今回はキャプチャするビデオデータを圧

縮して、より高画質の録画データを大量にキャプチャできる

ようにする予定だったが、圧縮用のツールの選定やインスト

ールの方法を絞りきることができなかったため、やむなく、

予定を変更させていただく。

いいわけがてら、ビデオ圧縮ツールの現状を簡単に述べた

いと思う。本連載のテレビ録画システムでは、「mp1e」とい

うビデオデータ圧縮ツールを使うつもりでいる。このツール

は、bttvドライバから直接キャプチャデータ（非圧縮）を受

け取って、それをリアルタイムにMPEG-1形式に圧縮する。

bttvドライバやVideo 4 Linuxとは密接な関係を持ち、これ

らのドライバ類を直接制御するので、ドライバのバージョン

の違いに、かなり敏感である。

最新版のmp1e（バージョン1.8.1）は、カーネル2.2系にバ

ンドルされている古いbttvドライバでは動作しない。また、

bttvドライバを最新のものに取り替えようとすると、今度は、

カーネル2.3以降が必要になる。ところが、原稿執筆時点で流

通しているLinuxディストリビューションは、一部ベータ版

を除いて、カーネル2.2系のものがほとんどだ。

カーネルのバージョンアップそのものは、本誌でもたびた

び掲載されているように、それほど難しい作業ではない。し

かし、実際にカーネルをバージョンアップしてみると、さま

ざまなコマンド類やドライバ類との「相性」の問題が生じて、

システム全体の安定性が著しく落ちることになる。特に、最

近の「肥大化」したディストリビューションでは、このよう

な問題がよく起こるので、「新カーネルにも完全対応！」と

明記されているディストリビューションを除くと、仕事に使

っているような実用Linuxマシンにおいて、素人がカーネル

のバージョンアップを行うのは、事実上不可能といってよい

だろう。

本連載のテレビ録画システムは「シンプルであること」を

至上の課題にしているので、カーネルのバージョンアップと

いうやっかいな作業は、できれば避けたい。また、カーネル

2.4を搭載したディストリビューションの登場も近いので、ビ

デオ圧縮については、カーネル2.4搭載の各ディストリビュー

ションの動向がはっきりしてから、改めて挑戦することにし

たい。
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Linuxでテレビ録画に挑戦！

1万円で作るテレビ自動録画サーバ
第3回　電子番組表を使ったメール録画予約

短期集中連載

今回は予定を変更して、電子メールを利用した遠隔地からの録画予約

に挑戦する。テレビ録画機能付きのWindows PCで利用できる「電子

番組表」を、Linuxマシンでも使えるようにするのだ。利用するのは

「ON TV JAPAN」（http://www.ontvjapan.com/）の電子番組表

だ。これに対応すれば、iモード携帯電話からの録画予約もできるよう

になる。

文：竹田善太郎
Text : Zentaro Takeda



■

■電子番組表とは？

■

最近の「機能てんこ盛り」の家電系メーカー製デスクトッ

プPCでは、「電子番組表」を使ってテレビの録画予約が簡単

にできることを売り文句にしている製品が多い。白状すると、

このような「イロモノPC」にはまったく興味がなかったの

で、店頭でもまるっきり無視していたし、ましてや購入した

ことなどない。このため、電子番組表がどのような使い心地

なのか、実用に耐えるのかどうかはわからなかったのだが、

要するに、PCの画面上にテレビの番組表を表示して、その上

で録画したい番組名をクリックすると、自動的に録画予約が

完成するというものらしい。

番組表そのものは、電子化された番組データをダウンロー

ドして、PC上の専用プログラムに読み込ませて表示するも

の、あるいはWebサーバ上に番組データを用意して、PCの

Webブラウザで表示できるようにするもの、などの方式が考

えられるが、最近ではWebブラウザで表示できる番組表が主

流になっているようだ。このような、パソコンで扱えるテレ

ビの番組表のことを「電子番組表」や「EPG（Electronic

Program Guide）」などと総称している。

このような電子番組表は、現在ではいくつかの会社が提供

している。ユーザーの視聴環境（地上波放送、CATV、衛星

放送）の違いや、ユーザーの好み（好きな番組のジャンルな

ど）に合わせて、カスタマイズされた番組表を表示できるよ

うにするなど、各社でさまざまなサービスの工夫をしている。

その中で、今回利用するのが、イサオが運営するインターネ

ット電子番組表サービス「ON TV JAPAN」（画面1）だ。

ON TV JAPANでは、Webページとして表示された番組

表から「iEPG」形式の予約データをローカルマシンにダウン

ロードしたり、「ネットリモコン」形式の予約データをあらか

じめ登録したアドレス宛てに電子メールで送信したりするこ

とで、PCのテレビ録画予約を行えるようになっている（画面

2）。iモード携帯電話からの予約も可能なので（画面3）、外

出先でも手軽に録画予約ができるようになる。

電子番組表の形式としては、日本ではiEPGのほかに

「ADAMS-EPG」という方式も使われているが、こちらは

「地上波データ放送」の仕組みを使って、番組表のデータそ

のものをPCにダウンロードするものなので、Linuxで利用す
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電子番組表とは？

画面1 ON TV JAPAN
のホームページ
（http://www.ontvjapan
.com/）

画面2 「MAIL予約」
は電子番組表から直接で
きる

画面3 iモード携帯電話機からの「MAIL
予約」



るのはかなり難しい。

■

■メール予約のしくみ

■

前述したように、ON TV JAPANで予約データをメール

送信すると、ネットリモコン形式の予約データを含むメール

が、指定されたアドレス宛てに送信される。このメールをPC

で受信して、予約データの内容を解析することで、外部から

PCのテレビ予約ができるようになるのだ（図1）。ちなみに、

「ネットリモコン」とはテレビ朝日データが提唱しているリモ

ート予約メールの形式で、iEPG、ADAMS-EPGの両方の電

子番組表で共通に利用されている。

ネットリモコン形式の予約メールは、図2のような内容に

なっている。このメールの中で重要なのは、「open …」で

始まる1行で、ここに録画するチャンネル、開始時刻、終了

時刻、日付などの情報が含まれている。このメールをLinux

マシンで定期的に受信し、内容を解析して前回作成した

tvtimerスクリプトを呼び出せば、メールを介したリモート予

約ができるわけだ。

●予約メールの内容

ここで、ネットリモコン形式の予約メールの内容を、もう

すこし詳しく見てみよう。

予約データの内容は、図3のようになっている。openとい

う単語に続いて、ユーザーがあらかじめ指定するパスコード

（パスワード）が続く。次に「tv」という単語と「SC」で始

まる4桁の数字が続く。この「SCxxxx」は、選択した放送局

を示すコードのようだ。続いて、4桁の数字で録画開始時刻、

同じく4桁の数字で録画終了時刻、最後にこれも4桁の数字で

録画する月日のデータが続いている。

時刻などのデータについては、すべて24時間制の数字でそ

のまま埋め込まれているので、Linuxで処理するのは簡単に

できそうである。本記事の自動録画システムでは、録画終了

時刻ではなく、録画の継続時間を分単位で指定しているが、

この計算もごく簡単な数式でできるので問題はない。

唯一問題になりそうなのは、チャンネルを指定する部分だ。

「SCxxxx」という放送局識別コードには、単純なチャンネル

番号が割り当てられているわけではない。これは、ON TV

JAPANサービスが地域を限定したサービスではなく、全国
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iモード携帯電話機など 

電子番組表サーバ 
（Webサーバ） 

TV録画機能付き 
パソコン 

プロバイダの 
メールサーバ 

①番組の予約操作 

③予約メール受信 

②予約メール発信 

図1 メール予約のしくみ
ON TV JAPANの場合、電子番組表はWebサーバ上に存在する。メール予約の操作をすると、予約情報が含まれたメールが指定されたメールアドレス（すなわちプロバイダのメール
サーバ）に発信される。このメールを録画するパソコンで受信して、録画予約が完了するのだ。

メール予約のしくみ



で利用できるサービスになっていることと関係している。地

域が変われば受信できる放送局も変わるし、割り当てられて

いるチャンネルも当然変わる。放送局名とチャンネル番号を

単純に1対1に結びつけることはできないのだ。

ON TV JAPANを利用する場合、まず最初に自分が住ん

でいる地域や視聴環境を登録する。これに合わせて、Webペ

ージ上で表示される番組表の内容が変わり、メール予約に埋

め込まれる放送局識別コードも変わってくるのだ。

結局、どの放送局識別コードがどの放送局に対応している

かは、実際に予約メールを自分のメールアカウント宛てに送

ってみて、ひとつずつ調べるのが確実なようだ。

■

■システム構成を考える

■

メール予約の概要がわかったところで、システムの構成を

考えてみる。まず、テレビ録画マシン（Linuxマシン）で外

部からのメールを、常時受信できるようにしなければならな

い。しかし、個人が自宅などで使っている環境では、自分の

Linuxマシンをメールサーバにするのは現実的ではない。た

とえ「フレッツ」シリーズやADSLなどの（疑似）常時接続

環境を使っているとしても、グローバルIPアドレスが使えな

かったり、セキュリティ上の不安があったりして、自分専用

のメールサーバを立ち上げられないことも多い。なにより、

正式に自前のメールサーバを立ち上げるには、自分専用のド

メイン名とIPアドレスを取得して、DNSサーバを立ち上げな

ければならない。そこまで個人でやるのには、かなりの暇と

手間とお金と知識が必要になるだろう。

●fetchmail

Linuxには、常時接続の環境でなくても、外部のメールサ

ーバに届いた個人宛てのメールを定期的にローカルのLinux

マシンに「転送」してくれる便利なツールがある。それが

「fetchmail」である。fetchmailは、接続先のメールサーバ

（通常はインターネットプロバイダのメールサーバ）とメール

読み出し用のパスワードなどを設定ファイルに記述しておけ

ば、そのメールサーバに接続して到着しているメールを定期

的に読み出し、それをLinuxマシンのローカルのアカウント

へ転送してくれる。最近のLinuxディストリビューションの
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open tuxlinux tv SC0013 1300 1345 0412

大学の窓[再]

このメールは http://www.ontvjapan.com/ で行っている録画予約メール 

サービスです。 

ユーザアカウント 〓〓〓 であなたのメールアドレスが登録されています。 

登録した覚えがない場合は、大変お手数ですが webmaster@ontvjapan.com 

までメールでご連絡ください。 

番組名 

注意書き 
メッセージ 

録画予約情報 

終了時刻 日付 パスコード 放送局識別コード 
 

open tuxlinux tv SC0013 1300 1345 0412
開始時刻 

図2 「ネットリモコン」形式の予約メールの例
メール予約を行うと、このような内容のメールが指定されたメールアドレスに送られる。

図3 予約データの詳細構造
予約メール中の予約データは、このような簡単な構成になっている。ただし、将来の機能拡張で、コマンドの構造などが変わる可能性があるかもしれない。

システム構成を考える



大半は、fetchmailが標準でインストールされているはずだ。

フレッツなどの常時接続環境ならばむろんのこと、ダイヤ

ルアップルータを使っている場合や、Linuxの各種PPPツー

ルで自動ダイヤルアップできるような設定にしている場合な

ら、fetchmailの設定ファイルを作成するだけで、プロバイダ

のメールサーバに届いたメールを定期的にチェックできるよ

うになる。ただし、本記事ではPPPで自動ダイヤルアップを

行う方法などには触れないので、本誌の関連記事や関連書籍

を参考に、自力で設定してほしい。

fetchmailで受信したメールはすべて、前回作成した

「tvmaster」ユーザー宛てに転送する。このため、通常利用

しているメールアカウントと予約メール用のアカウントを共

用するのはお勧めできない。現在、多くのプロバイダでは、

メールアカウントの追加を比較的安価な料金でできるように

なっているので、このようなサービスを利用して、メール予

約専用のメールアカウントを作成したほうがよいだろう。た

だし、特定のアドレス宛てに届いたメールを別のアドレスに

転送するだけの「メール転送サービス」や、「Yahoo！メー

ル」のようにWebブラウザ上でしかメールの閲覧ができない

ようなメールアカウントサービスでは、fetchmailによるメー

ルの読み出しはできない。いわゆる「無料」のメールアカウ

ントには、このような形態のサービスが多いので注意するこ

と。

●procmail

tvmaster宛に転送されたメールは、その内容を読み出して

スクリプトで処理することになる。このような処理にうって

つけなツールが「procmail」である。procmailもfetchmail

同様、ほとんどのLinuxディストリビューションで、標準で

インストールされるようになっている。
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fetchmailコマンド 

procmailコマンド 
 

tvmailスクリプト 
 

tvcaptureスクリプト 

tvmasterスクリプト 

予約メール 
 

①メールの取り込み 

②スクリプトの起動 

⑤予約録画の実行 

⑥キャプチャの実行 

③メール内容の解析 ④予約レコードの作成 

今回作成するメール予約システム 前回までに作成した自動録画システム 

予約スプール tvtimerスクリプト 
 

図4 メール予約システムの構成図



procmailは、到着したメールを即座に読み出し、その内容

に従って、メールを別の場所に転送したり、ファイルに保存

したり、コマンドを起動してメールの内容を標準入力に渡し

たりすることができる。前掲の図3のようなテキストデータを

処理して、録画開始時刻、録画時間、チャンネル名などを

tvtimerスクリプトに渡すようなスクリプトを作成し、それを

procmailから起動できるようにすれば、メール予約の目的は

達成できる。このスクリプトを「tvmail」スクリプトと命名

することにしよう。

●システムの全体像

以上のように、fetchmail、procmail、tvmailスクリプトな

どを含めた、メール予約システムの構成図は図4のようにな

る。tvmailスクリプトからtvtimerスクリプトを呼び出してし

まえば、あとは前回作成したtvmasterの予約システムで、予

約が自動的に実行されるようになるはずだ。

■

■ON TV JAPAN側の準備

■

メール予約を行うには、まずON TV JAPANにユーザー

登録しなければならない。登録や利用にあたって、会費や利

用料が必要になることはない。登録の手順については、ここ

で は 説 明 し な い 。 ON TV JAPANの ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.ontvjapan.com/）をWebブラウザで開き、左

側のメニューにある「メンバー登録」の項目をクリックして、

あとは画面上に表示される指示に従えばよい。

唯一注意が必要なのが、メール録画に関する設定だ。メン

バー登録の途中や、トップページのメニューから「パーソナ

ル設定」を選択すると表示される画面（画面4）で、「メール

録画予約」の項目をクリックする。すると、画面5のような

ページが表示されるので、「合い言葉」のテキストボックス

に、予約メールに付加させたい「パスコード」を適当な文字

列で入力する。ここには、日本語（全角）文字も入力できる

が、文字コードの扱いなどがやっかいなので、半角の英数字

にしておいたほうがよいだろう。「送信先アドレス」の部分に

は、メール予約専用に使うメールアカウントのアドレスを入

力する。

●放送局識別コードの調査

メンバー登録や予約用メールアドレスの設定が終了したら、

自動録画システムの設定を始める前に、前述した「放送局識

別コード」の調査をしておこう。

ON TV JAPANのトップページに戻ってから、「テレビ番

組表」という項目で「パーソナルチャンネル」のラジオボタ

ンをオンにして、「GO」ボタンをクリックする。すると、個

人の視聴環境に合わせた番組表が表示される（画面6）。ここ

で、メール録画の対象にしたい放送局の適当な番組名をクリ

ックすると、画面7のように番組の詳細情報が表示され、画

面左下に「iEPG録画」、「MAIL録画予約」、「MAIL CLIP」

というボタンが表示されるはずだ。ここで「MAIL録画予約」

をクリックすると、設定されたメール録画用メールアドレス

宛てに、録画予約メールが送信される。この操作を、自動録
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画面4 ON TV JAPAN
のパーソナル設定画面

画面5 メール録画予約
の設定
「合い言葉」の部分にパ
スコードを、送信先アド
レスの部分には、メール
予約専用のメールアドレ
スを入力する。

ON TV JAPAN側の準備



画させたい放送局ごとに順次繰り返せば、各放送局に割り当

てられた放送局識別コードを含んだメールが、予約用のメー

ルアドレスに届けられることになる。

ところで、ON TV JAPANでは、すべての放送局がメー

ル予約に対応しているわけではない。たとえば東京地区の場

合、テレビ東京については番組表は表示できるものの、メー

ル予約しようとすると、画面8のように「この放送局は対応

していない」という意味のメッセージが表示され、予約メー

ルは送信されない。これについては、ユーザー側では対応の

しようがないのであきらめるしかない。

テスト用のメールの送信が終わったら、メール録画用アカ

ウントのメールサーバに接続して、メールを読み出してみる。

メールの送信順や番組名などを頼りに、どのメールがどの放

送局の予約に対応しているものなのかを割り出して、放送局

名と放送局識別コード（SCxxxx）の対応表をメモしておく。

ちなみに、東京地区のVHF地上波放送（およびUHFの「放

送大学」）の放送局識別コードは、表1のようになっている。

■

■fetchmailの設定

■

fetchmailは、大半のディストリビューションに付属してい

るようなので、ここではfetchmailそのもののインストールに

ついては説明しない。fetchmailに関しては、現在は英文の文

書しかないようだが、http://tuxedo.org/̃esr/fetchmail/を

参考にしてほしい。また、Config-HOWTO（http://www.

linux.or.jp/JF/JFdocs/Config-HOWTO-4.html）に、ごく簡

単だが日本でfetchmailについての解説がある。

fetchmailの設定は、tvmasterユーザーのホームディレク

トリ上に.fetchmailrcというファイルを作成してその内容を編

集する方法と、「fetchmailconf」という専用の設定ソフト

（X Window System上で動作する）を使う方法の2通りがあ

る。

fetchmailconfを使えば、GUI上で設定が行えるので一見便

利なようだが、いくつものウィンドウを開いたり閉じたりし

なければならないのが面倒だ（画面9）。.fetchmailrcの内容

はそれほど複雑ではないので、直接ファイルを編集したほう

が早いだろう。いずれにせよ、必要になる設定項目は以下の

とおりである。

・接続先のメールサーバのアドレス

・メールサーバがサポートするプロトコル（通常はPOP3）

・定期的にメールをチェックする場合、その間隔

・メールサーバに接続するときに必要なユーザーIDとパス

ワード

・ローカルマシンに転送する際の転送先アカウント名（こ

こではtvmaster）

Linux magazine June 2001134

Ch
al

le
ng

e

画面6 ON TV JAPAN
のパーソナル番組表
自分の視聴環境に合わせ
た番組表が表示される。
番組名をクリックすれば、
その番組の詳細が表示さ
れる。

画面7 番組名をクリッ
クした後の状態
左下のボタンをクリック
すれば、録画予約を行え
る。

画面8 メール予約に対応していない放送局の番組を予約しようとすると、このような
メッセージが表示される

fetchmailの設定



.fetchmailrcの例をリスト1にあげておく。このリスト中で、

メールサーバの名前、ユーザーID、パスワードなどの部分を、

自分の環境に合わせて書き換えればよい。また、手動でダイ

ヤルアップ接続する場合には、「set daemon 300」の行は削

除する。このように設定した場合、ダイヤルアップした後で

「fetchmail」コマンドを手動で起動して、予約メールを受け

取ることになる。

なお、.fetchmailrcには、接続先メールサーバのユーザー

IDとパスワードを「生のまま」記述することになるので、誰

かに見られるようなことがあっては大変である。このた

め、.fetchmailrcファイルは、自分以外は読み書きできない

ように設定する必要がある（誰にでも読み出しできるような

設定になっている場合、fetchmailは警告を表示して強制終了

する）。tvmasterユーザーとしてログインしている状態で、

次のようにファイルのアクセス権を設定すること。

$ su tvmaster

$ chmod 600 /home/tvmaster/.fetchmailrc

ところで、fetchmailを使用する場合、ローカルのマシン上

で「sendmail」が動いている必要がある。このsendmailは、

ローカルマシン上やリモートマシンとの間のメール転送を請

け負うプログラムなのだが、働きの割には肥大化したプログ

ラムで、特に起動時にかなりの負荷をマシンにかけることが

ある。このため、はじめからsendmailをインストールしてい

なかったり、起動しないように設定しているLinuxユーザー

も多いかもしれない。そのような場合は、改めてsendmailプ

ログラムをディストリビューションのCDからインストールし

なければならない。また、停止させている場合には、以下の

ような手順で起動するように再設定する。

$ su

# /etc/rc.d/init.d/sendmail start

sendmailの代わりに、「qmail」や「Postfix」などのより

高速で使いやすいメール転送プログラムを使うこともできる

が、これについては話が長くなるのでここでは説明しない。

個人の興味に応じて、挑戦してもらいたい。

■

■procmailの設定

■

ここまでで、ON TV JAPANから送られた予約メールは、

ローカルのLinuxマシンのtvmasterユーザー宛てに定期的に

届くようになった。つぎは、届いたメールの内容を解析する
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識別コード 放送局

SC0031 NHK総合

SC0041 NHK教育

SC0004 日本テレビ

SC0005 TBS

SC0006 フジテレビ

SC0007 テレビ朝日

SC0013 放送大学（UHF放送）

表1 （参考）東京地区のおもな地上波放送局の放送局識別コ
ード一覧

procmailの設定

画面9 fetchmailの設定を行う
fetchmailconfアプリケーション
開くウィンドウの数が多く、簡単
な設定をするだけならかえって使い
にくいかもしれない。



スクリプトを自動的に起動するための設定が必要になる。こ

の起動処理を行うのに便利なのがprocmai lだ。本来、

procmailはメールサーバに届いたメールを解析して、その宛

先に応じてローカルのメールスプールに送ったり、さらに別

のマシンに転送したりする処理を行うためのプログラムだが、

一般ユーザーが自分に届いたメールを解析して、プログラム

に処理させたり、別のメールアカウントに転送したりするの

にも利用できる。

procmailもfetchmail同様に、ほとんどのディストリビュー

ションで標準でインストールされているので、procmailのイ

ンストールそのものについては言及しない。また、これも

fetchmail同様に、ローカルマシンでsendmailが起動してい

る状態でないとprocmailは使えないので注意すること。

procmailで設定が必要になるのは、tvmasterユーザーのホ

ームディレクトリに置く次の2つのファイルだ。

・.forward

・.procmailrc

.forwardの内容をリスト2に、.procmailrcの内容をリスト

3に掲載する。どちらも「暗号」のような内容になっている

が、特に.forwardの内容については、この設定が「定番」に

なっているので、この通り変更せずにファイルを記述するこ

とをお勧めする。特に、.forwardの内容を、

| /usr/bin/procmail

のような簡単なものにしておくと、悪意を持った第三者から

いたずら目的でprocmailを誤動作させられる危険性があるの

で注意すること。

リスト3の.procmailrcでは、ON TV JAPANから届いた

メールのみを、/usr/local/bin/tvmailというスクリプトの標

準入力に渡すように設定している。その他のメールについて

はいっさい無視するようになっているが、ここにさらに自分

で記述を追加することで、予約メール以外のメールを別のア

カウントに転送したり、ファイルに保存したりするようにも

できる。procmailのオンラインマニュアルなどを参考に、各

自で挑戦してみてほしい。

ところで、p r o cm a i l を正しく動作させるために

は、.forwardと/home/tvmasterディレクトリのアクセス権

を適正に設定しておかなければならない。

まず.forwardだが、第三者の書き込みができないようにす

るのは当然のことだが、第三者からの「読み出し」は可能に

なっていないとうまく動かない。このため、tvmasterユーザ

ーとしてログインしている状態で、次のように設定する。

$ chmod 644 /home/tvmaster/.forward

一方、/home/tvmasterディレクトリが、同一グループの

第三者を含めて、第三者が書き込み可能な状態になっている

と、procmailは動作しないようになっている。このため、同

じくtvmasterユーザーとしてログインしている状態で、次の

ように設定する。

$ chmod 755 /home/tvmaster

tvmasterユーザーのホームディレクトリには、録画済みフ

ァイルや予約ファイルなどがあるため、最低限読み出しアク

セスとディレクトリへの移動（実行属性）がついていないと

不便なので、上のように設定している。

ちなみに、もうひとつの設定ファイルである.procmailrcに

ついては、アクセス権の設定に関する制限は特にないようだ

が、念のため、第三者が書き換えられるような設定にはして
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▼リスト1 /home/tvmaster/.fetchmailrcの例

set postmaster "tvmaster"

set nobouncemail

set properties ""

set daemon 300

poll 〓〓〓.〓〓〓.ne.jp with proto POP3

user 〓〓〓 there with password 〓〓〓 is tvmaster

here warnings 3600

antispam 571 550 501 554

▼リスト2 /home/tvmaster/.forwardの内容

"| IFS=' '&&p=/usr/bin/procmail&&test -f $p&&exec $p -f-

||exit 75#hoge"

「〓〓〓」の部分を、各自が利用しているメールサーバ名、メールアカウント名、パス
ワードに置き換える。また、作成後に「chmod 400 /home/tvmaster/.fetchmailrc」を実
行して、他人に中身を読まれないようにすること。

ファイル作成後「chmod 644 /home/tvmaster/.forward」を実行して、第三者からの読
み出しができるように設定する。末尾の「#hoge」というコメント文字列は、クラッキ
ング対策として必要なものなので、省略しないこと（#以降の文字列はなんでもよい）。

▼リスト3 /home/tvmaster/.procmailrcの内容

:0

* ^From:.*admin@ontvweb

| /usr/local/bin/tvmail

予約メール以外のメールを保存するなどの処理を追加したい場合は、このファイルにさ
らに記述を追加すればよい。



おかないほうがよいだろう。

$ chmod 644 /home/tvmaster/.procmailrc

以上の設定が済んだら、念のため、tvmasterユーザー宛て

にメールを送ってみて、エラーにならないかどうかテストし

てみよう。tvmaster以外のユーザーとしてログインしている

状態で、次のコマンドを実行してみる。

$ mail tvmaster

Subject: test［リターンキーを押す］

this is test［Ctrl-Dを押す］

Cc: ［リターンキーを押す］

$

もし、procmailによるメールの処理がうまくできないと、

エラーメールが自分宛てに返ってくるはずである。特に、

/home/tvmasterディレクトリや.forwardファイルのアクセ

ス権設定が間違っていると、

Address <tvmaster@localhost> is unsafe for mailing to

programs

というように、このアドレスは「安全でない」というような

意味のエラーメールが返ってくることになる。

メールの配送と処理の下準備はできたので、いよいよ核心

部分のメール解析処理を行うスクリプトを作成しよう。

■

■メール処理スクリプトの作成

■

メールを処理するPerlスクリプト「/usr/local/bin/tvmail」

の内容は、リスト4の通りである（付録CD-ROMに収録）。

核心部分といいながらずいぶん短いスクリプトなので、拍子

抜けした読者がおられるかもしれない。

スクリプトの前半部分では、%channelcodeという連想配

列に、ON TV JAPANから送られてくる放送局識別コード

と、xawtvで使っている放送局名（前回、前々回に説明した、

̃/.xawtvファイルで定義しているチャンネル名）の対応表を

設定している。また、$passcodeという変数には、ON TV

JAPANのユーザー設定時に決めたパスコードを設定する。

あとは、簡単な日付計算や時間の計算をして、/usr/local/

bin/tvtimerスクリプトを呼び出しているだけだ。処理はかな
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▼リスト4 /usr/local/bin/tvmail

#!/usr/bin/perl
#
# tvmail : process iEPG mail and invoke tvtimer script
#
# copyright (c) 2001 by Zentaro Takeda
#
# only for personal use

%sctable =
("SC0031" => "NHK",
"SC0041" => "NHK-EDU",
"SC0004" => "NTV",
"SC0005" => "TBS",
"SC0006" => "FUJI-TV",
"SC0007" => "TV-ASAHI",
"SC0013" => "U-AIR");

$passcode = "tuxlinux";

while (<>) {
if ($_ =~ /^open $passcode/) {

@lwords=split(/ /,$_);
$channelcode=$lwords[3];
$channelcode =~ s/\s//g;
$channelcode = $sctable{$channelcode};
$starttime=$lwords[4];
$starttime =~ s/\s//g;
$endtime=$lwords[5];
$endtime =~ s/\s//g;
$startdate=$lwords[6];
$startdate =~ s/\s//g;

}
}
#

$start_hour=substr("$starttime",0,2);
$start_minute=substr("$starttime",2,2);
#
$end_hour=substr("$endtime",0,2);
$end_minute=substr("$endtime",2,2);
#
$start_month=substr("$startdate",0,2);
$start_day=substr("$startdate",2,2);

if ((0 + $start_hour)>(0+$end_hour)){
$end_hour=$end_hour+24;

}

$rec_length = ($end_hour - $start_hour) * 60 +
$end_minute - $start_minute;

($sec, $min, $hour, $mday, $mon, $year, $wday, $yday,
$isdst) = localtime();

$year = $year + 1900; # Y2K
$mon = $mon + 1;

if ($mon > $start_month){
$start_year=$year + 1;

} else {
$start_year=$year;

};

$start_date=substr("0000$start_year",-
4).substr("00$start_month",-2).

substr("00$start_day",-2);

$commandline = "tvtimer -c $channelcode -d $start_date -
s $starttime -l $rec_length -r 0 -p MAIL";

exec $commandline;

メール処理スクリプトの作成



り簡略化しているが、日をまたがった予約（夜中の23時過ぎ

に始まって、深夜の0時以降に終了するような番組）にも対

応している。また、ON TV JAPANの予約メールには「年

号」の情報が入っていないのだが、年をまたがった予約（来

年の番組）もできるようにしておいた。ただし、2年先の番

組の予約はできないが、そのような予約をすることはまずな

いだろう。

過去の番組を予約しても、そのまま処理されて、予約レコ

ードがスプールに作られるが、これはtvmasterスクリプトが

検出して自動的に排除してくれるので、tvmailスクリプト内

では特にチェックしないことにした。

●テストしてみる

tvmailスクリプトを作成したら、次のように実行可能属性

をつけておく。

$ su

# chmod +x-w /usr/local/bin/tvmail

つぎに、いきなりON TV JAPANから予約してみてもよ

いのだが、リスト5のようなテスト用のダミーデータを作って

みて、これをtvmailスクリプトに読み込ませてみる。

$ cat dummy.txt | /usr/local/bin/tvmail

/home/tvmaster/spoolディレクトリを調べて、テスト用

の予約レコードができていれば、tvmailスクリプトは問題な

く動くことになる。

$ ls /home/tvmaster/spool

MAIL_NTV_200104211000_60_0.tvr

不要なら、この予約レコードは削除しておく。

ちなみに、今回のシステムでは、メール予約した番組の

「番組名」は、すべて「MAIL」という文字列になるように

している。ON TV JAPANのメール予約では、番組名など

の情報もメールで送られてくるのだが、Linux上での日本語

文字列の扱いに自信がないので、予約ファイルなどへの反映

はいっさいしていない。現在、「予約レコード」のファイル

の中身は空のままなので、あるいは番組名などの情報をファ

イルの中身として保存してみてもいいかもしれない。これに

ついては、今後の課題としたい。

■

■運用開始

■

すべての設定ファイルやスクリプトの準備が済んだら、ON

TV JAPANの電子番組表から、適当な番組を選んで

「MAIL予約」してみる。次に、tvmasterユーザーとしてロ

グインしている状態で、fetchmailを起動する。

$ fetchmail

設定に間違いがなければ、なにも表示されないでコマンド

ラインプロンプトに戻るはずだ。しばらく待ってみてから、

/home/tvmaster/spoolディレクトリを調べて、先ほど予約

した番組に相当する予約レコードファイルができていれば、

予約は成功である。

fetchmailプログラムは、前掲のリスト1のような設定をし

ている場合、いったん起動するとそのままデーモンプログラ

ムとして常駐して、指定した間隔で定期的にメールを読み出

すようになっている。この処理は、tvmasterユーザーがログ

アウトしても、そのまま継続される。ただし、マシンをリブ

ートしたりシャットダウンしたりすると、次にシステムが起

動してもfetchmailは起動しない。改めて、tvmasterユーザ

ーとしてログインして、fetchmailを手動で起動しなければな

らない。

これでは面倒ということであれば、次のような行を

/etc/rc.d/rc.localファイルの末尾に追加してみるとよいだろ

う。

(su tvmaster; fetchmail)

ただし、このような記述がすべてのディストリビューショ

ンで有効かどうかはわからない。場合によっては、fetchmail

をデーモンモードで動かすのはあきらめて、tvmasterユーザ

ーのcrontabを編集して、定期的にfetchmailを起動するよう

にしたほうがよいかもしれない。

次回は、懸案のMPEG圧縮に今度こそ挑戦する予定だ。
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▼リスト5 tvmailスクリプトのテスト用データの例

open tuxlinux tv SC0004 1000 1100 0421

jkasdjlf;ajksd;faklsjdf

shg;dshf

open linuxtux tv SC0005 1100 1200 0421

パスコードを違えた行などを混ぜてみて、正しく動作するかどうかをチェックする

運用開始
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システムの開発には非常に多数のステップがあります。シス

テムの「心臓」となるCPUの開発だけを大まかに見ても、単

体トランジスタの設計・回路の設計・レイアウトの設計・外形

の設計といった、多段階の設計工程が必要となります。さら

に、それぞれの工程で設計ツールが別途必要になりますし、それ

らを組み合わせるためのツールが必要になることもあります。

もちろんシステムはCPUだけでは作れません。周辺機器と

組み合わせ、適切なOSやプログラムを搭載することではじ

めて構築でき、また適切な筐体に収められる必要がありま

す。これは、システムがスーパーコンピュータであろうが4

ビットマイコンであろうが同じことです。そして、そのすべ

ての段階でツールが必要になります。

マイコン開発の場合、たいていの場合は大手半導体メーカーの製

品ラインナップの中から、適切なCPUを選択することになります。

マイコンの世界では、未だに4～16ビットのCPUが健在で

す。マイコンは使用目的に応じて、消費電力、入出力イン

ターフェイス、実装形態など、非常に多数のバリエーション

を必要とするため、大手半導体メーカーが多数の選択肢を用

意しているのが普通です。その中でも日立のH8シリーズは、

一般的な製品に広く利用されているマイコンで、8ビット、

16ビットの多様なラインナップがあります。

Linuxで利用できるGCC（GNU C Compiler）には、数

年前からH8シリーズ向けのマシンコードを作成するための

コンパイルオプションがすでに用意されていました。コード

をマイコンに搭載するには、PCのハードディスクに相当す

るマイコンのROMにコードを書き込まなくてはなりません。

また、ROMの種類によっては「書き込み・消去可能な回数

が100回程度まで」といった制約があるため、開発時にはプ

ログラムを実際にROMに搭載しないで動作を検証するため

のツールも必要になります。

■

■　マイコンシステムのプログラム開発の流れ

■

通常、パソコン上でC言語などのプログラムを作成する場

合に必要な作業は、適切なライブラリを利用してソースコー

ドを作成し、GCCなどのコンパイラでソースコードから実行

形式を生成することだけです。実行にあたって、プログラム

がメモリのどこにどのように読み込まれるのかを、開発者が

気にする必要は通常はありません。

一方、マイコンシステムのためのプログラム開発の場合、

開発者が決めなくてはならない要素が多いため、開発の流れ

はかなり複雑になります。たとえばプログラムがメモリのど

こに読み込まれ、どのように実行されるかを開発者が決める

必要があるのです。このため、マイコンシステムの開発者は、

必然的にそのマイコンの性格を熟知することになります。

エディタを利用してソースコードを作成するのは、パソコン
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第5回　組み込みLinux
システムの開発ツール

文：みわよしこ
Text : Yoshiko Miwa  miwachan@pp.iij4u.or.jp

マイコンシステムの
プログラム開発の流れ
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上の通常のプログラム開発と同じです。異なる点は、最初に

I/Oポートアドレスの定義を行わなくてはならないことです。

パソコンの場合、I/Oポートアドレスはある程度「決め打ち」

されていたり、自動割り当てを行うシステムが存在したりしま

すが、マイコンのI/Oポートアドレスは機種ごとに異なります。

さて、マイコンは小さいといえども独立したコンピュータ

です。パソコン上でLinuxを起動するのにLILOなどのブー

トローダを利用する必要があるのと同様、マイコンに組み込

むプログラムにもブートローダに相当する「スタートアップ

ルーチン」が必要です。これも、開発者がマイコンごとに、

また、プログラムごとに個別に開発する必要があります。ス

タートアップルーチンは、I/Oポートやメモリのチェック

（初期化）を行い、スタック領域を設定し、プログラムのメ

インルーチンを呼び出す作業を行います。あとはパソコン上

と同様に、プログラムが実行されることになります。データ

やプログラムをメモリのどこに配置するかも、開発者が定義

する必要のある部分です。

スタートアップルーチンは、C言語などの高級言語ではな

く、アセンブラで書く必要があります。したがってスタート

アップルーチンの開発には、アセンブラ、ディスアセンブラ

（逆アセンブラ）が必要になります。

開発したプログラムは、実際のマイコンのROMに書き込

む必要があります。ここで必要となるのが「ROMライタ」

と呼ばれるものです。これはパソコンから転送したデータを

ROMに書き込む装置で、コントロールソフトとセットで

ROMライタと呼ばれることもあります（最近では、フラッ

シュROMを内蔵しているCPUもあるので必ずしもROMライ

タを必要としないこともあります）。

マイコンに搭載されたROMにはいくつかのタイプがありま

すが、一般的に利用されるROMの多くは、紫外線や電気に

よって、データの書き込み・消去が行えるタイプです。これ

を利用すれば、開発はマイコンチップそのものを用いて行え

るかに思えます。ところが実際には、そうはいかないのです。

たとえば「EPROM」と呼ばれる、データ書き込み・消去

が何度も可能なタイプのROMがあります。EPROMは、デ

ータの書き込みは電気的に行い、消去は紫外線を照射するこ

とによって行います。データの消去には1時間以上かかりま

す。データが消去されていないと新しいデータを書き込むこ

とはできませんから、すぐに新しいデータに差し替えるとい

うことはできないのです。また、メーカーが保証している書

き込み・消去回数にも、たとえば「100回まで」といった制

約があり、ハードディスクのように実用上無限に等しい書き

込み・消去が可能なわけではありません。

プログラムの開発には「作成→実行形式作成→実行→不

具合修正→実行形式作成……」といった繰り返しがつきも

のですが、この過程を実際のマイコンのROMを使って行う

ことは、時間的にも、マイコンの耐久性という面でも現実的

ではありません。

そこで必要になるのが「モニタプログラム」です。マイコ

ンに搭載したモニタプログラムと開発用のLinuxマシンを

図　パソコンとマイコンシステムのプログラム開発の違い
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RS-232Cなどの通信ケーブルで結び、開発したプログラムを

マイコン上のRAMに転送して、リモートで実行します。モ

ニタプログラムを利用してマイコン上のメモリ内容を確認し

たり、接続した周辺機器の初期設定の状態や、レジスタな

どの状態、実行のようすを詳細に知ることができます。

モニタプログラムを使って十分なテストを行い、不具合のな

くなったプログラムをROMライタでROMに転送することで、

マイコンへのプログラムの組み込みはひとまず完了します。

なお、組み込みマイコンシステムの構築では、マイコンに

組み込むプログラムを開発するだけでなく、周辺回路の設

計・基板の設計などの作業と、ツールが別途必要です。

■

■　Linux上で日立H8シリーズマイコンの開発を行うための

ツール

ここでは、今回インタビューした三岩氏が開発した多数の

ツールも含め、開発段階ごとに利用するツールを紹介します。

・ソースコードのエディタ

プログラマーはEmacsを利用することが多いでしょう。プ

ログラム作成を支援する機能が豊富に含まれているからです。

・コンパイラ

Intel版Linux上でH8シリーズ用のコードを生成するクロ

スコンパイラを利用します。それを用いてソースコードのコ

ンパイルを行うことで、H8上で動作する実行形式を作成す

ることになります。

・組み込み用ライブラリ

glibcを利用すると、プログラム実行形式のサイズが大き

くなってしまい、マイコンの小容量のRAM／ROM（多くは

2～256kバイト）に搭載できなくなります。このため、必要

な関数だけを静的にリンクして実行形式のサイズを抑制でき

るライブラリ「newlib」を利用します。

・アセンブラ

Linuxには「binutils」という開発ユーティリティ群があ

りますが、これに含まれているGNUアセンブラ（as）には、

H8のアセンブラプログラムをH8の機械語に翻訳する機能が

あります。

・ROMライタ

H8シリーズのF-ZTATはフラッシュROMを内蔵している

ので、書き換えを電気的に行えます。Linux上からプログラ

ムを書き換えるソフトを三岩氏が開発し、公開しています。

・モニタプログラム

Linuxマシン上でマイコンの動作を確認できるモニタプロ

グラムを三岩氏が公開しています。

なお、三岩氏の開発したROMライタコントロールソフ

ト・モニタプログラムは現在、H8/3664、H8/3048、

H8/3067の3つの種類のマイコンに対応が可能になっており、

Linux上でH8シリーズマイコンの開発を行うためのほとんど

唯一のツールとなっています。

■その他のツール

マイコンには日立H8シリーズ以外にも、多種多様の種類

があります。また、マイコンシステムはマイコン本体だけで

なく、周辺回路やそれらを実装するための基板とセットで初

めて完成します。

・GUI統合開発環境

三岩氏はLinux上でのマイコン開発のためのGUI統合環境

「MIDE」を開発しました。現在はまだ評価版ですが、十分

に実用に耐えるということです。

・回路図エディタ

周辺回路の設計には回路図が必要になります。Linux上で

は「xcircuit」や「gschem」が存在します。

・プリント基板開発ツール

多くの場合、プリント基板も設計する必要があります。

Linux上で利用できるツールには、「PCB-CAD」がありま

す。プリント基板作成でもっともポピュラーな感光基板の作

成に使用できますが、NC自動工作機械にも対応しています

ので、NCルータマシンを利用した基板作成も可能です。

このように、現在ではLinux上のツールを利用すれば、マイコ

ン開発のほとんどのフェーズに対応できるようになっています。

Linux上で日立H8シリーズマイコン
の開発を行うためのツール

写真1 H8/3664Fマイコンを使った1MビットEEPROMライタ。これとPCを接続し
て、プログラムの実行形式をEEPROMに書き込む。右上にあるのがEEPROM。
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――はじめまして。私、「マイコンシステムは企業で開発する

もの」という思い込みがありまして、三岩さんが個人でマイ

コンシステムの開発ツールを開発されているというのが、非

常に意外に感じられるんですよ。

三岩：そうですか？

――三岩さんはお仕事として、障害者の方にマイコンシステ

ム開発を教えていらっしゃるわけですが、ツールの開発は業

務の一環なのでしょうか？

三岩：いえ、ふだんは朝から夕方まで、ずっと生徒さんと接

しています。定員は10人で、今は1人で7人の生徒さんを見

ています。ここは職業能力を開発する学校ですから生徒さん

がたも熱心で、夕方5時近くまで質問を受けたりしています。

――ではツールの開発はいつやっていらっしゃるのでしょう？

三岩：通勤電車の中ですとか、帰宅後ですとか……。だいた

い食事をして帰宅するのが夜の8時頃ですので、それから12

時頃まで自分の時間があります。それに休日もありますし。

――そういったご自分の時間には、ずっとツールの開発をや

っていらっしゃるのですか？

三岩：いえ、歴史の本を読んだり、ぼうっとしていたり。ヨ

ーロッパ史が趣味なんです。歴史の物語は面白いですし、現

在、たとえばボスニアで発生している民族紛争の遠因が、案

外歴史的な経緯にあったりするので、国際ニュースが興味深

く読めたりもしますし。

――コンピュータに関わる時間はどのくらいなのでしょうか？

三岩：まったく触らない日もありますね。だいたいいつも、

作りたいツールや解決したい課題のことを心の片隅で考えて

いて、アイディアがあったらメモしておき、形に出来そうに

なったところで一気に試作しています。試作にかかりはじめ

ると、1日～2日はそればかりですね。

――ご家族は何も言われませんか？

三岩：私、独身ですので（笑）。

――ヨーロッパ史とLinux上でのツール開発の組み合わせは意

外に思えるんですが、ご自分で何か通じるものを感じていら

っしゃいますか？

三岩：そうですねぇ……あえて言えば、どちらも「やってい

る人が日本にあまりいない」ところが共通していますね。ヨ

ーロッパ史で私が特に興味を引かれているのは、ハプスブル

グ家の歴史なんですが、日本ではこのあたりをやっている方

があまりいないんです。Linux上でのマイコン開発ツールも、

断片的にはほかにいくつか見受けられますが、徹底してやっ

ている方が日本にはほかにいなくて……。

――それでご自分で開発されてきたわけですね。

三岩：ええ、気が付いたら同じようなことをやっている方が

誰もいなかったわけです。

――ところで、ご経歴を見ていて不思議に思ったことがひとつあ

るんです。現在の職場に来られるまで、マイコン開発に関係す

るようなお仕事にはついていらっしゃらなかったわけですよね。

三岩：ええ。それに、まともにパソコンを触りだしたのが3

年前で、Linuxに関わりはじめたのもそれからなんです。

――高校は工業高校の電気科に進まれたわけですが、学校の

授業でマイコンシステム開発など学ばれましたか？

写真　三岩幸夫（みついわゆきお）氏
1967年生まれ。石川工業高校電気科を卒業後、日立製作所で汎用機の検査に従事する。
1991年より神奈川県公務員。電気工事を担当したあと、1996年より障害者の電子機器
制御分野の職業能力開発に従事し、現在に至る。余暇を利用してLinux上でマイコンシス
テム開発ツールや、デスクトップツールを開発している。また、Plamo Linux開発スタッ
フの一員でもある。コンピュータ以外の趣味はヨーロッパ史の研究やサイクリング。特に
東ローマ帝国、ハプスブルグ王朝、近代ドイツ帝国の幕藩体制などに関する造詣が深い。

ふだんの生活で、なかなか意識されることのない組み込み
マイコンシステム。その開発ツールは、マイコンシステム
以上に一般人の生活の場には縁のない存在です。今回は、
マイコンシステムの開発ツールを多数開発してきた三岩幸
夫氏に、ツールを開発するということや日々の思いについ
てお尋ねしました。

三岩幸夫氏インタビュー



三岩：いえ、まったくそういうことは学んでいません。電気

科に進んだのもなんとなくで……。学校のカリキュラムは電

気工事が主になっていて、一応、第二種電気工事士の資格

も取得しました。

――その後、日立製作所に就職されたのですね。そこでマイ

コンを学ばれたわけですか？

三岩：いえ、プリント基板の穿孔作業や、メインフレームの

検査に従事していました。ただ、1年ちょっと研修所で情報

処理を学びまして、そのあと、今度はメインフレームのモニ

タプログラムの検査に従事していました。バグがある部分の

頭にジャンプ命令を入れて、バグ部分を回避するといったこ

ともやりましたね。

――現在は公務員でいらっしゃるわけですが、転職のきっか

けは何だったのでしょう？

三岩：友人が公務員試験の募集の切り抜きを持ってきまし

て、一緒に受けにいったんです。友人は落ちて私だけ受かっ

てしまって（笑）。「電気」の区分で受験していましたし、

高校で取得した第二種電気工事士の免許もありますので、

電気工事の訓練に5年ほど従事していました。

――そのお仕事もマイコンシステムとは関係なさそうですね。

三岩：ええ、ありません。5年前に現在の職場（神奈川障害

者職業能力開発校）に転勤して、そこで教える立場として、

マイコンシステムと接することになったんです。

――それがマイコンシステムとの初めての出会いだったのですか？

三岩：ええ。最初はWindows版の電子回路設計ソフトや、

マイコンプログラミング用のソフトを使って勉強しました。

――それからたった3年の間で、独自にツールを開発されるよ

うになられたわけですね。才能を感じてしまいます。

三岩：そうですか（笑）。マイペースで世の中にないものを

作ってきて、気が付いたらほかに誰もいなかったんですが。

――Linuxと出会われたのはいつごろですか？

三岩：3年くらい前のことです。面白そうなのでインストー

ルしてみて、3、4カ月はいわゆる「インストールユーザー」

でした。

―― Linux上のツールの開発を始められたきっかけは何だっ

たのでしょうか？

三岩：学校の予算が潤沢でなかったから、フリーの環境を利

用して教育用の環境が作れないかな……と思ったのがきっか

けです。Linuxはフリーで、しかもプログラム環境が含まれ

ていますから。

学校で、Z80ベースのマイコンシステム開発をWindows環境

を利用して教えていたのですが、ある時、これはLinuxだけでで

きそうだと思いました。やってみたらできたというわけです。

――どういったところから始められたのでしょうか？

三岩：Z80向けの開発ツールとして、秋月電子通商から出て

いるAKI-80というROMライタがあるんです。PCのシリアル

ポートに接続して使うタイプなんですけど。ある時、

FreeBSD上で動くAKI-80のコントロールソフトが公開され

ているのに気がついたんです。ところがLinuxで利用しよう

とすると、BSDとLinuxではシリアルポートの扱いがまった

く異なるので、シリアルポートの制御部分をLinux向けに作

りなおさなくちゃいけないという問題があることがわかりま

した。それからSerial-HOWTOなどを読んで理解して、シリ

アルポートを使うプログラムを試作してみて、FreeBSD上の

コントロールソフトのシリアルポート関連部分を置き換えて

みたら、とりあえず動いたんです。それがきっかけでしたね。

――予算が潤沢でないという制約から、そうやってツールが

生まれてきたんですね。

三岩：そうです。それに同じものでも、開発コストを下げる

ことではじめて使えるようになるということがありますね。

マイコンの場合は特に、コストダウンによって応用面が広が

るという側面がありますし。

――そのあたり、Linuxがフリーであればこその醍醐味です

ね。開発を行う立場で、LinuxとWindowsの違いをどのよう

にお感じになりますか？

三岩：マイクロソフトのツールは、マイクロソフトが想定し

ている用途には非常に簡単に使えるんです。だけど、その範

囲外の用途に利用しようとすると非常に難しくなってしまい

ます。ツールが想定していない用途に対応するのが難しいの

はLinuxも同じなんですが、マイクロソフトのツールの場合、

その落差が激しくてLinuxの比ではないですね。また開発環

境も高価なので、予算が潤沢でない環境では使いにくいで

す。その点、Linuxはインストールすれば開発環境も含めて、

すぐ使えていいですね。
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写真2 三岩氏が試作中のSH-3ボード。H8の周辺機器で蓄積したノウハウをSH-3に
移行したいと三岩氏は考えている。



――開発する人間にとって、開発環境がフリーであるという

ことのメリットは大きいですものね。

三岩：それに組み込みシステムの場合、「裸」のハードウェ

アを扱うわけですから、開発環境がオープンソースでないと

厳しい面があるとも言えます。ただ、マイクロソフトのツー

ルが現在主流ですので、個人的にはVisual Basicを自在に

扱うくらいのスキルはつけたいですね。

――お作りになったツールを、世の中でどんなふうに利用し

てほしいと思っていらっしゃいますか？

三岩：自分のために作って、ついでに公開しているという形

なのですが……。基礎的なツールなので、Z80やH8の開発者

すべてに利用してもらえればと思っています。商業的にライ

センスをどうこうしたいとはあまり思いませんが、改造して

隠して使うということだけはしないでほしいですね。

――ツール自体で報酬を得るというお気持ちはないのですね。

三岩：それは無理です。私、公務員ですから（笑）。ただ、

1人でも多くの方が、Linuxで開発を行うようになってくれ

たらいいと思っています。Linuxでの開発が普及すればメー

カーも無視できなくなるでしょうし、自分よりできる方がい

ろんなことをやってくれたら楽しいと思いますし……。公開

したツールが普及すること自体が、自分にとってメリットが

あると思っています。現在、自分と同じような基礎的なツー

ルを供給している企業はありませんし。

――今は「Linuxで開発がやれます」ということを、これから

世間に認知してもらうという段階ですね。

三岩：そうですね。世の中がLinuxに流れてくるといい

な……と思っています。

――ところで三岩さんの「Linux研究所（http://www.linet.

gr.jp/̃mituiwa/）」を拝見すると、マイコン開発ツール以外に

もいろんなツールやアプリケーションの開発をしていらっし

ゃいますね。

三岩：ええ。世間にないものを作っていこうとしているうち

にそうなってしまいました。たとえば、Linuxネイティブな

ワープロはまだ少ないので開発しようとしています。

――そうですね。私も思い浮かぶものがオムロンソフトウェ

アのdp/NOTEくらいしかありません。

三岩：ええ、Javaですとか、Applixwareみたいに中間言語

を使うものですとか、HancomWordのようにWineをベース

にしているものはあるんですが、Linuxネイティブなものは

少ないんですよ。Linuxネイティブな英語版のものを日本語

化する手もありますが、日本語特有の部分の機能がどうして

も貧弱になりがちですしね。だから、そういったものを、フ

リーでなおかつオープンソースで配布すれば、市販のツール

に比べて貧弱でも広まるでしょうし、市場で販売される製品

にも影響を及ぼすだろうと思うんですよ。

――ディストリビューションは開発されないのでしょうか？

三岩：あ、私、Plamo Linuxの開発に関わっています。

Plamo Linuxには、私の開発したマイコン関連のツールが

いくつか採用されています。

――本当に広くご活躍していらっしゃるのですね。これから

やろうと計画していらっしゃる活動には、どのようなものが

ありますか？

三岩：自分の作った作品の情報をキット会社に提供して、

製作・販売をしてもらおうと思っています。私自身は公務員

なので、そういう営利活動をするわけにはいきませんの

で……。最近の作品には、H8ベースのミニネットワークサ

ーバがあるんですが、TCPやHTTPを搭載可能で、PPPを

入れればダイヤルアップサーバにもなって、もちろんLinux

上のネットワークプログラムと通信が可能なんです。H8ベ

ースなのでコストは3000円くらいでできてしまうんですよ。

――それは凄いですね。それにH8だと発熱の問題もあまりあ

りませんね。

三岩：そうなんです。あと、H8向けの開発ツールは一通り

作りましたので、今度はSH-3向けのツールも開発したいと

思っています。H8の周辺機器ノウハウを移行して、パソコ

ン用の通常のキーボードを接続して使えるようにしたいです

ね。マイコンによっては専用のキーボードがメーカーから販

売されているんですが、それは通常のパソコン用のキーボー

ドより高価なんですよ。

――コストを抑えなくてはならないというマイコンシステム

の宿命が、次から次に新しいものを生み出していっている感

じですね。そこにLinuxとオープンソースの思想が加わるこ

とで、これまでになかった動きが生まれそうな予感がします。

今日は、楽しいお話をありがとうございました。
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箱の中のペンギンたち箱の中のペンギンたち

写真3 三岩氏が開発した、H8/3067Fマイコンを使ったネットワークサーバ。TCPや
HTTPが搭載可能で、Linux上のネットワークプログラムと通信が可能。裏面にNE2000
相当のコントロールチップが実装されている。
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●バイナリのインストール

Xplnsは、StellaNavigatorの商用コ

ードを含んでいる関係で、バイナリ形

式の配布のみ行われている。glibc2を

使うRed Hat系ディストリビューショ

ンでは、RPMバイナリパッケージを利

用すればいい。

提供されるRPMバイナリパッケージ

は、Xplns本体（xplns）と追加恒星デ

ータ（xplns-cat）、起動要素データ

（xplns-elm）、画像データ（xplns-img）

の4つ。「su -」としてrootになった状

態で、これらを「rpm -Uvh xplns-

＊3.2.0-1.i386.rpm」としてまとめてイ

ンストールしよう。

一方、RPMが採用されていないディ

ストリビューション（DebianやPlamo

など）では、Alien（http://www.kitenet.

net/programs/alien/）を使って、RPM

バイナリパッケージをDEBやTGZパッ

ケージに変換するといいだろう。

●ロケールファイルLC_CTYPEに注意

今回のバージョンから国際化対応が

行われ、ロケール設定に応じてメニュ

ーやダイアログ、星座名などが英語・

フランス語・日本語で表示される。た

だし、いくつかの国産ディストリビュ

ーションの日本語ロケールのLC_

CTYPE（/usr/share/locale/ja_JP.

eucJP/LC_CTYPE）に不具合があり、

メニューなどが文字化けしてしまう。

筆者が試した限りでは、Kondara

1.1および2000、Plamo 2.1などでこの

問題による文字化けが発生した。一方、

Vine 2.1以降では正常に表示されるこ

とを確認している。

本誌付属CD-ROMには、Vine 2.1付

属のLC_CTYPEを収録している。Red

Hat 6系ディストリビューションでは、

rootになった状態で、このファイルを

/usr/share/locale/ja_JP.eucJP/LC_C

TYPEに上書きコピーすることで、文

字化けが解消されるはずだ。

なお、文字化けを解消できない場合

でも、環境変数LANGの設定や、オプ

ション設定などによって、以前と同じ

英語表示で利用できる。

●現在位置を設定する

k t e rmなどのコマンドラインで

「xplns&」とすると、Xplnsのウィン

ドウが開いて、現在の星空が表示され

る（画面1）。なお、メニューなどが文

字化けするなら、「LANG=C xplns&」

として起動すればいい。以下の説明や

画面はすべて日本語表示の場合だ。

星空を正確に表示するには、現在位

置を設定する必要がある。ツールバー

の[場所]ボタンでダイアログを開き、

リストから「Tokyo（Japan）」を選択

して[OK]ボタンを押そう（画面2）。そ

の際、[デフォルトにする]をチェックし

ておけば、次回からはこうした操作を

行う必要はない。

●表示モードを豊富にサポート

Xplnsには、どのように星空を画面

に投影するかを決める「表示モード」

が全部で6つ用意されている。以下で

は、代表的な4つの表示モードについ

て説明しよう。これらは、ツールバー

左から3～6番目のボタンでいつでも切

Xplnsは、星空をウィンドウに表示する天文シミュレータだ。アストロ

アーツの「StellaNavigator for Windows 1.0」のサブセットで、高

速・高精度な天文計算エンジンを利用している。地平座標や星座早見、

太陽系モードといった表示モードを持ち、恒星や星雲、惑星などの運行

を正確にシミュレートする。今回の国際化対応により、メニューやダイ

アログなどが日本語で表示されるようになった。http://www.astroarts.com/products/xplns/index-j.html

Xplns
あの天文シミュレーションソフトが日本語表示に

バージョン：3.2.0 ライセンス：フリー

画面1 Xplnsのウィ
ンドウ。メニューな
どが日本語表示され
ている。

画面2 現在の場所をリスト
から選択する。場所の新規追
加も可能だ。
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り替えられる。

・地平座標モード（初期設定）

現在位置から見た星空を半球に投影

する（画面1）。地平線や方位が表示さ

れるので、実際に星空を眺める際の比

較対象として使うと便利だ。

・赤道座標モード

地平線より下の星空を見たくなった

ら、全天の星空を球に投影して中心か

ら眺める赤道座標モードに切り替えよ

う（画面3）。地平線に邪魔されずに、

あらゆる方向の星空を表示できる。

・星座早見モード

星座早見盤のように、現在位置から

見た星空を円内に投影する（画面4）。

特定の星座の位置を素早く見つけたい

場合に使うといい。

・太陽系モード

他の表示モードと違って、太陽系を

外部から眺められる（画面5）。指定し

た日時の惑星の位置関係や、惑星の公

転のようすを眺めるのに最適だ。

なお、地平座標モードと星座早見モ

ードでは、太陽の位置によって画面表

示が変化する。初期設定では、日の出

前から背景（空）がしだいに明るくな

り、日中は青空となって太陽や月など

しか表示されない。

もし、昼間でも星空を眺めたいなら、

ツールバー中央付近にある[昼光]ボタ

ンをオフにすればいい。一方、赤道座

標モードと太陽系モードでは、[昼光]

ボタンの状態に関係なく常に星空が表

示される。

●表示範囲や日時の変更

どの表示モードでも、右と下のスク

ロールバーをドラッグすることで、星

空の表示がスムーズにスクロール（あ

るいは回転）する。星空自体をドラッ

グしてスクロールすることも可能だが、

こちらはボタンを離すまで画面が更新

されない。

表示範囲を拡大・縮小するには、ツ

ールバー中央のルーペのボタンを押せ

ばいい。また、ウィンドウ自体のサイ

ズを変更すると、星空の表示も自動的

に追従する。

このほか、[表示]メニュー以下の項

目により、視野角（初期値120度）を

変更したり、方位（東西南北）を選択

したり、表示を180度回転するといっ

た操作を行える。

なお、通常はXplnsを起動した日時

画面3 「赤道座標モード」
で南天の南十字星を画面中
央に表示してみた。

画面4 星座早見盤風に全
天を円形に投影する「星座
早見モード」。

画面5 太陽系の惑星など
を外部から眺める「太陽系
モード」。

画面6 星空の表示日時はこのダイアログで自由に変更
できる。

画面7 星座線と星座名、
惑星名の表示をオンにした
状態。
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の星空が表示されるが、[設定]－[日付

/時刻]で開くダイアログで、現在時刻

や指定した日時の星空に切り替え可能

だ（画面6）。

●星座線や惑星名などを表示

ツールバー中央左寄りのボタングル

ープは、星座線や星座名、惑星名、星

雲、天の川、地平・赤道グリッド（格

子線）の表示を切り替えるためのもの

だ。初期設定では天の川の表示のみオ

ンになっている。

たとえば、[星座線]、[星座名]、[惑

星名]ボタンをすべてオンにすると、星

座を構成する星と星の間に線が引かれ、

星座名や惑星名が日本語で表示される

（画面7）。

その他の天体（恒星や彗星など）に

ついても、[天体]メニューの各項目で

開くダイアログにより、天体自体や名

前表示の有無を設定可能だ。

おもな天体をクリックすると、位置

や方位などを表示する情報ダイアログ

が開く。たとえば、惑星の場合は、位

置や等級、直径、衛星数などのデータ

が表示される。

さらに、ダイアログ右上のボタンを

押すと、その天体の画像が別のウィン

ドウに表示される（画面8）。こうした

画像は、惑星のほか、太陽や月、木星

のガリレオ衛星、一部の星雲などにも

用意されている。

このほか、[オプション]－[今日のデ

ータ]で開くダイアログには、設定され

ている日付や位置、ユリウス日（JD）、

太陽・月・各惑星の出・南中・没時刻

といった情報がまとめて表示される

（画面9）。

●アニメーション表示を行う

Xplnsでは、時間とともに移り変わ

る星空のようすをアニメーション表示

できる。この機能に関連したボタンは、

ツールバー右端のボタングループにま

とめられている。

まずは、地平座標モードで恒星の日

周運動をアニメーション表示してみよ

う。ツールバー右端の[プレイ]ボタン

をオンにすると、3分ごとの星空の変化

がアニメーションで表示される。時間

間隔（タイムステップ）を変更するに

は、ツールバー右から3番目の[タイム

ステップ]ボタンダイアログを開く（画

面10）。分単位から年単位まで柔軟な

設定が可能だ。

続いては、赤道座標モードで惑星の

複雑な動きを観察しよう。タイムステ

ップを6時間程度に変更してからアニ

メーションさせると、時々逆戻りする

惑星の動きを確認できる。

さらに、ツールバー右から2番目の[光

跡残し]ボタンをオンにすると、惑星の

光跡が画面に描かれる（画面11）。太

陽や月の表示が邪魔になる場合は、[天

体]－[太陽]（あるいは[月]）を選択し、

ダイアログでそれぞれの天体自体の表

示をオフにすればいい。

このほか、太陽系モードでは惑星の

公転をアニメーション表示できる。タ

イムステップの設定は、水星～火星で

は6時間、木星～冥王星では10日程度

にすると動きがわかりやすい。さらに、

[光跡残し]ボタンをオンにすることで、

それぞれの惑星の移動量がより明確に

なる。

画面9 「今日のデータ」では、日の出、日の入の時刻
などを確認できる。

画面10 アニメーション表示の時間間隔はこのダイア
ログで設定する。

画面8 惑星や一部の星雲などには、こうした画像が用
意されている。

画面11 金星と火星の見かけ上の動き
が光跡を残す設定でより明確に。



Linux magazine June 2001150

Fr
ee

 S
of

tw
ar

e

●ビルドとインストール

EText Readerは 、 tarボ ー ル と

RPMパッケージが両方配布されている

ので、使っているディストリビューシ

ョンに合わせて選択しよう。

EText ReaderのRPMバイナリパッ

ケージには、wxWindowsのGTK＋対

応版がスタティックリンクされている。

このため、wxWindowsをインストー

ルする必要はなく、EText Readerだ

けを「rpm -Uvh etr-2.2.6-0.i386.rpm」

としてインストールすればいい。

一方、EText Readerのtarボールを

利用する場合は、先にwxWindowsの

GTK＋対応版をtarボールから導入す

る。どちらも「 . / c o n f i g u r e」→

「make」でビルドし、「su」でrootに

なってから「make install」でインス

トールするという一般的な手順だ。

ただし、wxWindowsをビルドする

前にソースを一部修正する必要がある。

具体的には、展開先ディレクトリの

include/wx/protocol/ftp.hの60行目を

「const wxString& GetLastResult() {

return m_lastResult; }」に変更すれば

いい。

この修正を忘れてwxWindowsをビ

ルド、インストールした場合は、EText

Readerのビルド時にエラーが表示され

るので注意しよう。

●Project Gutenbergについて

Project Gutenberg（ プロジェク

ト・グーテンベルグ）は、1971年に

Michael Hartが開始したボランティア

ベースのプロジェクト。著作権が消滅

して自由に配布できる古典作品を電子

テキスト（EText）として提供する

「電子図書館」だ。

現在では、3400以上の電子テキスト

が提供されており、本家サイトや各地

のミラーサイトから自由にダウンロー

ドできる。なお、Project Gutenberg

の電子テキストはすべて英文だ。日本

語で書かれた電子テキストに興味のあ

る方は、「青空文庫」（http://www.

aozora.gr.jp/）を参照されたい。

通常、Project Gutenbergの電子テ

キストを取得するには、Webページで

作者名や作品名による検索を行い、結

果のページから目的の作品のページに

飛んでダウンロードするという手順を

踏む。取得した電子テキストの内容は

単なるテキストなので、lessなどのテ

キストビューアやXEmacsなどのエデ

ィタで内容を閲覧できる。

しかし、時間帯によってはWebサー

バの処理が遅く、検索結果が表示され

るまでだいぶ時間がかかることがある。

また、技術文書ではなく文学作品を読

むのだから、文字や背景の色使いやフ

ォントなどにもそれなりの雰囲気が欲

しい。こうした不満はEText Reader

によって改善される。

●電子テキストの検索

k t e rmなどのコマンドラインで

「etr&」とすると、EText Readerの

メインウィンドウが開く（画面1）。

[File]－[Browse Project Gutenberg]

を選択すると、現時点での全作品リス

トが自動的にダウンロードされ、別ウ

http://linux.techass.com/projects/etr/
http://www.gutenberg.net/（Project Gutenberg）

EText Readerは、Project Gutenbergの電子テキストを検索、ダウン

ロード、閲覧するソフトだ。いちいちブラウザでWebサイトを検索し、

ヒットした電子テキストをダウンロードし、展開して表示するといった

手間を省ける。閲覧用のビューアは、文字や背景の色、フォントの種類

や大きさなどを柔軟にカスタマイズ可能だ。実行にはGUI作成用C++フ

レームワークのwxWindows（2.2.6以降）が必要となる。

EText Reader
Project Gutenbergのテキストを検索、閲覧する

バージョン：1.0.0 ライセンス：GPL

画面1 EText Reader
は、電子テキストを快適
に検索・取得・閲覧す
る。

画面2 現時点での全作
品リストから閲覧したい
作品を探し出そう。
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ィンドウに一覧表示される（画面2）。

作品の選択や検索などの操作は、この

ウィンドウを利用してオフラインでじ

っくり行える。

作品リストには、通番や作品名／作

者名、電子化された年、ファイル名が

含まれている。ファイル名以外の項目

に関する並び替えも可能だ。さらに、ウ

ィンドウ下部の[Search Title/Author]

ボタンで、作者名／作品名に対する文

字列検索を行える。

●電子テキストのダウンロード

リストに気に入った作品が見つかっ

たらクリックで選択し、[Download

Selected]ボタンを押そう。Project

Gutenbergのミラーサイト一覧が表示

されるので（画面3）、適当なサイトを

選択すると、電子テキストの存在確認

が行われる。

なお、各作品の電子テキストは、未

圧縮のテキスト（拡張子.txt）と、圧

縮されたZIPファイル（拡張子.zip）の

両方で提供されることが多い。

こうした場合は、ダウンロードする

ファイルをリストから選択する（画面

4）。EText Readerでは、ZIPファイ

ル内の電子テキストをそのまま閲覧で

きるため、どちらを選択してもいい。

最後に、電子テキストの保存先ディ

レクトリ（通常はホームディレクトリ

以下のMyLibrary）を指定すると、ダ

ウンロードが開始される。

未圧縮テキスト、ZIPファイルどち

らの場合も、ダウンロードが完了する

と内蔵ビューアが起動して、内容が表

示される（画面5）。もちろん、一度ダ

ウンロードした電子テキストはいつで

も閲覧可能だ。

●電子テキストの閲覧

EText Readerの内蔵ビューアには、

電子テキストを快適に閲覧するための

機能が豊富に用意されている。たとえ

ば、電子テキスト中の任意の位置を記

憶するブックマーク（しおり）機能も

そのひとつだ。

[Bookmarks]－[Add Bookmark]で

現在位置に名前（日本語可）を付ける

と、[Bookmarks]メニューからその名

前を選択するだけで、即座に記憶させ

た位置に切り替わる。

どの電子テキストの冒頭にも、Project

Gutenbergに関する説明が必ず含まれ

ているため、実際の作品が始まる位置

にブックマークを設定しておくとあと

あと便利だ。

このほか、[View]メニューの各項目

により、フォントや文字・背景色、行

間スペースを変更できる。これらを調

整することで、閲覧がさらに快適にな

るだろう（画面6）。

スクロールには、カーソルキーや

PageUp／Downキーを使用するほか、

マウスのホイールにも対応している。

ホイールのないマウスの場合は、

[View]－[Mouse Scroll]をチェックす

るといい。マウスの左／右ボタンを押

している間、順／逆方向に連続してス

クロールするようになる。

画面5 ダウンロ
ードした作品は即
座に内蔵ビューア
ーに表示される。

画面6 内蔵ビュ
ーアはフォントや
表示色などをカス
タマイズ可能だ。

画面3 電子テキストをダウンロードするミラーサイト
を選択する。

画面4 未圧縮テキストまたはZIPファイルを選択して
ダウンロード。
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●ビルドとインストール

まずは、イメージライブラリのgdk-

pixbufから先にインストールする。

GQviewの実行にはgdk-pixbuf（0.9.0

以降）が必要で、たいていのディスト

リビューションに含まれるgdk-pixbuf

はこれよりも古いからだ。

gdk-pixbufの最新版（現時点では

0.10.1）は、GNOMEのFTPサイトで

tarボールのみ配布されている。以下の

手順でRPMパッケージを作成しよう。

まず、「 su -」 として rootになり、

「rpm -ta gdk-pixbuf-0.10.1.tar.gz」と

すると、/usr/src/redhat/RPMS/i386

にgdk-pixbufとgdk-pixbuf-develパッ

ケージが作られる。これらを「rpm -

Uvh gdk-pixbuf-＊0.10.1-1.i386.rpm」

としてインストールすればいい。

GQviewもtarボールのみ配布されて

いる。gdk-pixbufとまったく同じ手順

（tarボールのファイル名はgqview-

0.11.0.tar.gz）でRPMパッケージを作

成可能だ。tarボールのまま導入する場

合は、「./configure」→「make」とし

てビルドし、「su」でrootになってから

「make install」でインストールする一

般的な手順だ。

●キーボードでも操作できる

k t e rmなどのコマンドラインで

「gqview&」とするか、GNOMEメニ

ューの[プログラム]－[グラフィック]－

[GQview]を選択すると、GQviewのウ

ィンドウが開く（画面1）。

ウィンドウの左側には、上から順に

現在のディレクトリ、サブディレクト

リ一覧、画像ファイル名一覧が表示さ

れる。ツールバー左端のボタンを押す

と、画像ファイル名一覧にサムネイル

（縮小画像）が追加される（画面2）。

一方、ウィンドウの右側にはGQview

のロゴが表示されており、画像ファイ

ル名やサムネイルをクリックすると、

その画像のイメージが表示される。

ディレクトリ内の画像を順次眺める

には、画像上でクリックすればいい。

前の画像に戻るには中ボタンをクリッ

クする。また、ツールバーのボタンや

画像上での右クリックメニューを利用

して、画像の拡大や縮小、現在のウィ

ンドウに合わせたサイズ調整（フィッ

ト）などが可能だ。

なお、画像が切り替わる際には元の

サイズで表示されるが、設定ダイアロ

グの[イメージ]ページの設定（画面3）

により、自動的にウィンドウにフィッ

トさせることもできる。

なお、GQviewのほとんどの操作は

キーボードにも割り当てられている。

たとえば、前後の画像への切り替えは

PageUp／Downキー、フィットはXキ

ー、設定ダイアログの表示はCtrl－O

（オー）キーといった具合だ。また、

Tabキーで画像にフォーカス（黒枠）

を移動させれば、カーソルキーによる

スクロールや、スペース／BSキーによ

る前後の画像への切り替えも可能にな

る。

●フルスクリーンとスライドショー

画像が大きい場合には、右クリック

メニューの[フルスクリーン]を選択して

（またはVキーを押して）、フルスクリ

ーン表示に切り替えよう。この状態で

もマウスやキー操作は有効だ。

GQviewは、ファイル名を一度クリックするだけで画像を表示できる画

像ビューアだ。サムネイルやフルスクリーン表示、スライドショー、画

像の類似性チェックなどの機能も用意されている。マウスを使わずにキ

ーボードだけでも操作できる点も特長だ。付属の日本語カタログにより、

メニューなどの一部が日本語表示される。実行にはイメージライブラリ

のgdk-pixbuf（0.9.0以降）が必要だ。http://gqview.sourceforge.net/
ftp://ftp.gnome.org/pub/GNOME/unstable/sources/gdk-pixbuf/（gdk-pixbuf）

GQview
ワンクリックでOKの画像ビューア

バージョン：0.11.0 ライセンス：GPL

画面1 画像フ
ァイルの一覧が
右に、実際の画
像が左に表示さ
れる。

画面2 一覧表示
をサムネイルに切
り替えると、こ
のような表示に
なる。



一方、複数の画像を並べて見るには、

右クリックメニューの[新しいウィンド

ウでみる]を選択して、それぞれの画像

を独立したウィンドウに表示すればい

い（画面4）。

スライドショーを実行するには、画

像ファイル名（またはサムネイル）一

覧から、対象となるファイルをShift－

クリックやCtrl－クリックを使って複

数選択する。その後、右クリックメニ

ューの[Start slideshow]を選択する

（またはSキーを押す）と、一定時間

（初期設定では15秒）ごとに自動的に

次の画像に切り替わる。フルスクリー

ン表示の状態のままスライドショーを

実行することも可能だ。

●コレクションの作成と表示

GQviewでは、複数の画像を登録し

た「コレクション」を作成できる。

[File]－[New collection]を選択し（ま

たはCキーを押し）て、白紙のコレク

ションを作成しよう。

コレクションに画像を登録するには、

右クリックメニューの[Append from

list]を選択すればいい。GQviewで一覧

表示している画像ファイルがまるごと

取 り込 まれる。 また、 G N O M E

Midnight Commander（ gmc）など

から画像ファイルをドラッグし、コレ

クション上にドロップしてもいい。

コレクションにはサムネイルが縦横

に並んで表示され（画面5）、ダブルク

リックでメインウィンドウに画像が表

示される。別ウィンドウに画像を表示

したり、コレクションから画像を削除

するといった操作も可能だ。

作成したコレクションは、右クリッ

クメニューの[Save collection]で保存

でき、メインウィンドウの[Fi le ]－

[Open collection]（またはOキー）で

いつでも読み込める。

●画像の類似性をチェックする

最後に、最新版のGQviewで取り入

れられた画像の類似性チェック機能を

試 してみよう。 [ F i l e ] － [ F i n d

duplicates]を選択する（またはDキー

を押す）と専用のウィンドウが開く。

チェックする画像ファイルの登録は、

gmcなどからのドラッグ＆ドロップで

行う。調べたい画像ファイルをまとめ

てこのウィンドウにドロップすればい

い。もちろん、後からでも画像ファイ

ルを追加できる。

左下のリストを「Similality （high）」

や「Similality」に切り替えると、画像

が類似しているファイルだけが一覧表

示される。サムネイルを表示すること

も可能だ（画面6）。また、比較基準を

チェックサムや画像サイズ、ファイル

名などに切り替えたり、特定のファイ

ル（複数可）に対する類似性だけを調

べることもできる。

なお、コレクション内の画像につい

ては、コレクションの右クリックメニ

ューから[Find duplicates]を選択する

だけで類似性をチェックできる。
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画面3 画像を切り替える際
に自動フィットさせる設定に
変更する。

画面4 それぞれの画像を独
立したウィンドウに表示す
ることも可能だ。

画面5 サムネイル（縮小画像）が並んだコレクション
を作成できる。

画面6 複数の画像の類似性を調べる。さまざまな比較
基準を切り替え可能だ。
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●ビルドとインストール

XplanetはtarボールとRPMパッケー

ジの両方で配布されている。ただし、

RPMパッケージはRed Hat 7用なので、

Red Hat 6ベースのディストリビューシ

ョンでは、rpmのバージョンを3.0.5以

降に更新しないと利用できない。また、

RPMパッケージを利用する場合、アニ

メーション機能が標準で組み込まれる

ため、Mesaライブラリが必須となる。

t a r ボールを利 用 する場 合 は、

「./configure」→「make」としてビル

ドし、「su」でro o tになってから

「make install」とする一般的な手順

だ。 Me s a の使えない環境では、

「./configure --without-animation」と

して、アニメーション機能を組み込ま

ないように指示する必要がある。

なお、FreeType2ライブラリがイン

ストール済みなら、地名（マーカー）

表示の際に利用される。FreeType2の

有無はconfigureスクリプトが自動的に

判別してくれるし、無くても描画が遅

くなる以外に問題はない。

●各惑星のマップ画像を入手

Xplanetで惑星の画像を表示するに

は、地表全体をカバーするマップ画像

が必要だ。JPEGやPNG、TIFFなど各

種の画像形式に対応している。

XplanetのtarボールとRPMパッケー

ジには、 地 球 の通 常 マップ画 像

（e a r t h . j p g）と夜間マップ画像

（night.jpg）が含まれている。しかし、

他の惑星や月などのマップ画像は同梱

されていないので、マップ画像を配布

しているWebサイトから取得しよう。

たとえば、「J.H.T.'s Planetary Pixel

Em p o r i u m」（ h t t p : / / a p o l l o .

spaceports.com/̃jhasting）には、

Xplanet同梱の地球のマップ画像のほ

か、各惑星のマップ画像（JPEG形式）

が用意されている（画面1）。画像サイ

ズも手頃なものが多いのでお勧めだ。

ダウンロードした画像は、/usr/

share/xplanet/images（tarボールの

場合は/usr/local/share/xplanet/

images）にコピーする。Xplanetで利

用する際に便利なように、ファイル名

を「 惑 星 名 . 拡 張 子 」（ たとえば

venus.jpgなど）に変更しておくとい

い。

●オプションで表示図法などを指定

Xplanetの各種設定は、起動時のコ

マンドラインオプションで行う。たと

え ば 、「 xplanet -projection ortho

graphic -markers」とすると、しばら

くたってからXのルートウィンドウ

（背景）に円形の地球の画像が表示さ

れるはずだ（画面2）。

-projectionは表示図法を指定するオ

プションで、上の例では「正射方位図

法」（orthographic）による表示が行

われる。これらのオプションや引数は、

ほかと区別できる部分まで入力すれば

いいので、「xplanet -p or -markers」

としても同じだ。

このほか、「正距円筒図法」（rectan

gular）、「メルカトル図法」（mercator）、

「モルヴァイデ図法」（mollweide）、

「正距方位図法」（azimuthal）、「ピー

ターズ図法」（peters）による表示も可

能だ。また、-projectionを省略すると、

正距円筒図法による平面表示が選択さ

Xplanetは、Xのルートウィンドウ（背景）に、地球をはじめとする惑

星や月の画像を表示するソフトだ。地表全体をカバーするマップ画像を

使って、各種の表示図法によるリアルな画像を表示する。一定時間ごと

に画像を再描画したり、設定をGUIで行う関連ソフトも付属している。

このほか、ウィンドウ中に惑星を3D表示して、キー操作で自由に回転

させることも可能だ（Mesaライブラリが必要）。http://xplanet.sourceforge.net/

Xplanet
リアルな地球や他の惑星を2D／3D表示

バージョン：0.81 ライセンス：GPL

画面1 地球以外の
マップ画像はこうし
たWebサイトから入
手しよう。

画面2 ルートウィ
ンドウに地球の画像
を表示する（正射方
位図法）。
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れる。

もうひとつの-markersは各地の地名

（マーカー）を表示するオプションだ。

Xplanetには、地球・火星・月のマー

カーデータが付属している。

●中心地の指定や他の惑星の表示

このほかにも、表示の中心となる緯

度・経度を指定する- l a t i t u d eと-

longtitude、地球以外の惑星や月を表

示する-bodyなどのオプションが用意さ

れている。各オプションの詳細は

「man xplanet」で表示されるマニュ

アルを参照されたい。

たとえば、「xplanet -p or -lat 35 -

lon 140」とすると、東京を中心とし

た 地 球 の 画 像 が 表 示 さ れ る し 、

「xplanet -p or -bo Venus」とすると

金星の画像が表示される。ただし、地

球以外の画像を表示するには、それぞ

れのマップ画像（惑星名.拡張子）を用

意する必要がある。

また、地球の雲のマップ画像を重ね

て表示するオプション-cloud_imageも

用意されている。XplanetのWebサイ

トには、世界各地の気象衛星データに

基づく雲のマップ画像が6時間ごとに

アップロードされるので、これを取得

するシェルスクリプト（内容はWebペ

ージに記述されている）と組み合わせ

ることで、現在の雲の状態を地球に重

ねて表示できる（画面3）。

●tkxplanetとxplanetbg

コマンドラインでオプションを指定

するのが面倒な人のために、Xplanet

の設定をGUIで行うツール「tkxplanet」

が付属している。ktermなどのコマン

ドラインで「tkxplanet&」として起動

しよう。

ウィンドウには設定用のラジオボタ

ンやスライドバーが並んでいる（画面

4）。たとえば、東京を中心とした表示

にするには、[ l a t i t ude ]を「35」、

[longtitude]を「140」付近に設定すれ

ばいい。コマンドラインで「-lat 35 -

lon 140」と指定した場合と同じ結果

が得られる。

さまざまな設定を変更した後で[Run]

ボタンを押 すと、 現 在 の設 定 で

Xplanetが実行され、しばらくすると

画像が表示される。

なお、ktermなどの端末画面には、

現在のGUI設定に対応するオプション

を持つコマンドラインが表示される。

これを利用して、現在の設定をシェル

スクリプトやエイリアスに登録するこ

とも可能だ。

このほか、一定時間ごとにルートウ

ィンドウの表示を更新するツール

「xplanetbg」も用意されている。コマ

ンドラインオプションのほとんどは

Xplanetとまったく同じだ。初期設定

では5分ごとにXplanetを呼び出す。こ

の時間間隔は、独自のオプション-wait

で秒単位に変更できる。

●ウィンドウ表示でアニメーション

Xplanetを-windowや-animate付き

で起動すると、ルートウィンドウでは

なく、通常のウィンドウに画像が表示

される。特に、-animateを指定した場

合は、Mesaライブラリを利用した3D

表示の惑星が自転するようすを眺める

ことができる（画面5）。

さらに、カーソルキーで眺める角度

を変えたり、Home／Endキーで拡

大／縮小したり、＋／－キーで自転速

度を制御したりできる。キー操作の詳

細は、hキーでウィンドウ上に表示さ

れるヘルプを参照されたい。

画面3 メルカトル
図法で日本を中心に
表示。雲の画像を重
ねている。

画面4 GUIで設定
を行うtkxplanetでお
気に入りの設定を見
付けよう。

画面5 通常のウィンドウに火星の3D画像をアニメーシ
ョン表示。
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●ビルドとインストール

Downloader for Xは、tarボールと

RPMパッケージの両方で配布されてい

る。RPMバイナリパッケージはRed

Hat 6.2用と7.0用がそれぞれ用意され

ているので、使っているディストリビ

ューションに合わせて選択しよう。

また、RPMソースパッケージからバ

イナリパッケージをリビルドすること

も可能だ。「rpm --rebuild nt-1.25-1.

src.rpm」とすると、/usr/src/redhat/

RPMS/i386にバイナリパッケージが作

成されるので、「rpm -Uvh nt-1.25-

1.i386.rpm」としてインストールすれ

ばいい。

一方、tarボールを利用する場合は、

展開先のmainディレクトリに移動して

「make」でビルドし、「su」でrootに

なってから「make install」デインス

トールする。

●起動とファイルの追加

k t e rmなどのコマンドラインで

「nt&」とするか、GNOMEメニューの

[プログラム]－[インターネット]－

[Downloader for X]を選択すると、上

下2ペイン構成のウィンドウが開く（画

面1）。上部にはファイルリスト、下部

にはメインログが表示される。

ファイルをリストに追加する方法は、

いくつか用意されている。もっとも簡

単なのは、Netscapeなどでブラウズし

ているWebページ中のリンクをドラッ

グし、Downloader for Xのウィンド

ウにドロップする方法だ。自動的にプ

ロパティダイアログ（画面2）が開い

て、URLが設定される。

このほか、ツールバー右端のボタン

で画面上に表示される「ドラッグ＆ド

ロップバスケット」（画面3）にもリン

クをドロップできる。また、クリップ

ボード監視機能を有効に変更した場合

は、他のアプリでURLをクリップボー

ドにコピーした段階でプロパティダイ

アログが開く。

なお、プロパティダイアログの[メイ

ン]ページでは、ファイルを保存する

「セーブフォルダー」や、URLとは別

の名前で保存する「セーブファイル」

なども設定可能だ。

●ファイルをダウンロードする

プロパティダイアログの[了解]ボタン

を押すと、ウィンドウ上部のファイル

リストに追加され、リストの先頭から

順番にひとつずつファイルがダウンロ

ードされる。なお、同時にダウンロー

ドするファイル数はオプション設定で

変更できる。

ダウンロード中は、ファイルごとに

受信済み・残りサイズなどが数値やグ

ラフで表示される。各ファイルの右ク

リックメニューから、ファイルごとの

詳細なログの参照（画面4）や、プロ

パティの変更が可能だ。

このほか、ツールバーのボタンを利

用して、リスト中のファイルの順番変

更やリストからの削除、ダウンロード

の停止・再開などを行える。

●Webページをダウンロードする

Webページに含まれる画像やリンク

先のページを取得するには、プロパテ

ィダイアログの[HTTP]ページで、[再

帰取得する深さ]を変更する（画面5）。

設定値は0以上の整数で、「0」は制限

http://www.krasu.ru/soft/chuchelo/

Downloader for Xは、HTTP／FTPを利用してファイルのダウンロー

ドを行うソフトだ。指定されたURL以下のファイルを再帰的に取得した

り、ファイル種別を限定することも可能だ。また、レジューム転送をは

じめ、巨大なファイルの分割受信機能や、指定時刻に受信を開始するス

ケジュール機能などさまざまな機能を備えている。日本語環境ではメニ

ューなどが日本語で表示される点もうれしい。

Downloader for X
複数ファイルを効率よくダウンロード

バージョン：1.25 ライセンス：Artistic

画面1 上部にダウン
ロード対象のファイル
リストが表示される。

画面2 ファイルの
URLなどを入力する
プロパティダイアロ
グ。
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なしの再帰取得、「1」は再帰取得しな

いことを意味する。

初期値は1なので、URLで指定した

ファイルしか取得しない。このため、

Webページに含まれる画像やリンク先

ページを取得するには、2以上の値を

設定する必要がある。

なお、再帰取得を行う場合、指定し

たURL（ドメイン部分を除く）に基づ

いたディレクトリ構造がセーブフォル

ダに作成される。たとえば、「http://

www.hoge.com/users/hogehoge/ind

ex.html」の再帰取得を行うと、セー

ブフォルダにusers/hogehogeディレク

トリが作られ、そこにindex.htmlなど

が格納されるわけだ。

これらのファイルをNetscapeなどの

ブラウザで開けば、Webページをオフ

ラインで閲覧できる。なお、[HTTP]

ページの[Change links in HTML files

to local]をチェックしておけば、ダウ

ンロードしたHTMLファイル内のリン

クの書き換えも行われる。

●そのほかにも便利な機能が満載

FTPを利用したダウンロードについ

ても、プロパティダイアログの[FTP]

ページで再帰取得の設定が可能だ。

FTPサイトのディレクトリの内容を、

サブディレクトリ以下も含めてまるご

と取得できる。

また、FTPの場合は、URLの末尾に

ワイルドカードを含むファイル名を指

定することで、取得するファイルの種

別を制限できる。たとえば、URLの末

尾に「＊.jpg」を付けると、JPEG画像

だけを取得できるわけだ。

時間帯によっては接続先のサーバが

混雑していて、つながらなかったり、

ダウンロードに時間がかかり過ぎるこ

とがある。そのような場合は、[時間]

ページでダウンロード開始日時を設定

するといい。この設定を有効にしてフ

ァ イ ル を リ ス ト に 追 加 す る と 、

Downloader for Xは指定された日時

になるまで待機状態になる。

一方、xDSLやCATVなどを導入し

てバンド幅に余裕がある環境では、巨

大なファイルを複数の部分に分割して

別スレッドで同時受信する機能を活用

するといいだろう。[一般]ページの[複

数の部分に分けてダウンロード]の数値

を変更すればいい。

●ジャンル別のオプション設定

各ファイルのプロパティダイアログ

で設定した内容は、そのファイルに対

してのみ有効だ。全体の設定を変更す

るには、ツールバーの[オプション]ボタ

ンを押してオプションダイアログを開

く（画面6）。

設定項目は多岐にわたるため、左側

のツリーでジャンル別に分類されてい

る。セーブフォルダの初期値などは[ダ

ウンロード]ページで、表示に関する設

定は[Interface]ページで、クリップボ

ード監視などは[Integration]ページで、

同時にダウンロードするファイル数な

どは[メイン]ページで設定を行う。

画面5 Webペー
ジ中の画像などを取
得するには再帰取
得の設定が必要。

画面6 さまざま
な設定がツリーで
分類された設定ダ
イアログ。

画面3 リンクのドラッグ&
ドロップを受け付ける小型の
「バスケット」

画面4 各キューごとにダウンロード
時のログが保存されている。
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●ビルドから起動まで

GnomerMindの最新版は、ソース一

式をtar＋bzip2したtarボールのみ配布

されている。「./configure」→「make」

でビルドし、「su」でrootになってから

「make install」でインストールする一

般的な手順だ。

コマンドラインで「gnomermind&」

とするか、GNOMEメニューの[プログ

ラム]－[ゲーム]－[GnomerMind]を選

択すると、メインウィンドウと小型の

パレットウィンドウが開く（画面1）。

●正しい配置を見つけよう

まず、パレットウィンドウに並んだ6

種類の「トークン」（駒）のいずれか

を選択し、メインウィンドウの盤面

（下列から順番に使用）の4つの穴のい

ずれかに配置する。注意してほしいの

は、同じ種類のトークンを複数の穴に

配置できることだ。

4つの穴にすべてトークンを配置し

て、パレットウィンドウの右端のボタ

ンを押すと、トークンの種類・位置と

もに合っている数と、種類だけが合っ

ている数が盤面左端に小さなアイコン

でそれぞれ示される。アイコンの意味

が分かりにくい場合は、ステータスバ

ーの表示を参考にしよう。

これらの情報を手がかりとして、8ラ

ウンド以内に正しい配置を見付けるの

がゲームの目的だ。正解が見つかると、

ファンファーレとともに正解の配置が

表示される（画面2）。

●画面のデザインをテーマで切替

トークンの種類や並べる数、最大ラ

ウンド数は、デフォルトではオリジナ

ルのマスターマインドと同じ値に設定

されているが、設定ダイアログの

[Game settings]ページで変更すること

もできる。また、ラウンド数を無制限

に設定することも可能だ。なお、現在

の設定値に基づく難易度がダイアログ

下部にパーセント表示されるので参考

にしよう。

このほか、操作に使用するキー割り

当てや、盤面やトークンのグラフィッ

ク（テーマ）の切り替えも可能だ。初

期値のClassicのほか、ペンギンが登場

するP i n g u s、数字で構成される

Scribbleなど全部で4つのテーマが付属

している（画面3）。

GnomerMindは、マスターマインドタイプのパズルゲームだ。6種類の

トークン（駒）を4つ並べる順番を推理するだけの簡単なゲームだが、

同じトークンが複数使われるため、8ラウンドで正解を見つけるのはな

かなか難しい。トークンの種類や並べる数、最大ラウンド数などは柔軟

に変更でき、盤面やトークンのデザインを切り替えるテーマ機能も用意

されている。実行にはgdk-pixbuf（0.7.0以降）が必要だ。http://gnomermind.sourceforge.net/

GnomerMind
グラフィックが美しいマスターマインド

バージョン：0.9.0 ライセンス：GPL

画面1
パレットウィンドウに並ぶトークンを盤面に並べよう。

画面2
見事に6ラウンドで正解
に到達。その秘訣は…。

画面3
テーマを切り替える
と、盤面やトークンの
デザインが一変する。



●ビルドから起動まで

Geki2とKXLライブラリは、どちら

もtarボールのみ配布されている。まず

は、KXLライブラリを「./configure」

→「make」としてビルドし、「su」で

rootになってから「make install」で

インストールしよう。Geki2についても、

まったく同じ手順でビルドとインスト

ールを行える。

kte rmなどのコマンドラインで

「geki2&」とすると、ウィンドウが開

いてタイトル画面が表示される（画面

1）。Zキーを押すとプレイ開始だ。

●基本的な遊び方

自機を操作して画面上方から迫り来

る敵を倒そう（画面2）。操作にはキー

ボードを使用する。カーソルキーが上

下左右への移動、Zキーが武器の発射

だ。連射可能なので、Zキーは常に押

し続けていればいい。

自機の武器は、威力は低いが広範囲

に攻撃できる通常弾（初期値）と、攻

撃範囲が狭いが威力の高いレーザーの2

種類が用意されている。縦スクロール

シューティングゲームの定番といって

もいいだろう。

ときどき登場する敵の「タンク」を

破壊すると円形のアイテムが現れ、こ

れを取ることで武器の切り替えとパワ

ーアップを行う。アイテムが「S」の

時に取れば通常弾が、「L」の時ならレ

ーザーがパワーアップする。通常弾は

弾の飛ぶ方向が増加し、レーザーは威

力が増加していく。

各ステージの最後には、「お約束」

の巨大なボスキャラが待ちうけており、

それぞれ特徴ある方法で攻撃してくる

（画面3）。見事にボスキャラを倒せば

ステージクリアだ。全部で5ステージが

用意されており、すべてクリアすると

最初のステージに戻って2周目が開始

される。

●無限にコンティニュー可能

プレイ中にSキーを押すとゲームの

一時停止（再開はZキー）、ゲームオー

バー後のタイトル画面でCキーを押す

と、最後のステージからプレイを再開

できる。

一面の敵でさえ大量の弾を発射して

くるという、かなり高めの難易度に設

定されており、最初は何度もコンティ

ニューのお世話になるだろう。

なお、作者のWebページでは、この

ゲーム以外にも、KXLライブラリを利

用した横スクロールシューティングゲ

ーム「Geki3」などが公開されている。

これらのゲームについても近いうちに

紹介したい。
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http://www2.mwnet.or.jp/̃fc3srx7/

Geki2は、縦スクロールタイプのシューティングゲームだ。敵を殲滅す

る「ボム」を持たないため、雨あられと降ってくる敵の弾の動きを読み

きって避けるという熱い弾よけを楽しめる。通常弾とレーザーを切り替

え可能だ。全部で5つのステージが用意されており、各ステージの最後

には特徴あるボスキャラが待ちうけている。実行には同じ作者のKXLラ

イブラリが必要だ。

Geki2
国産の縦スクロールシューティングゲーム

バージョン：0.9.0 ライセンス：GPL

画面1 Geki2のタイトル画面。Zキーでプレイ開始だ。 画面2 敵は怒涛のごとく弾を撃ってくる。動きを見極
めろ。

画面3 各ステージの最後には、巨大なボスキャラが待
ちうけている。



●基本的な使い方

gmanはtarボールとRPMバイナリ、

ソースパッケージで配布されているの

で、ディストリビューションに合わせ

て選択しよう。tarボールを利用する場

合は、「make」でビルドし、「su」で

rootになってから「make install」で

インストールすればいい。

kte rmなどのコマンドラインで

「gman&」とするとウィンドウが開く

（画面1）。初期設定ではシステムコー

ルなどのエントリーも含まれているの

で、リストは膨大だ。

リストを一般のコマンドだけに絞り

込むには、[Sections]－[Only]を選択

後、その下の[1: User Commands]だ

けチェックされた状態にする。また、

rootで作業するユーザーは、さらに[8:

Sys.Administration]もチェックしてお

くといいだろう。

コマンドの入力は、リストからクリ

ックで選択するか、上部のテキストボ

ックスに直接キー入力する。1文字入

力するたびに検索するため、目的のコ

マンドが検索された時点でEnterキー

を押せばいい。

マニュアルページは、初期設定では

xtermによって表示される（画面2）。

また、[View]メニューにより、gvによ

る表示・印刷や、Netscapeでの閲覧に

切り替えることもできる。

●日本語のマニュアルページを表示

日本語のマニュアルページを追加す

るには、まず[Options]－[Man Paths]

を選択して、マニュアルページのパス

設定ダイアログを開く。テキストボッ

クスに「/usr/man/ja」と入力して、

[Add new]ボタンを押せば、リストに

日本語マニュアルページのエントリー

が追加される。同じエントリーが複数

並んでいる場合は、下が日本語版だ。

続いて、xtermの代わりにktermを

使うように設定ファイルを書きかえる。

ホームディレクトリの設定ファイル

（ . gm a n） をエディタで編集し、

「xterm_command = kterm」という1

行を追加すればいい。これで、日本語

のマニュアルページも正常に表示され

るようになる（画面3）。

なお、man2htmlが日本語に対応し

ていないディストリビューションでは、

Netscapeでの閲覧時に日本語が文字化

けしてしまうので注意されたい。
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http://homex.coolconnect.com/user/xkwang/gman/

gmanは、コマンドのマニュアルページの表示や印刷などをGUIを使っ

て行うソフトだ。調べたいコマンドをリストから選択するか、キー入力

（インクリメンタルサーチ付き）すると、xtermやgv、Netscapeなど

の外部コマンドによってマニュアルページが表示される。一部の設定を

変更するだけで、xtermの代わりにktermを利用したり、日本語のマニ

ュアルページを表示することも可能だ。

gman
マニュアルページをGUIで操作

バージョン：0.9.2 ライセンス：GPL

画面1 コマンドやシステムコールの一覧がリストに表
示されている。

画面2 選択したエントリーのマニュアルページをxtermで表示。 画面3 ktermを利用すれば日本語マニュアルページの表示も問題ない。



●ビルドとインストール

xdiskusageの前に、実行に必要な

FLTK（Fast Light Tool Kit）ライブ

ラリをインストールしておこう。

tarボールをそのまま導入する場合

は、「./configure --enable-shared」→

「make」としてビルドし、「su -」で

rootになってから、「make install」で

インストールすればいい。

また、tarボールからRPMパッケー

ジを作成する場合は、「su -」として

rootになってから「rpm -ta fltk-1.0.10-

source.tar.gz」とすると、/usr/src/

redhat/RPMS/i386にfltkとfltk-devel

パッケージが作成される。これらを

「 rpm -Uvh fltk-＊1.0.10-1.i386.rpm」

としてインストールする。

xdiskusage自身は、ソース一式を

tar＋gzipしたtarボールのみ配布され

ている。「./configure」→「make」で

ビルドし、「su」でrootになってから

「make install」でインストールする一

般的な手順だ。

●ディスクやディレクトリを選択

ktermなどのコマンドラインで

「xdiskusage&」とすると、ディスク

やディレクトリを選択するウィンドウ

が開く（画面1）。また、コマンドライ

ン引数で「xdiskusage /home&」の

ように、直接ディレクトリを指定する

ことも可能だ。

ウィンドウ上部には、各ディスクの

マウントポイント先ディレクトリ一覧

が表示されている。これらをクリック

すると、ディスクから情報を取得した

後、別ウィンドウにグラフが表示され

る（画面2）。なお、一般ユーザーでは

アクセスできないディレクトリがある

ため、ディスク全体のグラフを表示す

る場合はrootになってからxdiskusage

を実行しよう。

ディレクトリを指定してグラフを作

成するには、その下のテキストボック

スを使う。一般ユーザーのまま利用す

るなら、ここに自分のホームディレク

トリ（/home/hogeなど）を入力すれ

ばいいだろう。Enterキーを押すとグ

ラフが表示される。

これらのグラフは、複数（初期値は

4個）の列に分かれており、左から指

定したディレクトリ、そのサブディレ

クトリ…という順に並んでいる。なお、

「（free）」と表示されたグラフは、その

ディスクの空き領域を表わす。

グラフ中のディレクトリをクリック

すると、グラフの左端がそのディレク

トリに切り替わり、さらに下のサブデ

ィレクトリが表示される。ウィンドウ

サイズを広げて、グラフを拡大するこ

とも可能だ。

このほか、右クリックメニューによ

り、グラフの列数（2～11個）や並び

順（サイズ順・名前順など）の変更、

グラフの印刷、PSファイルに保存など

の操作を行える。
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xdiskusageは、ディレクトリ単位（またはファイル単位）のディスク

使用量を、グラフ表示するソフトだ。コマンドラインベースのduと違っ

て、数段階下のサブディレクトリまで同時にグラフ表示されるため、各

ディレクトリの使用比率を感覚的に理解できる。サブディレクトリに切

り替えて細かな部分を確認したり、グラフを印刷することも可能だ。ビ

ルドと実行にはFLTKライブラリが必要となる。http://xdiskusage.sourceforge.net/
http://www.fltk.org/（FLTK）

xdiskusage
ディスク使用量をグラフで表示

バージョン：1.43 ライセンス：GPL

画面1
ディスクのリストから選択するか、ディレクトリをキー入力する。

画面2
指定したディレクトリ
のディスク使用量がグ
ラフで表示される。



Chocoは、ジャストシステムが開発

中の表計算アプリケーションである

（画面1）。すでにここでも紹介した一

太郎Arkと同じ考え方で作られ、Java

で作成されている。このChocoは、一

太郎Arkと、プレゼンテーションソフ

トであるMuffinの3つを合わせて、い

わゆるオフィススイートを形成するわ

けである。ただし、一太郎Ark以外は

現在開発中で、 そのT e c h n i c a l

Preview版が公開されているだけであ

る。今回は、このChoco Technical

Preview版を紹介することにしよう。

なお、これはあくまでも開発途中のも

のであり、動作はするものの、いくつ

かの不具合もある。このため、ここで

はおもにChocoの概要を紹介するにと

どめ、あまり細かい評価は行わないこ

とにする。

ちなみに、Chocoは開発中のコード

ネームで正式名称ではない。一太郎

Arkと組み合わされてオフィススイー

トになることを考えると、製品版は別

の名前になるのではないかと思われる。

もっとも、ボーランドのKylixのように、

コードネームがそのまま製品名になっ

てしまう例もあるので、必ず変わると

もいいきれないのだが……。

■

■　Chocoの概要

■

Chocoはいわゆる表計算（スプレッ

ドシート）ソフトウェアで、一太郎

Arkと同じく、すべてJavaで記述され

ている。現在のサイズは、1Mバイト程

度で、この手のアプリケーションとし

ては非常に小さいといえるだろう。コ

ンセプト的にも、コンパクトなプログ

ラムを目指しているため、製品版のサ

イズも現状とあまり違わないものにな

るのでないかと思われる。

また、データ形式としてはXMLを使

い、文字サイズなどの属性はCSS2

（Cascading Style Sheet）を使って行

われる。このため、標準のファイルフ

ォーマットは、XHTMLとなり、ネッ

トスケープナビゲーターなどのWebブ

ラウザを使って開くこともできる（画

面2。HTMLのTableとして解釈でき

るような形式になっている）。これによ

り、ファイルの内容を見るだけならば、

Chocoを起動する必要もないしインス

トールしてある必要もない。ある意味、

どこにでも持って行きやすい形式であ

るともいえる。

また、シート内のデータを使ってグ

ラフを作成することも可能で、基本的

な表計算の機能はひととおり備えてい

るといっていいだろう。

セルに対しては、文字サイズやフォ

ント、属性、文字色や背景色、数値な

どの表示形式を指定することができ、
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Javaで書かれた純国産表計算ソフトウェア

Choco

価格 未定
問い合わせ先 ジャストシステム

03-5412-3939
http://www.justsystem.co.jp/ark/

Chocoは、ジャストシステムが開発中の表計算ソフトだ。現在は、Technical
Preview版をダウンロードして試用することができる。すでに発売している一
太郎Arkと合わせ、新しいオフィススイートとして登場する予定だ。

文：塩田紳二
Text : Shinji Shioda

Chocoの概要

画面1 表計算ソフトChoco
Chocoは、Javaで記述された表計算ソ
フトだ。グラフの作成が可能なほか、
セルに対する書式の設定なども可能。



このあたりは一般的な表計算ソフトと

同じ機能を持っている。

■

■　ChocoのGUI

■

Chocoはメニューバーやツールバー

などを持つ、一般的なウィンドウにな

っている。基本的なGUIはJavaを使っ

ているため、Javaのフレームワークを

使ったものになっている。Chocoで使

われているJDKについてだが、現時点

で は JDK 1.2で 検 証 さ れ て お り 、

JDK1.3での動作は未検証となってい

る。ただし、JDK1.3でも起動はするよ

うである。

セルへの入力方法は、マウスなどで

セルを選択し、キーを打てば入力され

る。ただし、入力は、ツールバー下の

「入力ライン（Microsoft Excelなどで

いう数式バーに相当するもの）」で行う

が、セルへの直接入力（セル自体に入

力カーソルであるキャレットが表示さ

れる）もできるようだ。

1つのファイルで複数のシートを扱う

ことができ、その切り替えはウィンド

ウ下部にあるタブで行う（画面3）。こ

のあたりは、Microsoft Excelと似て

いる。個人的には、横スクロールバー

が小さくなるとか、タブの数が多くな

ると表示ができなくなるので、この形

式はあまり好みではないのだが、すで

に多く使われているソフトと同じ形式

を踏襲することでユーザーが理解しや

すくなるというメリットはある。多数

のタブがある場合には、その左端にあ

るボタンでタブ自体を横スクロールさ

せて表示する。

このタブ／水平スクロールバーの下

にはステータスバーがある。通常、

Microsoft Excelでは、ここにキーボ

ードなどの状態が表示されるのだが、

今回のバージョンでは何も表示されな

いようである。これとは別に、さらに

この下にファンクションキーの表示も

行える。ただし、現状では機能名は表

示されないため、たんなる飾りになっ

ているようだ。

ツールバーは、メニューバーの下の

ほか、左右にも配置でき、さらにフロ

ーティング状態にすることもできる

（画面4）。また、ボタンサイズを大

（画面5）、小（画面6）の2つに切り替

えることができるため、高解像度表示

をしている場合でもボタンが見にくく

なるようなことがない。

セルの幅や高さの変更は、表の見出

し部分の境界線上をマウスでドラッグ

することで可能である。また、「書式」

メニューの「行」「列」を見ると、「幅」

や「高さ」の指定とは別に「最適化」

といった項目があり、入力されている

文字などのサイズに合わせた調整が可

能なように見える。Microsoft Excel

では、見出しの境界部分にカーソルを

置き、カーソルの形が変わったところ

でダブルクリックすると自動的にサイ

ズ調整が行われるのだが、Chocoの最

終的な製品でもこうしたショートカッ

ト機能を入れておいてくれるとありが

たい。

また、多くの表計算ソフトでは作成

した表の見出しに相当する部分のスク

ロールを固定する、「ウィンドウ枠の固

定」といった機能があるが、Chocoに

もこの機能が用意されている（画面7）。

実際、画面よりも大きな表を作成する
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ChocoのGUI

画面4 フローティングしたツールバー
標準でメニューバー下に置かれるツールバーは、取り外してフローティングツ
ールバーとして利用することも可能だ。

画面3 Chocoのウィンドウ下部
シートの切り替えは水平スクロールバー横のタブで行う。一太郎ARKと同じくファンクション
キーの表示を行わせることもできるが、現状では機能名は表示されない。

画面5 アイコン（大）
ツールバーのアイコンは大、小２つの切り替えが可能で、画面の解像度に合わせて自動で切り
替えを行うこともできる。

画面6 アイコン（小）
画面5に比べて、ツールバーのアイコンが小さく表示されている。

画面2 Webブラウザでの表示
画面1のファイルをWebブラウザ（ネットスケープナビ
ゲータ）で開いてみたところ。Webブラウザから見ても、
ちゃんとしたテーブルとして表示される。



場合、この機能がないとほとんど実用

にならないといってもいいぐらいの機

能である。

なお、Windowsなどの多くのソフト

で一般的なマウスの右ボタンクリック

によるメニュー（ショートカットメニ

ューや、コンテキストメニューと呼ば

れるもの）や、選択中のセルを表すセ

ルポインタのドラッグによるコピー機

能などは実装されていない。前者は、

Readme.txtファイルに「未実装」であ

る旨が記載されており、後者はセルポ

インタにハンドルが付いていることか

ら、実装する予定はあるものと推測さ

れる。

■

■　表計算機能

■

Chocoでは、セルは俗に言うA1形式

で指定する。これは、セルの横方向に

A、B、C……と番号を振り、縦方向は

数値で指定するものだ。かつてLotus

1-2-3が採用していた形式である。

以前、マイクロソフトはMS-DOS用

のマルチプランで縦横ともに数値を振

り、R1C1という形でセルを指定して

いた。これをR1C1形式というが、い

まではMicrosoft ExcelもA1形式が標

準となり、R1C1形式はあまり使われ

ていない。

数式は、Microsoft Excelと同じく、

最初に「=」を付けることで数式とし

て認識される。それ以外は、文字列も

しくは数値、日付などのデータとして

認識される。数式中の関数でセルの範

囲を指定する場合、その左上と右下の

セルのA1形式アドレスを「：」で繋い

で表記する。たとえば、一番左上にあ

るA1というセルから4×4マスのセル範

囲を指定するにはA1：D4とする。

数式中で利用できる関数は、165個

（附属の関数を説明するシートファイル

で数えた数）あり、特に少ないという

わけではない。なお、プラグインを使

って関数を定義できるため、必要なら

ばJavaを使って関数を作ることができ

る。ただし、これは少し技術を要する。

通常の表計算ソフトであれば、たいて

いはマクロ機能を持っており、これを

使って関数を記述することができる。

Chocoもこうしたなんらかのマクロ機

能を持って欲しいところだが、この

Technical Preview版にはマクロ機能

は装備されておらず、ジャストシステ

ムのホームページにも「Technical

Preview版に対する要望」として、

VBAやマクロなどが要望されている。

ジャストシステムも重要な機能と考え

てはいるようだが、プログラムをコン

パクトにするというChocoのコンセプ

トと相入れない部分もあって、現在検

討中ということになっている。

ただ、ちょっとした条件判断ぐらい

であればIF関数を使って行えるし、複

雑な数式であってもセルのコピーで簡

単に複数のセルへの入力が可能なので、

入力の手間を省くために長い数式を関

数として記述するといった方法はなく

ても構わない。実際、筆者はかなり長

い数式を利用する場合でも、関数とし

て定義することはあまりしない。もっ

とも、頻繁に使うようなものであれば

ライブラリ的に関数定義したくなるこ

ともあるだろう。

なお、マクロを付けるとなると、ち

ゃんとした繰り返しや条件判断など、

本格的な言語としての体裁が必要で、

その編集やデバッグ環境を含めてしま

うとかなり大がかりなものになってし

まう。ここはかなり悩ましいところで

あろう。

一太郎ArkのPlugInの解説を見る限

り、PlugIn内では組み込み先アプリケ

ーションの内部的なクラスを使ってア

クセスを行う必要があり、簡単にいえ

ば、内側が完全に見えていて、それを

使って何でも実現してくれという形で

ある。たとえて言えば、Cのプログラ

ムでソースコードを見て、適当に内部

の関数を使ってくれといっているよう

なものである。これに対して、この手

のアプリケーションのマクロ機能は、

内部構造を見せずに、表やセル、ある

いは編集中の文書などを抽象化するよ

うに設計されている。このため、原理

的には、マクロがアプリケーションを

クラッシュさせてしまうようなことが

できないようになっているわけだ。

一太郎Arkでは、編集対象のデータ

はジャストシステムが一太郎Ark用に

実 装 したDOM（ Document Object

Model）を使うようになっている。こ
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画面7 ウィンドウ枠固定
作成した表の見出し部分を動かさずに一部分のみス
クロールさせる「ウィンドウ枠固定」機能も備わっ
ており、固定される位置の行、列番号の部分が黄色
く表示される。

表計算機能



のあたりの構造をうまく使えば、マク

ロは実装できなくもなさそうである。

各セルには、罫線（画面8）、文字

色／背景色（画面9）、書式（画面10）、

フォント（画面11）などの指定が行え

る。このあたりはメニューからダイア

ログボックスを使って行ったり、ツー

ルバーを使う。

前述のようにChocoの基本ファイル

形式は、XML＋CSS2であるが、実際

のファイルはXHTMLというかHTML

としても解釈が可能なもので、表を

HTMLのTABLEタグを使って表現し

ている。このため、通常のWebブラウ

ザに読み込ませれば、そのまま内容が

表示できる。ただし、逆に任意の

XHTML／HTMLファイルを読み込め

るわけではなく、一定のルールに従っ

て記述されたXHTML／HTMLファイ

ルのみ読み込み可能となっている。

このほか、PlugInとしてMicrosoft

Excelのファイル形式の読み書きを可

能 に す る も の が 附 属 し て お り 、

Windows上などで作成したMicrosoft

Excelデータなどもそのまま利用するこ

とができる（ただし、Techn i c a l

Preview版には制限がある）。また、

CSVやテキスト形式のファイルを読み

込むこともできる（画面12）。

ファイルのセーブは、ChocoのXHTML

／HTML形式のほか、Microso f t

Excel 2000／95形式の3つうちのどれ

かを選択することができる（画面13）。

ただし、CSVやテキスト形式での書き

出しはTechnical Preview版では行え

なかった。

また、Chocoで作成したHTMLファ

イルは、一太郎Arkで読み込むことも

可能である。ただし、一太郎Ark内で

は単純な表となり、オブジェクトとし

て配置した画像やグラフなどは文書の

うしろに図版として配置される。

■

■　グラフ作成

■

Chocoは、シート内の表からグラフ

（ビジネスグラフ）を作成する機能を持

つ。グラフの作成は、グラフ化したい

範囲をマウスなどで選択しておき、ウ

ィザード形式で設定を行う。手順とし

ては、Microsoft Excelなどと同じで

ある。

グラフの種類は13種類ほどあり、さ

らにこの個々のグラフ形式に対してパ

ターン（たとえば、棒グラフなら積み

上げなのか、割合の表示なのかといっ

たパターン）がある。Chocoではこれ

を「グラフ書式」と呼んでいるが、会

社内のレポートや実験レポートといっ

た、普通の用途であればこれでなんと

かなるはずである。

グラフの作成は、以下の手順で行う。

①グラフの種類の指定（画面14）

②グラフ書式の指定（画面15）

③データ系列などの指定（画面16）

④グラフタイトルや軸タイトルなどの

指定（画面17）
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画面8 「罫線」ダイアログボックス
各セルに罫線を表示させることが可能で、ダイヤログボ
ックスを使って罫線を引く場所や線種、色なども指定
可能。 画面9 「色の設定」ダイアログボックス

セルの背景や文字に対しての色指定が可能で、その指
定方法も、Webブラウザで一般的に使われる色を選択
したり、RGBやHSBで数値として指定することも可能。

画面10 「文字飾り」ダイアログボックス
セル内の文字は、太字やアンダーラインといった属性を
指定できる。これらはツールバーやメニューからも個別
に指定できるが、文字飾りとして文字色や背景色、属
性などをまとめて指定できる。

画面11 「言語・フォントの設定」ダイアログボックス
Chcocoで利用できるフォントはJavaから利用できるフ
ォントだが、内部で使われている仮想的なフォント名に
対して、実際のフォントの対応を指定することができる。

画面12 「開く」ダイアログボックス
ファイルを開くときには、拡張子がH T M L の
XHTML/HTML形式ファイルのほか、Microsoft Excelの
データやカンマ区切り、テキスト形式などが選択できる。

画面13 「名前を付けて保存」ダイアログボックス
ファイルのセーブは、当然、ネイティブ形式のHTMLで
行えるが、そのほかMicrosoft Excel2000／Excel95形式
も可能。

グラフ作成



以上の手順が終了すると、別ウィン

ドウにグラフが表示される（画面18）。

ただし、このウィンドウはグラフを表

示するだけのもので、作成されたグラ

フはワークシート上に配置される（画

面19）。なお、このワークシート上の

グラフは、どうやら画像ファイルと同

じ扱いのオブジェクトになっているよ

うで、グラフ作成対象となったセルの

値を変更してもグラフは変化しない。

この状態でセーブを行うと、JPEGファ

イルが別途作成される。このため、グ

ラフのサイズを大きくすると文字のジ

ャギーなどが出てしまい、品質がかな

り下がってしまう。このあたりは、

XMLによるベクトルグラフィックス記

述言語であるSVGなどを使ってほしい

ところだ。

これが、Technical Preview版のみ

の状態なのか、最終製品もそうなのか

は不明だが、グラフはできあがったの

ちに元データに修正が加わったり、グ

ラフ形式を変更することもよくある。

現状の仕様だと、再度作り直しになり、

一部のみ変更するといった作業が困難

になる（以前の設定値を完全に覚えて

いる必要がある）。最終的にできあがる

ものは画像でも構わないが、設定値や

元データの範囲などを保存しておいて、

一部を変更して再度実行できるような

機能がほしいところだ。ぜひ、最終製

品で対応してほしい。

ワークシート上には、グラフのほか

に画像を配置することもできる（画面

20）。これは、ファイルを指定して外

部から読み込むが、元画像ファイルに

対してリンクおよび、埋め込みの設定

がある（画面21）。

グラフはともかく、ワークシート上

に画像を配置できることは、それほど

必要な機能ではないと筆者は考える。

あって邪魔になる機能ではないが、多

くの表計算ソフトが肥大化している原

因のひとつは、表計算ソフト自体で文

書を作成できるように、書式やレイア

ウト機能が多数追加されたためともい

える。

本来なら、表計算ソフトでは表やグ
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画面18 作成されたグラフ（表
示）
作成したグラフは、最初別ウィン
ドウに表示される。ただし、この
ウィンドウはグラフを表示する機
能しか持たず、メニューも「終了」
という項目しかない。

画面19 ワークシートに配置
したグラフ
作成したグラフは、ワークシ
ート内のオブジェクトとなる。
ただし、最終的に作られたの
は単純な画像（JPEGファイ
ル）であり、セルの値を変化
させてもグラフは変化しない。

画面16 「グラフウィザード対話形式 3／4」ダイア
ログボックス2
選択したセル範囲をどうやって表にするか（系列の方
向）などの指定を行う。ダイアログボックス内の左側に
見えている部分は、最終的にはプレビューとなるのでは
ないかと思われるが、現状では単なる絵が表示されてい
るだけだ。

画面17 「グラフウィザード対話形式 4／4」ダイア
ログボックス
ウィザードの最終段階では、グラフの見出しやタイトル
などを指定。最後に「完了」ボタンをクリックするとグ
ラフが作成される。

画面15 「グラフウィザード対話形式 3／4」ダイア
ログボックス1
指定したグラフの種類に対して、さらに細かく形式を指
定する。この部分は、グラフの種類で違ってくる。

画面14 「グラフウィザード対話形式 1／4」ダイア
ログボックス
グラフウィザードを起動すると、最初はグラフの種類の
選択を行う。



ラフのみを作成して印刷を行う文書な

どであれば、ワードプロセッサへそれ

らのデータを貼り付けて作成すべきと

いう気がする。実際、表計算を使った

場合、説明用に矢印やテキストボック

ス（付箋紙のようにセルの脇にメモを

付けるなどの用途）などの描画機能が

あると便利なのだが、単なる画像ファ

イルだとちょっと使い道は少ないので

はないかと思われる。

グラフはXHTML／HTMLファイル

とは別の、JPEG画像としてにセーブさ

れる（名前はワークシートファイル名

から作られる）。

■

■ JavaアプリケーションとしてのChoco

■

Chocoを使ったとき、セル入力など

では特に問題は感じないものの、マウ

スによる範囲選択などのGUI操作では

一部動作がもたつき、たとえばマウス

で矩形範囲を指定した状態で、ドラッ

グしたままマウスをウィンドウ外まで

動かすといった動作では、イベントが

バッファに溜まってしまうのか、ボタ

ンから手を離してもスクロールが続い

てしまう。また、スクロールなども速

い と は 言 い 難 い 。 こ れ が C P U

（Celeron 450MHz）の処理能力によ

るものなのかは不明だが、製品版では

このあたりがちゃんと動くことを願う。

処理効率が問題となるような動作と

しては、たとえばMicrosoft Excel形

式での表のセーブなどがある。こちら

はかなり待たされる感じで、もう少し

CPU能力が欲しくなる。今後のチュー

ンナップに期待というところか。

GUI操作やセーブ以外の面では、あ

まり中間言語による処理というJavaの

遅さを感じることは少ない。入力など

もそれなりのスピードでできるし、計

算もそんなに遅いという感じはしない。

最終的なチューンナップが済めば、か

なり実用的なものになるような感じだ。

ワープロや表計算といったビジネス

用アプリケーションは、結局のところ

日本語サポートが最低限の条件となる

が、国内メーカー開発による製品とい

うことで、このあたりは安心できる。

ざっと使った印象では、レポートに

付ける集計表やちょっとしたグラフを

作るという程度であれば、なかなか使

えるし、ちょっとしたデータの整理や、

リストの作成用といった用途でも大丈

夫だろう。しかし、毎日表計算を使っ

て、複雑な計算を行うような仕事には

ちょっときついかもしれない。

文書を打ち込むワープロソフトには、

機能を削って「軽く」して、エディタ

感覚で使うといった方向はありえるの

だが、表計算は本来の使い方からする

と高度な計算ツールであるため、あま

り機能を軽くすると利用範囲を狭めて

しまう可能性がある。ただ、日本のオ

フィス内での使われ方を見ると、単純

な集計表やリスト、簡易データベース

的なものも多いため、ある程度のユー

ザーの要求には応えられるだろう。し

かし、シミュレーション的な計算を行

うようなユーザー（最近では、技術系

の計算も表計算で行う場合がある）の

要求は満たせなくなってしまう。この

あたり、ターゲットユーザーをはっき

りさせないと、なかなか機能を絞り込

めないかもしれない。

また、PlugInによる機能拡張に期待

したいところだ。たとえば、データベ

ースと連携できるような機能があると

かなり応用がききそうな感じがする。

このほか、一太郎Arkに埋め込みド

キュメント的に作成した表などが入れ

られ、表を修正すると自動的に一太郎

Ark文書も更新されるようになるとい

いだろう。すでにWindowsでOLEによ

る埋め込みや、リンクドキュメントに

慣れてしまったユーザーにとっては、

静的なデータの貼り付けだけの文書間

連携には戻れないと思うからである。
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画面21 「画像ファイルの挿入」ダイアログボックス
ワークシートに挿入する画像の選択画面。ここでは、実
際に画像を貼り付ける前に内容を見ることができる。

画面20 画像の貼り付け
JPEGファイルなどを自由にワ
ークシート上に配置すること
ができる。また、画像オブジ
ェクトの端の部分にあるハン
ドルを使って拡大縮小も行え
る。

Javaアプリケーション
としてのChoco
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そもそも情報って何なのかを考え出すと、よくわからなくなる。

本やCDには、情報が詰まっている。Webにもたくさん

の情報がある。たまに渋谷の街を歩いたりすると、くらく

らしてしまうのも、情報があふれているからだ。見るもの、

聞くもの、感じるもの、すべてが情報だ。でも、重要なの

は、自分にとってそれらの情報に、価値があるかどうかだ。

つまり、価値のある情報とそうでない情報がある。その判

断は、きわめて主観的なものだ。情報は、いつでもどこで

も価値があるわけじゃなくて、時と場合によって、情報の

価値は変ってしまう。

そう考えると、情報そのものに価値があるわけではない。

たぶん、情報がトリガーになって何らかの反応なりアクシ

ョンが生起したときに、はじめてその情報の価値が認めら

れるのだ。

■

情報の価値と関係の価値
■

ところで、ほとんどの情報は、誰かが何らかの目的で発

信したものである以上、情報の価値とは、自分とその発信

者との関係の価値である、と拡張解釈できるだろう。

だから、情報の洪水とか、情報があふれている、といっ

た言い方は、誤った言語の用法なのだ。でも、それが誤っ

た用法と見なされずに、納得的な表現として受け入れられ

てきたのは、おそらくその関係が一方的だったからだろう。

20世紀になって、情報は爆発的に増大し、それは現在も進

行中だ。情報はますます一方的に送り付けられてくる。で

も、人間の情報処理能力には、限界がある。コンピュータ

みたいにクロック速度が倍々で向上するわけでもないし、

どこかのサーバみたいに24時間365日ノンストップで稼動

させることもできない。

それに何よりも、世界はあまりに複雑になってしまった。

どんな人でも、自信をもって判断が下せる分野は、2つか

3つに限られるだろう。それ以外の分野については、専門

家の意見なり見解を聞いて判断するしかない。でも、その

分野の専門家の意見が正しいかどうかなんて、ほんとはわ

からないのだ。そして、わからないものについては、基本

的に無視してしまおう、そのような問題と自分とは何の関

係もないと考えることにしよう。どうしても、決定を下さ

なければならない問題については、他人の判断に追随しよ

文：豊福 剛
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illustration : hmm
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う。このようにして情報の爆発に対応してきたのだ。

20世紀は情報爆発の世紀だった。そして、おそらく21

世紀は関係爆発の世紀なのだ。そして、インターネットの

本質が、エンド・ツー・エンドのコミュニケーションにあ

るとしたら、それが革命的であるのは、あらゆる領域にお

いて関係を爆発させる起爆剤になるからだろう。

人間とは諸関係の総体であるとマルクスは考えた。イン

ターネットが関係の爆発をもたらすものである以上、イン

ターネットによって、いままでの関係の総体は必然的に揺

さぶられ、破壊され、そして新しい関係の線が引かれるこ

とになる。インターネットは、地球規模での関係の爆発で

あるグローバリゼーションを駆動する。

■

「政治」を関係調節装置として実装するには
■

はたして人間は、この歴史の津波に対処することができ

るのだろうか。グローバリゼーションが進行する一方で、

人間はシェルターとしての民族主義や宗教への回帰に逃げ

場を求める現実がある。それは関係の爆発に対する人間の

不能と恐怖がそうさせているのかもしれない。それは旧ソ

連圏の国々の悲惨というだけではない。日本においても、

そのような悲惨は、着々と進行しつつあるのではないか。

あらゆる関係という関係は、それが人と人の関係である

以上、そこにはかならず利害がからんでいる。そして、両

者が納得いくかたちで利害を調整するのに困難を極めるこ

とは少なくない。その調整に失敗したとき、最後は暴力が

行使されてしまう。暴力は、最終的な権力のかたちだ。そ

して、暴力を抑止するのもまた権力だ。権力は関係におい

て生じるのだから、権力とは、決定するのは誰なのか、と

いう問題ともいえるだろう。

時代閉塞とは、関係の閉塞である。政治の閉塞もまた、

関係の閉塞である。政治の無能は、政治と自分との関係が無

能であることの反映である。政治は、テレビのニュースや新

聞のうんざりする記事によって、一方的に送りつけられるだ

けだった。政治との関係は、選挙というチャンネルでしかな

かった。政治家は、いつも景気のことばかりを語っていた。

景気がいいときは、そのような政治でも、よしとされてき

た。でも、景気は一向に良くならないままだ。だから、景気

をなんとかするための政治を求める、というのではなく、政
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治そのものとの関係をなんとかするしかないのだ。

ITは、彼らの経済のためだけにあるのではないし、彼ら

の政治のためだけにあるのでもない。それは、同時に、ぼ

くたちの政治のため、ぼくたちの経済のための道具でもあ

るのだ。それはすでに与えられた道具なのではなく、爆発

する関係を調整する装置として実装し、使いこなさなけれ

ばならない。

関係をデザインし直すには、まずコミュニケーションの

条件をデザインし直すことが必要だ。思うに、一番の問題

は、法律の文体とぼくたちの言語とのセマンティック・ギ

ャップにあるのではないだろうか。法律の文体は、ぼくた

ちのためにあるのではなく、彼らのためにあるものの、典

型のような気がする。それに、法律は読めば一意的に意味

が解釈できるものではなくて、それがどのように解釈され、

適用され、判断されてきたのかという歴史とも深く関係し

ている。それが、法律の専門家と非専門家の間に、絶対的

な知の格差をもたらし、彼らに権力を与える根拠になって

いるのであれば、そのギャップを埋めるための知識ベース

をオープンソース運動として展開できないものだろうか。

■

投票的評判のためのアルゴリズム
■

関係調整装置を実現するためには、電子メール、Web、

BBSといった既存の道具だけでは、おそらく十分でない。

Webよりもっと双方向的に編集できるテキストベース、

BBSよりもっと重層的な構造をもった会議システム、さら

には、断片的な情報をベースにした検索・照会システムを

超えて、関係の調整や意思決定のプロセスを支援するシス

テム。そうした方向への展開が求められる。以前紹介した

LETS タイプの地域通貨の設計・実装プロジェクト、

GETSを主宰されている鈴木 健氏は、貨幣、投票、所有

の情報論的融合という、非常に刺激的な構想を提起されて

いる。その概要は「ネットコミュニティ通貨の玉手箱」

（http://sacral.c.u-tokyo.ac.jp/̃ken/gets/tamatebako.

html）にまとめてある。これを読みながら漠然と予感した

のは、P2Pはたんにサーバ集中から分散処理へのシフトとい

うだけでなく、鈴木氏が「評判言語」と名付けているサムシ

ングへの指向が決定的に重要であるということだ。

それは、これまでの常識的な社会観を補強するための装



置というのではなく、むしろ、そうした常識に対する意識

変革を同時に要求する装置であるように思う。たとえば、

「相対値貨幣」のアイデアは、商品の購入―販売という常

識的に理解されている関係を、投資―被投資の関係に変容

させるものである。つまり、買うとは売る人に対する投資

である、というラジカルな発想の転換が打ち出されている

のだ。おそらく、ここで提起された装置は、より抽象化す

ることで、より広範な領域に適用可能なツールボックスに

なる気がしている。

たぶん、これまでのインターネットのユーティリティにおい

て足りなかったのは、ノードとノードの間のダイナミックな関

係をシステムの中に内包することだったのではないだろうか。

たとえば、Webにおいては、リンクの機能が重要な役割をは

たしているわけだが、それは、一方向的であり、固定的であると

いう限界がある。そうしたHTMLベースのリンクのもつ限界

を、検索エンジンはかなりの部分、補完している。最近とみに

人気を集めている検索エンジンにGoogleには、ページの重要

度（PageRankと呼ばれる）を判定するアルゴリズムが実装さ

れているらしい。このPageRankの概要については、山本 篤

「Googleの基礎技術PageRankについて」（http://aglaia.c.u-

tokyo.ac.jp/̃yamamoto/pagerank/pagerank.html）、馬場肇

「Google の秘密 - PageRank 徹底解説」（http://www.kusastro.

kyoto-u.ac.jp/̃baba/wais/pagerank.html）が参考になる。

これらのPageRankについての解説を読んで興味深かっ

たのは、ページからページへのリンクを「投票」とみなし

ている点だ。また、ページ間の遷移確率を表わす行列から、

固有値と固有ベクトルを計算することで、各ページの重要

度を求めるアプローチは、「相対値貨幣」で評判行列から

評判ベクトルを求めるアプローチと家族的類似関係にある

ように思う。

システム工学や制御理論には疎いので、よくわからないの

だけれども、このような遷移確率をベースにしたモデリング

は、常套手段であり、とりたてて珍しいものではないのかも

しれない。でも、こうした理論や方法を、実際に何かに応

用できるためには、独特のセンスが要求されるのだろう。

とりあえずGNU Octaveをインストールして、線型代

数の勉強しなおしだ。そうそう、GoogleはRed Hatのサ

ーバ6000台で動いているらしい。どうやって管理している

んだろうなあ。
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Profile

とよふく つよし
1962年東京生まれ。メディアデザイン研究所技術顧問。
訳書に『Javaプログラムクイックリファレンス』『Java分
散コンピューティング』（オライリージャパン）『GIMPパ
ーフェクトガイド』（エムディーエヌコーポレーション）
などがある。



■

■不安な時代のはけ口

日本の景気は一向に回復する気配すらなく、ア

メリカ経済の不調のおかげで、まだまだ景気は悪

くなりそうな気配である。経済大国だなんて威張

り散らしていた日本も、不景気に加えて財政は破

綻状態、失業者は増える一方で、希望も何もあっ

たもんじゃない。

こういう時代には国粋主義がはやる。外国人や

外国の文化、外国の流儀を目の敵にして、日本の

伝統、日本の歴史、日本の道徳、日本の美徳とい

った、わけのわからない価値に一抹の心の拠り所

を求め、日本は偉いんだとブイブイ吹きまくり、

不景気のウサを晴らそうという心理なんだろう。

そんな時代だからなのか、日本では妙な教科書

が検定を通過してしまった。個人的には右翼教科

書でも左翼教科書でも、歴史の教師が趣味で選べ

ばいいと思うのだが、役人が検定制度なんてもの

を作るからややこしい。「日本政府が歴史歪曲教

科書を合格させた」と、中国や韓国の愛国者たち

をカンカラカンに怒らせてしまったのだ。

中国・韓国の抗議の中には若干誤解もあるよう

だが、彼らが怒るのもまあ無理はない。日本政府

は「歴史観は検定の対象ではない」と言っている

が、旧植民地国民が怒っているのは、まさに植民

地史観を日本政府が公教育の教材として認めたこ

となのだから。

だが日本政府は、「厳正な手続きを通過したの

で、再修正はできない」の一点張りで、それがま

た火に油、とうとう怒り心頭に発した韓国ネット

ワーカーたちが、去る3月末に文部科学省をはじ

めとするサイトに「バーチャル・シットイン（仮

想座り込み）」を仕掛け、やられた側はそれに対

して「違法なサイバーテロだ」と逆ギレするとい

う事件が起きた。

バーチャル・シットインは、1995年頃からアメ

リカで始まったインターネット上の抗議手法のひ

とつで、要するにブラウザの更新ボタンを押し続

け、対象となるWebサイトの負荷を高めてサーバ

をストップさせてしまおうというもの。

スレッドを使うIISやApacheバージョン2はと

もかく、Apacheをはじめとする現在のWebサー

バは、リクエストごとにプロセスをfolkする。ご

存じのように、UNIXにとってfolkはかなり重い

仕事で、同時に大量のプロセスの生成、消滅を繰

り返せば、マシンの負荷は跳ね上がる。実メモリ

が少なければ、これに加えてスワップの嵐が発生

し、下手をすればカーネルがパニックで落ちてし

まうかもしれない。何とかしようと思ってログイ

ンしても、負荷は上がり切っていてコマンドを打

っても反応が返ってくるまでに何分も待たなけれ

ばならない。こうなると、ネットワークのケーブ

ルを引っこ抜く以外にコントロールを取り戻す方

法はない。

確かに抗議としてはかなり過激な方法だが、海

外では何度かバーチャル・シットインが呼びかけ

られている。有名なところでは、'98年のメキシコ

のサパティスタによる金融機関への抗議、'99年の

RTMarkによるeToys.comへの抗議などがあり、

韓国では昨年、いわゆる通信秩序確立法に反対し

て政府機関のサイトを対象にバーチャル・シット

インが行われているが、日本のサイトがバーチャ

ル・シットインの対象になったのは、おそらく初

めてのことだろう。

数年前のサーバと違って、最近のサーバは高性

能になり、回線も太くなった。100人や200人が集

まっても、そう簡単にサーバがダウンするもんじ

ゃない。はたして抗議の対象にされた日本のサイ

トがいったいどんな対処をするのか大いに興味が

あって、当日はサイトの様子を見ていたのだが、

対象にされたサイトはタカをくくっていたのだろ

うか、完全にストップしてしまったのである。

抗議された側はこれを「サイバーテロ」、「明ら

かな犯罪」として非難の声明を出し、日本の政府
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バーチャル・シットインの論理
文：安田幸弘
Text : Yukihiro Yasuda

不安な時代のはけ口

ネットの座り込み



は非公式に韓国に打診をしたというのだが、これ

は恥ずかしい。彼らの立場を認めるとしても、せ

いぜい「不当な抗議」ぐらいの声明にしておくべ

きだった。何しろバーチャル・シットインという

抗議手法は、決してお上品な抗議であるとは言え

ないにしても、明確な犯罪行為ではない。事実、

法的な責任を問おうとしても、少なくとも法治国

家では根拠となる条文がなかったり、証拠不十分

その他の理由で立件ができず、これまでに法的な

責任が問われたケースはない。

意外に感じる人もいるかもしれないが、バーチ

ャル・シットインは、サーバへの侵入、ファイル

の改変や破壊などがなく、通常の公開されたプロ

トコルしか使わないという点で、いわゆる不正ア

クセスの範疇に入らない。歴史教科書への抗議と

いう意図は同じでも、中国からのサイト改ざん攻

撃が明確な不正アクセスとされるのとは大きく異

なる点である。

ただし、バーチャル・シットインと似たような

効果をもたらすツールに、Trinooのような分散

DOS攻撃ツールがある。もし今回のバーチャル・

シットインでこれらのツールが使われていれば、

これは完全な違法行為として問題になっていただ

ろう。ツールを使った攻撃がバーチャル・シット

インと異なるのは、これらのツールさえあれば1

人でも攻撃が可能で、予告もなく、防衛はほとん

ど不可能だ。つまり攻撃のための攻撃でしかない。

それに対して、バーチャル・シットインは対策が

取りやすい。今回のケースも、単に韓国からのパ

ケットをフィルタすればいいだけで、実際、4月

10日の「第二次バーチャル・シットイン」ではパ

ケットを拒否して運用を続けたらしい。

だが技術的にはともかく、バーチャル・シット

インは、数千人、数万人が手動で原始的な「更

新」を繰り返すという点が、単なる攻撃ではなく、

抗議の行動とみなされる部分だ。つまり公開の呼

びかけに相当数の人々が同意しなければ成立しな

いという点が、一種の正当性の担保になっている

のである。

日本のように、お上に楯突いて抗議するなんて

のはもってのほかという社会では、抗議の権利、

抵抗の権利なんてとんでもない話かもしれない

が、海を渡れば抗議の群集が時の権力者を失脚さ

せることさえある。韓国だって、今でも大規模な

ゼネストで交通が止まり、ソウルの中心部に火炎

瓶が飛ぶのは日常茶飯事の社会である。さすがに

火炎瓶はヤバいと思うし、抗議なら何でも許され

るわけではないだろうが、権力による不当な行為

への抗議は、およそ民主主義社会では広く民衆に

認められた権利だ。今回の件でも、日本側がサイ

バーテロだ、違法行為だと興奮しているのに対し、

韓国の当局はバーチャル・シットインは言論の自

由に属するものだと判断しているという。

民衆の抗議の権利なんてものが存在しない中国

からの抗議がサイト改ざんというクラッキングで、

ノーベル平和賞受賞者を現職大統領に持つ韓国か

らの抗議がバーチャル・シットインという形で現

れたのは、このあたりのセンスの違いを象徴して

いるのだろう。

しかし最近、情報で国家経済を支えようとする

米国を中心に、サイトの運営の障害になる行為を

国際的に違法化しようとする動きがあり、これに

はバーチャル・シットインなども含まれかねない

という。もちろんインターネットが無法地帯であ

っていいわけはないが、しかしやみくもに「サイ

バーテロ」の恐怖を煽り、政府や企業に都合が悪

い行為をすべて違法化することでしか秩序を保て

ないのがIT社会だとすれば、そんな恐怖社会で暮

らしたくなんてないもんだ。
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やすだ ゆきひろ
生業はテクニカルライター。原稿書きのかたわら、(株)市
民電子情報網のボランティア社長兼技術スタッフとして、
NGO向けプロバイダのネットワーク運営に携わる。

合法的なサーバ攻撃
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世間では、ADSLやら光ファイバや

らが話題だが、東京のすぐ隣の市に住

んでいるとはいえ、東京とは反対の端

にあたる筆者の家のあたりには、まだ

ブロードバンドの波も来ていない。駅

まで遠いとか、近所にコンビニが少な

いなんてことはどーでもいいのだが、

やはりネットワーク的に置いてきぼり

を食うのはどうにも寂しい。やはり今、

住居を選ぶなら、立地条件よりもネッ

トワーク条件か。

■

■IntelはPentium 4を

■急激に普及させるつもり

Intelは、当初Pentium 4の普及はゆ

っくりとしたもので、当面Pentium III

が主流だし、0.13μプロセスを使って

Pentium IIIを強化するなんてことを去

年言っていたのだが、どうも状況が変

わってきたようである。おそらく、こ

の号が出ているころには、1.7GHz版の

Penitum4が発表されているはずだし、

たぶん、今年末にはデスクトップ向け

CPUの出荷の半分はPentium 4にする

なんて話が届いているのだと思う。つ

まり、これから急激にPentium 4への

切り替えを行おうというわけなのだ。

ここに来て、急に切り替えを行う背

景には、Athlonへの対抗措置という意

味もある。基本的にPentium 4は、高

クロックを実現するために設計された

C P U で 、 同 じ ク ロ ッ ク な ら ば 、

Pentium IIIよりも遅くなるが、代わり

にクロックを高くできるような設計に

なっている。もうPentium IIIでは、

Athlonの対抗にはならないので、「選

手交代」させるわけだ。また、米国の

景気が悪くなったということもある。

これは、どっかの国みたいに「デフレ」

傾向で安くなったのではなく、景気が

悪くなったので、予想出荷台数が減っ

て、それならば、現在の製造能力でカ

バーできるという判断になったためだ。

も し 、 米 国 の 景 気 が 良 け れ ば 、

Pentium 4は常に不足気味という状態

になったのだろうが、景気が悪くなっ

て、かえってよかったわけである。

世間の予想として、Pentium 4はい

まのPentiumIII並みの値段まで下がっ

てくる。しかも、Pentium 4のリテー

ルパッケージには、メモリまで付いて

くるから、お買い得感は強い。また、

メーカーのPentium 4搭載マシンも出

そろい始めた。今のところ、メーカー

セットよりも、マザーボードとCPUを

買ってきて組み立てたほうが安そうな

感じだが、これもいまに逆転すること

になるだろう。

Intelの急ぐ気持ちはわからないでも

ないが、このクロック競争には、ユー

ザー不在という感じがないわけでもな

い。日本にしても米国にしても、景気

が悪いわけで、ユーザーの気持ちとし

てはスピードより値段という感じであ

る。それに現在のPentium IIIを使って

いるユーザーなら、速度的な不満もそ

れほど感じていないのではないかと思

う。Windowsにしても、CPUのクロッ

クを上げるより、メモリを増やしたほ

うが、調子が良くなる場合が多いし、

Windowsに比べて効率がいいLinuxな

らば、Pentium IIでも不満を感じない

ぐらいである。特にシェルを使ってい

る限り、ディスクアクセスなどで待た

されることはあっても、処理が重いと

いう感じにはならず、クロックが高く

なればなるほど、CPUが休んでいる時

間が多くなって、なんだか高いCPUほ

ど、無駄な気がしないでもない。

■

■MicrosoftはXで忙しい

■

Microsoftは、Windows XPに続い

てOffice XPを正式に発表した。もっ

ドクターShiodaの

ギョーカイSnapShot
PC業界今月の話題

3・16 ソニー、エミュレーターでConnectixと和解

3・19 Intel、1GHz版モバイルPentiumIII発表

4・2 Office XP発表

4・5 Wind River Systems、BSDiを買収

文：塩田紳二
Text : Shinji Shioda

IntelはPentium 4を
急激に普及させるつもり

MicrosoftはXで忙しい
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ドクターShiodaの

ギョーカイSnapShot

とも、出荷は、2001年の第2四半期つ

まり、4～6月のどこかである。まあ、

早くても5月の終わり、たぶん6月の出

荷ということになると思われる。この

Office XPからはProduct Activation

という機能が入って、インストール後

にMicrosoftからライセンス認証を受け

なくてはいけなくなるらしい。これが、

ハードウェアの構成により生成される

情報を含んでいる関係で、たとえばマ

ザーボードを交換したりすると認証を

やり直す必要があるのだとか。筆者の

ようにハードウェア構成を頻繁に変更

するユーザーにとっては結構大変そう

な気がします。いちおう24時間体制で

受けつけるらしいですけど。

Office XPのXPとはExperienceの

略だと言われているが、Officeはそれ

ま で Office 10と 呼 ば れ て い た 。

MacintoshのOSが10をローマ数字で表

す“X”を使っているのを考えると、

なんだか Office 10 → Office X →

Office XPという感じで奇妙だが、

Microsoftって“X”が好きなんですよ

ね。そういえば昔ありましたよね、

MSX。これはたしか“Microsoft X”

の略だったと記憶しておりますが……。

4月に行われた東京ゲームショウ

2001では、ビルゲイツが来日して基調

講演で“Xbox”の話をしていた。

Xboxってスペックだけを見ると、筆者

が今原稿書きに使っているマシンより

も高機能なんだけど、これ、遊ばなく

なったらパソコンとして再活用できな

いかしらね。この不況の影響か、東京

ゲームショウも来場者が減ったとか、

ゲームがどれも月並みなんて話が出て

いて、去年とは状況が大きく違ってき

ているよう。そんな中で、これから始

めるXboxってどうなってしまうのでし

ょうかね。米国のバブル景気時代の計

画なんで、ビジネス上は大きく方向修

正する必要があると思うんですけど。

■

■電灯線ネットワークの時代は来る？

■

普通の家なら必ず各部屋にある電気

のコンセントだが、これを使ったネット

ワークという可能性が出てきた。米国

などではすでに製品が出ているようだ

が、日本では、法律で高い周波数の信

号を流すことができないため、いままで

あまり注目されていなかった。しかし、

来年には電波法が改正される予定で、

そうなると、電源コンセントを使って

高速なネットワークの構築が可能にな

る。すでに家庭内の電話線を使ったネ

ットワーク機器はあるが、やはり電話

のモジュラジャックよりも、確実に部

屋に付いているコンセントのほうがネッ

トワークは組みやすいかも。また、電

力会社経由での高速インターネット接

続なんて話もあり、そうなると、パソ

コンを買ってきて、コンセントにつなぐ

だけで、もうインターネットにアクセス

できるなんて時代がやってくるのかも。

この電灯線を使ったネットワークを

手がける企業を、ソフトバンクが英国

のメーカー、nSineと協同で設立する

らしい。電波を使うスピードネットや、

光ファイバを使うアイ・ビー・レボリ

ューションなどという会社を持つソフ

トバンクとしては、電灯線のネットワ

ークも押さえておきたいらしい。

余談だが、ソフトバンクの孫社長が、

衆議院で「基本的人権にネットアクセ

ス権を加えるべき」と主張したとか。

でも、強制的にメールアドレス持たさ

れたりするといやだな。市役所いくと、

書類にメールアドレス書かされたりし

て……。

ただ、電灯線のネットワークには、

解決すべき問題もいくつかあるらしい。

たとえば、冷蔵庫などが出すノイズの

問題とか、電気的に接続しているマン

ションの部屋同士なんて問題である。

そういえば、インターネットマンショ

ンで、Windowsユーザーが「マイネッ

トワーク」を開いたら、マンション中

のパソコンがみんな見えたなんて事件

もあったけど、電灯線ネットワークも

そうなる可能性はあるわけだ。ハード

ディスクの容量が不足したら、他人の

マシンのハードディスク使ったりして

ね。マンション内でチャットとか、そ

れはそれで楽しそうな気もするが、世

の中には、マンション管理上の意見の

食い違いから住人同士の仲がよくない

マンションもあるしね。やっぱりファ

イアウォールとか必要なのかも。

電灯線ネットワークの時代は
来る？

電灯線をネットワークに使うための
アダプタ、“nPlug”チップ。コスト
はわずか5USドル程度。
nSine（http://www.nsine.com/）
ソフトバンク ネットワークス
（http://www.softbank-net.com/）



先月に書いたように、自宅でもいよ

いよADSLが使えるようになる。今、こ

の原稿を書いているまさにその隣で、回

線の増設の工事が行われている。サー

ビスの申し込みをしてから約3週間、開

通までの期間は、おおむねプロバイ
ダの公約どおりだっだ。この原稿

を書き上げて、編集部にメールで送信

する頃には、我が家も「ブロードバンド

接続」の仲間入りをしているはずだ。

今回のADSL加入では、いままで使

っていたISDN回線はそのまま残したか

ったので、新たにADSL専用のアナロ

グ回線を増設した。電話との共用はし

ないので、いわばADSL専用線を

引いたことになる。昔は個人で専用線

を引くなどというのは、とてつもなく

お金がかかり、一種のステータスに

なっていたことを思い出す。NTTが未

使用のメタル線、いわゆるドライカ
ッパーをADSL業者に開放したこと

の恩恵だと思うが、月々数百円の回線

使用料と、ADSLの接続料数千円だけ

で済むようになったのは、やはりあり

がたい。実際のパフォーマンスに付い

て、額面通りの期待をしていないのは

前回書いた通りだが、新しい技術が自

分でも使えるようになるのは、やはり

うれしいものだ。

ところで、マンションの配電盤内の

配線が済んで、次は回線のテストでも

するのかと思って見ていると、工事担

当の技術者はおもむろに携帯電話を取

り出し、どこかに電話している。どう

やら、NTTの交換局で作業している同

僚（？）に電話しているようだ。「こ

れからショートテストをします」と伝

えているのだが、こちら側にはそれら

しい測定機器はいっさいない。被覆を

剥いた電線を、ニッパーで挟んだり離

したりしているだけである。

電話の会話をそれとなく聞いている

と、どうやら交換局にいる技術者が、

ショートされた回線の抵抗値を計って

いるらしい。「××を取り付けたから、

少しは抵抗が高くなっていると思いま

す……」なんてことを話している。二

言三言やりとりがあったのちに、テス

トはOKということになったようで、モ

ジュラコンセントを取り付けて工事は

終了した。

宅内工事をしてくれた技術者は、こ

ちらから聞くともなく「いやぁ、回線

テスターのようなものがあればいいん

ですけど、今のところはこんな
テストしかできないんですよ

ね」と話してくれた。ADSL回線のテ

ストをする専用の機器が世の中になか

ったり、あったとしても現場にまで行

き渡っていないということらしい。

自宅にISDN回線を初めて引いたと

きのことを思い出すと、ラップトップ

型の大がかりな回線テスターを使って、

回線の状態をチェックしていたのだが、

ADSLの場合はそこまで手をかけられ

ないのだろう。ADSLでは回線の品質

は保証されておらず、保証の手間をか

けないぶん、価格も安くできるのだと

いうことを目の当たりに体験できたよ

うな気がする。

■

■スクリプトとプログラム

■

前回説明したように、ふだんコマン

ドラインから入力しているコマンド文

字列を、そのままテキストファイルに

書き込めばシェルスクリプトができあ

がる。スクリプトの中で、リダイレク

トやパイプを使って、コマンドの結果

を保存したり別のコマンドに渡したり

することもできる。このように、簡単

なバッチ処理をするのにシェルスク

リプトを利用することも少なくないの

だが、シェルスクリプトの本当の実
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正しきタコへの道

初級Linuxer養成講座
第21回　シェルスクリプト入門～シェル変数
シェルスクリプトの基本は、ふだんコマンドラインに入力するコマンド文
字列を、そのままファイルに書き込んだものである。しかし、本格的なプ
ログラミング言語のようなプログラムを作ることもできる。今回は、プロ
グラミングに必須の要素のひとつ「変数」について紹介しよう。

文：竹田善太郎
Text : Zentaro Takeda

スクリプトとプログラム



力は、そのプログラミング機能
にある。

前回は、コマンドラインを実行させ

たい順にテキストファイルに書き込ん

だだけの簡単なスクリプトを作成して

みたが、もう少しプログラムらし
いプログラムを書けるようになると、

日常の作業がずっと楽になることがあ

る。特殊な例かもしれないが、ばらば

らな名前の付いたたくさんのファイル

に、アルファベット順に数字の番号を

付けて整理したいような場合があった

とする。これを、ひとつひとつ、

$ mv hogehoge.mp3 001_hogehoge.mp3

$ mv hugehuge.mp3 002_hugehuge.mp3

：

などと手作業でやるのは、コマンドラ

インであってもGUIのツールであって

も面倒なことこの上ない。この

ような作業こそ、スクリプトを使って

片付けるべき作業なのだが、単に、コ

マンドラインを書き並べただけのスク

リプトでは、手間がかかることは手作

業でやるのはまったく変わらなく、や

はり意味がない。

このような場合には、たとえば、プ

ログラミング上の標準的な機能である

繰り返し処理を使えば、数行のプ

ログラムを書くだけで済んでしまう。

使い方を覚えるのが面倒と感じ

るかもしれないが、いったん覚えてし

まえばあとでずっと楽ができる
のがプログラムの利点なのだ。

■

■「プログラミング」に必要な要素

■

世の中にはいろいろな種類のプログ

ラミング言語があるが、これらのプロ

グラミング言語すべてに共通する機能

がいくつかある。なかでも重要なのは

変数と繰り返し処理である。

書店などでプログラミングの教科書

を覗いてみると、ずいぶんと難しそう

な項目が並んでいて、たとえパソコン

に抵抗がなくても通常の神経を持

った人なら、まず9割は拒絶反応を

示すだろう。あれだけの内容をすべて

理解しないとプログラムを書くことす

らできないのかと考えると、気が遠
くなってしまうかもしれない。

しかし、我々のような素人にとっ

ては、オブジェクト××とか●
●APIなどというものはあまり関
係ない。先に述べたような変数と
繰り返し処理の使い方だけ知って

いれば、十分なのである。

これはシェルスクリプトに限った話

ではない。C言語でもPerlでも、変数

と繰り返し処理（あえていえば、この

ほかに「入出力」くらい）の使い方だ

けマスターすれば、あとは必要なとき

に必要な機能を調べて追加したり、ほ

かの人のプログラムを見てまねをする

だけで、十分に実用的なプログラムを

書くことができるのだ。

■

■「シェル変数」とは

■

では、まずbashにおける「変数」に

ついて見てみよう。試しに、次のような

コマンドラインを実行してみてほしい。

$ a=hoge

$ echo $a

hoge

この一連のコマンドラインで繰り返

し使っているaあるいは$aの部分が、

bashの変数あるいはシェル変数と

呼ばれるものである。プログラミング

における変数とは、データを一時
的に保存する場所のことだと思っ

ていてほしい。変数には名前が付け

られていて、その名前を指定すること

で変数にデータを保存したり、保存さ

れているデータを呼び足したりするこ

とができる。

上の例では、「a」という名前をもつ

変数の中に「hoge」というデータを保

存したり呼び出したりしている。この

ようすを図に表してみると、図1のよう

になる。頻繁に使われているたとえだ

が、変数は箱のようなものと思ってお

けばわかりやすい。いまの例でいえば、

「a」という名札の付いた箱の中に、い

ろいろなデータを保存したり取り出し

たりすることができるのだ。

■

■シェル変数の使い方

■

ところで、先の例で変数にデータを

入れるときは「a」という書き方だった

のに、変数の中身を呼び出すときには

「$a」というように、先頭に＄文字が付

いているのを不審に思った読者もいるか

もしれない。筆者自身も、この違いに

最初はとまどった。普通のプログラミン

グ言語なら、変数にデータを入れると

きも、データを読み出すときも、同じよ

うに記述するのが常識だからだ。
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図1 「シェル変数」の概念

「変数」とは、データを一時的に保存しておく「箱」の
ようなものと考えることができる。

こんにちは、よい天気ですね。 

テキストデータ 

167528

数値データ 

「プログラミング」に必要な要素

「シェル変数」とは

シェル変数の使い方



しかし、細かい理由はあえて問わな

いことにして、シェル変数にデー
タを入れるときは変数名だ
け、データを読み出すときに
は＄を付けるということを、丸暗

記しておいたほうがよいだろう。ある

いは＄記号は変数の中身を読
み出せという命令というように理

解してもよいかもしれない。

もうひとつ、初心者がつまずきやす

いのが、空白文字（スペース文字）

の入れ方だ。変数にデータを入れると

きに、

$ a = hoge

というように、イコール記号の前後に

スペースを入れてしまうと、

bash: a: command not found

というエラーメッセージが表示されて

しまう。「『a』などというコマンドは知

らない」という意味である。なぜこの

ようになってしまうかを説明すると長

くなるのだが、後学のために簡単に述

べておこう。

bashがコマンドラインを読み込んで

実行する場合、スペース文字で区切ら

れたひとかたまりの文字列を「単語」

としてとらえる。そして、先頭にある

「単語」をコマンド名であると判断する

のだ。このため、「a ＝ hoge」のよう

にスペースで区切ってしまうと、先頭

の単語「a」をコマンド名として指示

されたと解釈して、結果として「その

ようなコマンドは見つからない」とい

う結果になるのだ。「a＝hoge」という

ようにひと続きの「単語」の中に「＝」

文字が含まれている場合、bashはこれ

を「変数にデータを入れたいのだな」

と判断して、適切な処理をする。

●bashの不思議

ところで、少し話は脱線するのだが、

以上のようにコマンドラインでシェル

変数に値を設定する場合、いろいろと

不思議なことがある。

bashでは、

$ a=foo b=bar c=buzz

というように、1行で複数のシェル変数

に値を設定できるようになっている（画

面1）。この例では、変数a、b、cのすべ

ての値が指定したとおりに設定される。

では同じように、変数を設定する命

令に続けて、通常のコマンドを実行さ

せようとしてみると、一見するとうま

く動く。

$ a=foo ls

上の場合なら、なんのエラーも表示

されずに、lsコマンドの結果が表示さ

れる。ところがこの場合、「a=foo」と

いう部分は完全に無視されてしま

って、シェル変数aの値は以前のまま

変わっていないのである。もし、変数

の値を設定してから、別のコマンドを

続けて実行させたいという場合には、

スペースではなく「；」などの区切り

文字を使って、コマンドを区切らなけ

ればならない。

$ a=foo; ls

上のようにすれば、シェル変数aの値

は変更され、lsコマンドも実行される。

シェルスクリプトの中でも、これと

同じようなことが起こる。改行を入れ

るのが面倒だからと、次のような内容

のスクリプトを書いたとしよう。

a=foo echo $a

このスクリプトは、予期したように
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画面1 複数のシェル変数を一度に設定

このような記述方法はあまりお勧めできないが、このようなこともできる。

画面2 シェル変数の設定が無視される

シェル変数を設定してからコマンドを実行したつもりでも、実際には設定されてい
ない。1行ずつ実行するか、「；」などで区切って実行すべきだ。



は動かない。変数aの値は設定されな

いので、実行しても画面にはなにも表

示されないことになる（画面2）。

結局何がいいたいかといえば、スク

リプトを書くときには横着はしな
いで、

a=foo

b=bar

echo $a

というように、1行に1つずつ変数の設

定やコマンドを書いたほうが、トラ
ブルに遭わずにすむということ

である。

●シェル変数は「その場限り」

シェル変数の内容は、実行中のシェ

ルを終了するとすべて無の状態にな

る。たとえば、X Window Systemの

環境でターミナルウィンドウを閉じた

り、ログアウトしたりすると、それま

でに設定したシェル変数はすべてクリ

アされる。改めてウィンドウを開いた

り、マシンにログインしても、以前に

設定したシェル変数の内容は残ってい

ない。いわばその場限りのデータ格納

場所なのである。

■

■シェル変数の「名前」

■

いままでは、シェル変数の例として

「a」や「b」といったごく簡単な名前

を付けていたが、べつにアルファベッ

ト1文字でしか変数の名前を付けられ

ないというわけではない。シェル変数

では、アルファベットの大文字、小文

字、数字などを組み合わせて、比較的

自由に変数の名前を付けることができ

るのだ。たとえば、

ThisIsMyVariableNo1

というような、説明的な長い名前を付

けることもできる。英数字のほかに、

「＿」（アンダースコアを使うこともで

きる。ただし、そのほかの記号類

（＄％＆－/＜＞．＊など）は基本的に

使えない。

bashのシェル変数の名前では、英語

の大文字小文字は区別される。

つまり、

ThisIsMyVariableNo1

と、

thisIsMyVariableNo1

は、別の変数であるとみなされる。

■

■シェル変数に入れられる

■データの種類

シェル変数には、いろいろな種類の

データを入れることができる。数値、

文字列、ファイル名、ディレクトリ名、

はては、シェルプログラムそのものを

変数にしまうことすらできる（画面3）。

ところが見方を変えると、シェル変数

には文字列だけを保存できるという

言い方もできる。じつは、シェルにお

いては、数字であろうが、ファイル名

であろうが、プログラムであろうが、

すべては単なる文字列として扱わ

れているのだ。たとえば、

a=100

というように、変数aに「100」という

値を保存した場合、この「100」は、

数値の百を意味すると考えることが

できるが、「1」、「0」、「0」の3つの文

字が並んだ、ただの文字列として

とらえることもできるのだ。これらの

うちのどちらの意味になるかは、変数

のデータを利用するコマンドによって
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画面3 「シェルプログラム」自体をシェル変数に保存して実行する

このような使い方は、比較的一般的なシェルプログラミングのテクニックだが、システム
への不正侵入の手段としても使われることがあるので要注意だ。

画面4 長い文字列を変数に保存する

スペース文字を含んでいたり、複数の行にまたがるような文字列は、「”」などの引用符
でくくることで変数に保存できるようになる。

シェル変数の「名前」

シェル変数に入れられる
データの種類



変わってくる。

たとえば、

a=100

echo $a

のように使っている場合は、echoコマ

ンドは変数aの中身をただの文字列と

してしか見ていない。ところが、

a=100

head -$a file1.txt

のように、headコマンドのオプション

（表示する行数を数値で指定する）と

して変数aを使った場合は、数値の100

を意味するようになる。

しかし、これとてもっと詳しく見て

みれば、単にheadコマンドが、オプシ

ョンの「100」という文字の並びを読

み込んで、内部でそれを数値に変換し

ているだけなので、やはりシェル変
数の値は「文字列」でしかな
いと考えることもできる。

ちょっと混乱させてしまったかもし

れないが、要するにシェル変数の中に

は何でも入れることができる
と覚えておいてよいだろう。

●長い文字列を変数に入れる

ところで、シェル変数に「シェルプ

ログラム」も入れることができると書

いたが、プログラムのような長大な
文字列を変数に保存するときは、ど

のようにすればよいのだろうか。プロ

グラムに限らず、たとえばスペース文

字を含むような文章やデータを変数に

保存するときは、コマンドラインでも

シェルスクリプトでも、少々やっかい

である。

a=This is text data.

上のように文字列を変数に保存しよ

うとしても、エラーになってしまう

（画面4）。このような場合には、”など

の引用符を使って、保存したい文字

列全体を囲んでやるとよい。

a="This is text data."

これで、目的通り「This is text

data.」という文字列データを変数aに

保存できるようになる。シェルスクリ

プトの中では、引用符を使えば、複数

の行にまたがるような長い文章やプロ

グラムなどを変数に保存することもで

きる。

a="

This is multi line text data.

You can put anything you like in

your variables.

"

実は、bashでは「”」以外にも「’」、

「‘」などの引用符が使えるのだが、こ

れらの使い分けに付いてはいずれ説明

することにしたい。

とにかく、シェル変数に「文章」の

ような長いデータを保存したい場合に

は、「”」で囲めばよいということ

を覚えておけばよいだろう。

■

■シェル変数と「環境変数」

■

ところで、WindowsやMS-DOSなど

の知識がある程度ある人なら「環境変
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Linuxの“世界” 

HOME=/home/lmaster
HOME=/root

PATH=/home/bbb/bin

環境変数 

HOME=/home/lmaster
HOME=/root

PATH=/home/bbb/bin

シェル変数 

bashの“世界”その1
bashの“世界”その2

bashの“世界”その3

見える！ 見えない！ 

環境変数と同
じ名前のシェ
ル変数が存在
すると、その
環境変数は
「見えなく」
なる 

図2 環境変数とシェル変数

環境変数は、どのプログラムからでも共通に利用できる「共用記憶領域」と考えることもできる。一方のシェル変数
は、1つのシェルの内部（あるいはシェルスクリプトの内部）でのみ利用できる記憶領域だ。

画面5 シェル変数の一覧を表示させる

setコマンドを使えば、その時点で使われているシェル
変数の一覧を見ることができる。

シェル変数と「環境変数」



数」という言葉を聞いたことがあるだ

ろう。プログラムの基本的な設定など

を行うために、

SET MYCOMPORT=1

というような形で、数値や文字列など

を保存するものだ。これと同じく、

UNIXやLinuxにも「環境変数」とい

うものがある。というより、DOSや

Windowsの環境変数のほうが、UNIX

の環境変数を真似したのだ。

Linuxでは、いままで説明した「シ

ェル変数」とは別に、この「環境変数」

も使うことができる。環境変数は、

bashなどのシェルの内部に限らず、あ

らゆるプログラムからアクセスできる

データ保存領域なのだが（図2）、bash

のコマンドラインやシェルスクリプト

の中から見る限り、シェル変数と環境

変数を見分けることは難しい。どちら

も、＄変数名の形式で内容を読み出

すことができるからだ。

実は、bashでも、シェル変数と環境

変数は別の記憶領域として存在してい

るのだが、これについては改めて説明

することにしよう。とりあえずは、「シ

ェル変数」とは別に「環境変数」とい

うものが存在するということだけ覚え

ておけば問題ない。

■

■特別なシェル変数

■

その時点で使われているシェル変数

の一覧を表示する方法がある。setと
いうコマンドを使うのだ。

$ set

すると、画面5のように、さまざまな

シェル変数の変数名と、その変数に保存

されているデータの一覧が表示される。

Linuxにログインしたばかりの状態

でも、かなりの数の変数があらかじめ

設定されていることにびっくりするか

もしれない。実際に、どのような変数

が使われているかに付いては、ディス

トリビューションやユーザーの環境に

よって大きく変わってくるが、たとえ

ば、HOMEやPATHといったよ

うな変数については、ほとんどの場合、

設定済みになっているはずだ。

これらの変数の多くは、Linuxのシ

ステムにおいて特別な意味を持って

いる。たとえば、PATH変数は、シス

テムの中でコマンドファイルが納めら

れているディレクトリの一覧を指定す

るもので、この変数にディレクトリが

含まれていれば、コマンドラインでい

ちいちディレクトリのパス名を指定し

なくても、コマンドを起動できるよう

になっているのだ。逆に、PATH変数

を勝手に書き換えてしまうと、それ以

降、ほとんどのコマンドが使え
ない状態になってしまう（画面6）。

このように、シェル変数（そして環

境変数）の中には、特別な役割を持つ

ものが多い。このため、コマンドライ

ンやシェルスクリプトの中では、これら

の特別なシェル変数を書き換えてしま

わないように注意しなければならない。

幸い、このような特別な変数では、

すべて大文字の変数名がつけられ

ていることが多い。従って、コマンド

ラインやシェルスクリプト中で、ユー

ザーが変数を使うときには、すべて
小文字あるいは大文字と小文字
を混在させた名前を付けるようにす

ればよい。こうすれば、たとえば

pathという名前の変数を使ったとし

ても、PATH変数とpath変数はまった

く別のものと見なされるので、コマン

ドラインに不都合が生じるようなこと

はないはずだ（画面7）。

次回は、いままで説明した「シェル変

数」のもっとも便利な利用法である繰
り返し処理に触れることにしよう。
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特別なシェル変数

画面6 PATH変数を書き換えると困ったことに……

PATH変数（PATH環境変数）を書き換えてしまうと、コマンドが実行できなくなっ
て困ったことになる。PATH以外でも不用意に書き換えるとやっかいなことになる変
数は少なくない。

画面7 path変数とPATH変数は「共存」できる

PATH変数の代わりにpathという名前の変数を作った場合なら、なんの問題も起こらな
い（bashの場合）。





前回、InterBaseのセキュリティについて解説し、独自

のシステムを作成するときはトリガー、ストアドプロシー

ジャを効果的に利用した、独自のセキュリティシステムを

作成したほうが将来的に拡張しやすい細かなユーザーの権

限管理を実現できることを解説しました。今回は、Linux

で最も使用されているスクリプト言語であるPerlから

InterBaseのデータベースを操作する方法について解説し

ます。PerlからInterBaseを利用するには、ユーティリテ

ィであるIBPerlを利用します。Perlについては詳細に解

説しませんので、Perlの使い方についてはPerlに関する市

販の書籍などを利用してください。

IBPerlは、PerlからInterBaseのデータベース操作を簡

単に実現できるPerlモジュールです。このプログラムの作

者であるBill Karwin氏は、当時のインプライズコーポレ

ーションの100％子会社であるInterBaseソフトウェアコ

ーポレーション（現在はボーランドソフトウェアの一部）

にて、ドキュメントマネージャを行っていた人で、

InterBaseの開発チームにてドキュメント作成のマネージ

メントを行うかたわら、個人的にIBPerlの開発を行ってい

ました。InterBaseのオープンソース化の発表とともに、

ボーランドソフトウェアを離れ、現在はデータベース関連

のコンサルテーションを行っているそうです。また、現在

でも定期的にIBPerlは更新されており、InterBaseの進化

とともにIBPerlも少しずつ進化し続けています。

また、IBPerlは欧米のInterBaseを使用するエンジニア

には非常に有名なツールで、日本でも数多くのユーザーが

使用しています。欧米のメーリングリストではIBPerlだけ

のメーリングリストが存在しています。これはGPLのライ

センスで公開されていることも理由のひとつですが、やは

りInterBaseの開発メンバーが開発しており、メーリング

リストで直接彼とやりとりができる部分にも起因している

でしょう。

それでは、IBPerlの特徴をまとめてみましょう。IBPerl

の特徴は次の4点に集約できます。

・Perl5に対応し、Perlベースでオブジェクト指向のパワ

フルなプログラムが作成可能

・IBPerlにより、CGIから簡単にInterBaseのデータを操

作できる

・IBPerlにより、非常に軽快に動作するデータのインポー

ト・エキスポートプログラムの開発が可能

・スクリプト言語であるPerlにより、プラットフォームに

依存しないプログラムの開発が可能

筆者は、個人的にPerlの良さは非常に簡単でありなが

ら、パワフルなプログラミングが可能なスクリプト言語で

あることだと思っています。

この使いやすいPerlから、簡単にInterBaseのデータ操

作を実現できるIBPerlは、ちょっとしたWebシステムの

開発時に力を発揮すると思っています。
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IBPerlはPerlからInterBaseへ簡単に接続できるユ
ーティリティです。このIBPerlを使用することで、
CGIを利用したWebベースのプログラムを作成す
ることができます。
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第7回　IBPerlの概要について



■

■　IBPerlの使い方

■

IBPerlはすべてPerlで書かれているPerl用のモジュー

ルです。最新版は、Bill Karwin氏のWebサイトからダ

ウンロードすることができます。また、同サイトにて

IBPerlのマニュアルを参照することができます。

実際にIBPerlをWebサイトからダウンロードし、イン

ストールしてみましょう。Web サイト（表 4）にて

Windows用のzip形式とUNIX用のtar.gz形式が入手可

能です。UNIX用のtar.gz形式をダウンロードし、画面1

のようにIBPerlのインストールを行います。インストール

手順は非常に簡単ですが、環境変数INTERBASEを設定

しないとInterBaseがどこにインストールされているかが

わからないため、エラーが発生します。環境変数をセット

することを忘れないようにしてください。

インストールが終了したら、サンプルファイルを実行し

て正しくインストールされているかどうかを確認してくだ

さい。画面1では、従業員データベース内のPROJECTテ

ーブルを参照するサンプルを使用して、IBPerlが正しくイ

ンストールされているかどうかを確認しています。

サンプルディレクトリにはCGIを使ったWebページの

ヒット数を管理するサンプルなどが入っていますので、一

度どのようなサンプルが入っているかを確認してみるとい

いでしょう。

インストールがうまくいかない場合は、IBPerlのドキュ

メントを参照してみてください。

インストールが正しく行えたことを確認したところで、

簡単にIBPerl の使い方について説明してみましょう。

IBPerlはPerlからInterBaseを操作するためのユーティリ

ティですので、次のような動作を行います。

・InterBaseのデータベースへの接続

・トランザクションの管理

・SQL文の実行

・データの読み取り
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# cd /tmp

# tar zxvf IBPerl-08p3.tar.gz

# cd IBPerl-0.8p3/

# perl Install

# export INTERBASE=/opt/interbase

# perl Makefile.PL

# make install

# cd examples

# cp /opt/interbase/examples/employee.gdb .

# perl select.pl

IBPerl version 0.8p3

1..8

ok

ok

ok

ok

ok

PROJ_DESC:      Design a video data base management system for

controlling on-demand video distribution.

PRODUCT:        software

PROJ_NAME:      Video Database

TEAM_LEADER:    45

PROJ_ID:        VBASE

…… 省略 ……

ok

Committing... ok

Disconnecting... ok

ダウンロードしたIBPerlを解凍する

メイクファイルの実行

サンプルプログラムの実行

作成したモジュールのインストール

インストールスクリプトを起動してmakeファイルを作成

画面1 IBPerlのインストールの流れ

IBPerlの使い方



・BLOBデータの読み取り

・データベースからの切断

SQL文の実行では行セットを返すSELECT文を実行し

た場合にはフェッチを行い、各行のデータの読み取りを行

います。このように、IBPerlは基本的なデータベース操作

を行うための機能をすべて提供しています。

それでは、データベースへの接続から説明していきまし

ょう。データベースの接続はConnectionオブジェクトの

インスタンスの作成で行います。構文およびパラメータは

表1のようになります。データベースハンドルが0以下の

場合はエラーになりますので、エラーハンドリングが可能

です。

接続できたら、続いてトランザクションを開始します。

一般的に、SQL文によるデータ操作を行うにはトランザク

ションを開始しなければなりません。ほとんどのリレーシ

ョナルデータベースでは、明示的にトランザクションの開

始を宣言しない暗黙のトランザクションをサポートしてい

ますが、IBPerlでは明示的にトランザクションの開始を宣

言しないとSQL文によるデータ操作が正しくできません。

トランザクションは、Transactionオブジェクトのイン

スタンスを作成することで開始することができます（表2）。

トランザクションの終了は、commit()メソッド、または

rollback()メソッドにて行います。つまり、トランザクシ

ョンをコミットするか、あるいはロールバックするかによ

って判断することになります。

現在のIBPerl Version 0.8では、トランザクションモー

ドは InterBaseのデフォルトである、READ WRITE

WAIT SNAPSHOTモードにしか対応していません。た

だし、IBPerlのソースであるIBPerl.pmを参照してみる

と、Mode、Resolution、Isolationというパラメータが用

意されています。現在のバージョンにて細かいトランザク

ション管理を行いたい場合は、IBPerl.pmを修正してみる

といいでしょう。

トランザクションを開始したら、SQL文操作を行うこと

になります。SQL文には、SELECT構文のような値を参

照するものと、INSERT、UPDATE、DELETE構文の

ようにデータ操作を行うもの、EXECUTE構文のように

ストアドプロシージャを実行するものの3種類があります。

それぞれStatementオブジェクトのインスタンスの作成、

SQL文のセット、SQL文の実行となり、SELECT文では

fetch()メソッドを繰り返してデータ値の読み取りを行いま

す。最後に、トランザクションのコミット処理、またはロ

ールバック処理によってSQL文操作を終了します。

Statementオブジェクトの構文は表3のようになります。

構文例では行データをすべて表示する形となっています

が、次のように列名を指定することで特定の列のデータを

取り出すことが可能です。

$st->fetch( ¥%result );

print "$result{LAST_NAME}¥n";

すでに説明したように、SQL文操作を行った場合は、必

ず明示的にトランザクションを終了させなければなりませ

Linux magazineJune 2001 185

In
te
rB
a
s
e
 6
.0

構文

IBPerl::Connection( ＜パラメータ1＞,＜パラメータ2＞,……);

パラメータ 内容

Server         サーバ名の指定。ローカルサーバなら省略可能

Path データベースへのパス

Protocol 使用するプロトコル。TCP/IP、NetBEUI、IPX/SPXの値をセット可能。TCP/IPなら省略可能

User ユーザー名。環境変数ISC_USERを設定している場合は省略可能

Password パスワード。環境変数ISC_PASSWORDを設定している場合は省略可能

Dialect Dialectモードの設定。1または3を設定可能。省略時は1

Charset キャラクターセットの設定。EUCならEUCJ_0208、シフトJISならSJISを指定。省略時はNONE

Role ロールの設定。省略時はロールなし

メソッド 内容

new() データベースへの接続

create() データベースの作成

disconnect() データベースから切断

戻り値

データベースハンドル。0以下なら接続失敗

例

$db = new IBPerl::Connection(Server => 'dkato-linux', Path => '/opt/interbase/examples/employee.gdb', 

User=>'sysdba', Password=>'masterkey');

表1 IBPerl::Connection構文



ん。これはSELECT構文でデータを参照する場合も同じ

です。コミット処理、またはロールバック処理を実行して

トランザクションを終了させてから、次の処理を行う形と

なります。この点を忘れずに覚えておいてください。

IBPerlではBLOBデータの取り出しも可能ですが、テ

キストBLOB以外のデータを扱うことはお勧めできませ

ん。これは、IBPerlが1MバイトまでしかBLOBデータを

取り出せない仕様になっているためです。また、Perlを利

用して画像フォーマットの変換などを行うのは、かなり難

しい作業となります。ですから、基本的に文字・数字・日

付データのみを扱うものだと思ってください。

■

■　ログインページの作成

■

IBPerlの簡単な使い方がわかりましたので、見積書発行

システムの作成に入りましょう。まずはログインページを

作成します。ログイン処理の流れをまとめると図1のよう

になります。

まずはログイン時に使用するHTMLファイルを作成し

ます。用意するファイルはリスト1のようになります。ロ

グインボタンが押されると、ib-login.plが呼び出されるよ

うにFORMタグのACTIONに設定しておきます。

続いて、login.htmlで入力されたユーザー名とパスワー

ドからログイン可能かどうかを判断する、check_loginプ

ロシージャを呼び出すPerlスクリプトを作成します。作成

するPerlスクリプトはCGI形式となりますので、今回は

cgi-lib.plというPerlのモジュールを使用します。このモジ

ュールはブラウザから送られてきた内容をデコードしてハ

ッシュテーブルに格納後、扱いやすいようにスカラー変数

に格納してくれるなどの処理を行ってくれる便利なモジュ
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構文

IBPerl::Transaction(＜パラメータ1＞,＜パラメータ2＞,……);

パラメータ 内容

Database データベースハンドル

Active トランザクションがアクティブかどうか。読み取り専用プロパティ

メソッド 内容

new() トランザクションの開始

commit() トランザクションのコミット

rollback() トランザクションのロールバック

戻り値

トランザクションハンドル。0以下なら接続失敗

例

my $tr = new IBPerl::Transaction(Database=>$db);

表2 IBPerl::Transaction構文

構文

IBPerl::Statement(＜パラメータ1＞,＜パラメータ2＞,……);

パラメータ 内容

Transaction トランザクションハンドル

SQL SQL文

TimestampFormat タイプスタンプ型データの場合のフォーマットの指定

DateFormat 日付型データの場合のフォーマットの指定。'%m-%d-%Y %H:%M'などの指定が可能

TimeFormat 時間型データの場合のフォーマットの指定。'%H:%M'などの指定が可能

メソッド 内容

new() Statementオブジェクトの作成

execute() SQL文の実行。戻り値が0なら成功

fetch(＜数値＞) フェッチの実行。行IDをパラメータに指定

rollback() トランザクションのロールバック

戻り値

ステートメントハンドル。0以下なら接続失敗

例

my $tr = new IBPerl::Statement(Transaction=>$tr, SQL=>"SELECT * FROM PROJECT");

#全データの表示

if ($st->execute())==0 {

while ( ($status = $st->fetch( ¥$result )) == 0) { print "$result¥n"; }

}

表3 IBPerl::Statement構文

ログインページの作成



ールです。

ib_login.plではまず、login.htmlで入力されたユーザー

名とパスワードを変数に格納します。続いて、InterBase

への接続を行い、ストアドプロシージャを動作させるため

にトランザクションを開始します。トランザクションを開

始したら、ストアドプロシージャを実行するための

Statementオブジェクトを作成し、先ほど格納したユーザ

ー名とパスワードをパラメータとして、check_loginプロ

シージャを起動します。

システムにログイン可能なときはcheck_loginプロシー

ジャの戻り値が1になりますので、1の場合はメニューを

表示し、0の場合はログインページに戻るためのリンクを

表示します。ib_login.plのソースファイルはリスト2のよ

うになります。IBPerlを利用してInterBaseへの接続、ト

ランザクション操作、ストアドプロシージャの呼び出しが

実行されていることがわかると思います。

PerlからInterBaseを利用できるIBPerlは、非常に便

利なPerlモジュールです。IBPerlを利用することによっ

て、Perlによる柔軟性のあるシステムを構築することがで

きます。また、Webベースのシステムでさまざまな機能を

実現することが可能となります。
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<HEAD>

<META http-equiv="Content-Type" content="text/html;

charset=EUC-JP">

<TITLE>見積書発行システム</TITLE>

</HEAD>

<BODY>

<FORM METHOD=POST ACTION="/cgi-bin/ib-login.pl">

<P align="center"><IMG src="title.gif" width="332"

height="103" border="0"></P>

<HR>

<P align="center"><FONT size="+2" color="#000099">

<B>システムへのログイン</B></FONT></P>

<CENTER>ユーザー名：<INPUT size=" 20" type="text"

name="login_users"></CENTER><BR>

<CENTER>パスワード：<INPUT size="20" type="password"

name="login_pass"></CENTER><BR>

<CENTER><INPUT TYPE="SUBMIT" VALUE="ログイン">

<INPUT TYPE="RESET" VALUE="リセット"><BR>

<HR>

</FORM>

</BODY>

</HTML>

▼リスト1 login.html

login.htmlにアクセス 
 

ユーザー名、パスワードの入力 
 

ログインボタンを押すとib_login.plが起動 
 

InterBaseに接続し、トランザクションを開始 
 

受け取ったユーザー名、パスワードを 
パラメータにcheck_loginプロシージャを起動 

 

ログイン可能な場合はメニューを表示 

図1 ログインまでの流れ

画面2 login.htmlの画面

画面3 ログインに成功したところ

IBPerlのダウンロードサイト http://www.karwin.com/ibperl/

IBPerlのドキュメント http://www.karwin.com/ibperl/ibperlug/

cgi-lib.plのダウンロードサイト http://cgi-lib.berkeley.edu/

表4 URL一覧
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#!/usr/bin/perl
$|=1;

#初期設定
use lib '/home/db';
require 'cgi-lib.pl';
use IBPerl;

#my ($db, $tr, $st, $user, $pass);

&ReadParse(*in_data);
$user = $in_data{'login_users'};
$pass = $in_data{'login_pass'};

print "content-type: text/html; charset=EUC-JP¥n¥n";
print "<HTML><HEAD><TITLE>見積書発行システム</TITLE></HEAD>¥n";
print "<BODY>¥n";

$db = new IBPerl::Connection(
Path     => '/home/db/estimate.gdb',
User     => 'SYSDBA',
Password => 'masterkey',
Charset  => 'EUCJ_0208');

die "Connection->new() error:¥n$db->{Error}¥n" if ($db->{Handle} < 0);
if ($db->{Handle}>0) {

#データベースに接続できた場合
$tr = new IBPerl::Transaction( Database => $db );
if ($tr->{Handle}<0) { print "Handle error!";}

#ISLOGINプロシージャの呼び出し
$query = "EXECUTE PROCEDURE CHECK_LOGIN('$user','$pass')";
$st = new IBPerl::Statement( Transaction => $tr, SQL=>$query);
#プロシージャの実行
$st->execute();

#返値の取得
$st-> fetch(¥%row)<0;
foreach (keys %row)
{
$islogin=$row{ISLOGIN};
}

#ユーザー名が正しいかどうかのチェック
if ($islogin eq 1) {

print "<CENTER><H1>見積書発行システムメニュー</H1></CENTER><BR>";
print "<HR><CENTER><A HREF='new_estimate.html'>新規見積書発行</A></CENTER><BR><HR>";

} else   {
print "<H1><CENTER>ユーザー名が正しくありません。</H1></CENTER><BR>";
print "<CENTER><A HREF='http://dkato-linux/login.html'>[戻る]</A></CENTER><HR>";

} 

#データベースから切断
$db->disconnect();

} else {
#データベースに接続できない場合
print "エラーが発生したため、InterBaseに接続できませんでした<BR>";

}

print "</BODY></HTML>";
__END__

▼リスト2 ib-login.pl



■

■サーバ管理プログラミング

■

インターネットがあたりまえとなった現在では、メール

サーバやファイルサーバがいたるところで利用されるよう

になった。そのため、書店にはサーバ管理の本が山積みさ

れ、だれにでも簡単に管理できるという触れ込みのサーバ

製品も多数販売されている。

しかしながら、ネットワーク使用環境は会社や学校によ

ってさまざまであり、一般的な管理方法では対処できない

ことが多い。また、いわゆる「簡単サーバ」に内蔵されて

いる管理ツールでは、細かい設定ができないこともある。

それに、他人が作成したツールの中身を理解せずに使って

いると、問題が起きたときに自分自身で対処することが難

しい。やはり、サーバ管理を適切に行うには、自分自身で

使いやすいプログラムを書きたいものである。

そこで、今回からサーバを管理するツールを作成しなが

ら、それを作るために必要なプログラミングテクニックに

ついて解説する。なお、作成するツールはあくまでもサン

プルであり、実際に運用する環境用のプログラムを自分自

身で作成できるようになることが、この連載の主眼である。

■

■対象とするサーバの規模

■

ひとくちにサーバといっても、家庭内で1人で使うもの

から、プロバイダのように数万人が使うものまでさまざま

である。

家庭内で使うものであれば、ツールを作成するよりも、

viで設定ファイルを編集してしまったほうが簡単だ。また、

数万人規模のサーバを管理できるツールの解説は、この連

載の範囲ではない。

そこで、今回は学校の研究室サーバや企業の部門サーバ

など、1台あたり20人～500人くらいのユーザーを対象と

する中規模なサーバ管理について考えてみたい。

このサーバではメールサービスと、Windowsクライア

ント向けのファイル共有を扱うものとする。クライアント

がWindowsマシンであるため、このサーバは安全なファ

イアウオールの中にあり、直接インターネットには接続し

ていないという前提で話を進めていくことにする。

ここでは、架空の「フジサワ宝飾株式会社」を想定し、

図1のようなネットワーク環境を持つものと仮定する。こ

の会社は宝石の製造販売が主体のため、情報処理関連の知

識を持つ社員はほとんど皆無で、ネットワークを管理でき

る社員はたったの1名だけしかいないものとする。もちろ

ん、各支店にもネットワークの知識を持つ人はまったくい

ない。

■

■作成するシステムの概要

■

管理するユーザーの数がある程度増えると、ユーザー登
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今回からはサーバ管理をするプログラムを作成しな
がら、C言語のプログラム手法について解説してい
くことにする。今月号では、これから作成するシス
テムの概要を示したあとに、Webブラウザでユー
ザーを登録する部分までを解説する。

プログラミング工房
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第18回　サーバ管理プログラム（1）

サーバ管理プログラミング

対象とするサーバの規模 作成するシステムの概要



録や各種設定変更に手間がかかるようになる。たとえば

3650人の会社で、年間1割の人が、入社・退職・異動・改

姓……をすると、毎日1人以上の設定変更が必要になる計

算になる。

設定変更作業のために、viやEmacsを自由自在に使え

る人間を育成することは非常にたいへんである。また、慣

れない人にroot権限を与えて、Linuxconfで設定をメチャ

メチャにされても困る。

したがって、管理するユーザーが多い環境ではだれにで

も簡単に登録や変更が可能で、必要のない操作はできない

ようなツールを作成する必要がある（素人はまったく考え

もつかないことをしでかすものである）。

メールサービス程度ならば管理項目が少ないため、手動

での設定でもさほど問題はないが、ファイルサーバは設定

項目が多く、慣れた人がやっても手動ではミスが発生する。

やはり専用のプログラムを準備して、間違いが起こらない

ようにするほうが望ましい。

そこで今回は、画面3や画面4に示すように、Internet

ExplorerなどのWebブラウザから、ユーザーの登録やフ

ァイルサーバのディレクトリ管理などができるようなシス

テムを作成する。また、数百人を一度に登録することも想
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多くのLinuxディストリビューションに用

意されているuseraddコマンドでは、ユー

ザーの登録時に「-p」オプションを用いて、

コマンドラインからパスワードを設定でき

るようになっている。ここで指定するパス

ワードは、暗号化されたパスワードでなけ

ればならない。

なぜならば、コマンドラインでパスワー

ドを受け渡すのはセキュリティ上危険な場

合があるからである。たとえば、悪意のあ

る一般ユーザーが、

while : ; do \

ps ax | awk '$5~"useradd"{print}' ; \

done

というようなコマンドを実行しているとき

にユーザー登録を行うと、

3042 pts/1    R      0:00 useradd -p パスワード

というように表示され、パスワードが生の

ままだと簡単にそれがわかってしまう。

ところで、FreeBSDのadduserコマンド

では、ユーザー登録時にコマンドラインか

らはパスワードを設定できない仕様になっ

ている。しかしながら、数百人単位で一括

してユーザーを登録する場合などに、いち

いちpasswdコマンドを用いて登録していて

は、サーバ管理者の睡眠時間がなくなって

しまう。

このため、FreeBSDではpwコマンドを

用意してバッチ的な処理を可能としている。

pwコマンドでは、「-h」オプションでファイ

ルディスクリプタを指定できるようになっ

ていて、標準入力経由で生のパスワードを

受け渡すことができるのである。

今回作成したsedusrコマンドでは、Web

からの管理者用パスワードについてはセキ

ュリティを重視し、FreeBSDのpwコマン

ドと同様に標準入力を用いて受け渡してい

る。しかし、ユーザー登録時における各ユ

ーザーのパスワード受け渡しは、セキュリ

ティ上問題があるコマンドライン経由とし

ている。なぜなら、サーバ管理をしている

と、コマンドラインからのパスワード指定

は非常に便利で、捨てがたいものがあるか

らである。

また、サーバ管理をしているとさまざま

なトラブルがあり、実際にトラブルが起き

ているユーザーのIDで、Windowsにドメイ

ンログオンして、テストしなければならな

いことも頻繁にある。このときに、ユーザ

ーの生パスワードを知っていないと対処で

きないため、sedusrコマンドでは各ユーザ

ーのパスワードを生のままファイルに保存

している。

これはセキュリティ上非常にまずいので

あるが、悪意のユーザーがいない場所での

セキュリティよりも、トラブル解決におけ

る利便性を優先しなければならない場合も

存在するのである（もちろん、telnetやFTP、

そして余計なCGIを実行できないようにす

るなどの工夫が前提）。

セキュリティレベルを上げるには、公開

鍵暗号を用いてパスワードを別サーバに保

存するなどの方法もあるが、システムを複

雑にするとトラブルもまた増えるし、開発

負荷も大きい。セキュリティと利便性は相

反するものなのである。

セキュリティを重視するあまり、トラブ

ルが発生して頻繁にサーバが落ちてしまう

のでは本末転倒なので、使用するネットワ

ーク環境を考えて、セキュリティと利便性

とのバランスを考える必要がある。

Column

セキュリティと利便性

sap.fujisawa.gr.jp
札幌支店　 30人 

sen.fujisawa.gr.jp
仙台支店　 20人 

tok.fujisawa.gr.jp
東京本社　500人 

osk.fujisawa.gr.jp
大阪支店　200人 

nag.fujisawa.gr.jp
名古屋支店 50人 

fuk.fujisawa.gr.jp
福岡支店　 10人 

インターネット 

ファイアウォール 

図1 フジサワ宝飾株式会社におけるネットワークとサーバの構成



定し、コマンドラインから一気に登録するプログラムも作

成する。

なお、Linux magazineの創刊号には、筆者が「Samba

― Windowsから行うユーザー管理テクニック」というタ

イトルで書いた記事が記載されている。このときはExcel

のCSV形式を使って、Sambaユーザーを管理する運用法

について書いた。今回のシステムはこれを発展させ、Web

インターフェイスを付加したものである。

ちなみに、以前の記事は、

http://linux.ascii24.com/linux/allascii/linuxmag/no_

01.html

からPDFファイルとして入手可能なので、参照してみて

ほしい。

■

■Webインターフェイスとコマンドラインツール

■

Webから管理するツールを作成する場合、まず思いつく

のはシェルを使ったCGIプログラミングである。/bin/sh

はプログラミング言語として結構強力であり、sedやawk

などと組み合わせればかなりのことができる。

実際、本誌創刊号の記事では、簡単なシェルスクリプト

のみを用いてユーザー登録やSambaの共有ファイル設定

を行っている。しかしながら、root権限を持たない一般ユ

ーザーが登録操作を行うようにするには、シェルスクリプ

トだけでは難しい面もある。

シェルスクリプトで機能が不足するような場面では、

Perlがよく使われる。特に、ユーザー登録のように文字列

処理を多用するプログラミングでは、プログラムが簡単に

書けるので便利である。今回作成したシステムも、最初の

バージョンはPerlで書いてあった。

このようにPerlでプログラムを作ることは可能ではあっ

たが、プログラムが大きくなるに従いメンテナンスしにく

くなった。また、運用しているうちに、細かいアクセス制

御やメール用のMD5パスワード、そしてSamba用の

MD4パスワード演算ルーチンなどのように、C言語で書か

れたライブラリをリンクする必要も生じてきた。

また、「プログラミング工房」のメインテーマはC言語

の解説であるので、この連載のネタとすることも視野に入

れて、PerlからC言語に書き直すことにしたのである。

なお、C言語で記述（2700行）したのは純粋に登録作業

を行うコマンドラインプログラムの部分だけであり、Web

部分のインターフェイスはPerlで記述してある。

■

■sedusrコマンド

■

前述のとおり、今回のシステムの最も重要な部分はC言

語で記述されたコマンドである。このコマンドは、sedusr

（Super EDit USeR）と呼ぶことにした。

sedusrコマンドは、WebサーバのCGIプログラムから

呼ぶことを前提にしているが、シェルのコマンドラインか

らの使用も考慮してある。たとえば、

ユーザー名 sato

ユーザーID 1234

パスワード mQ9W7i

英語名 K.sato

個人用ディレクトリ名称 MY

共有するディレクトリ all plan

というようなユーザーを登録するとしよう。この場合、

root権限でログインし、シェルのコマンドラインから、
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# sedusr add 'sato,9569,mQ9W7i,K.Sato,MY,all/plan'

echo '=================================>' sato

groupadd -g 9569 sato

adduser -u 9569 -g 9569 -d /smb/mail/sato -s /noshell

-c 'K.Sato' -p 'mQ9W7i' sato

edquota -g -p sedusr sato

echo 'sato,mQ9W7i' >> /smb/etc/rpw.txt

mkdir -p /smb/mail/sato

chown sato.sato /smb/mail/sato

chmod 700 /smb/mail/sato

smbpasswd -a sato 'mQ9W7i' > /dev/null

ln -s STD.BAT /smb/logon/sato.bat

chown -h sato.sato  /smb/logon/sato.bat

mkdir -p /smb/home/sato

chown sedusr.sedusr /smb/home/sato

chmod 755 /smb/home/sato

ln -s ../../data/all /smb/home/sato/all

chown -h sato.sato /smb/home/sato/all

ln -s ../../data/plan /smb/home/sato/plan

chown -h sato.sato /smb/home/sato/plan

usermod -G 'all,plan' sato

mkdir -p /smb/home/sato

chown sedusr.sedusr /smb/home/sato

chmod 755 /smb/home/sato

mkdir -p /smb/home/sato/MY

chown sato.sato /smb/home/sato/MY

chmod 700 /smb/home/sato/MY

画面1 ユーザー登録の実行

Webインターフェイスと
コマンドラインツール

sedusrコマンド



# sedusr -x add 'sato,9569,mQ9W7i,K.Sato,MY,all/plan'

というようなコマンドを実行すると、登録が行われる。

なお、「-x」オプションを付けないと、このコマンドの

結果として、どのようなことが行われるかを示したのが画

面1である。したがって、

# sedusr 引数 | sh -x 

というような使い方も可能である。

また、

sato,9569,mQ9W7i,K.Sato,MY,all/plan

tanaka,8462,40PLB8,K.Tanaka,MY,all/design/product

saito,9658,4lRqdo,A.Saito,MY,all/plan/sales

aoki,8880,OjvA7N,T.Aoki,,

という内容を、たとえばinpというファイル名で保存し、

# sedusr -x add -f inp

として、多数のユーザーを登録することもできるようにな

っている。

なお、引数なしで実行すると、画面2に示すヘルプの表

示を行う。
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sedusr ver-0.01 Apr 1 2001 Copyright (c) 1999 2000 2001 Toshiki Fujisawa

(1) user add/del/chg by admin

# sedusr add -f sui_file [-x]

# sedusr add 'fujisawa,6104,pass,T-F,MYDIR,plan/proj' [-x]

# sedusr chg 'fujisawa,6104,pass,T-F,MYDIR,plan/proj' [-x]

# sedusr get 'fujisawa' [-x]

# sedusr listup

(2) mail list add/del by admin

# sedusr add-ml 'name,adm_email,passwd,no_reply,no_subj'

# sedusr del-ml 'ml_name'

(3) alias edit by admin

# sedusr get-alias'

# sedusr set-alias 'inp_fname'

(4) system initialize by root

# sedusr init

(5) make share dir by root

# sedusr add_dir 'dir_name,group_id'

(6) passwd change by normal user

# sedusr chg-pw 'tanaka,old_password,new_password'

(7) ML member change by normal user

# sedusr get-ml 'ml_name'

# sedusr set-ml 'ml_name,ml_password'

(A) sample of 'sui_file'

fujisawa,6104,pass1,Toshiki Fujisawa,MYDIR,plan/design

suzuki,,pass2,Taro Suzuki,,

tanaka,,pass3,Jiro Tanaka,,plan

(B) FILES

/smb/home              samba home dir

/smb/data              share dir

/smb/mail              mail home dir

/smb/logon             samba logon dir 

/smb/dust              dust box dir

/smb/ml                ML member dir

/smb/etc/alias.txt     alias file

/smb/etc/rpw.txt       raw passwd file

/smb/etc/dir_name.txt  share dir list

/smb/etc/ml-conf.txt   ML config file

/tmp/.sedusr           lock file

画面2 sedusrのhelp画面



■

■sedusrシステムのインストール

■

sedusrシステムは、FreeBSD-3.3/4.2とVMware上に

インストールしたVine Linux 2.0で動作を確認してある。

このシステムのインストールを行うには、まずWebサー

バを動作させなければならない。Linuxconfなどでhttpd

を動作させ、WebブラウザでWebサーバの動作を確認し

よう。そして、Sambaをセットアップし、smbpasswdな

どが動作することも確認しておく。

準備ができたらroot権限でログインし、付録CD-ROM

をマウントしてから、本連載のディレクトリに移動する。

そして、

# make install

を実行すると、sedusrコマンドとCGIプログラム群がイ

ンストールされるはずだ。

もし、HTMLのデータディレクトリにusrやadmとい

ったディレクトリがある場合は、それを消してからmake

を行う必要がある。また、このシステムでは、Sambaの

データファイルをルートディレクトリにある/smb以下に

置くことにしている。/smbディレクトリ以下にそのシス

テムで使用するディレクトリが存在する場合は、インスト

ールできないので注意してほしい。

さらに、現在のバージョンでは上書き登録ができないの

で、何度も繰り返して実験する場合はvipwコマンドやvi

/etc/groupを実行して不必要なものを削除し、make

danger-clean を実行するとよい。ただし、danger-clean

では/smbやHTMLファイルが全部消えるので十分注意し

てほしい。

なお、sedusrはもともとFreeBSD専用として作成し、

今回の連載のためにLinux上でも動作するように改造した

ものである。そのため、今月号の解説範囲であるユーザー

登録以外の機能についてはLinux上ではまだ動作していな

い。来月以降に順次実装していく予定である。

■

■sedusrシステムの使用例

■

インストールが正常に終わったら、まず管理者用のユー

ザーであるsedusrのパスワード設定をするためにルートで

ログインをする。そして

# passwd sedusr

として、sedusrシステムの管理者パスワードを変更する。

次に、ブラウザで、

http://サーバ名/usr/

というURLを指定すると、画面3が表示されるはずであ

る。ただし、このページは今月号のバージョンではまだ動

作しない。
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画面3 ユーザー情報を管理するためのページ 画面4 サーバを管理するためのページ

sedusrシステムのインストール

sedusrシステムの使用例



その次に、

http://サーバ名/adm/

を指定すると、画面4のようなサーバを管理するためのペ

ージが現れる。

ここで、「●データディレクトリの操作」の［新規追加］

を選ぶと、画面5が表示される。

このページで、

管理者パスワード ※先ほど登録したもの

名称 plan

グループID 30000

と入力して、［登録の実行］ボタンをクリックすると、画

面6のように正常に登録が終わったことが表示され、

/smb/data/planディレクトリが作成される。同様に、

designおよびproductディレクトリを登録してみよう。

さて、次はユーザーの登録である。

http://サーバ名/adm/

からユーザーの［新規登録］を選ぶと画面7が表示される。

ユーザー情報を入力して［登録の実行］ボタンをクリック

すると、ユーザーの登録が行われる。なお、今月号のバー

ジョンでは、まだ暗号化パスワードの処理を行っていない

ので、パスワードは正しく設定されない。

■

■sedusrコマンドからの外部コマンドの呼び出し

■

さて、本題のsedusrコマンドの中身の解説である。

このコマンドでは、ユーザー登録をする際にuseraddコ

マンドやchmodコマンドなどの、外部コマンドを呼び出

すように設計されている。これは、実際の運用をしながら

開発を進めていった都合上、何が起きるかを目で見てから

実行したかったからである。

この外部コマンドの呼び出しは、たとえば、
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画面5 ディレクトリ登録ページ 画面7 新規ユーザーを登録するためのページ

画面6 ディレクトリ新規登録結果の通知ページ

sedusrコマンドからの外部
コマンドの呼び出し



int   mode  = 0600;

char *path  = "/etc/smbpasswd"

cmd("chmod %o %s", mode, path );

というようにして行われる。ここで、cmdは可変長の引数

をとる関数で、次のように定義されている。

static void cmd( const char *fmt, ... )

{

va_list ap;

char    buf[1024];

va_start(ap, fmt);

(void)vsnprintf(buf, sizeof(buf), fmt, ap);

va_end(ap);

if( global_is_cmd_exec == false ){

printf("%s\n", buf );

return;

}

if( system(buf) != 0 ){

fatal("[%s]", buf);

}

}

上記のva_xxxxは可変長引数を扱うためのものである。

詳しくは、コラムの「特別講座　ステップアップC言語」

を参照していただきたい。

vsnprintfは、cmdに与えられた引数をprintfと同じよ

うにfmtで指定されたフォーマットで、bufで示されたバ

ッファに展開するものである。

コマンドライン引数に「-x」が指定されていない場合は、

global_is_cmd_exec変数がfalseになるので、printf関数

によりbufバッファに展開された内容が表示される。

一方「-x」が指定された場合は、system関数によりbuf

の内容が実際に実行されることになり、もし実行の結果エ

ラーが起きてゼロ以外の値が返ってくると、fatalマクロに

よりエラー処理を行うことになる。

■

■今後の予定

■

今月は、システムの概要とユーザー登録の方法を解説し

ただけで、誌面が尽きてしまった。

なお、先ほど述べたように、CD-ROMに収録したバー

ジョンはユーザー登録の部分しか実行できない不完全なも

のであり、セキュリティの問題も多々ある。来月から当分

の間は、足りない部分の実装や不備な部分の改善について

引き続き解説していく予定である。
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UNIX系のOSでは、ユーザーを登録する

ときに、ユーザーIDと呼ばれる各ユーザー

ごとのユニークな番号が必要になる。OSの

内部では、この番号ですべて管理されるた

め、これをどのようなポリシーで管理する

かは重要である。

OSのユーザー登録コマンドでは、ユーザ

ーが登録された順にユーザーIDが割り振ら

れるが、これではサーバを変えたときに別

のユーザーIDが割り振られることになる。

もちろん、これでも問題がない場合もあ

るが、今回想定しているように全国の支店

に複数のサーバが存在する場合には、管理

がきわめて面倒になることがある。たとえ

ば、札幌支店から東京本社への人事異動が

あった場合、登録するサーバを変えること

になるが、このときにメールスプールやデ

ータをコピーする方法によっては、ユーザ

ーIDが違うことによってさまざまなトラブ

ルを引き起こす。

したがって、ユーザーIDは社員番号のよ

うに重複なしに割り当てることができ、将

来に渡って変更が生じないような番号を使

用することが重要である。なお、最近では

派遣社員が活躍する場面も多いが、派遣の

場合は人事上の社員番号を持たないことも

ある。このような場合でも、全社で統一的

な番号管理を行わないと、あとあと収拾が

つかなくなってしまう。面倒でも最初から

派遣社員番号領域を定め、しっかりとした

データベースで管理しなければならない。

一方、グループIDもユーザーIDと同様な

管理が必要であるが、このIDはユーザーID

と同じ番号とするのが管理上も運用上も都

合が良い（理由は、FreeBSD上で jman

adduserを実行すると表示される）。

この方式では、ユーザーごとにユニーク

なグループIDを割り振ることにより、各ユ

ーザーのディレクトリの制限容量をグルー

プクオータを用いて管理することができる

ので便利である。

なお、今回のシステムでは、ディレクト

リのアクセス権限をコントロールするため、

各ディレクトリに固有のグループIDを割り

当てている。このグループ番号は、社員番

号領域と重ならない番号領域を割り当てて

おく必要がある。さらに、支店から部署が

まるまる本社に異動することもあり得るの

で、全社のサーバで番号が重複しないよう

に、きちんと管理しなければならない。

人間や組織（ディレクトリ）に番号を割

り振るのは簡単に見えるが、きちんとした

管理はたいへん難しく、そのうちいいかげ

んになってくる。しかし、サーバを運用す

るうえでID管理はたいへん重要なので、初

めからしっかりとした管理体制を作り上げ

る必要がある。

Column

ユーザーIDとグループID

今後の予定
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■printf関数

printf関数はいくつもの引数を持つことが

できる。このような関数を「可変長引数関

数」と呼ぶ。

このような関数は、次のようなプロトタ

イプ宣言がされる。

void printf(char *fmt, ...);

printfは、ご存じのように第1引数のfmt

文字列を解析し、あとに続く引数の個数と

その型を決め、それに従って第2引数以降

を表示する。

■可変長引数関数の実現

この可変長引数関数を理解するために、

次のように第1引数によって指定した型で、

第2引数を順に表示するpr関数を考えてみ

る。

pr( "csl",

(char)  'A',

(short) 123,

(long)  12345678 );

ここで、pr関数の第1引数の文字列にあ

る「c」はchar型、「s」はshort型、「l」は

long型を示している。第2引数以降は、第1

引数で指定した順番に並んでいる。

このpr関数は、次のように定義すること

ができる。

#include <stdarg.h>

void pr( char *t, ... )

{

va_list ap;

va_start(ap, t);

vpr(t, ap);

va_end(ap);

}

上記のva_list、va_start、va_endの3つ

は可変長引数を実現するマクロであり、＜

stdarg.h＞で定義される。

va_list型は、引数のアドレスを保持する

ためのものであり、

va_list  ap;

va_start(ap, 第1引数)

とすることにより、apに第2引数の位置を

示す情報がセットされる。

これらのva_list、va_startはコンパイラに

よって実現方法が異なる。コンパイラによ

っては、後処理が必要なこともある。この

後処理を行うのがva_endである。

さて、第2引数以降を処理するvpr関数で

あるが、これは次のように定義される。

void

vpr(char *t, va_list ap)

{

char  c;

short s;

long  l;

while(*t){

switch(*t++){

case 'c':

c = va_arg(ap, char);

printf("c=%c\n", c );

break;

case 's':

s =  va_arg(ap, short);

printf("d=%d\n",s );

break;

case 'l':

l = va_arg(ap, long);

printf("l=%ld\n", l);

break;

}

}

}

ここで、tには「csl」が渡されるので、そ

の順番に与えられた引数を取得して、表示

している。引数の取得にはva_argマクロが

用いられるが、

va_arg(現在の引数位置, 取得する型)

として使用することにより、順番に引数の

値を得ることができる。

■stdarg.h

さて、上記で説明したva_xxxxはどのよ

うにして実現されるのであろうか？

C言語の場合、関数の引数はスタックに

順番にプッシュされるので、その順番とそ

れぞれの引数のサイズがわかれば、ポイン

タを用いてアクセスすることができる。

これはさほど難しいことではなく、i386

のgccで使用しているstdarg.hでは、リスト

1のように定義されている。

__va_sizeでは32ビット単位にアライメ

ントを行い、va_startではlastnの分だけポ

インタを進め、va_argではtypeのサイズ分

取り出し、ポインタを次に進めていること

がわかる。

可変長引数関数

特別講座

ステップアップC言語ステップアップC言語

typedef char *va_list;

#define __va_size(type)    (((sizeof(type) + sizeof(int) - 1) / sizeof(int)) * sizeof(int))

#define va_start(ap, last) ((ap) = (va_list)&(last) + __va_size(last))

#define va_arg(ap, type)   (*(type *)((ap) += __va_size(type), (ap) - __va_size(type)))

#define va_end(ap)

リスト1 i386のgccで使用するstdarg.h



ここまでは、変数といえば$aのように1つの値（文字

列）を記憶するものでした。これに対して、複数の値や文

字列をひとまとめにして記憶する変数があります。それが

配列変数です。今までの単純な変数が、1つの引き出しだ

とすれば、配列変数はタンスのようなものだと思ってくだ

さい（図1）。

配列変数に対して、今まで使っていた$aのような変数を

スカラー変数と呼びます。スカラー変数では、変数名の先

頭に$を付けていましたが、配列変数の場合は、@を付け

ます。

@list, @kingaku, @a

スカラー変数と配列変数はまったく別のものなので、名

前の部分が同じでも別のものとして扱われます。ですから、

$aと@aは別のものとして扱われるのですが、このように

して使うとまぎらわしいのでできるだけ同じような名前を

付けるのは避けましょう。

配列変数の中のひとつひとつの値を使うには、変数名の

後ろに[0]、[1]、[2]……といった添字（そえじ）を付けま

す。添字の番号は0から始まることに注意してください。

たとえば、配列の中の3番目の値は[2]になります。

配列全体を表すときは@なのですが、添字を付けて配列

の中の1つを扱いたいときは、先頭が$になります。たと

えば、@list配列の6番目は、

$list[5]

になり（$list[6] ではありません。6番目は[5]です）、これ

は普通のスカラー変数と同じですから、今までのスカラー

変数と同じように、

$list[5] = "あいうえお";

というように使えます。@と$ を間違えないようにしてく

ださい。

@list = "あいうえお";

@list[5] = "あいうえお";
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今回は複数のデータを記憶できる配列変数について
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第4回　配列とリスト

配列変数 @list

$list[3]

$list[2]

$list[1]

$list[0]

スカラー変数 $a

$a

図1 スカラー変数と配列変数



はいずれも間違いです。

■

■　リスト

■

では、配列に数値や文字列を入れるにはどうすればよい

のでしょうか。

Perlで扱う（変数の中に入れられる）データの種類は、

・数値 1、5000、0.25など

・文字列 "あいう"、"abc¥n"、'1234'など

でした。これらに加えて、

("大根","白菜","玉ねぎ","ゴボウ")

のように、複数の数値か文字列を「,（カンマ）」 で順に

並べて、両側を( )でくくったひとかたまりのデータをリス

トといいます。リストも1つのデータとして扱うことがで

きます。

リストはデータの集合体であり、配列はまさにそのよう

な集合体のデータを入れるのにぴったりです。

配列変数に一度にデータを入れるには、

@yasai = ("大根","白菜","玉ねぎ","ゴボウ");

のように行います。このとき、配列の要素（引き出し）の

数は自動的に4個になり、それぞれの内容は、

$yasai[0] = "大根";

$yasai[1] = "白菜";

$yasai[2] = "玉ねぎ";

$yasai[3] = "ゴボウ";

となります。先頭の$に気を付けてください。@ではあり

ません。

また、リストの中には変数を並べて書くこともできます

から、

$a = "apple";

$b = "orange";

$c = "lemon";

のとき、

@fruits = ($a,$b,$c,"tomato");

と書くこともできます（tomatoがfruitsかどうかはさてお

き……）。

さらに、リストの中には配列変数を並べて置くこともで

きますので、前述の@yasaiも使って、

@food = (@yasai,@fruits);

と書くことができ、結果は、

$food[0] = "大根";

$food[1] = "白菜";

$food[2] = "玉ねぎ";

$food[3] = "ゴボウ";

$food[4] = "apple";

$food[5] = "orange";

$food[6] = "lemon";

$food[7] = "tomato";

となります（これで、tomatoがfruitsかどうか気にする必

要がなくなりました）。

応用すれば、

@food = (@yasai,"カボチャ",$a);

のように、配列と文字列とスカラー変数を混在させても構

いませんし、

@yasai = (@yasai,"キュウリ");

と、リストの中に自分自身を書いても構いません。この場

合、配列の要素が増えていくだけです。つまり、

@yasai = ("大根","白菜","玉ねぎ","ゴボウ");

のとき、

@yasai = (@yasai,"キュウリ");

とすると、結果は、

$yasai[0] = "大根";
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$yasai[1] = "白菜";

$yasai[2] = "玉ねぎ";

$yasai[3] = "ゴボウ";

$yasai[4] = "キュウリ";

になります。要素が5つになりましたね。

このように、リストを使えば配列の要素をどんどん増や

していくことができるのです。

逆に、配列変数の中身を1つずつ取り出してそれぞれス

カラー変数に入れるためには、リストを左辺に書いて、

($a,$b,$c) = @yasai;

とします。これで、$a,$b,$cには@yasaiの要素が[0]から

順番にコピーされていきます。このとき、

($a,$b,@kirai) = @yasai;

のようにリストの最後に配列変数を書けば、結果は、

$a = "大根";      # ← $yasai[0]

$b = "白菜";      # ← $yasai[1]

@kirai = ("玉ねぎ","ゴボウ","キュウリ");

# ← $yasai[2]、[3]、[4]

となり、最後の配列変数（@kirai）に残り全部が入れられ

ます（図2）。

実はこのように、配列変数が「＝」の左辺のリストの中

にある場合、配列変数は欲ばって右辺から渡される残り全

部のデータを自分の要素にしてしまいます。ですから、上

の例を、

(@kirai,$a,$b) = @yasai;

と、配列を先に書いてしまうと、右辺の@yasaiの内容は

すべて@kiraiに入ってしまい、$aと$bには何も入らなく

なってしまいますので注意してください（図3）。

このような場合は、必ず配列変数を一番最後に書くよう

にしましょう。

■

■　特殊なリストの書式　

■

リストには順に数値や文字列を並べて書けばよいのです

が、次のような場合は簡略化して書くことができます。

(1,2,3,4,5,6,7,8) → (1..8)

(1,2,3,4,5,10) → (1..5,10)

(1,2,3,4,11,12,13,14) → (1..4,11..14)

また、文字列の" "が面倒なときは、

("算数","国語","理科","社会")

→ qw(算数 国語 理科 社会);

と、空白かタブ、改行で区切ってqw( )で囲めば、" " を

省略することができます。ただし、これができるのは各要

素に空白が含まれていないときだけです。

■

■　配列の要素の数　

■

配列にどんどん要素を追加していくと、今、その配列に

いったいいくつの要素があるのかを知りたい場合がありま

す。この場合、
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図2 ($a、$b、@kirai) = @yasai;のとき
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図3 (@kirai,$a,$b) = @yasai;のとき
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配列の要素の数



$a = @yasai;

のように、配列変数を無理やりスカラー変数に代入してや

ると、$aの値は配列@yasaiの要素数になります。本来、

タイプの違うスカラー変数と配列変数を＝で結ぶのはおか

しいのですが、Perlにはこの場合に限って、「配列変数を

スカラー変数として評価すると、その要素数を返す」とい

う決まりがあり、エラーにならないのです。たとえば、

@kamoku = ("算数","国語","理科","社会");

のとき、

$a = @kamoku;

とすると、$aは4になるのです。ややこしいですが、間違

えないようにしてください。次の例をよく見てください。

$a = $kamoku[0]; # $a = "算数"

$a = $kamoku[1]; # $a = "国語"

$a = $kamoku[2]; # $a = "理科"

$a = $kamoku[3]; # $a = "社会"

$a = @kamoku # $a = 4

また、配列の要素の数を知る方法には別の方法もありま

す。@kamokuという配列に対して、

$#kamoku

と書きます。これは「配列@kamokuの最後の要素の添字」

を表します。つまり、上記の例では@kamokuの最後の要

素は$kamoku[3] ですから、$#kamokuは3ということに

なります。しかし、要素の数は4個ですから、

$#kamoku + 1

が要素の数を表すことになります。

$#kamoku は先頭の記号が$ですから、一目見てスカ

ラー変数だということがわかるので、

$a = @kamoku;

のように、わざわざ「スカラーとして評価すれば……」な

どということを意識しなくても、どう代入されようがれっ

きとしたスカラー変数の$#を使ったほうがわかりやすい

かもしれません。

ただし、$#を使う場合は、1を足さなければ要素の数に

はならないことに注意してください。ですから、配列の要

素数が4個かどうかを判定するには、

$a = @kamoku;

if ( $a == 4 ) { …… }

と書くか、

if ( ($#kamoku + 1) == 4 ) { …… }

と書きます。どちらも一長一短なので、好きなほうを自分

のスタイルとしてください。

配列の扱いは、@、$、$#、[ ]などの記号によるものが

多いため、ちょっとした記述ミスがまったく違った意味を

持ってしまいます。Perlがエラーメッセージを出してくれ

るようなミスなら大丈夫ですが、エラーにならない場合も

ありますので、最初にスクリプトを書くときに記号には十

分注意して、また、スクリプトの動きがおかしいときには、

この配列まわりの記号表記を疑ってみてください。とはい

え、配列はとても便利なものですから、怖がらずにどんど

ん使って慣れるようにしてください。

■

■　繰り返し（for文）

■

for文は、同様の処理を複数回行うときに、繰り返し回

数やいつ繰り返しを終了すればよいかを記述するもので

す。for文の書式は、

for ( 初期値; 条件式; 増減式 ) { …… }

になります。具体的には、

for ( $i=0; $i<10; $i++ ) { …… }

のようになり、この場合は「$iを最初に0とし、$iが10未

満である間繰り返し、1回繰り返すごとに$iに1を加える」

という意味になります。わかりやすく言うと、「10回繰り

返す」です。

「10回繰り返す」だけでは少々乱暴すぎて、なぜそうな
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るかがすぐには理解できないかもしれませんが、とりあえ

ず、このfor文は、{ …… }の中に書かれたスクリプトを10

回繰り返すものだと丸暗記してみてください。

そうすれば、15回繰り返すには……、100回繰り返すに

は……という場合にどうすればよいか、見当が付くと思い

ます。条件式の$i<10の「10」を15に変えれば15回に、

100に変えれば100回になるのではないかという予想は正

解です。

「初期値」「条件式」「増減式」といった各部には当然そ

れなりの意味があり、正しく解釈すれば最初の長ったらし

い文章になるのですが、式とにらめっこして「これがああ

なって……あれが……」とうなるよりも、実際にどういう

動きをするのかを試してみたほうが理解の助けになります。

次のスクリプトを実行してみましょう。

for ( $i=0; $i<10; $i++ ) {

print "$i¥n";

}

どうですか、0から9までの数字がprintされたでしょう。

このとき、print文は何回実行されたのでしょうか。print

された行数を数えてみてください。10回ですね。

「0から9ではなくて1から10までのほうがわかりやす

い」と思うのも当然ですが、残念ながらコンピュータは私

たちと違って、0から数を数えるのが得意なんです。その

ほうが何かと都合が良いようです。たとえば、0から9な

ら全部1桁ですが、1から10なら10だけ2桁になるといっ

た問題があります。

どうでもいい問題のような気もしますが、コンピュータ

にとっては結構大きな問題であったりします。2000年問題

も、そもそもは桁数の問題だったのですから。

余談はさておき、配列の添字もそうですが、プログラミ

ングではあらゆる場合に0から数字を数えます。文句を言

っても始まらないので、そういうものかと慣れてください。

ということで、10回繰り返す場合のカウントは、0、1、

2、3、4、5、6、7、8、9、になるため、最初の値は0に

なり最後は10未満ということになるのです。

0から始まるか1から始まるか、未満なのか以下なのか

ということはとりあえず気にしないのであれば、重要なの

は「10回繰り返す」場合に、このfor文には「10」という

数字が書かれているということです。となれば応用は簡単

ですね、15回なら10を15に、100回なら10を100にとい

うように、この数字を変えれば繰り返しの回数は自由自在

に設定することができます。

実際にスクリプトを書き換えて、実行してみてください。

■

■　変数 $i

■

ここで使われている$iという変数は、特に特別なもので

はありません。繰り返しをカウントする変数として$iが慣

習的に使われるのです。何の意味もない、ただの繰り返し

であれば$iでよいでしょうし、もし回数を数える変数が意

味を持つのならほかの変数名でも構いません。

意味を持つということは、単なる回数カウントのためだ

けではなく、{ }内で、何かの目的のために使われるという

ことです。

前述のスクリプトのように、回数を数えるためだけなら0

から9のカウントで構わないのですが、たとえば出席番号

のように1からの数字をprintしたい場合は、for文の初期

値$i=0 を変えるのではなく、{ } の中を操作します。つま

りprint文を修正して、

for ( $i=0; $i<10; $i++ ) {

print $i+1,"¥n";

}

としたり、

$bango = $i + 1;

というように、表示用の別の変数を使ったりします。この

方法を使えば20から30までをprintしたり、掛け算を使え

ば、偶数だけをprintしたりすることができるのです。

for文を使うときは、for文内の変数の初期値はできるだけ

0にして、「{ }内で数値を加工する」ほうが、あとで見や

すいプログラムになります。

■

■　foreach文　

■

先ほど配列を学習しましたが、配列の要素それぞれに同

じような処理を行うとき、繰り返しが威力を発揮します。

たとえば、@kamokuに4つの要素がある場合、それぞれ

の要素に何らかの処理を行うときは、

for( $i=0; $i<4; $i++ ) {

$kamoku[$i] = ……
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}

とすれば、 $ i が 0 から 3 に変化してくれるので、

$kamoku[$i] は、

$i = 0のとき $kamoku[0]

$i = 1のとき $kamoku[1]

$i = 2のとき $kamoku[2]

$i = 3のとき $kamoku[3]

となって、うまいぐあいに@kamokuの全要素を処理する

ことができるのです。

もし、@kamokuの中に要素がいくつあるかわからなく

ても、前述したように$#kamoku + 1で要素の数がかわ

りますから、

for ( $i=0; $i<($#kamoku+1); $i++ ) { …… }

または、

for ( $i=0; $i<=$#kamoku ; $i++ ) { …… }

とすれば、要素数だけ繰り返しを行うことができることに

なります。

しかし、もっと良い方法があるのです。上記のfor文は

いずれも、「@kamokuの全部の要素に対して処理を行う」

のですから、たとえ要素数がはっきりわからなくても、と

にかく全部の要素に対して繰り返されればよいのです。特

に要素の数を知る必要もなく、全要素に対して繰り返した

いだけなら、

foreach (@kamoku) { …… }

という、foreach文が役に立ちます。実例を見ながら、for

文とforeach文を比べてみましょう。

@kamokuの中身を1つずつprintする場合、for文だと、

@kamoku = ("算数","国語","理科","社会")

for ($i=0; $i<=$#kamoku ; $i++ ) {

print $kamoku[$i];

}

となりますが、foreach文を使えば、

@kamoku = ("算数","国語","理科","社会")

foreach (@kamoku) {

print;

}

だけでよいのです。シンプルですね。

つまり、foreachは( )内のリストの中身を順に1つずつ

取り出して、デフォルト変数$_に格納（コピー）し、そ

れを繰り返すということなのです。

1つずつ取り出された要素は都合よく$_に格納されてい

ますから、print文にも何も変数を書かなくて済みます。

正規表現を使う場合でも$_は簡単に使えたことを思い出し

てください。

■

■　$_ 以外のforeach文

■

foreach文でのデフォルトは$_ですが、取り出したひと

つひとつのデータを格納する変数を変えたければ、

foreach $a (@kamoku) {

print "$a¥n";

}

のように、( ) の前に変数名を書くだけです。これで、$a

には繰り返されるごとに@kamokuの要素が1つずつ順番

に格納されていきます。

■

■　foreach文を使って並べ替え

■

foreach文で1つずつ取り出されるデータの順番を制御

することもできます。配列@listの要素を後ろから逆順に

取り出したいときは、

foreach (reverse @list) 

と書きます。データの順番を昇順（文字列の場合はコード

順）に並べて取り出したいときは、

foreach (sort @list)

と書きます。コードの逆順に並べたいときは、

foreach (reverse sort @list)
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でよいわけです。次のようなスクリプトを実行して、ぜひ

実感してください。

@list = ("a","dddd","ccc","eeeee","bb");

foreach (@list) {

print "$_¥n";

}

このスクリプトのforeach行を以下のように変更して実

行結果を確認してみましょう。

foreach (reverse @list) {

foreach (sort @list) {

foreach (reverse sort @list) {

■

■　whileとfor、foreach

■

繰り返し（ループ）については、以前にwhileを学習し

ました。whileは「何かが起こるまで」ループし続けると

いうイメージですが、ここで学んだforとforeachは、同

じ動作を何度も繰り返すというイメージとして捉えてくだ

さい。どちらもループには変わりなく、while文で書くと

ころをfor 文でも書けたりするのですが、そうなると

「whileとforのどちらを使えばいいのだろう」ということ

で迷ってしまいます。おおよその判断基準として、

・for

繰り返し回数が決まっている場合

・foreach

配列変数の要素すべてに対して繰り返し行う場合

・while

そのいずれでもなく、外部の状況が変わるまでループし

たい場合（ファイルの終わりまでなど）

というのを目安にすればよいでしょう。ただ、必ずこうし

なければならないということではありませんから、いろい

ろ使ってみて、自分で判断できるようになりましょう。

また、for文、foreach文においても、while文と同じよ

うにlast;を使って{ }内ループから脱出することができま

す。たとえば配列の処理をしていて、途中で空の要素があ

ればそこで繰り返しをやめるなどの場合に使います。

foreach (@list) {

if ( $_ eq "" ) { last; }

print "$_……";

}

このスクリプトでは、@listの要素を繰り返し表示しな

がら、空文字列" "の要素になったときに繰り返しをやめ

て脱出します。

■

■　配列とパターンマッチ

■

時刻を表す、"11:29:30"という文字列から、時、分、秒

を別々に取り出したい場合、前回学習したパターンマッチ

を使って、

$tm = "11:25:30";

$tm =~ /([0－9]＋):([0－9]＋):([0－9]＋)/;

とすれば、後方参照によって$1、$2、$3にそれぞれ、時、

分、秒の値が取り出されます。それぞれを出力するなら、

$tm = "11:25:30";

$tm =~ /([0－9]＋):([0－9]＋):([0－9]＋)/;

print "$1¥n";

print "$2¥n";

print "$3¥n";

となるのですが、実はパターンマッチの結果を配列に代入

してやると（つまり、リストととして評価されると）、

@list = ($tm =~ /([0－9]＋):([0－9]＋):([0－9]＋)/);

の結果は、

$list[0] = "11" # = $1

$list[1] = "25" # = $2

$list[2] = "30" # = $3

となって、配列@listに$1、$2、$3と同じ結果が格納され

るのです。これを応用すると、繰り返しのパターンマッチ

である、//gを使えば、

$s = "This is a Perl";

@word = ($s =~ /(¥w＋)/g);
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とした結果は、

$word[0] = "This"

$word[1] = "is"

$word[2] = "a"

$word[3] = "Perl"

となってくれます。これは使えそうですね（¥wは英数字

にマッチ。[_A－Za－z0－9]と同じ）。正規表現の復習も

かねて、いろいろ試してみましょう。

■

■　配列と<IN>

■

ファイルから1行ずつデータを読み込んで処理するスク

リプトの基本形は、

open(IN,"test1.txt");

while(<IN>) {

print;

}

close(IN);

というものでした。

ここでの<IN>は、whileによる繰り返しで1行ずつ読

み込むためのものですが、場合によってはとりあえず全行

を読み込んでから処理したいこともあります。

そんな場合にも<IN>は便利で、<IN>をそのまま配列

に代入すると、なんとファイルの中身を全部配列に取り込

んでくれるのです。もちろん、配列の要素それぞれがデー

タ1行ずつになってくれます。

ですから、ファイルの中身を全行配列に読み込んでから

1行ずつ出力するスクリプトは、

open(IN,"test1.txt");

@line = <IN>;

foreach (@line) {

print;

}

close(IN);

になります。

この例だと、whileを使った場合に比べて、かえって複

雑なスクリプトになっていますが、大きく違うのはファイ

ルの全データが、常に配列@lineに記憶されているという

ことです。

whileを使った場合は、<IN>で読み込まれた各行は次

の行が読み込まれるときには捨てられてしまうので、前の

行に戻って処理したりすることができません。先頭行から

最終行まで、順に処理するような場合に向いているのです。

一方、全行を配列に読みこんでしまう後者は、いつでも

どの行にでもアクセスすることができます。ファイルをい

ったん最後まで読んでみないと処理が決まらない場合など

に向いています。

■

■　スカラーコンテキストとリストコンテキスト

■

今回は配列を中心に学習しましたが、考え方として重要

なのは配列そのものではなくて、配列変数とスカラー変数

の違い、すなわちPerlにはリストとスカラーという2つの

コンテキスト（文脈）があるということなのです。

いきなりコンテキストなどといってもピンとこないかも

しれませんが、今回何度か触れた「スカラー変数として評

価」、「（リストとして）配列に代入」ということがまさに

スカラーコンテキストとリストコンテキストを意味するも

のです。つまり、Perlのスクリプトではその局面によって、

式や変数をスカラーとして扱う場合（スカラーコンテキス

ト）とリストとして扱う場合（リストコンテキスト）があ

るということなのです。

具体例として、今回出てきた式や変数において、使われ

る状況がスカラーコンテキストかリストコンテキストかに

よって意味や振る舞いが変わるものを挙げておきます。

・並列変数（@listなど）

スカラー 要素の数

リスト 配列全体のリスト

・パターンマッチの結果

スカラー マッチしたかどうか（真／偽）

リスト 後方参照のリスト

・<IN>などの<>演算子

スカラー データ１行

リスト データ全行のリスト

リストおよびリストコンテキストは慣れるまで少しわか

りにくいかもしれませんが、リストを使いこなすのがまさ

にPerlを使いこなすコツです。さまざまな場面で役立ちま

すので、じっくり理解してください。
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■

■ライブラリこそすべて

■

Rubyの仕様は、大きく分けると「文法」と「ライブラ

リ」に分かれます。文法はRubyインタプリタに組み込ま

れたものであり、制御構造や代入などがそれに当たります。

一方、ライブラリは「クラスライブラリ」であり、メソッ

ド呼び出しによって利用されます。

Rubyの大きな特徴は、言語仕様のうち、ライブラリの

占める割合が非常に高いことです。仮にRubyからクラス

ライブラリを取り除いてしまえば（インタプリタそのもの

の実装に用いられているので、取り除くと動かないのです

が）、文法だけでできるのは若干の制御構造の実行と代入

くらいでしょうか。

Rubyは、クラスライブラリあってこそのRubyなので

す。このことは、『Rubyデスクトップリファレンス』（オ

ライリー発行）の本文138ページ中、実に94ページがクラ

スライブラリの記述であることからもうかがえます。割合

でいえば7割近くになるのですから。

■

■組み込み、標準、コントリビューション

■

クラスライブラリは、「組み込みライブラリ」、「標準添

付ライブラリ」、「コントリビューションライブラリ」に分

類することができます。

「組み込みライブラリ」は、Rubyインタプリタに初め

から組み込まれているクラスライブラリです。文字列クラ

スや配列クラスがこれに当たります。Rubyの組み込みク

ラスは強力で、これだけでも結構なことが実現可能です。

「標準添付ライブラリ」は、Rubyインタプリタと同時

にインストールされるライブラリです。

最後の「コントリビューションライブラリ」は、RAA

などから独自に入手する必要があるライブラリです。もっ

とも、いくつかの著名なライブラリは、Deb i an や

Kondaraでは、パッケージによって簡単にインストールす

ることができます。

■

■巨人の肩に乗る

■

表1を見てください。Rubyの「標準添付ライブラリ」

の一覧です。いろいろあるでしょう。

これらのライブラリを使うためには、まずrequireによ

ってロードする必要があります。たとえば、cgiライブラ

リを使うためには、

require "cgi"

とします。サブディレクトリに格納されているもの、たと

えばnet/ftpライブラリについては、
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require "net/ftp"

という形でロードします。

これらをグループ（族）に分類して、紹介します。

■

■ネットワーク族

■

まず最初に紹介するのは、ネットワーク関係のライブラ

リです。

■mailread

mbox形式のメールスプールを読み込んで、メールヘッ

ダーを解析するライブラリです。Rubyの初期から提供さ

れているライブラリで、今となってはなんとなく古臭いの

ですが、スプールにたまってるメールのFrom行の情報を

切り出すといった処理には、それなりに便利です。

■socket

ネットワークソケットを実現する拡張ライブラリです。

このライブラリは、Ba s i c S o c k e t、 I P S o c k e t、

TCPSocket、TCPServer、UDPSocket、UNIXSocket、

UNIXServer、Socketの各クラスを提供します。おそら

く最もよく使われるのは、クライアントとしてはTCP

Socket、サーバとしてはTCPServerでしょう。

Socketクラスは、OSの全ソケットインターフェイスを

利用するためのクラスですが、OSのインターフェイスに

直接アクセスするので、プログラミングはそれなりに繁雑

になります。RubyのソケットはIOのサブクラスなので、

ソケットに対してもふつうに入出力ができる点は便利で

す。

■ping

本物のpingはICMPを使っているのですが、こちらは

TCP/IP のechoサービスを使って実現しています。でも、

最近はセキュリティなどの観点から、echoを始めとする不

要なサービスは止めていることが多く、あんまり役に立た

ないようです。本物同様、ICMPを使ったpingの実装

（ICMPping）もRAAに登録されていますが、スーパーユ

ーザー権限が必要なのが難点です。

■net/telnet

telnetサーバと通信するライブラリで、プロキシにまで

対応している本格的なものです。このライブラリがあれば、
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ライブラリ 内容

cgi CGIライブラリ

cgi/session CGIセッションライブラリ

complex 複素数クラス

curses cursesインターフェイス

date 日付クラス

dbm DBM（ndbm）

debug Rubyデバッガ

delegate Delegateデザインパターン

e2mmap 例外ユーティリティライブラリ

English 記号変数に対する英語の別名

etc etcアクセスライブラリ

fcntl fcntl定数

finalize ファイナライザ

find ディレクトリツリーを走査

ftools ファイル操作

gdbm DBM（gdbm）

getoptlong GNU getoptlong compatible

importenv access environment variables as globals

jcode 日本語文字列処理（Stringクラスのメソッドを置換）

kconv 日本語文字コード変換（nkfを利用）

mailread メール読み込みライブラリ

mathn 拡張数学操作（有理数を使用）

matrix 行列クラス

md5 MD5ライブラリ

mkmf Makefile maker

monitor スレッド用排他モニタ

mutex_m スレッド用Mutex Mix-in

net/ftp ftpライブラリ

net/http HTTPライブラリ

net/imap IMAP4ライブラリ

net/pop POP3ライブラリ

net/smtp SMTPライブラリ

net/telnet telnetライブラリ

nkf nkfインターフェイスライブラリ

observer Observerデザインパターン

open3 サブプロセス通信用open

parsedate 日付文字列解析ライブラリ

ping ネットワークping

profile Rubyプロファイラ

pstore 簡易オブジェクト指向データベース

pty pty（疑似tty）クラス

rational 有理数クラス

readline GNU readlineインターフェイス

sdbm DBM（パブリックドメイン）

singleton Singletonデザインパターン

socket ソケットライブラリ

sync 2フェーズロックライブラリ

tcltklib Tcl/Tkインターフェイス

tempfile temporary file that automatically removed

thread スレッドライブラリ

thwait スレッド同期ライブラリ

timeout provides timeout

tk Ruby/Tk

tracer 実行トレース

weakref weak reference class

Win32API Win32 APIライブラリ

表1 標準添付ライブラリの一覧

ネットワーク族



telnetクライアントが簡単に書けます。telnetクライアン

トをなぜ、と思われる方もいるでしょう。

Ruby が telnet アクセス機能を持つということは、

telnetにマクロ言語としてRubyが組み込まれているのと

同じ意味を持ちます。Rubyほど強力なマクロ言語はほと

んどありませんから、オートパイロットとして最高の機能

を実現できることになります。

実際、niftyのオートパイロットプログラムであるnif.rb

も、このライブラリを使って実現されています。

■net/ftp

FTPアクセスライブラリです。これも、たとえばFTP

をミラーリングするプログラムや、インテリジェントな

FTPクライアントに応用できます。

■net/http

HTTPアクセスライブラリです。以下同文（笑）。

これらのライブラリを使うことのメリットは、Rubyの

強力な機能を使ってネットワークアクセスを自動化できる

ことでしょう。もちろん、ふつうにHTTPアクセスを行う

ためには、NetscapeなどのWebブラウザを使えばよいわ

けですが、Webページの更新状況の確認やWebページの

ダウンロード、Webサイトのミラーリングなどに、Ruby

の機能を活用する余地があります。なにより、思い通りに

プログラミングできるのはすばらしいことです。

net/httpライブラリのサンプルとして、超簡易HTTP

クライアントを紹介します。HTTPのアクセスが、実質2

行でできていることに注目してください。

require 'net/http'

host = "localhost"

port = 80

path = "/"

resp, body = Net::HTTP::new(host, port).get(path)

print body

■net/pop、net/smtp

POP3プロトコルを話すライブラリと、SMTPを話すラ

イブラリです。これらは、2000年12月号で紹介しました。

■net/imap

IMAPプロトコルを話すライブラリです。以前メール関

係について紹介したときには、まだ標準には含まれていま

せんでした。基本はPOPと同じようなものです。ただし、

ただ単にメールをサーバから受け取るだけのPOPと違っ

て、IMAPはメールをサーバ側に保存し、サーバ側で多く

の処理を行うために機能が圧倒的に豊富です。サーバ側で

サーチまでできます。

■cgi

CGIは、Common Gateway Interfaceの略で、Webの

動的ページを生成する基本的テクニックです。CGIについ

ては、別の機会があれば、きちんと説明したいと思ってい

ます。

■cgi/session

HTTPプロトコルには状態という概念がないので、セッ

ションやトランザクションを実現するのはたいへんです。

1人が連続してページを参照しても、サーバ側ではそれが

一連のアクセスであることを認識するのをHTTPはプロト

コルとしては支援しないのです。

cgi/sessionライブラリはCookieなどの技術を使って、

HTTPプロトコル上でのセッションを実現します。セッシ

ョンは、Webを使ってオンラインショップを作ったりする

ためには欠かせない技術です。

■

■時間族

■

時間族には、日付を表現するDateクラスを提供する

dateライブラリと、「日付っぽい」文字列から時間情報を

取り出すparsedateがあります。

dateライブラリは、Dateクラスを提供します。Dateク

ラスと組み込みクラスのTimeクラスは、どう違うのでし

ょうか？　Timeクラスは主に時刻情報を表現するクラス

で、グリニッジ標準時で1970年1月1日以前を表現するこ

とができません（Ruby 1.7.0では、OSが許せば、1902年

まで表現できるようになりました）。

一方、Dateクラスは時刻を表現することはできず、日

付の情報しか持ちません。しかし、表現できる範囲にはほ

ぼ制限がありません。利用可能なメモリサイズだけに制限

されます。Dateクラスの日付の基点は、紀元前4712年1

月1日です。この日は、西洋では宗教的に重要な日のよう

です。詳しくは知りませんが。

これらのクラスと組み込みのTimeクラスについては、

この連載の2000年9月号で詳しく紹介しました。
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■

■デザインパターン族

■

デザインパターンとは、クラス構成などのプログラム設

計上のパターンのことを言います。ライブラリが、主に具

体的な機能を1つのクラス（とその下請けクラス）で実現

しているのに対して、デザインパターンはむしろ機能では

なく、構成を主眼にしています。

代表的なデザインパターンとして、『デザインパターン』

（ソフトバンク発行、ISBN4-7973-1112-6）には、以下のよ

うなものが紹介されています。

・Observerパターン

・Delegatorパターン

・Strategyパターン

・Templateパターン

デザインパターンは、一般的にはクラス図などで表現さ

れます。しかし、Rubyのような柔軟で強力な言語では、

いくつかのデザインパターンについてはライブラリとして

提供することが可能です。Rubyの標準ライブラリに含ま

れるデザインパターンを実現しているライブラリは、

delegate、observer、singletonの3つがあります。

・delegate

Proxyパターンを実現する。オブジェクトに送られたメッ

セージを、別のオブジェクトにそのまま転送する。

・observer

Observerパターンを実現する。あるオブジェクトが変化

したことを、あらかじめ登録したObserver（観察者）に

通知する。提供するのは観察者のクラスではなく、観察さ

れるオブジェクトに Mix - i n するためのモジュール

Observableである。

・singleton

あるクラスのオブジェクトが、システム全体で唯一である

ことを保証するSingletonパターンを実現する。このライ

ブラリが提供するSingletonモジュールをインクルードし

たクラスは、インスタンスを1つしか生成できない。

Rubyとデザインパターンについては、『オブジェクト指

向スクリプト言語Ruby』（アスキー発行、ISBN4-7561-

3254-5）の第5章に詳しく紹介されています。

■

■ユーザーインターフェイス族

■

GUI、CUIなどのライブラリのうち、標準添付されてい

るのはcurses、readline、tcltklib、tkです。

cursesは、キャラクタベースのインターフェイスライブ

ラリで、Window（キャラクタ画面上の矩形領域）なども

扱うことができます。

read l ine は、bash や gdb などでも使われている

GNUreadlineライブラリへのインターフェイスで、1行編

集やヒストリ機能を提供します。irbなどでも利用されて

います。

tcltklibは、Tcl/Tkをリンクして、その機能を呼び出す

ための拡張ライブラリです。tcltklibは、Tclの生の機能を

そのまま呼び出すことができますから、Tclスクリプトか

らはほぼ機械的に翻訳できますが、インターフェイスはや

や不自然という印象があります。tcltklibを使ったプログ

ラムは、以下のようになります。なんというか、結局Tcl

を呼んでるって感じですね。

require "tcltklib"

ip = TclTkIp.new

ip._eval("button .b -text {hello world} -command exit")

ip._eval("pack .b")

TclTkLib.mainloop

一方、tkライブラリは、tcltklibを使ってよりRubyら

しいインターフェイスを提供するライブラリです。tkライ

ブラリのサンプルは、以下のようになります。こちらのほ

うがRubyらしいですね。

require "tk"

b = TkButton.new(nil, "text"=>"hello world",

"command" => "exit")

b.pack

Tk.mainloop

Ruby用のGUIライブラリには、ほかにもGtk、Fox、

Fltk、Qtなどがありますが、これらは別に入手して、イ

ンストールする必要があります。
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■

■データベース族

■

標準ライブラリでは、本格的なデータベース機能は提供

されていません。ですから、ちゃんとしたデータベースを

使おうと思えば、RAAなどからデータベースライブラリ

をダウンロードする必要があります。現在、Rubyには、

Oracle、PostgreSQL、MySQL、InterBaseなどに対応

したライブラリがあります。

しかし、標準ライブラリの範囲内でも、簡易的なライブ

ラリ機能はあります。それはdbmとpstoreです。

dbmは、文字列から文字列へのハッシュをファイルに記

録するライブラリです。実装には、OSのdbmライブラリ

を使いますが、なぜか3種類（ndbmを使うdbm、gdbm

を使うgdbm、実装込みで配布されているsdbm）が提供

されています。

それぞれには、以下のような特徴があります。

・dbm

OS提供のndbmを使う。ほとんどのUNIX系OSで提供さ

れるが、性能などはまちまち（遅かったり、データサイズ

の制限があったり）。Linuxでは、実際にはgdbmが使わ

れる。データファイルは、ほかのOSやCPUでは使えない。

・gdbm

データサイズの制限がなく速度的にも有利だが、すべての

OSで提供されているとは限らない。

・sdbm

パブリックドメインの実装が含まれているので、どこでも

使えるという利点がある反面、速度はさほど速くないうえ、

キーと値の文字列の長さが合計1Kバイト弱という制限は

かなり厳しい。

pstoreのほうは、オブジェクト指向データベースです。

pstoreの使い方は、以下のようになります。

require "pstore"      # pstoreをロードする

d = PStore.new(path)  # データベースオブジェクト作成

d.transaction {       # トランザクションの開始

d["root"] = 1234    # 自由にデータを操作する

...

}                     # トランザクションが終われば、

# dから参照される

# オブジェクトがすべて

# データベースに書き出される

pstoreについては、2000年7月号でも紹介しました。

■

■数学族

■

Rubyは数学もできます。標準ライブラリによって、数

のデータ型を追加できます。

rational        有理数

complex         複素数

matrix          行列

有理数とは、要するに分数のことです。割り切れなくて

も、正確に計算できます。

mathn           数学拡張ライブラリ

mathnをロードすると、Rubyの数値計算が上記のライ

ブラリを利用して行われるようになります。たとえば、

a = 1/3

は、普通なら1/3 が切り捨てられて0 になりますが、

mathnを使えば、きちんと1/3になります。

数の挙動までライブラリで変えてしまえるのがRubyの

すごさですが、ここまで変えていいのかという気もします。

■

■スレッド族

■

Rubyには組み込みのスレッド機能がありますから、ど

こでも同じように動くスレッドが使えます。標準添付ライ

ブラリには、スレッドプログラミングを支援するライブラ

リがいくつか含まれています。

■thread

スレッドプログラミングに基本的なクラスを提供しま

す。このライブラリで提供されるのは、Mutex（排他用フ

ラグ）、ConditionVariable（条件変数）、Queue（キュ

ー）、SizedQueue（サイズ限定キュー）です。
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■mutex_m

Mutex_mモジュールを提供します。Mutex_mモジュ

ールをインクルードしたクラスのオブジェクトは、それ自

身がMutexとして排他機能を持ちます。

■monitor

特定のコード領域において、排他を行うモニタ機能

（Java のsynchronizedに似た機能）を実現します。この

ライブラリは、MonitorクラスとMutex_mと同様に、オ

ブジェクトに排他機能を追加するMonitorMixinを提供し

ます。

■sync

2フェーズロックを実現します。このライブラリは、

Syncクラスとオブジェクトに2フェーズロック機能を追加

するSync_mを提供します。

■thwait

複 数のスレッドを同 時に待つ機 能を提 供する

ThreadsWaitクラスを提供します。

■

■OS API族

■

OSの機能を利用するものです。これらのライブラリの

多くは、OSごとの差を埋める働きがあります。

■etc

/etcの情報、特に/etc/passwdの情報を獲得します。

■fcntl

OSごとに異なるfcntlシステムコール用の定数を提供す

るためのモジュールを提供します。このモジュールは定数

だけで、メソッドは定義しません。fcntlは、IOクラスの

メソッドです。

■find

findコマンドのように、ディレクトリツリーのファイル

名を順番に処理するライブラリです。次のようにすると、

path以下の各ファイルに対して繰り返すことができます。

Find.find(path) do |f|

...

end

■ftools

コピー、移動、比較などのファイル操作メソッドをFile

クラスに追加するライブラリです。

■open3

サブプロセスを起動し、標準入力、標準出力、標準エラ

ー出力に対応するIOを3つ返します。組み込みのopen（）

メソッドは、標準エラー出力をつなぎかえないので、標準

エラー出力を捕捉したいときにはこちらを使います。

in, out, err = Open3.popen3(command)

■pty

pty（疑似tty - pseudo tty）クラスを提供するライブ

ラリです。ptyは、プロセスをttyにつながっているかの

ように起動するものです。open3に似ていますが、起動さ

れたプロセスからは標準入出力がttyにつながっているよ

うに見え、起動したプロセスからは普通のIOに見えます。

in, out = PTY.spawn(command)
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GetoptLong.new(["--size", GetoptLong::REQUIRED_ARGUMENT],

["--quiet", "-q", GetoptLong::NO_ARGUMENT],

["--help", "-h", GetoptLong::NO_ARGUMENT]).each{|name,val|

case name

when '--max-size"

....

when '--quiet"

....

when '--help"

....

end

}

▼リスト1 getoptlongサンプル

OS API族



■Win32API

WindowsのAPIをコールします。もちろん、Linuxか

らは使えません。私にはよくわかりませんが、『Rubyを

256倍使う本　邪道編』を読みこなすと、使えるようにな

るかもしれません。

■

■開発ツール族

■

プログラム開発に便利なライブラリもたくさんあります。

■getoptlong

GNUのgetoptlongライブラリと同等のインターフェイ

スを持つライブラリです。リスト1のようにして使います。

これだけで、面倒なARGVの解析やエラーチェックま

で勝手にやってくれます。

■weakref

GCを妨げない参照を実現します。WeakRefで参照され

ているオブジェクトは、他からの参照がなくなれば、GC

の対象になり回収されます。参照先が回収されている

WeakRefを参照すると、WeakRef::RefError例外が発生

します。

■tempfile

一時ファイルを作ります。一時ファイルは、プログラム

が終了するときに自動的に削除されます。

■timeout

処理が時間内に終了しなかった場合に、強制的に終了さ

せます。以下のようにして使います。

timeout(10) do # 10秒以内

...

end

処理が時間内に終了しなかった場合には、Timeout

Error例外が発生します。

■debug、profile、tracer

debug（デバッガ）、profile（プロファイラ）、tracer

（実行トレース）の3つのライブラリは、コマンドラインか

ら、-rオプションで指定して使います。

■md5

MD5ハッシュを計算します。MD5は文字列に対応する

16バイトの「ハッシュ値」を計算するものです。文字列が

変化すれば、ハッシュ値も変化します。MD5はファイル

が変更されていないことの検証や暗号化などに用いられま

す。ファイルのMD5ハッシュを計算するmd5sumという

コマンドがあるのですが、これと同様の結果は以下のよう

にして求められます。

puts MD5.new(open(file).read).hexdigest

■

■国際化族

■

Rubyは日本生まれですから、日本語を扱うためのライ

ブラリも含んでいます。

■kconv

日本でよく用いられる文字コードであるEUC-JP、SJIS、

JIS（ISO-2022-JP）を相互に変換するライブラリです。

kconvは後述するnkfモジュールを使って実装されていま

す。Kconv.kconv（文字列，変換先文字コード［，変換元

文字コード］）として、文字列を変換します。文字コード

はKconvモジュールの定数で指定します。

Kconv::AUTO     自動判別

Kconv::JIS      JIS（ISO-2022-JP）

Kconv::EUC      EUC-JP

Kconv::SJIS     シフトJIS（MS漢字コード）

Kconv::BINARY   バイナリ

Kconv::UNKNOWN  不明（AUTOと同じ）

また、文字列の文字コードを推測するguessメソッドも

提供されています。

Kconv.guess(文字列)

戻り値は、上述の定数のうちのいずれかです。

■nkf

nkf（Network Kanji Filter）のソースコードを流用し

て作った漢字コード変換ライブラリです。こちらは、

kconvと比較すると、nkfの引数などがそのまま見える作
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りになっていてやや使いにくいのですが、nkfのすべての

機能を使うことができます。変換機能は、NKF.nkf（オプ

ション, 文字列）として呼び出します。具体的には、

NKF.nkf（"-Sxe", str）のように実行します。このオプシ

ョンは、「SJISからEUCに変換。1バイトカナを保存」と

いう意味になります。オプションの意味については、nkf

のマニュアルを参照してください。

■jcode

Rubyの正規表現は、日本語を文字単位に処理すること

ができますが、文字列処理は基本的にすべてバイト単位で

す。ですから、

a = "あいうえお"

puts a[0]

とすると「あ」ではなく、「あ」の前半のバイトが得られ

ます。jcodeライブラリは、この文字列処理を文字単位で

行うようにしてくれるライブラリです。ただし、以下のよ

うな欠点があります。

・全部の文字列処理が文字単位になるので、バイト単位の

処理ができなくなる

・文字列処理が全般に遅くなる

実際には、正規表現による文字単位の処理で十分な場合

が多いので、jcodeを使うことはあまりないようです。

Rubyの将来のバージョンでは、文字単位に文字コード

を指定することができるようになるそうなので、スピード

を犠牲にすることなく、文字単位で操作することが可能に

なると思います。

■

■まとめ

■

というわけで、今回は組み込みでない「標準添付ライブ

ラリ」について紹介してみました。これらのクラスのより

詳細なリファレンスについては、『Ruby ライブラリ編』

（アスキー発行、ISBN4-7561-3697-4）に詳しく紹介されて

います。ところで、この本ってプログラム例があるともっ

と良かったと思いませんか？　惜しいなあ。

意外（？）にも、1 年半以上の長期連載となった

「Rubyで行こう」ですが、今回をもって最終回とさせてい

ただきます。表2は、本連載の軌跡です。長い間、本当に

ありがとうございました。いつかまたどこかでお目にかか

りましょう。
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今度は魔道編ですか。魔道編と言っても、

魔術か何かを取り扱うわけではありません。

魔道編のテーマは「RD」です。

RDは「Ruby Document」の略で、なん

となくプレーンテキストのように見えるが、

ちゃんと構造も表現しているという、Ruby

さながらの「お手軽さ」を実現しているド

キュメントフォーマットです。

最近話題になるドキュメントフォーマッ

トが、HTMLにしてもXMLにしてもマーク

アップが目立ちすぎて、本文が埋没してし

まいそうなのと対象的です。RDについては、

先月も解説しましたね。RDは、Rubyのド

キュメントを書くために開発された（のだ

と思う）のですが、すでにそれを越えて、

一般的な原稿やWeb日記を書いたりするた

めなどにも使われています。

本書は、RDとその処理ツール「RDtool」

について詳しく説明しています。しかも、

それだけにとどまらず、Emacsモードなど

のRD支援周辺ツールまで扱っています。表

を簡易にするRDtoolの兄弟「RTtool」など

も魅力的です。でも、やっぱりこれは『RD

を 256 倍使うための本』ですよね。ま、

「Ruby256倍」シリーズはみんなそんな感じ

ですし、決して悪いことではない（かえっ

て良い感じ）と思います。

あと、ちょっと気になったのですが、著

者のるびきちさんは、RDtool作者（Toshさ

ん）とRDの発案者（まつもとさん）を混

同しているように感じられました。ちょっ

と残念です。

Column

Rubyを256倍使う本　魔道編

1999年12月号第1回 Rubyとの遭遇（紹介）

2000年 1月号第2回 ユー・ガット・Ruby（紹介、テキスト処理）

2000年 2月号第3回 スキャナーズ（正規表現）

2000年 3月号 休載

2000年 4月号第4回 ストリーム（入出力）

2000年 5月号第5回 DNA（他言語からの影響）

2000年 6月号第6回 コールバック（ブロック）

2000年 7月号第7回 データよ永遠に（永続化）

2000年 8月号第8回 ウォーゲーム（ゲーム）

2000年 9月号第9回 タイム・アフター・タイム（時間と時刻）

2000年10月号第10回 十戒（落とし穴、べからず集）

2000年11月号第11回 新たなる未知へ（Ruby 1.6）

2000年12月号第12回 ポストマン（メール送受信）

2001年 1月号第13回 アウトブレーク（Rubyの発展と歴史）

2001年 2月号第14回 ツインピークス（Perl/Ruby Conferenceレポート）

2001年 3月号 休載

2001年 4月号第15回 チェーンリアクション（プロモーション）

2001年 1月号第16回 コレクター（用語解説／海外事情）

2001年 6月号最終回 大いなる遺産（標準ライブラリ）

表2 今までの連載内容

まとめ



本連載の第1回（2000年11月号）でも説明したように、

LinuxなどのUNIX系OSでは、あるファイルが実行可能

かどうかは、そのファイルの実行パーミッションの設定に

よる。シェルスクリプトや、Perl、AWK、Rubyなどの

スクリプト言語で書かれたスクリプトの場合、ファイルの

内容は単なるテキストなのだが、「chmod +x ファイル

名」として実行パーミッションを設定することで、C言語

などで作成された通常のコマンドと同様に実行できるのだ

ところで、実行したコマンドが意図した通りに動作して

いれば、一般的なユーザーはそれが通常のコマンドなのか

スクリプトなのかは気にしないものだ。たとえば、Xを起

動するために使用するコマンドstartxが実はシェルスクリ

プトなのだということを、いったいどれほどのユーザーが

意識しているだろうか。

このことは、たとえシェルスクリプトであっても、でき

るだけ通常のコマンドと同じようにコマンドラインを取り

扱うべきだということを示唆している。たとえば、「－」

で始まる引数は動作を変更するオプションで、引数で指定

されたファイル名はすべて処理する、ファイル名が1つも

指定されなかった場合は標準入力から読み込む（あるいは

使い方を表示する）といったインターフェイスだ。

特に、自分以外のユーザーにも使われるシェルスクリプ

トを作成する場合、できるだけ通常のコマンドと同じよう

にコマンドラインを処理して、スクリプトであることを意

識させないことが重要になる。

■

■シェルスクリプトでのオプション処理

■

UNIX系OSのコマンドラインインターフェイスでは、

コマンドの動作を変更するために、「－」で始まる起動時

オプションが使われる。たとえば、カレントディレクトリ

のファイル一覧を表示するlsは、-lオプションで詳しい情

報を表示し、通常は表示されないドットファイルも-aオプ

ションで表示されるようになる。

シェルスクリプトでこうしたオプションを処理する場

合、オプションを記述する形式が何種類もあることが問題

になる（たとえば、複数のオプションを「-la」のようにま

とめて書くか、「-l -a」のように分けて書くかなど）。すべ

ての形式に対応するスクリプトを一から作成するのは大変

なので、オプションの解析を代行してくれる外部コマンド

getoptや、さらに機能が強化されたbashの組み込みコマ

ンドgetoptsが用意されている。

以下では、

・if制御構造などを使った簡単なオプション処理

・getoptを使った本格的なオプション処理

・getoptsとwhile制御構造の使い方

などの説明のあと、実際にgetoptでオプションを処理する

スクリプトの解説と作成を行う。
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第8回　getopt（s）を使ったオプション処理

シェルスクリプトでの
オプション処理



●if制御構造などを使ったオプション処理

まずは、if制御構造やcase制御構造などを組み合わせた

オプション処理について説明する。題材としてこの連載の

第1回で作成した「wless」を取り上げる。これは、指定

したファイルの内容を、独立したktermのウィンドウに

lessを使って表示するスクリプトだ。

#!/bin/sh

kterm -geometry 80x25 -fg black -bg white -e less

"$@" &

スクリプト中でバックグラウンド実行されるktermには

4つのオプションが指定されている。「-geometry 80x25」

はウィンドウサイズを80桁×25行、「-fg black」は文字

色を黒、「-bg white」は背景色を白に設定する。最後の

「-e less "$@"」は、ktermのウィンドウ中でlessを起動す

る指定だ。「"$@"」は、スクリプト実行時のコマンドライ

ン引数（ここではファイル名）を1つずつ「"」で囲んで並

べたものに展開される。

このスクリプトに、コマンドラインオプションの処理を

追加して、動作を変更できるようにしていこう。

(1)オプションが1つだけの場合

使用するオプションが1つだけなら、if制御構造を使っ

て比較的簡単に処理できる。たとえば、スクリプトの実行

時に-bオプションを指定して、

$ wless -b hoge

とすると、通常とは逆の配色（文字色を白、背景色を黒）

で表示するスクリプトは次のようになる。

#!/bin/sh

colors='-fg black -bg white'

if [ "$1" = -b ]; then

colors='-fg white -bg black'

shift

fi

kterm -geometry 80x25 $colors -e less "$@" &

まず、シェル変数colorsに、文字色を黒、背景色を白に

設定する ktermのオプション文字列「-fg black -bg

white」を格納する。colorsは最後の行で実行するkterm

の引数で参照され、-bオプションが省略された場合はオリ

ジナルのスクリプトと同じ配色になる。なお、オプション

文字列には空白文字が含まれているため、シェル変数に格

納する際には両端を「'」（または「"」）で囲む（クォーテ

ィングする）必要がある。

続いては、if制御構造を使って、-bオプションが指定さ

れたかどうかを判断する。条件部でコマンドラインの最初
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・shiftを引数なしで実行した場合（shift） 

(1)起動時のコマンドライン引数 

① 

 -b

② 

file1

③ 

file2

④ 

file3

(2)「shift」を実行後のコマンドライン引数 

① 

file1

② 

file2

③ 

file3

・shiftに引数2を付けて実行した場合（shift 2） 

(1)起動時のコマンドライン引数 

① 

-g

② 

135x40

③ 

file1

④ 

file2

⑤ 

file3

(2)「shift 2」を実行後のコマンドライン引数 

① 

file1

② 

file2

③ 

file3

図　shiftによるコマンドライン引数の前詰め処理



の引数（$1で参照）を「-b」と比較し、一致する場合は

colorsの内容を通常とは逆の配色「-fg white -bg black」

に変更する。さらに、組み込みコマンドのshiftを使って

引数の内容を1つ前に詰め、先頭の「-b」を引数から削除

している（図）。

このように、シェルスクリプトのオプション処理では、

shiftを使って処理後のオプションを引数から削除すること

がポイントだ。これを忘れると、その後の処理で問題が起

きる。たとえば、このスクリプトの場合は、「-b」がファ

イル名のひとつとして扱われてしまうのだ。

(2)パラメータを持つオプションに対応する

オプションの中には、数値や文字列などをパラメータと

して持つタイプもある。たとえば、

$ wless -g 135x40 hoge

のように、-gオプションとパラメータ「135x40」が指定

されたら、ktermのウィンドウをパラメータのサイズ

（135桁×40行）で開くスクリプトは次のようになる。

#!/bin/sh

size=80x25

if [ "$1" = -g ]; then

size="$2"

shift 2

fi

kterm -geometry $size -fg black -bg white -e less

"$@" &

まず、シェル変数sizeに、ウィンドウサイズの初期値

「80x25」を設定する。sizeは最後の行で実行するkterm

の-geometryオプションの直後で参照され、-gオプション

が省略された場合はオリジナルのスクリプトと同じサイズ

で表示される。続くif制御構造では、-gオプションが指定

されたかどうかを判断している。指定された場合は、パラ

メータが設定されている2番目の引数（$2で参照）の内容

をシェル変数sizeに設定し、shiftを使って引数の前詰めを

行う。-g自身とパラメータを一度に削除するため、「shift

2」として2つ前に詰める点に注意しよう（図）。

(3)複数のオプションに対応するには

(1)と(2)のスクリプトを組み合わせて、複数のオプショ

ンを指定できるようにしよう。たとえば、

$ wless -b -g 135x40 hoge

とすると、通常とは逆の配色で、なおかつ135桁×40行の

ウィンドウが開くわけだ。

任意の順番で並ぶ複数のオプションに対応するには、繰

り返し処理を行うfor制御構造と、前回学んだ多分岐処理

を行うcase制御構造を組み合わせる。具体的には、次の

ように書けばいい。

#!/bin/sh

colors='-fg black -bg white'

size=80x25

for opt in "$@"; do

case "$opt" in

-b ) colors='-fg white -bg black'

shift ;;

-g ) size="$2"

shift 2 ;;

esac

done

kterm -geometry $size $colors -e less "$@" &

シェル変数colorsとsizeに、オプションが指定されなか

った場合の初期値を設定した後、for制御構造によってコ

マンドライン引数の内容が1つずつループ変数optに格納

され、do～doneのcase制御構造を繰り返し実行する。

case制御構造では、ループ変数optの内容を「-b」や「-g」

と比較し、マッチする場合にはそれぞれのコマンド群を実

行する。コマンド群の末尾には、次のパターンとの区切り

として「;;」が必要だ。

これで、-bオプションと-gオプションが同時に指定され

た場合にも、それぞれの処理がちゃんと行われる。したが

って、最後の行でktermが起動される時点では、オプショ

ンやパラメータはすべて引数から削除され、colorsとsize

が設定済みの状態になっている。

要点をまとめよう。

・オプションが1つだけの場合は、if制御構造で簡単に処

理できる。

・処理済みのオプションはshiftで削除する。パラメータ

が必要なオプションの場合は、パラメータも忘れずに引
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数から削除すること。

・複数のオプションに対応する場合は、for制御構造と

case制御構造を組み合わせて使う。

●外部コマンドgetoptでオプションを解析する

これまでの説明のように、for制御構造やcase制御構造

を使えば、シェルスクリプトでもコマンドラインオプショ

ンを処理できる。しかし、一般のコマンドのオプション処

理はもう少し複雑だ。

たとえば、「-l -a」のように各オプションを独立した引

数で指定するだけでなく、「-la」のように複数のオプショ

ンをまとめて指定しても受け付ける。パラメータを持つオ

プションについても同様で、「-w 60」のようにパラメータ

を独立した引数で指定するほか、「-w60」のように1つの

引数にまとめてもいい。

こうした柔軟性のあるオプション処理をシェルスクリプ

トの機能だけを使って行うことは不可能ではないが、オプ

ション関係の記述が長くなってしまい、実際に行いたい処

理に到達するまでに作成者が疲れてしまうだろう。そこで、

UNIX系OSにはこうした柔軟なオプション処理を代行し

てくれる便利な外部コマンドgetoptがある。Linuxのディ

ストリビューションでも、/usr/binにgetoptが用意され

ているはずだ。

getoptのコンセプトは、「さまざまな形式で指定される

コマンドラインオプションを解析して、ある決まった形式

に整形する」というものだ。たとえば、実際のオプション

が「-la」や「-w60」などと指定されている場合でも、「-l -

a」とか「-w 60」というように、オプションやそのパラ

メータがそれぞれ1つの引数に独立した形式に整形される。

これなら、前節で紹介したfor制御構造とcase制御構造の

組み合わせで簡単に処理できる。

getoptの書式は以下の通りだ。

getopt オプション文字列 コマンドライン引数

「オプション文字列」には、「－」の後に指定する文字

を並べて書く（「－」は含まれない）。その際、パラメータ

を持つオプションは後ろに「：」（コロン）を付ける。た

とえば、前節で作成したwlessの場合、パラメータなしの-

bオプションと、パラメータを持つ-gオプションがあるの

で、オプション文字列は「bg:」となる。

一方、「コマンドライン引数」には、コマンドラインで

指定するオプションやファイル名などを並べて書く。通常

のシェルスクリプトでは、この部分には「"$@"」が指定さ

れるはずだ。

getoptはスクリプトから実行されるケースがほとんどだ

が、コマンドラインで直接実行すると、どのような処理を

行うのか理解しやすい。たとえば、

$ getopt bg: -bg135x40 hoge

-b -g 135x40 -- hoge

といった具合だ。最初のコマンドライン引数には、2つの

オプションとパラメータをまとめた「-bg135x40」を指定

しているのに、出力ではそれらが1つずつ独立した引数に

分かれていることがわかる。「-b -g135x40」や「-b -g

135x40」など、さまざまな形式でコマンドライン引数を指

定しても、出力される内容はまったく同じだ。

もうひとつ注目すべき点は、オプションではない最初の

引数「hoge」の前に「--」が挿入されていること。これは、

「これ以後のコマンドライン引数はオプションではない」

ことを示すためにUNIX系OSで使われる文字列で、特に

「－」で始まるファイル名を指定する際に使われる。

getoptは、ユーザーがコマンドラインで「--」を指定し

なかった場合でも、オプションの並びの終わりに「--」を

自動的に挿入する。後ほどお見せするように、引数が「--

」になった時点でオプション処理を終了するようにスクリ

プトを記述することで、通常のコマンドと同様に「－」で

始まるファイル名を処理できるのだ。

ところで、getoptはコマンドライン引数の内容を書き換

えるのではなく、解析結果を標準出力（通常は端末画面）

に出力するだけだ。この出力をどのようにスクリプトで扱

えばよいだろうか。

コマンドライン引数が格納されている位置パラメータ

（1、2、…）は参照のみ可能な特殊な組み込み変数なので、

内容を「$1」などで参照することはできるが、「1=hoge」

として内容を書き換えることはできない。位置パラメータ

の内容を書き換えるには、シェルの組み込みコマンドであ

るsetを利用する。具体的には、新しい位置パラメータの

内容を引数に列挙して、

set -- 新たな位置パラメータの内容

とすればいい。現在の位置パラメータの内容がすべて破棄

され、新たな位置パラメータの内容で置き換わる。なお、

set自身のオプションと区別できるように、最初の引数に
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「--」を指定する点に注意されたい。

新たな位置パラメータとしてgetoptの出力を利用するに

は、シェルのコマンド置換機能を使う。getoptのコマンド

ライン全体を「`」（逆引用符）で囲んでsetの引数に記述

すればいい。「`」で囲まれた部分がgetoptの出力で置換さ

れ、新たな位置パラメータとして設定される。

前節のスクリプトwlessに、getoptによるオプション処

理を組み込むと以下のようになる。

#!/bin/sh

set -- `getopt bg: "$@"`

colors='-fg black -bg white'

size=80x25

for opt in "$@"; do

case "$opt" in

-b ) colors='-fg white -bg black'

shift ;;

-g ) size="$2"

shift 2 ;;

-- ) shift

break ;;

esac

done

kterm -geometry $size $colors -e less -- "$@" &

まず、「`」で囲まれたgetoptがサブシェルで実行され、

オプションやパラメータが1つずつ独立した引数になるよ

う整形する。実行結果はコマンド置換によりsetの引数に

使われ、新たな位置パラメータとして設定される。あとは、

for制御構造とcase制御構造を組み合わせて、オプション

処理を行えばいい。

case制御構造のパターンには、「-b」「-g」のほかに「--

」が追加されている。この部分は、引数が「--」にマッチ

した時点でオプション処理を終了する典型的な記述だ。

shiftによる引数の前詰めで「--」自身を引数から削除した

後、組み込みコマンドのbreakを使ってfor制御構造によ

る繰り返し処理から強制脱出している。これで、「--」より

あとの引数は、たとえ「－」で始まっていてもオプション

として処理されないことが保証される。このほか、最後の

行の「"$@"」の前にも「--」を追加して、lessが「－」で

始まるファイル名をオプションとして処理しないようにす

る必要もある。

このスクリプトは、前節のスクリプトにたった3行追加

しただけだが、「-b -g 135x40」といった形式だけでなく、

「-b -g135x40」や「-bg135x40」など、さまざまな形式の

オプションをすべて正しく処理できるし、「－」で始まる

ファイル名にも対応するものになった。

この節の要点をまとめると、

・getoptで、さまざまなオプションの指定に対応できる。

・引数には「オプション文字列」と「"$@"」を指定。

・オプション文字列に記述するオプションのうち、パラメ

ータを持つものは後ろに「:」を付ける。

・スクリプトの最初のほうで、setの引数に「`」で囲んだ

getoptを記述する。

・引数が「--」とマッチしたらオプション処理を強制脱出

するようにする。

ということになる。

●bashの組み込みコマンドgetoptsを使う

getoptの欠点は、オプション解析中の動作をスクリプト

から制御できないことだ。たとえば、オプション文字列に

含まれない不正なオプションを指定すると、「getopt:

invalid option -- （文字）」というエラーメッセージが表

示され、そのオプションはgetoptの出力には含まれない。

このため、不正なオプションに対する処理は、for制御構

造とcase制御構造を組み合わせたオプション処理では行え

ない。getoptを実行した直後に、getoptの終了ステータ

スを参照して別に処理する必要がある（具体的な処理内容

は「今月のスクリプト」を参照）。

そこで、bashにはオプション処理用の組み込みコマンド

getops（こちらは末尾に「s」が付く）が用意されている。

シェル自身に内蔵されているため実行速度が速く、機能も

拡張されていて使いやすい。ただし、getoptsを利用する

と、bash以外では動作しないスクリプトになってしまうこ

とに注意しよう。getoptsの書式は以下のようになる。

getopts オプション文字列 変数名

「オプション文字列」の指定方法はgetoptと同じだ。た

だし、オプション文字列の先頭に「:」を付けると、不正な

オプションに対するエラーメッセージを抑制できる。なお、

getoptsは現在のコマンドライン引数を先頭から順番に解

析するので、getoptsの引数には指定する必要はない。そ

の代わりに、解析結果を格納するシェル変数の「変数名」
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を指定する。解析結果には「－」は含まれないので気をつ

けよう。また、不正なオプションの場合は実際の文字に関

係なく「？」が格納される。

ところで、getoptsは繰り返し処理を行うwhile制御構

造と組み合わせて使われる。while制御構造については本

連載ではまだ取り上げていないので、ここで簡単に説明し

よう。書式は以下のようになる。

while コマンド; do

コマンドが正常終了した場合に実行する内容

done

while制御構造の条件部に指定する「コマンド」の扱い

は、if制御構造とよく似ている。コマンドの終了ステータ

ス（0＝正常終了、1～255＝異常終了）に応じて、doと

doneに囲まれたコマンド（複数可）を実行するかどうか

が決まるのだ。if制御構造との違いは、doneに達したら再

度条件部のコマンドが実行される点にある。

このwhile制御構造とgetopts、case制御構造を組み合

わせた典型的なオプション処理は次のようになる。

while getopts オプション文字列 opt; do

case "$opt" in

文字1 ) 「-文字1」オプションの処理 ;;

文字2 ) 「-文字2」オプションの処理 ;;

（中略）

¥?    ) 不正なオプションの処理 ;;

esac

done

shift $((OPTIND-1))

まず、while制御構造の条件部でgetoptsを実行する。

getoptsは、先頭の引数から順に解析を行い、シェル変数

optにオプション文字（「－」を除く）を1つずつ格納する。

オプションを処理している間はgetoptsが正常終了するた

め、do～doneが繰り返し実行される。一方、オプション

ではない引数（「--」を含む）まで達すると、getoptsが異

常終了して繰り返し処理から抜ける。

do～doneの中では、case制御構造によるオプション処

理を行う。シェル変数optには「－」が含まれないので、

パターンはオプション1文字になることに注意しよう。

getoptsは、どこまで引数を解析したか自分自身で把握し

ているため、shiftによる引数詰めを行う必要はない。パラ

メータを持つオプションでは、シェル変数OPTARG

（$OPTARGで参照）にパラメータの内容が設定されている。

不正なオプションが指定された場合は、シェル変数opt

に「？」が設定されるので、通常のオプションと同様に

case制御構造で処理できる。ただし、パターン中の「？」

はワイルドカード（任意の1文字）として扱われるため、

「？」そのものは「¥?」と書く必要がある。

さて、getoptsはshiftによる引数詰めを必要としないが、

オプションやパラメータを残しておくとあとで困ったこと

になるので、繰り返し処理から抜けた時点でまとめて引数

から削除する。シェル変数OPTINDに、オプションでは

ない最初の引数の位置パラメータ（1以上の値）が設定さ

れていることを利用して、OPTINDの値より1小さな数だ

け引数を前に詰めればいい。bashの$((…))構文を使うと、

「shift $((OPTIND-1))」と書ける。

getoptsとwhile制御構造、case制御構造を組み合わせ

ると、wlessは次のように書ける。bashだけで動作するた

め、先頭は「#!/bin/bash」にしている。

#!/bin/bash

colors='-fg black -bg white'

size=80x25

while getopts :bg: opt; do

case "$opt" in

b ) colors='-fg white -bg black' ;;

g ) size="$OPTARG" ;;

¥? ) echo "Usage: wless [-b] [-g size] files... " 

> /dev/stderr

exit 1 ;;

esac

done

shift $((OPTIND-1))

kterm -geometry $size $colors -e less -- "$@" &

以上、要点をまとめると、

・getoptsとwhile制御構造、case制御構造の組み合わ

せで、 オプションの解析と処理をまとめて行える。

・while制御構造の条件部でgetoptsを実行する。

・引数には「オプション文字列」と「変数名」を指定。

・シェル変数には「-」を除いたオプションが格納される。

・オプションのパラメータは「$OPTARG」で参照できる。

・不正なオプションはパターン「¥?」で一括処理する。
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・while制御構造による繰り返しを抜けてから、「shift

$((OPTIND-1))」でまとめて引数詰めを行う。

ということになる。

■

■今月のスクリプト

■

後半は、与えられたテーマを実現するスクリプトの作成

手順を説明する。今月は、

・指定した画像ファイル（複数可）を1つ（あるいは複数）

のウィンドウに表示する「disp」

を作成する。

画像の表示には、数多くの画像形式に対応している画像

ビューア「ImageMagick」のコマンドdisplayを利用す

る。たいていのLinuxのディストリビューションにはイン

ストールされているはずだ。

複数の画像をひとつのウィンドウにまとめて表示する

か、画像の数だけウィンドウを開くかは、シェルスクリプ

トのコマンドラインオプションで指定する。ウィンドウサ

イズの上限もオプションで指定できるようにしよう。

スクリプトの構成は、大まかにいって、

・コマンドラインオプションの処理

・displayを利用した画像の表示

という2つの部分に分かれる。以下では、それぞれの処理

について詳しく説明しよう。

●コマンドラインオプションの処理を行う

スクリプトdispでは、以下の2つのコマンドラインオプ

ションを処理することにする。

-i 画像の数だけ個別にウィンドウを開く

-g ウィンドウサイズの上限をパラメータで指定する

上記以外のオプションが指定された場合は、使い方

（Usage）を表示して、終了ステータス1でスクリプトの実

行を終了させる。また、「--」から後ろはファイル名と見な

してオプション処理を終了する。

今回学んだ外部コマンドのgetoptを利用してオプション

を解析し、整形した結果を得るには、

getopt ig: "$@"

と書けばよさそうだ。-gオプションはパラメータを持つの

で、後ろに「:」を付ける必要がある。

次に考えるのは、不正なオプションが指定された場合の

処理だ。前半で説明したwlessのように、setの引数とし

て直接getoptのコマンド置換を指定すると、不正なオプシ

ョンに対する処理を行えない。getoptとsetの実行は分け

たほうがいいだろう。

オプション文字列に含まれない不正なオプションが指定

されると、getoptは異常終了する（終了ステータス1）。

このため、if制御構造による分岐を利用可能だ。

if opts=`getopt ig: "$@" 2> /dev/null`; then

set -- $opts

else

echo "Usage: disp [-i] [-g size] files..." >

/dev/stderr

exit 1

fi

if制御構造の条件部でgetoptを実行し、正常終了した場

合だけ位置パラメータの更新を行う。getoptの実行結果は

コマンド置換によりシェル変数optsに格納され、その内容

（$optで参照）をsetの引数に指定する。なお、コマンド

置換部分の末尾に書かれた「2> /dev/null」は、標準エ

ラー出力をリダイレクトして、エラーメッセージを端末画

面に表示しないようにする仕掛けだ。

一方、getoptが異常終了した場合は、echoで使い方

（Usage）の説明を標準エラー出力（通常は端末画面）に

出力し、「exit 1」により終了ステータス1（異常終了）で

このスクリプトを終了する。

続いては、for制御構造とcase制御構造を組み合わせて

オプション処理を行う。

for opt in "$@"; do

case "$opt" in

-i ) ind=yes

shift ;;

-g ) size="$2"

shift 2 ;;

-- ) shift

break ;;
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esac

done

この構造はwlessの場合とほぼ同じなので、細かい説明

は省略する。-iオプションの処理ではシェル変数ind、-g

オプションの処理ではシェル変数sizeに、あとの処理で利

用する内容をそれぞれ設定している。

●displayを実行して画像を表示する

displayのコマンドラインで複数の画像ファイルを指定

すると、最初の画像だけがウィンドウに表示される。残り

の画像は、キー操作（スペース／BSキー）などにより順

次切り替えて表示できる。

今回作成するスクリプトdispでも、-iオプションを指定

しない場合はこの動作をそのまま受け継ぐことにしよう。

一方、-iオプションを指定した場合は、それぞれの画像フ

ァイルに対してdisplayを起動して、複数の画像が個別の

ウィンドウに表示されるようにする。

-iオプションの有無はシェル変数indの内容で判断でき

る。よって、if制御構造とtest（あるいは［）を組み合わ

せて、次のように書けばいい。

if [ -z "$ind" ]; then

display -geometry "$size" "$@" &

else

for f in "$@"; do

display -geometry "$size" "$f" &

done

fi

条件式「-z "$ind"」は、シェル変数indが未定義か、内

容が空文字列の場合に真になる。つまり、-iオプションが

指定されていない場合にだけ、「display -geometry

"$size" "$@" &」が実行される。なお、displayは自分の

ウィンドウを持つXアプリなので、末尾に「&」を付けて

バックグラウンド実行している。

何回か説明したように、「"$@"」はすべての引数をひと

つずつ「"」で囲って並べたものに展開される。この時点

ではオプションやパラメータはすべて削除されているため、

画像ファイル名だけが並ぶわけだ。

シェル変数sizeには、-gオプションの引数で指定したウ

ィンドウサイズ（「640x480」など）が格納されている。

これをdisplayの-geometryオプションのパラメータとし

て指定することで、ウィンドウサイズの上限値を設定でき

る。一方、-gオプションを指定しなかった場合はパラメー

タが「””」になり、元のサイズで画像が表示される。

-gオプションのパラメータで指定するのはあくまでもウ

ィンドウサイズの上限値で、実際に表示される画像は元の

画像の縦横比を保っている。ただし、「640x480！」のよ

うに末尾に「！」を付けることで強制的に変形させること

も可能だ。なお、これらはdisplay自体に備わっている機

能で、スクリプトによるものではない。

一方、-iオプションを指定した場合の処理はもう少し複

雑だ。「"$@"」を直接displayの引数に指定する代わりに、

for制御構造のリスト部分に指定して、画像ファイルに対

して1つずつdisplayをバックグラウンド実行する。これ

で、各画像ファイルが独立したウィンドウに表示されるわ

けだ。画像ファイルを多数指定した場合は、メモリの消費

が激しくなるので気をつけよう。

以上の処理を統合して完成させたスクリプトdispがリス

ト1だ。腕に自信のあるユーザーは、getoptの代わりに

bashの組み込みコマンドgetoptsを利用するように書き換

えたり、複数の画像を一定時間ごとに自動的に切り替えて

表示する「スライドショー」を指示するオプションを新た

に追加してみるとよいだろう。
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1: #!/bin/sh

2: if opts=`getopt ig: "$@" 2> /dev/null`; then

3:   set -- $opts

4: else

5:   echo "Usage: disp [-i] [-g size] files..." >  

/dev/stderr

6:   exit 1

7: fi

8: for opt in "$@"; do

9:   case "$opt" in

10:   -i ) ind=yes

11:        shift ;;

12:   -g ) size="$2"

13:        shift 2 ;;

14:   -- ) shift

15:        break ;;

16:   esac

17: done

18: if [ -z "$ind" ]; then

19:   display -geometry "$size" "$@" &

20: else

21:   for f in "$@"; do

22:     display -geometry "$size" "$f" &

23:   done

24: fi

▼リスト1 スクリプトdisp
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みなさんはなぜLinuxに興味を持っ

ているのだろうか？　Windowsに嫌気

がさしたから？　毛色の違うシステム

に触ってみたいから？　仕事や勉強の

都合だろうか？　流行してるみたいだ

から？　実のところは、安いからかも

しれない。

もう少し根源的なところで、みなさ

んはなぜコンピュータをいじるように

なったのだろうか？　何となく興味を

持ったから？　できないと就職できな

いから？　インターネットにアクセス

してみたかったから？　ゲームをした

かったから？

まぁ、こんなことは人それぞれだ。

筆者は、もう40歳を過ぎている。コ

ンピュータとの付き合いは、10代前半

からだから、もう25年以上だ。マイク

ロコンピュータが登場して間もない頃

から本を読んだり実際にいじっている

ことになる。読者の多くが生まれたか

生まれてないかといった時代のワンボ

ードマイコンのシミュレータを作った

りするのも、歳のせいである。

筆者がコンピュータに興味を持った

のは、最初は技術的な関心からだった。

その後、マイクロコンピュータが登場

し、それをいじってみた。ワンボード

マイコンの時代だ。そして、いわゆる

コンピュータらしいことがあまりでき

ない、つまり、FORTRANなどの高級

言語を使い、紙やテレビに結果を表示

するには、あまりに非力である（あるい

はそれを実現するためにとてつもなく

お金がかかる）ということを認識した。

筆者はその頃、電子楽器にも興味が

あって、シンセサイザという楽器をい

じっていた（キーボード楽器として弾

けたわけではない）。で、マイクロコン

ピュータには高度な計算は無理でも、

シーケンサ（自動演奏装置）くらいは

作れるのではなかろうかと思ったので

ある。しかしその後、マイクロコンピ

ュータの可能性を深く知り、同じよう

なことをやっている仲間と出会い、そ

して周辺機器を安価に仕入れるツテを

知ったことによって、いつしかシンセ

サイザのことなど忘れてしまい、コン

ピュータどっぷりの生活になった。

そんなこんなで25年経ち、ひさびさ

に電子楽器に触れることになった。子

供が音楽教室に通っていたので、中古

のエレクトーンを買ったのである。同

じ頃、実家から当時のシンセサイザを

回収してきた（「持っていかないと捨て

る」と実家から脅されたのだ）。エレク

トーンに触発されたこともあり、久々

Linux日記
第21回　メール配送（8）

文：榊正憲
Text : Masanori Sakaki

illustration ; Aki

sendmailがメールを送受信するためには、メール
ア ド レ ス を 処 理 し な け れ ば な り ま せ ん 。
sendmail.cfに書かれたルールセットの中から、こ
れらの処理を行う部分について解説します。

筆者は、マイクロコンピュータを使えば

シーケンサを作れるかもしれないと思った

のであるが、当時からの友人のひとりは、

また別の理由でマイクロコンピュータに手

を出したのだという。曰く、「自作ロケッ

トの姿勢制御系に使えるんじゃないかと思

った。」

もちろん彼も航空宇宙分野に進むこと

はなく、今は半導体設計関連の仕事をし

ている。すなわち、Rocket Boysになり損

なったわけだ。
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1970年代の少年たちの野望



にいじると、アナログシンセサイザの

安直で電子的な音色が妙に懐かしかっ

た（70年代後半の音楽シーンに欠かせ

ない音色だ）。で、懐かしさついでに、

インターネットオークションで同時期

のシンセサイザをもう1台購入してしま

った。

1万円ちょい出せば、非常に高度な

サウンドカードが入手できる今の時代

に、当時20万円以上したアナログシン

セサイザの機能と音は、あまりに新鮮

かつ回顧的で、しばらく2台で遊んで

しまった。子供もおもしろがって弾い

ている。山ほどあるボリュームやスイ

ッチが面白いらしい。

■アナログシンセサイザ

現在はさまざまな音源方式があり、

小さなLSIでリアルな音色が生成され

ているが、25年前のアプローチはもっ

と原始的なものだった。まず、発振周

波数を変化させられるオシレータがあ

る。何種類かの波形を選択することが

できて、これで基本的な音色の要素

（周波数成分）が決まる。この発振信

号を、フィルタに通す。フィルタのパ

ラメータをいくつかいじることにより、

音色が変わる。

これらの要素に対して、副次的なパ

ラメータを与えることが可能だ。キー

の操作に対して、音の立ち上がり時間、

持続時間、余韻時間などを設定できる。

この信号をアンプに加えれば、音量変

化をいろいろいじることができる。持

続的に鳴るように設定すれば、オルガ

ンのようになり、減衰するようにすれ

ば打楽器やピアノのようになる。立ち

上がり時間をちょっと長くすれば、管

楽器や弦楽器のようになる。また、こ

の信号をフィルタに加えれば、時間経

過とともに音色が変化する。また、音

源であるオシレータとは別に低周波の

オシレータがあり、これを音源オシレ

ータやアンプに適用すると、トレモロ

やビブラート効果が得られる。

こういった要素とは別に、ノイズジ

ェネレータや特殊なモジュレータなど

があり、さまざまな特殊効果をかける

ことができる。

これがアナログシンセサイザの基本

的な仕組みだ（図1）。これらの制御が、

すべてアナログ信号処理によって行わ

れていたのである。シンセサイザは、

数十個のボリューム、スイッチを備え

た楽器だったのだ。筆者が持っている

のは、2台ともステージでの使用を意識

した固定配線のものだが、スタジオ録

音用などには、これらをパッチコード

で自由に配線して音を作るタイプのも

のもあった（当時は高くて手が出なか

った）。

アナログシンセサイザは、当時とし

ては画期的にいろいろな音を出せる楽

器だったのである。難点は、基本的に

1ボイスだったことだ。つまり、和音が

出せないのである（筆者が70年代に購

入した機械は、当時あまりなかった2

ボイスモデルだ）。ほかの楽器とともに

使って、効果的な音を出すか、マルチ

トラックテープレコーダを使って多重

録音するという使い方が多かった（日

本では、富田勲のアルバムが有名だっ

た）。

今となっては、ソフトウェアエミュ

レーションでもできてしまうようなチ

ープな楽器であるが、昔から重厚長大

マニアであった筆者にとっては、こん

なにおもしろい楽器はなかった。キー
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制御信号 オーディオ信号 

出力 VCF 
（電圧制御フィルタ） 

VCO 
（電圧制御オシレータ） 

VCA 
（電圧制御アンプ） 

ADSR 
（包絡線電圧を発生 

キーボード 
（音程電圧とトリガを発生） 

LFO 
（低周波信号を発生） 

ビブラート 音色の制御 
 

音程制御電圧 音色の制御 音量変化 

トレモロ 

キートリガ 

図1 アナログシンセサイザの基本構造

これだけのつまみやスイッチがある機械で

ある。使い方は恐ろしく複雑だ。基本原理

や用語を知っていればともかく、シンセサイ

ザの場合、何も知らないユーザーは音も出せ

ないという状況がままあったらしい。それに

も関らず、当時は、これだけの機械に20ペ

ージ程度のマニュアルしか付いていなかった

（初期のコンピュータも似たようなものだっ

たが）。

当時のユーザーは今のユーザーより我慢強

かった。自分が操作できないのを、人のせい

にしなかったのである。うまく動かなければ、

自分でいろいろ調べ、実験し、詳しい友人

に聞き、知識を自分のものにしていった。自

分の頭も使わずに、こんな難しい機械を作る

ほうが悪いなんて開き直るようなユーザーは

いなかったような気がする。

Column

昔の人はえらかった



の数と同じくらいつまみがあるのだか

ら（筆者は昔から、スイッチやつまみ

が多い機械が好きだ）。和音が出せな

いため、キーボードが弾けない人差し

指奏法でもどうにかなったということ

もある（所有者である筆者より7歳の

子供のほうが上手に弾いているのを複

雑な心境で見ている）。

こういった25年も前のアナログ電子

機器の中を見ると、結構感動もんであ

る。今のデジタル機器は、どんなに性

能がすごいといっても、すごいのは半

導体チップの中身であり、人間の目で

見ると、数枚の板に四角い部品が並ん

でいるだけだ。当時の機械はそんなつ

まらない光景ではない。値段相応の複

雑さが目に見えるのである。基板上に

並んだ多数のディスクリート部品、基

板とスイッチ類をつなぐ電線の束。あ

ぁ、人間が手間暇かけて作った機械な

んだぁと実感できる。

現在の半導体チップの内部写真も美

しいし、プリント基板もきれいに作ら

れている。しかし、それらはCADで設

計された幾何学的美しさである。手作

りの見事さとは違う。いま考えると、

これだけの部品が並び、無数の配線が

なされている機器が20万円ちょいで作

られていたというのは、逆にすごいこ

とのように思えるのだ。

惜しむらくは、25年の時間の経過で

ある。どちらのシンセサイザも、経年

劣化が見受けられる。ボリュームのガ

リ、スイッチの接触不良などに起因す

る動作不良があるのだ。暇になったら

直そうと思っているが、いつやれるこ

とやら。

さて、シンセサイザで音を出すより

難しいsendmailの話の続きだ。前回は、

ルールセット0と配信エージェントの関

連付けについて説明した。今回はメー

ルアドレスを処理するルールセットに

ついて説明しよう。

■メールアドレス

アドレスの処理というのは、さまざ

まな形式で表記されたアドレスを解析

し、実際のメール配信情報である＜ユ

ーザー名＞＠＜ドメイン名＞という情

報を抽出する処理である。前回解説し

た配信エージェントの選択では、メー

ルアドレス中のドメイン名に基づいて、

メールをどのように配信処理するかを

判定していた。ローカル配信を行う際

には、メールアドレスのユーザー名に

基づいてメールボックスへのスプール

処理を行う。このような処理を適切に

行うために、メールアドレスに対する

前処理などが必要になる。

電子メールに使われている発信者、

宛て先のメールアドレスにはさまざま

な形式がある。

日常目にするのは、リスト1に示し

たようなものだろう。最初の「masanori」

というように、＠以降のドメイン名が

省略されている形式は、ローカルホス

ト上、あるいはローカルサイト内の配

信のための表記なので、実際には、適

当なデフォルトのドメイン名（ここで

はascii.co.jp）が付加されることになる。

実質的には2番目の形式と同じだ。

メールアドレスに加えて、本名（あ

るいはハンドルなど）を付加した形式

も有効である。通常、これらはメール

のFrom：行に現れる形式であるが、

To：やCc：にこの形式で表記するこ

ともできる。宛て先を手でタイプする

場合は、このような形式を使うことは

ほとんどないだろうが、受信メールに

返信する場合などは、元メールの

From：をそのままTo：に転記するの

で、宛て先アドレスがこの形式で指定

されることになる。

これらの表記をまとめると、次のよ
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アナログシンセサイザの基礎を築いたの

は、Dr. Moogである。オシレータやフィルタ

を組み合わせていろいろな音色を作るという

ことは、以前から行われていたが、Dr .

Moogは、これらを直流電圧で統括的に制御

するという仕組みを考え出した（らしい）。

たとえば、オシレータが発振する周波数、フ

ィルタがカットオフする周波数、アンプのゲ

インなどを、すべて電圧制御化した。なんで

もないことのように思えるかもしれないが、

この仕組みが非常に高い自由度を産み出し

たのである。

Dr. MoogはMOOGというブランドでいく

つかのシンセサイザを製品化した。多数のモ

ジュールをパッチコードで配線するモジュー

ル式のシステムや、ある程度固定配線し、ス

テージでも使えるようなシステムである。ス

テージ用として代表的なものが、m i n i

MOOGと呼ばれる製品だ。当時は60万円以

上し、とても手が出なかった。今でも中古品

が30万円くらいから入手できる。

また、mini MOOGの音をサンプリングし

た音源というのもあるらしい。合成すればよ

さそうに思うのだが、どうも違うらしい。

Column

Dr. MoogとMOOGシンセサイザ

masanori

masanori@ascii.co.jp

Masanori Sakaki <masanori@ascii.co.jp>

榊 正憲 <masanori@ascii.co.jp>

masanori@ascii.co.jp （Masanori Sakaki）
masanori@ascii.co.jp （榊 正憲）

▼リスト1 さまざまなメールアドレスの例



うになる。

メールアドレス

名前 <メールアドレス>

メールアドレス（名前）

もちろん、実際の配信に必要なのは

メールアドレスだけだ。

これらのメールアドレスは、ユーザ

ーがメールを作成するMUAか、その

メールを最初に発信、中継するMTA

によって生成される。Windowsや

Macintoshなど、MTA機能を持たない

コンピュータ上で動作するMUAで生

成する場合は、MUAの初期設定とし

て、メールアドレス、本名やハンドル

などを指定する。MUAはこれらの情

報に基づいて、上記の形式のFrom：

行を生成する。sendmailが動作するホ

スト上で実行されるMUAを使う場合

は、つまりMUA内からsendmailを実

行する場合は、MUA側ではFrom：行

を生成せず、sendmailに生成させるこ

ともできる。sendmailプロセスを実行

したユーザーの情報、つまりプロセス

のユーザーIDからpasswdファイルの

ユーザー名、本名（GECOSフィール

ド）などの情報を取得し、メールアド

レスとユーザー名から構成される

From：行を作成するのである。

sendmail.cf中で記述するヘッダの定

義についてはあとで解説するが、

From：行については、以下のような

行で定義されている。

H?F?From: $q

■ルールセット3

sendmailでメールを処理する場合、

配信に使用される各種メールアドレス

は、まず最初にルールセット3で前処理

が行われる。ルールセット3の前処理

Linux magazine June 2001224

M
an

ag
em

en
t

# handle null input and list syntax (translate to <@> special case)

R$@                     $@<@>

# strip group: syntax (not inside angle brackets!) and trailing semicolon

R$*                     $:$1<@>                         mark addresses

R$*<$*>$*<@>            $:$1<$2>$3                      unmark <addr>

R:include:$*<@>         $::include:$1                   unmark :include:

R$*[$*:$*]<@>           $:$1[$2:$3]                     unmark IPv6 addrs

R$*::$*<@>              $:$1::$2                        unmark host::addr

#R$*:;<@>               $:$1:;                          unmark list:;

R$*:;<@>                $@                              list:; special case

R$*:<@>                 $:$1:                           unmark something: (bad)

R$*:$*;<@>              $:$2                            strip group:; if marked

R@$*:$*<@>              $:@$1:$2                        unmark @route:addr

R$*:$*<@>               $:$2                            strip group: if marked

R$*;<@>                 $:$1                            strip semi if marked

R$*<@>                  $:$1                            unmark

# basic textual canonicalization -- note RFC733 heuristic here

R$*<$*>$*<$*>$*         $2$3<$4>$5                      strip multiple <> <>

R$*<$*<$*<$+>$*>$*>$*   $4                              3-level <> nesting

R$*<$*<$+>$*>$*         $3                              2-level <> nesting

R$*<>$*                 $@<@>                           MAIL FROM: <> case

R$*<$+>$*               $2                              basic RFC821/822 parsing

# make sure <@a,@b,@c:user@d> syntax is easy to parse -- undone later

R@$+,@$+                @$1:@$2                         change all "," to ":"

# localize and dispose of route-based addresses

R@$+:$+                 $@$>96 <@$1>:$2                 handle <route-addr>

# find focus for list syntax

R$+:$*;@$+              $@$1:$2;<@$3>                   list syntax

R$+:$*;                 $@$1:$2;<@>                     list syntax

# find focus for @ syntax addresses

R$+@$+                  $:$1<@$2>                       focus on domain

R$+<$+@$+>              $1$2<@$3>                       move gaze right

R$+<@$+>                $@$>96 $1<@$2>                  already canonical

# convert old-style addresses to a domain-based address

R$-!$+                  $@$>96 $2<@$1.UUCP>             resolve uucp names

R$+.$-!$+               $@$>96 $3<@$1.$2>               domain uucps

R$+.!$+                 $@$>96 $2<@$1>                  extended domain uucps

R$*!$*                  $@$>96 $2<@$1.UUCP>             uucp subdomains

# if we have % signs, take the rightmost one

R$+%$+                  $1@$2                           First make them all @s.

R$+@$+@$+               $1%$2@$3                        Undo all but the last.

R$+@$+                  $@$>96 $1<@$2>                  Insert < > and finish

# trap invalid address

R@$*                    $@<@$1>

###  Ruleset 96 -- bottom half of ruleset 3  ###

#  At this point, everything should be in a "local_part<@domain>extra" format.

▼リスト2 あるsendmail.cfのルールセット3、ルールセット96



は、ほかのルールで処理するために必

要な共通処理を行うものであり、実際

にどのような書き換えを行うかは、ほ

かのルールセットの処理内容に依存す

る。しかし、ユーザーの本名などを含

んだ前述の形式のメールアドレスから、

本来のメールアドレス部分を抽出する

という処理は共通している。

あるsendmail.cfのルールセット3の

定義を見てみよう。このsendmail.cfは、

CFというsendmail.cf作成ツールで生

成したものである（CFについては夏頃

には触れられるかもしれない）。このル

ールセット3は内部でルールセット96も

呼び出しているので、それもまとめて

示しておく（リスト2）。

いかにもsendmail.cfというリストで

ある。これは、前述した形式以外の処

理も行っているので、かなり長くなっ

ている（締め切りすれすれなため、短

くする暇がなかった）。1行ずつ読んで

いってもいいのだが、実際にsendmail

で処理させたほうが簡単だ（画面1）。

アドレスの表記形式に関らず、名前

部分が取り除かれていることがわかる

（＠以降のドメイン部が<>で括られて

いるのは、あとの処理の都合である）。

■ルールセット4

配信エージェントの選択は、宛て先

アドレスについてまずルールセット3を

適用し、その後、ルールセット0で実

際の選択処理を行う。これについては

前回説明した。この処理とは別に、宛

て先アドレス、発信アドレスについて

も処理を行う。宛て先アドレスについ

ては、3→2→R＝→4というルールセッ

トが、発信アドレスについては、3→1

→S＝→4というルールセットが適用さ

れる。S＝とR＝は、前回説明したよう

に、配信エージェント定義のMコマン

ド中で定義されるルールセットである

（図2）。

ルールセット4は、後処理のためのも

のである。前述したルールセットでは、

＠以降のドメイン部を<>で括ったが、

このような形式は、内部処理には便利

に使えても、外に出すわけにはいかな
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S96

# strip trailing dot off

R$*<@$+.>$*             $1<@$2>$3

# resolve numeric addresses to name if possible

R$*<@[$+]>$*            $:$1<@$[[$2]$]>$3

R$*<@$+.>$*             $1<@$2>$3                       strip trailing dot off

# header/envelope alias rewriting

#R$*<@$*ALIAS_NAME>$*   $:$1<@$2REAL_NAME>$3

#R$*<@$+ALIAS_NAME>$*   $:$1<@REAL_NAME>$3

#R$*<@ALIAS_NAME>$*     $:$1<@REAL_NAME>$2

R$*<@$=w.UUCP>$*        $:$1<@$j>$3

R$*<@$=w>$*             $:$1<@$j>$3

# exit immidiately, if fake domains or numeric address spec

R$*<@$*.$=X>$*          $@$1<@$2.$3>$4

# acceptable domains are OK

R$*<@$=Z>$*             $@$1<@$2>$3

# lowers are OK

R$*<@$*.$m>$*           $@$1<@$2.$m>$3

# official name is OK

R$*<@$=w>$*             $@$1<@$2>$3

# canonicalize with nameserver lookup

R$*<@$*>$*              $:$1<@$[$2$]>$3

# strip trailing dot off possibly canonical name

R$*<@$+.>$*             $1<@$2>$3

$ sendmail -bt

ADDRESS TEST MODE (ruleset 3 NOT automatically invoked)

Enter <ruleset> <address>

> 3 masanori@ascii.co.jp

rewrite: ruleset   3   input: masanori @ ascii . co . jp

rewrite: ruleset  96   input: masanori < @ ascii . co . jp >

rewrite: ruleset  96 returns: masanori < @ ascii . co . jp >

rewrite: ruleset   3 returns: masanori < @ ascii . co . jp >

> 3 masanori@ascii.co.jp (SAKAKI Masanori)

rewrite: ruleset   3   input: masanori @ ascii . co . jp

rewrite: ruleset  96   input: masanori < @ ascii . co . jp >

rewrite: ruleset  96 returns: masanori < @ ascii . co . jp >

rewrite: ruleset   3 returns: masanori < @ ascii . co . jp >

> 3 SAKAKI Masanori <masanori@ascii.co.jp>

rewrite: ruleset   3   input: SAKAKI Masanori < masanori @ ascii . co . jp >

rewrite: ruleset  96   input: masanori < @ ascii . co . jp >

rewrite: ruleset  96 returns: masanori < @ ascii . co . jp >

rewrite: ruleset   3 returns: masanori < @ ascii . co . jp >

>

画面1 sendmailのアドレステストモードでルールセット3を試す



い。ルールセット4は、このような内部

的な書き換えを元に戻すのに使える。

実際に試してみよう（画面2）。アドレ

スをルールセット3で前処理し、その

後、ルールセット4で後処理してみる。

ルールセット3で付加された<>が、ル

ールセット4によって除去されているの

がわかる。

このような形にすることにより、共

通する前処理と後処理を独立したルー

ルセットに切り出し（ルールセット3と

4）、宛て先アドレス、発信アドレスに

固有の処理を別々のルールセットで処

理することができる。また、配信エー

ジェントの定義のところで指定する

S＝とR＝は、ヘッダ中のアドレスとエ

ンベロープのアドレスについて別々の

ルールセットを定義できるので、さら

に細かく処理を分けることができる。

たとえば、宛て先アドレスであれば、

すべてのアドレスに共通する前処理と

後処理はルールセット3と4で行う。そ

して、宛て先アドレスについて、エン

ベロープ情報でもヘッダでも共通する

処理はルールセット3で、宛て先アドレ

スとエンベロープ情報で異なる処理に

ついてはR＝で指定したルールセット

で行うことができる。

これらのルールセットによる処理は、

必須ではない。たとえば、S＝、R＝に

よるルールセットが必要ないのであれ

ば、ルールセット番号として0を指定す

ればよい。また、必須のルールセット

番号であっても、処理を行う必要がな

い場合は、ルールセットに何も記述し

なければよい。

■ルールセット5

ルールセット5は、ローカル配信を行

う際に、宛て先アドレスについて呼び

出されるルールセットである。

ルールセット0でローカル配信を行う

と判定されたメールは、ルールセット3

やルールセット4で処理されたあと、エ

イリアスの評価を受ける。エイリアス

についてはもう少ししたら解説するが、

基本的には、あるアドレスについて別

名を定義したり、特定アドレスを複数

ユーザーに配信したり、受信メールを

プログラムで処理したりするための機

能である。エイリアスで何らかの再送

信処理、つまり宛て先アドレスの書き

換えが指定されていた場合は、新しい

アドレスでメール配信処理をすべてや

り直すことになるが、何も処理されな

かった場合は、指定されたローカル配

信処理が行われることになる。通常で

あればbinMailを呼び出して、各ユーザ

ーのスプールファイルに追加書き込み

を行うことになるだろう。

ルールセット5は、エイリアス評価を

行い、何も書き換えが行われなかった

メールについて、つまり実際にローカ

ル配信を行うことが確定した時に、実

際にローカル配信エージェントを呼び

出す前に呼び出されるルールセットで

ある。単にbinMailでローカル配信を行

うだけであれば、特殊な処理は何もな

いので、ルールセット5を記述する必要

はないが、ローカル配信の時だけに何

らかの特殊な処理を行う必要がある場

合は、ルールセット5で記述できる。

■さて次回は

非常に簡単にではあるが、ルールセ

ットの仕組みについて説明した。次回

は、sendmail.cf中のヘッダの定義につ

いて解説する予定だ。
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ルールセット3 ルールセット0アドレス 

・配信エージェントの選択 

ルールセット3 ルールセット2 ルールセットR= ルールセット4アドレス 

・宛先アドレスの処理 

ルールセット3 ルールセット1 ルールセットS= ルールセット4アドレス 

・発信アドレスの処理 

ルールセット5アドレス 

・ローカル受信アドレスの処理 

図2 ルールセットの流れ

$ sendmail -bt

ADDRESS TEST MODE (ruleset 3 NOT automatically invoked)

Enter <ruleset> <address>

> 3,4 masanori@ascii.co.jp

rewrite: ruleset   3   input: masanori @ ascii . co . jp

rewrite: ruleset  96   input: masanori < @ ascii . co . jp >

rewrite: ruleset  96 returns: masanori < @ ascii . co . jp >

rewrite: ruleset   3 returns: masanori < @ ascii . co . jp >

rewrite: ruleset   4   input: masanori < @ ascii . co . jp >

rewrite: ruleset   4 returns: masanori @ ascii . co . jp

> 

画面2 ルールセット3、4を試す
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『Darwin Kernel』

いろいろと言われているMac OS Xのカーネルには、

こんな名前が付けられていた。

■

■Mac OS Xが欲しくなる

■

Linuxと異なり、Mac OS Xはマイクロカーネルベース

なので、Darwinというのは、そのマイクロカーネルの名

前というよりは、そのカーネルモジュールとそれを取り巻

くサーサービスモジュールを含めてのMac OS Xのベース

コンポーネント全体を表す呼び名である。もちろんネット

ワーク部やファイルシステムもサービスということになる。

僕は単に店頭で15分程度デモ機と戯れただけで、そもそ

もMacユーザーではないし、今からMacユーザーになる

気もさらさらないのだけれど、実際のところ、そんなに悪

くないじゃん、という印象である。

実は個人的には、Apple（いちおうモトローラとIBMも）

の作るマシンは買いたくないけど、その昔開発されていた

PowerPC 620に淡い期待を抱いていたひとりで、Power

PC G4やその先のG5、G6がアセンブリパーツとして店頭

に並んでくれたらなぁ、といまだに願っていたりする。

まぁそんなことは置いておくとして、当のMac OS X

は、一般にはあまり評判がよろしくないようだ。

Mac OS X は、NeXTStepとMacの融合というか、

Mach 3.0ベースのマイクロカーネルアーキテクチャを採

用し、BSD4.4系のベース環境サービスシステムを実装し

て、その上にCocoaとかCarbonといったアプリケーショ

ン環境フレームワーク、そしてユーザーインターフェイス

のAquaといった構成になっている。

この構成は、従来から言われていた次世代OSの姿のひ

とつではあるが、今さらという意見もないわけではない。

マイクロカーネルアーキテクチャは、システムの堅牢性

に大いに寄与するが、逆にメモリやCPUのリソースの無

駄も多くなる。すなわち、各コンポーネントモジュールは

個々の機能別に小さくなるものの、全体の動作としては重

くなる傾向にある。まぁこれは予想されるトレードオフだ

から仕方がない。またデバイスドライバレイヤがきちんと

整備され比較的安定したものが容易に作成できるようにな

ったものの、すべては新たに作り直す必要があるため、サポ

ートハードウェアが当面制限される。古臭いハードウェア

を持っている人にはハッキリ言ってその恩恵がないという

のは、商用のOSのバージョンアップではよくあることだ。

しかし、メモリやCPUのリソースが足りない時代でもな

いし、従来のMac OSからすると、メモリ管理やスレッド

のスケジューリング、またネットワーク機能などは格段に

向上するのだから、悪い話ではない。それに、忘れ去られよ

うとしていたBSD系UNIXのNeXTStepとその技術がや

っと広くに利用されようとしているのだ。Mac OS Xのネ

イティブアプリケーション環境であるCocoaは、実はNeXT

Stepで培われてきたものだ。Mac OS Xは、従来のMac

我が家のネットワークの調整（2）
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文：政久忠由
Text : Tadayoshi Masahisa

Mac OS Xが欲しくなる



OS用のアプリケーションが動作するための環境サブシス

テムとMacのユーザーインターフェイスをベースにしたフ

レームワークを実装したNeXTStepそのものといってもい

い。まぁAppleが手持ちのカードから切るとなるとこうな

っちゃうわけだ。でも僕はNeXTStep自体嫌いじゃない。

NeXTStepは当時のハードウェア環境が貧弱だったために

ユーザーに受け入れられなかったが、今なら大丈夫だ。

さてMac OS Xのマイクロカーネルアーキテクチャや

ちょっと古いCランタイムライブラリ、あと迎合主義的な

ハードウェアリソースを不毛に浪費するユーザーインター

フェイスフレームワークのことを悪く言う人もいるけれど

も、僕は悪くないと思う。

カーネルやベースコンポーネントの実装形態は思想の問

題で結論が出ないので、ここでは述べないけど、実は個人

的にはマイクロカーネルのほうが好きだったりする。まぁ

一部のコアなユーザーは別として、多くの一般ユーザーは

ベースコンポーネントがどうなっているかなんて、普通重

要視しない。それに理論構造上の設計が単純にそのまま実

装されているわけではないし、それぞれの構造には一長一

短があるから、つまるところは好みの問題なんだよね。結

果として、そのことによる差がそれほど生じていないんだ

なぁ、これが。

OSは、安定して、無駄が少なく、効率よくハードウェ

アを利用できる、すなわち利用者がハードウェアの性能以

外で不必要なストレスを感じないよう動いてくれることが

重要で、それは実績という形で評価され表される。ただ、

カーネルに注視すれば、誰もがクソだと認めるWindows

9x系が多数を占めている現状は、その程度のものでも一般

ユーザーは許容しているということだし、OSの信頼よりも

アプリケーション環境の充実が重要だという表れでもある。

ユーザーインターフェイスは、そのアプリケーション環

境の重要なファクタとなるものだが、現時点では、Linux

で利用できるまやかしのような陳腐なGUIと比べたら、

Windowsにしろ、Macにしろ、格段に洗練されているこ

とは確かだ。ちょっと操作しただけだけど、Macに対して

無知な僕でもストレスを感じなかったのだからAquaはい

い感じに仕上がっているのだと思う。

LinuxにはさまざまなGUIが実装されているけれども、

僕はいまだに使いたいと思うものにめぐり合っていない。

これこそ相性の問題なのだが、どれもこれも使ってみると

イライラがつのってくるのだ。編集の出来の悪い映画を見

せられたような感じでもあるし、キーボードのタッチとも

通じるところもある。どれも似たようなものなのだけれど

も、ピッチとストロークとフィーリングが合わないのだ。

僕は、Mac OS Xは何だかんだ言ってもまずまずの出

来だと思うし、我が家でも使いたい欲しいなぁとしばらく

想いをめぐらせてはみたものの、如何せんそれを動かすハ

ードウェアを持っていないし、それ用のアプリケーション

を買い揃えることなんて毛頭考えられなかった。いい加減

Appleもハードウェアとソフトウェアを切り離してくれな

いかなぁ。x86版のMac OS Xとか、この新しいUIフレー

ムワークをLinux上にも提供してくれたりすると、個人的

にはうれしいのだけれども…。それかx86をPowerPCが

凌駕するような状況を作り出してくれたり、あとDarwin

上にLinuxやWin32の環境サービスを乗っけたりするな

ど、広がりを見せてくれるといいのになぁ。しかしまぁ、

クローズドなのがMacの世界で、それゆえ今まで生き残っ

てこれたような状況なので、ちょっと無謀だし危険かな？

あっそうそう、Mac OS Xを店頭で触ったあと、BSD

系ってことで、家に帰って何となくFreeBSDをある

Linuxマシンのディスクの空きスペースにインストールし

てみた。4.3unstableだったと思うけど、ブートフロッピ

ーイメージをダウンロードして、FTPサイトを指定してネ

ットワークからのインストール。シックリくればゲートウ

ェイマシンをリプレースしようかとも思い、久しぶりに

LINTファイルを読みながらカーネルを作り直したり、ゲ

ートウェイとして必要な設定したりしてみたものの、今の

僕にはちょっとトラディショナルすぎるのか、何か噛み合

わない。これといってダメなところがあるわけじゃないの

だけれど、なぜかなぁ、うむ、相性なんだろうなぁ、きっと。

■

■インターネットとMTU

■

では前回に引き続き、ADSLの導入に関連したネットワ

ークの調整を見ていくことにしよう。

前回の説明でMTU（最大転送ユニット）とMSS（最大

セグメントサイズ）についてはある程度理解できたと思う。

最低限、ネットワークの物理レイヤによっては、その伝送

経路での転送ユニット（パケット）サイズが異なることが

あるという点と、異なった場合、パケットのフラグメント

（断片）化が生じるという点、またTCPのセッションの場

合は、MTUを基にした最大セグメントサイズのやり取り

がコネクションの確立の際に行われているという点の3つ

が理解できていればいいと思う。

今回はまず、ネットワークの物理レイヤによってMTU

にどのようなサイズが採用されているのかを示しておこう。
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MTU Comments

65535 Official maximum MTU          RFC 791

65535 Hyperchannel                  RFC 1044

17914 16Mb IBM Token Ring           ref. [6]

8166 IEEE 802.4                    RFC 1042

4464 IEEE 802.5 (4Mb max)          RFC 1042

4352 FDDI (Revised)                RFC 1188

2048 Wideband Network              RFC 907

2002 IEEE 802.5 (4Mb recommended)  RFC 1042

1536 Exp. Ethernet Nets            RFC 895

1500 Ethernet Networks             RFC 894

1500 Point-to-Point (default)      RFC 1134

1492 IEEE 802.3                    RFC 1042

1006 SLIP                          RFC 1055

1006 ARPANET                       BBN 1822

576 X.25 Networks                 RFC 877

544 DEC IP Portal                 ref. [10]

508 IEEE 802/Source-Rt Bridge     RFC 1042

508 ARCNET                        RFC 1051

296 Point-to-Point (low delay)    RFC 1144

68 Official minimum MTU          RFC 791

これはRFC1191から引用したもので、MTUの最小は

68オクテット（バイト）、最大は65535、Ethernetは1500

などと規定されている（まぁこれらはあくまで推奨なんだ

けど、オープンなネットワークでコミュニケーションを実

現するためには準拠する必要があるし、実際従っている）。

個々の詳細はそれぞれのRFCを参照して欲しい。

僕たち一般ユーザーが通常利用するのは、Ethernetと

PPPということになるが、これらのデフォルト値はともに

1500ということがわかる。そのため、ほとんどの実装では

このデフォルト値が設定されているのである。

前回Windows 9xのMTUのデフォルト値が576である

ことを紹介したが、これは上記のX.25 Networksに該当

する。ということは、Windows 9xは、X.25 Networks

の存在を前提にそのようなデフォルト値になったのだろう

か？　これに関してはそうかもしれないし、そうでないか

もしれない。本当の理由は僕にはわかりかねるので、悪し

からず。ただ、576というのは、インターネットコミュニ

ケーション仕様を規定しているRFC1122で実質的なMTU

の最小サイズとして紹介されていて、とりあえずこのサイ

ズにしておけば、難しいことを考えないで通信可能である

とも言い換えられる。インターネットを構成するネットワ

ーク群では、576以下のMTUを採用した物理レイヤは存

在しないと考えてもいいよ、と言っているのだ。

ちなみにX.25 Networksは、僕は使ったことないけど、

DTEとかDCEといった用語が使われるシリアルポートベ

ースのパケット通信プロトコルネットワークのことで、

PPPやSLIPの登場以前、コンピュータ同士を接続する手

段として、またインターネットを構成するネットワークの

一部にも、これを利用している経路が結構あったらしい。

そのためRFC1122には576という記述があったという

わけだ。しかし現在では、EthernetのMTUデフォルト値

1500がインターネットの基準MTUサイズと言っても差し

支えないと思う。

■

■Path MTU Discovery

■

LANであってもネットワーク全体の物理レイヤを必ずし

も統一できるとは限らないし、ましてインターネットでそ

のようなことができるわけがない。そのためネットワーク

全体としては、複数のMTUサイズが存在することになる。

異なったMTUサイズの場合、ネットワークからネット

ワークの橋渡しをする、いわゆるルータは、それぞれのネ

ットワークのMTUサイズに応じて、パケットを再度分割

して転送するようになっている。しかし前回説明したよう

に、IPフラグメントと呼ばれるこの手法は、受け取り側に

それを組み立て直す作業を生じさせ、DoS攻撃などにも悪

用される危険性があった。どちらかと言うと疎まれていた

機能だった。

そのためパケットのIPヘッダには、フラグメント化を制

限するためのフラグが用意されている。これがセットされ

たパケットは、ルータがそれらをホップする際に参照され、

その処理を抑制できるようになっている。

しかし単にこのフラグで抑制するだけだと通信できな

い、送信したパケットがどうなったかわからないという状

況で終わってしまう。そこで、Path MTU Discoveryと

いう規格が作られた。これは、RFC1063、1191で規定さ

れている。

Path MTU Discoveryの基本動作は次のようなものだ。

Aは送信元、Bは送信先、Cはルータである。またそれぞ

れのパケットの(DF)というのは、Don't Fragment、IPヘ

ッダのフラグメント化の抑制フラグが有効になっているこ

とを表している。

A > B: S 3183102292:3183102292(0) win 16384
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<mss 1448,nop,wscale 0,nop,nop,timestamp 12128 0> (DF)

B > A: S 2022212745:2022212745(0) ack 3183102293 win 49152 

<mss 1448,nop,wscale 1,nop,nop,timestamp 1592957 12128> (DF)

A > B: . ack 1 win 17248  (DF)

A > B: . 1:1449(1448) ack 1 win 17248  (DF)

C > A: icmp: B unreachable - need to frag (mtu 576)! (DF)

B > A: . ack 1 win 32768  (DF)

A > B: . 1:525(524) ack 1 win 17248  (DF)

これはホストAからホストBへのTCPセッションなん

だけど、先頭の3つはそのハンドシェイクだ。wscaleや

timestampなどのオプションヘッダを付加しているので、

MSSは1448となっているが、前回説明したようにこの場

合のMTUは1500である。一応最初のハンドシェイクは問

題なく完了している。

しかし実際にホストAからホストBに1448バイト分の

データを含むMTU1500のパケットを送信してみると、ル

ータCからICMPメッセージが返されている。そのメッセ

ージ内容は、IPフラグメント化しないで、ホストBに送信

するには、MTUを576にする必要があるというものだ。

次にホストBからホストAにACKが返されている。これ

はルータCがICMPでホストAに通知したMTUサイズの

情報をホストBにも通知し、最初のハンドシェイクで交わ

したMSSの情報を再調整することの同意パケットである。

その後、ホストA は 524 バイト分のデータを含む

MTU576のパケットをホストBに送信している。ルータC

からの指示をきちんと処理した結果だ。

このMTUサイズの自動調整機能がPath MTU Dis

coveryということになる。なお、ホストA、B、ルータCの

通信に関連するすべてのノードがPath MTU Discovery

に対応していないと、この調整はうまく機能しないので注

意しよう。

経路がもっと複雑、多くのルータを通過しなければなら

ない場合でも処理の内容としては何も変わらない。ルータ

は、パケットのIPヘッダの送信先をもとに、転送すべきネ

ットワークを見つけてそのインターフェイスに送り出す

際、DFフラグもチェックしており、そのネットワークIFの

MTUサイズが、そのパケットの実サイズよりも小さい場合

には、分割して転送する手段は利用せず、送信元（必要に応

じて送信先にも）に「転送できない、送信先にはこのMTU

で送ってね」というICMPメッセージを生成して送信する。

ただ、あるルータが経路全体のMTUサイズを知っている

わけではなく、把握しているのは自分の周辺だけなので、

その場合は、同様の調整が複数回行われることになる。

しかしながら最近は、ICMPパケットをホスト／ルータ

レベルやファイアウォールレベルでフィルタリングしてし

まうことが多いのでPath MTU Discoveryが機能しない

ケースが増えてきている。ICMPは、pingなどでも使用さ

れているネットワークの管理用プロトコルなんだけど、こ

れまたこれを悪用する人がいて、DoSなどの被害が生じる

ことがあるので、上記の措置が施されるようになったのだ。

気の利いた管理者だと、ICMPのタイプに応じたフィルタ

リング（router-advertisementやrouter-solicitationを許

可）を設定している場合もある。でも、インターネットで

EthernetのMTU1500が基準MTUサイズとしてデファク

トスタンダードになった今、Path MTU Discoveryで

MTUを調整する必要ってないに等しいし、それ以外の

unreachable、redirect、time-exceeded、timestampな

ども提供しなくたって各送信元のホストが適当なタイムア

ウトでもって処理するように実装が変わってきているの

で、ICMPを一切受け付けないホスト／ルータも少なくな

いのが現状だ。まぁ、流量やアクセスが多いとICMPの処

理も馬鹿にならないからね。

なお、ある経路を通過するのにパケットのフラグメント

化が避けられない場合でも、通過後対応ルータが責任をも

ってそのフラグメントを再構築して元通りにするのであれ

ば、DFフラグは無視される。

あとPPPoEでよくあるMTUサイズの問題の場合、残

念なんだけどPath MTU Discoveryの効果はまったくな

い。Ethernetにしろ、PPPoEにしろ、ほかのインターネ

ット経路にしろ、MTU1500で問題ないのだから、MTU

サイズでのアドバイスは意味をなさないのだ。TCPだと

MSSを指定すれば対応できるが、PPPoEは通過経路なの

でMSSのやり取りに関与できない。つまりなすすべがな

いのである。結局、手動で設定するしかない。でも前回も

述べたようにPPPのMTUが1500というのは、インター

ネットのデファクトスタンダードに合わせているだけなの

で、本来特定の目的で使用することがわかっていたなら、

MTUを1540などのPPPヘッダで必要なサイズ分、大き

く設定しておけばよい話なんだけどなぁ。

■

■実際に自分のネットワークをチェックしてみる

■

これらを踏まえて、実際に自分のADSL経由のインター

ネット接続状態をチェックしてみたいと思う。
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■IPフラグメントのチェック

まずフラグメントに関しては、tcpdumpでちょっとパケ

ットの流れをチェックするだけで確認できる（linux01が

内側のホスト名、linux02がインターネット上のホスト名）。

# tcpdump -i eth1 -vvv

linux02.www > linux01.36487: . 1461:2921(1460) ack 587

win 33580 (DF) (ttl 46, id 46634, len 1500)

linux01.36487 > linux02.www: . [tcp sum ok] 587:587(0)

ack 2921 win 11680 (DF) (ttl 64, id 0, len 40)

これはWebサイトとのやり取りの一部なんだけど、パ

ケットのフラグメントの状態をチェックするには、外部の

ホストからのパケットサイズを確認すればよい。上記の場

合、 linux02からのパケットのサイズは len 1500と

MTU1500の最大サイズで分割されることなく届いている

ことがわかる。実はチェックとしてはこれだけでいい。簡

単でしょ。MSSサイズから求める方法やpingなどを利用

する方法もあるけど、tcpdumpのログの拡張表示を利用

するとパケットサイズも一目瞭然なのだ。PPPoEでフラ

グメントが余儀なくされている場合は、同様のチェックで

表示された値、len 14xxをMTUとして該当するインター

フェイスに設定すればよいということになる。

■MTUサイズと性能のチェック

次にMTUサイズと性能の関係についてチェックしてお

こう。

テストは内部ネットワークのクライアントからテスト回

線よりも高速と考えられるインターネット上のホストから

のファイルのダウンロードスピードである。閉じた環境で

はないため、さまざまな外的要因も加わるので、それほど

厳密なテストとは言えないが傾向は見えてくる。以下が我

が家のADSL回線の性能チェックということになる。

MTU576 166.03 KB/s

MTU1382 187.91 KB/s

MTU1400 184.30 KB/s

MTU1420 184.08 KB/s

MTU1430 188.06 KB/s

MTU1440 183.58 KB/s

MTU1452 185.22 KB/s

MTU1456 183.66 KB/s

MTU1458 185.98 KB/s

MTU1460 186.21 KB/s

MTU1462 186.67 KB/s

MTU1464 186.54 KB/s

MTU1466 187.02 KB/s

MTU1468 187.47 KB/s

MTU1470 187.32 KB/s

MTU1472 186.01 KB/s

MTU1474 187.79 KB/s

MTU1476 188.10 KB/s

MTU1478 188.92 KB/s

MTU1480 182.79 KB/s

MTU1488 184.09 KB/s

MTU1490 183.89 KB/s

MTU1500 185.85 KB/s

まずMTUサイズを1400から10刻みで1500まで変更し

つつチェックを行い、その後気になる周辺を2刻みで調整

してテストを行った結果である（例： ifconfig eth1

192.168.1.4/28 mtu 1478）。一応参考としてMTU576の

場合も紹介している。

さて結果を見るとMTUが1400から1500の間で180Kバ

イト／秒以上でほとんど差がないということがわかると思

う。MTU576でもそれほど差があるわけでなない。この結

果からすると我が家のADSL回線の最適なMTUサイズは

特定できず、ってことになる。実際問題として特に調整す

る必要はないってことだ。デフォルトのMTU1500で問題

ない。

ただ、結果を細かく見ている誤差と思われていたデータ

の揺らぎに、とある傾向が見えてくる。MTU1478と1480

の比較的大きな性能の違い、1478、1430、1382をピーク

にしたちょっとした性能の向上。ポイントは傾向が48バイ

ト周期であることと、1500よりも1382のほうが、性能が

若干良いという結果だ。

結論から言うと、これはATMネットワークによるもの

だ。我が家のADSL回線では、PPPoEではなく、PPPoA

が利用されているのである。

ATMの特徴を簡単に説明しておくと、Ethernetと同じ

レイヤに位置し、パケットはATMセルと呼ばれる53バイ

トの固定長が使用され、そのうち5バイトがヘッダ、48バ

イトがデータ格納部で、大勢の客を同時に相手にする回転

寿司のベルトコンベアのように、よどみなく膨大なコネク

ションを効率よく伝送するために開発された規格だ。

Ethernetは可変長パケットだが、ATMは小さな固定長パ
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ケットという点が重要なポイントとなる。

現在ATMはインターネットのバックボーンの主流にな

っている。我が家から米国の主要なサイトにアクセスした

ある時点において次の経路が利用されていた。少し前まで

155MbspのSTM-1程度だったと記憶していたのだけれど、

622MbpsのSTM-4に置き換わっているようだ。そのうち

2.4GbpsのSTM-16かぁ。

5  30 ms  ATM6-0-100.ar1.NRT4.gblx.net

6  40 ms  pos0-2-622M.cr1.NRT4.gblx.net

7 120 ms  pos5-1-622M.cr1.SEA1.gblx.net

さてPPPoAを利用するメリットだが、これはひとえに

基地局のアクセスサーバの構成によるところが大きい。通

常基地局アクセスサーバは、それぞれのISPの集約センタ

ーに接続され、そこからバックボーン、エクスチェンジ

（IX）につながっているわけだが、接続距離や収容ユーザ

ー数を考えると、これらの接続に直接Ethernetを使うの

は無謀だ。そこで登場するのもATMというわけだ。パケ

ットが小さく、ヘッダの占める割合も高いが、ATMスイ

ッチは高速にハードウェア処理できるので、効率は非常に

良いからだ。

ISPの上位ネットワークとATMで接続されている各ア

クセスサーバが各ユーザーと接続する場合、無駄な変換が

不要になるATMを利用するのは当たり前だ、と言いたい

ところだが、個人向けサービスの場合、動的IPアドレス

の割り当て作業などが必要となるので、変換が不要になる

ことはない。う～とまぁ、パケット（セル）が固定長なの

で処理が非常に楽になることは間違いない。上記のテスト

結果を見ればわかるようにMTUサイズにも影響されにく

いといったところがメリットかな。オーバーヘッドは1割

と比較的大きいんだけどね。

処理に関してだが、EthernetからATMネットワークに

転送される場合、EthernetのMTU1500のパケットは、

ATMセルのデータ部のサイズ48バイトに分割されて32

個のセルとして経路を通過することになる。これをフラグ

メント化と呼べなくもないが、通常のIPフラグメントと違

い、それぞれに送信先（IPヘッダ）が付加されているわけ

ではないので、必ずATM経路の終点で再構成が行われる。

ATMでは、輻輳などでセルが捨てられることはあっても、

フラグメントパケットが送信先に到着することは決して起

こらない。

先ほどの性能テスト結果だと、MTUが1478、1430、

1382のときに最も良い結果となっているわけだが、セルの

データ部のサイズ48バイトから計算すると、1488、1440、

1392のときに隙間なくデータが格納されていることにな

る。この差の10バイトはPPPヘッダによるものだ。

ちなみにMTU1478のときの188.92Kバイト／秒を48で

割って、53をかけてみると208.60、回線速度の理論値は

200Kバイト／秒。PPPoEの場合、パケットオーバーヘッ

ドの理論値はPPPoAより小さいけど、実質レートがどの

程度なのかは知らない。でもまぁ、テスト上のピーク性能

だと198Kバイト／秒程度になるような気がする。

性能テスト結果は、ADSL回線でPPPoAが使用されて

いることと、その特徴を表していて、この経路の転送効率

だけに注目するとMTU1478が最適と言っている。MTU

1500より2%近く効率が良いのだ。気にする人は気にする

だろうし、どうでもいいと言えばどうでもいい差である。

MTU1478とMTU1500。僕は通常MTU1500のまま何

も設定をいじらないで使っている。でも、CD-ROMの

ISOイメージファイルなど巨大なサイズのダウンロードを

行う際、気が向けばifconfigコマンドでMTU1478を設定

するようにしている。実際、計測上の違いが出る。でもめ

ったに設定しないんだけどね。

なおこれらは、我が家のADSL回線がボトルネックと仮

定した場合の話で、一般的なインターネット接続では、ボ

トルネックはさまざまな部分に生じるので、MTU1500が

最適であることに変わりはない。

■

はてさて、ネットワークの調整個所をいくつか見てきた

けれども、結局何も変える必要がないという結論に達した

わけだ。しかしこれは予想された結果だ。デフォルト値に

問題があるようなハードウェアやソフトウェアは、早く消

えてしまったほうがいい。ユーザーに不必要な設定を求め

るものもだめだ。ADSLが本当に普及するには、そうでな

いと困るでしょ。

でも次回はゲートウェイとADSLモデムのパケットフィ

ルタの設定などを行う予定。

●時間合わせとこ

インターネット上で日本標準時を提供するNTPの試行

サービスが開始されている。近くの正確な時間に合わせち

ゃおう。詳細はここ参照http://www.jst.mfeed.ad.jp/。

今使っているNTPサーバと、ホップ数とかピンポンの時

間を比べるなどしてね。もちろん近くて反応時間が安定し

ているサーバ群のほうがよりよいから。
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組み込みLinux
【くみこみ・りなっくす】

Linuxの普及と IT化の進展

により、今までは考えられな

かった用途にもこのOSを利

用しようという意気が盛んで

ある。ひとつの例が家電や工

業機器への応用であり、これ

ら機器を Linuxを用いて制御

するものである。こういった

用途に特化したLinuxを「組み込みLinux」と呼ぶ。

組み込みLinuxの恩恵は多大であり、家庭にある何の変哲

もない冷蔵庫や炊飯器、電気ポットなど、あらゆる電化製

品でLinuxを動かすことにより、いつでも身近な機器を使っ

てカーネルのリコンパイル作業が可能になる。なにより、

Linux最大の特長はオープンソースだという点であり、たと

え家電に身をやつしてもその長所は健在である。Linux炊飯

器なら、炊きあがりが水っぽいときでもソースを読んで問題

がどこにあるか確認できる。また、固めのご飯が食べたいと

いう亭主関白のわがままなニーズにも、ハードコーディング

値を直接書き換えることによって応えることが可能だ。

また、現在試作が進んでいる Linux冷蔵庫では、食料品、

飲料、野菜などを高度に抽象化することによって、あたかも

ファイルシステムであるかのようにシームレスに扱うことが

できる。このため、買ってきた冷凍ギョウザを冷凍庫に入れ

るにも、

# mount -t freezedry /dev/freezer /mnt/gyouza

と、1行の処理ですむ。食べる場合にはアンマウントして取

り出すだけと、ここでもごく一般的なLinux文化を踏襲して

いる。

なお、組み込みLinuxの類似品として、性格とガラの悪い

女性をエミュレートした「クミコLinux」（編集部注：自称、

性格もガラも悪くないクミコさんからの苦情は編集部では

受け付けておりません。命名に至った理由などは開発元に

お問い合わせください）、マイラインプラスに登録すれば

月々電話基本料金のみで2時間分のインターネット接続がタ

ダという「コミコミLinux」などがある。

リアルタイムOS
【りあるたいむ・おーえす】
組み込みOSでは、イベント発生やリクエストに応じて決

められた時間内に確実に処理をこなすことが要求される。

このような目的に適した設計のOSを、リアルタイムOSと

呼ぶ。家電のような機器では、リアルタイム処理が行えなけ

れば各種のイベントがかみあわず、処理がうまくいかないこ

とがある。たとえば、もし炊飯器がリアルタイム動作しなけ

れば、米の投入というイベントに対して“炊きあげ”という

処理が時制上適切に起動しないかもしれない。米を入れて

もいつまでも炊き始めなかったり、米を入れる前にほかほか

ご飯が炊きあがるといった、物理常識を超越した炊飯器が

登場することも予想される。すると米を買わなくてもご飯が

食べられるわけで、お米屋さんがかわいそうだから安定した
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文：しのはらひろあき
Text：Hiroaki Shinohara

【組み込みLinux】（くみこみ・りなっくす）
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【Midori Linux】（みどり・りなっくす）
【de-Modo Linux】（でもど・りなっくす）
【戦隊シリーズLinux】（せんたいしりーず・り
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リアルタイムOSの開発は至上命題だ。

現在では、リアルタイムOSの人間への搭載も研究され始

めている。締切を守らないライターの脳にリアルタイムOS

を埋め込めば、編集者のリクエストに応じて決められた時間

内に（通常数十μ sec～数msec）原稿をアップする「リア

ルタイムライター」の誕生も夢ではない。実はこのコーナー

の編者の脳にも、Linux magazine編集部謹製リアルタイム

Linuxが埋め込まれているが、脳と腕デバイスをつなぐPCI

バスのボトルネックにより、脳内原稿完成から校了までに

数日～数週間の遅延が発生するという問題がすでに判明し

ている（編集部注：ということにしたいのですね）。

Midori Linux
【みどり・りなっくす】

Linuxの生みの親が勤めてい

る某企業が発表した、組み込

み用 L i n u x。同社が省電力

CPUとともに組み込み用途に

本気で取り組んでいく姿勢の

表れとして注目されているが、

同時に発表されたイメージキ

ャラクターの画像は業界によ

り 大 き な 衝 撃 を 与 え た

（http://midori.transmeta.com/manual/）。その画像がグラマラ

スなボディをタイトなSF風コスチュームに包んだ、まさに

ジャパニメーション的デザインの女性だったからであり、こ

れによって「Linuxコミュニティにはアニメファンが多い」

という事実があらためて確認されたのである。

一部には「デッサンが狂っているのでは？」、「目が小さ

い」、「唇が武器」などという評価もあるMidori Linuxだが、

怪電波により流れてきた信頼すべき情報によれば、開発元

ではキャラクター商品としての展開も考えているとのこと。

20分の 1サイズガレージキットの販売を手始めに、OVA・

DVDボックス（初回限定ソースコードつき）、そして恋愛シ

ミュレーションゲームが予定されているという。来年の今ご

ろには、ネットでも「Midori萌え～」な人々がファンサイト

を立ち上げ、2ちゃんねるでは「でじきゃらっととMidori、

どっちが萌える？」といった関連スレッドが大量に並ぶ光景

が見られることだろう。

de-Modo Linux
【でもど・りなっくす】

Midori Linuxを採用した家電メーカーが不謹慎にもエンベ

デッドWindowsにうつつを抜かしていると、Midoriちゃん

が怒って実家に帰ってしまう。これを「出戻りナックス」と

呼ぶ。このネタ、書いてみたらかなり苦しかった。

戦隊シリーズLinux
【せんたいしりーず・りなっくす】
いかにも近未来的に

して正義の味方風の

Midori Linuxマスコット

コスチューム、そして

色をもとにしたネーミ

ングに触発され、日本

のLinuxコミュニティで

進行しているのが「戦

隊シリーズLinux」である。これはスシ、フジヤマにつぐ日

本の伝統芸能である「スーパー戦隊」ものにならい、それぞ

れカラーリングの異なる用途別単機能サーバアプライアンス

スイートをLinuxで作ろうという計画で、すべての特撮ファ

ンの夢を実現するものといわれている。

まず、「Linux red」は、某大手ディストリビューションに

商標侵害の疑いをかけられながらも闘う熱血漢サーバ。勢い

あまってときおりコアダンプすることもあるが、たいせつな

DNSサーバを担当する、リーダー肌の頼りになるやつだ。中

国人クラッカーになんか負けるな。「Linux blue」は知的な

クールガイ。本当なら自分のほうがリーダーとして適任なの

に、と思いながらも redをサポートして戦隊全体を支える、

縁の下の力持ち。担当はセカンダリDNSサーバだ。「Linux

black」は、かつて親兄弟をすべて敵にクラッシュさせられ

たという悲しい過去をもつメールサーバ。番組終盤が近づく

ころ、実は不治の病に侵されているという衝撃の事実が明ら

かにされ、女性ファンの涙を誘う予定。管理者は事前に代替

機を購入しておく必要があるので注意されたし。「Linux

yellow」はカレー好きな大型サーバで九州出身。HTTPサー

バを担当。口ぐせは「～でごわす」……の予定だが、最近の

風潮に合わせて知的美女タイプのキャラクター実装となる可

能性もあるという。最新のソースをanonymous CVSで確認

してほしい。「Linux pink」は正当派特撮ヒロイン仕様で、ケ

ースの周りにミニスカート風のヒラヒラをつけるオプション

も用意される。今のところNTPサーバを担当予定。「メンバ

ーにファイルサーバがいない」という指摘がしばしばなされ

るが、2クール目ごろに redの生き別れの兄という設定で

「Linux fire」として登場する（4クール目に redの身代わりに

火を噴きながらクラッシュする）。乞うご期待！
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ネットワークセキュリティに関する本の中には、やたらとクラッカーの脅威を強調し

ていたり、攻撃の詳細な手口を延々と解説していたりするものがある。それはそれでお

もしろい（といっては語弊があるかもしれないが）し、興味を引かれる話題である。実

際にネットワークを管理する立場から見ても、クラッカーの行動を理解しておくことは

必要だろう。しかし、より重要なのは、どのようにセキュリティを適用し、それを管理

していくかということだ。

本書はまさに、その点にフォーカスした内容になっている。Web、メール、DNS、

プロキシなどの各種サーバでのセキュリティ設定、SSHやパケットフィルタリングに必

要なツールの紹介と設定について、「すべきこと」と「その手順」が丁寧にとてもわか

りやすく解説されている。xinetd、netfilterといった新しいツールにも対応している。

B ooks
高町健一郎著

秀和システム

B5変形判／400ページ　　　　　　　　　　　　　　　本体価格 3200円

UNIXネットワークセキュリティ導入・運用ガイド

DNS（Domain Name System）は、ドメイン名とIPアドレスを相互に変換する。世界

中にある膨大な数のホスト名を解決をするこの仕組みは、いったいどのように実現され

ているのだろうか。また、DNSサーバプログラム「BIND」を運用するにはどう設定す

ればよいのだろうか。このような疑問を持っている方も多いだろう。

DNSの解説書籍といえば、オライリーの『DNS＆BIND 第3版』が定番となっている

が、これは本格的すぎて、誰でも気軽に読めるものとは言い難い。『BIND入門』は、本

誌で連載中の「Linux日記」で好評だったBINDの解説記事をもとに、大幅に加筆して単

行本にまとめたものだ。書籍として読みやすいよう再構成されており、DNSの動作原理

から、BINDの運用方法までをわかりやすく解説している。インターネット常時接続環

境を手に入れ、DNSサーバを運用したいと考えている方に広くお勧めしたい一冊である。

榊正憲著

アスキー

A5判／200ページ 本体価格 1600円

BIND入門

このところ、ますます活況を呈しているのがインターネットへのブロードバンド接続

サービスだ。Linux magazine編集部でも、ネットワークにチトうるさい編集長を筆頭に、

「あのサービスがいい」、「こっちは料金が下がった」、「ウチのは○○Mbpsになった」な

どと盛り上がっていることしきり。読者のみなさんの中にも、そろそろ加入しようかと

思案中の方がいるのではないだろうか。

そこで気になるのが、サービスの種類と選択のポイント、必要な機器や料金などのコ

ストである。この本を読めば、このあたりの実情をチェックすることができる。サーバ

構築についても、ひと通りの手順を確認しておくことが可能だ。ユニークなのが、ルー

タの設定、LinuxとWindowsでのネットワーク設定に加えて、OpenBlockSとCobalt

Qube 3を取り上げているところ。幅広い選択肢を提示している点が特色となっている。

清水隆夫／坪山博貴／津守美弘共著

インプレス

B5変形判／256ページ 本体価格 2200円

フレッツ・ISDN／ADSLでサーバーを立てる本
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UNIX／Linuxコマンドリテラシー

もともと「Linux」とはカーネルに付けられた呼称である。カーネルにLinuxを採用し、

主にGNU Projectによって開発されたシステムプログラムやユーティリティ（bash、glibc

など）と組み合わせたOS（つまり現在、単に「Linux」と呼ばれることの多いディストリ

ビューションのOS部分）は、厳密には「GNU/Linux」と呼ばれるべきものなのである。

とまぁ、薀蓄を垂れてみたわけだが、本書にはこのほかにも、「フリーソフトウェア」

と「オープンソース」の違い、「Linux＝Linux Is Not UNIX」の持つ意味、といったLinuxに

関連する薀蓄ネタがてんこ盛りである。こう書くと「Linuxの小ネタを集めた薀蓄本か？」

と誤解されるかもしれないが、実際には非常にまじめな書籍で、Free Software Foundation

の設立から始まるフリーソフトウェアの潮流を詳細に追っていき、最後にその意義と未来

について考察している。Linuxを生み出したムーブメントの全容に迫る力作である。

ピーター・ウェイナー著／星睦訳

アスキー

四六判／400ページ 本体価格 2000円

なぜ、Linuxなのか？フリーソフトウェアムーブメントの挑戦

B o o k s

アミール・アフザル 著
小嶋隆一／太田耕三 訳

ピアソン・エデュケーション

B5変形判／524ページ

本体価格3400円

Linux IPスタックコメンタリー
オープンソースコード詳解

Stephen T. Satchell／
H.B.J. Clifford 著
小嶋隆一訳

セレンディップ／小学館

A4変形判／672ページ／
CD-ROM1枚付き

本体価格8500円

sendmail
－メールサーバーの設定・運用・管理－

江面 敦 著／
矢吹道郎 監修

テクノプレス

A5判／252ページ

本体価格2500円

正規表現の達人

IDEA・C 著

ソフトバンク
パブリッシング

A5変形判／256ページ

本体価格2400円
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編集部では、ゲームボーイアドバンス

（略称：ゲボア）が大流行です。先日、数

人の編集部員が「打ち合わせ」と称して、

会議用スペースで対戦ゲームをしているの

が発覚しました。なんと、 L i n u x

magazineやUNIX MAGAZINEなどの編

集部を統括する局長に現場を目撃されたの

だそうです。くわばらくわばら。

Itaniumに期待大
Itaniumの特集面白かったです。いつ

になったら正式にリリースされるので

しょうかね。ちょっとテスト段階が長

いと思います。さて、気になるお値段

はいくらになるのでしょう。個人レベ

ルで購入できるようになるのは何年

（何十年？）か先でしょうかね。

（村山一馬さん）

4月号からガベコレがなくなったと思

っていたら、5月号は復活していました

ね。一番好きな連載なので、安心しま

した。また、Itanium（IA64）の特集

も良かったです。これからはIA64対応

のディストリビューションが出てくる

と思うので、また特集をお願いします。

（森岡祐一さん）

Itaniumは、2.5インチのハードディス

クをひとまわり小振りにしたような外観を

しています。大きさのみならず、ずしりと

伝わる重量感にも驚かされました。

IA64の CPUと は い え 、 Red Hat

Linuxや、Turbolinuxが動作している画面

を見ると、ふだん見慣れたIA32用Linux

とほとんど変わるところがないので、少し

がっかりしましたが、考えてみれば、コレ

ってすごいことなのかもしれませんね。

Itaniumが普及したら、みなさんは何に使

いたいですか？

話は変わりますが、森岡さん、4月号の

ガベコレはカラーページにあります。5月号

からは元通り、モノクロページでお届けし

ます（ガベコレ担当は、年に1回くらいはカ

ラーページに掲載したいと言っています）。

クライアントOSとしての
Linux

今年の1月号から読ませていただい

ています。今回の「Vineで極める

Linuxクライアント活用術」は私として

は、今一番欲しいと思っていた情報で

したので大変うれしいです。本を片手

にソフトウェアをアップデートしたり

して、自分で「なるほどな」と感心し

ています。これからも初心者にやさし

く、また経験者にも納得できるような

誌面作りを頑張ってください。

（山田光晴さん）

Linuxを使っていて、いつも疑問に思

っているのですが、ソフトをインスト

ールするとき、tarボールを展開する場

所や、インストールしたあとに残った

ファイルを消してよいものか色々悩み

ます。

そのほかに、本当のLinux初心者向

けの記事を載せてほしいです。専門書

などより、雑誌に載っているほうが、

初心者にはとっつきやすいのですが。

専門書などでは、地域によっては取り

寄せないと入手しにくかったりするの

で（あと、経済的にも）。

（もぐらちゃん）

音楽、画像、動画など、Linuxでもマル

チメディアデータを気軽に扱えるようにな

ってきました。また、USBやIEEE 1394

への対応など、周辺機器も活用できる環境

が整いつつあります。Linuxは、ますます

活躍の場を増やしていくことでしょう。

さて、もぐらちゃん（さん？）がお持ち

の疑問にお答えします。tarアーカイブを展

開する場所は、基本的にどこでもよいので

すが、自分のホームディレクトリに適当な

名前のディレクトリを作り、その中に展開

するとよいでしょう。インストールがすん

だら、そのディレクトリごと消してしまっ

て大丈夫です。念のため、tarファイルは

残しておきましょう。

プリンタに挑戦！
先月、インターネット接続に成功し

たので、次はプリンタだ！　と思い3

日前に購入したEPSONのPM-900C…

…ではなく、メインプリンタの座を奪



Linux magazineJune 2001 239

われ、部屋の片隅に追いやられていた

Canon BJC-420JをLinux専用プリン

タにしようとたくらみました。が、現

実は厳しいもので、Ghostscr iptを

BJC600にして印刷を試みたところ、

“Unrecoverable error: unknownerror

in kfVFlib”とかいう英文に続き、文

字列がだーっと印刷されて、正しく印

刷できません。プリンタとかインター

ネットとかインストールとか、初心者

がぶち当たりやすい壁を打ち破るため

の特集をしてもらえないでしょうか？

（角谷千穂さん）

エラーメッセージを元に、Webで検索

したところ、/usr/share/ghostscript/

5.10/kanji以下にある、kconfig.psのリ

ンクを、kconfig-basic.psからkfvflib.ps

に張り替えるという方法で、問題を解決し

た例があるようです。ファイルの置かれて

いるディレクトリは、ディストリビューシ

ョンによって少々違うかもしれません。た

と え ば 、 Vine Linux 2.1.5で は 、

/usr/share/ghostscript/5.50/vflib/

になります。プリンタの設定については、

今月号の第3特集もご覧ください。

ステップアップには
ムックをどうぞ

連載記事のムック化をまたやっても

らいたいです。今度は、「viはじめまし

た」＆「Ema c sはじめました」、

「Rubyで行こう」、「賢く使うUNIX」

とか期待してます。

（黒田信一郎さん）

まだ、Linuxの知識はいまいちですけ

ど、毎月Linux magazineを買って勉

強していきたいです。内容がとても充

実していると思います。この雑誌を集

めることで、必要なときに調べられそ

うです。初心者向けの記事を作ってく

れるととてもありがたいです。

（北見大岳さん）

5月23日に初級者を応援するムックを

発売する予定です。その名も『Linux

magazine for beginners』。

Linux mgazineで好評だった特集の中

から、「Linuxの設定ファイル徹底ガイド」、

「Linuxレスキュー『疑問・難問・200問』」

など、Linuxの基本的な設定や使い方を解

説したものを厳選して掲載しました。付録

CD-ROMには、Vine Linux 2.1.5を収

録して、価格は880円（税込）です。

Linuxを使い始めた方、バックナンバーを

買い損ねた方にお勧めの1冊です。

Linux習得の秘訣
Linuxという言葉が有名になってだい

ぶたちますが、まだ扱い切れていませ

ん。自分は今、システムエンジニアを

目指して学校に通っていますが、これ

からのことを考えるとやはりLinuxはぜ

ひ習得したいです。これからもよろし

くお願いします。

（馬場伸哉さん）

購読しはじめて1年経ちましたが、

前はわからなかったことが今はかなり

わかるようになってきました。やっぱ、

継続は力なりですね。

（國信さん）

LinuxなどのUNIX系OSをうまく使え

るようになるには、慣れるのが一番です。

では、どのようにすれば早く慣れるのでし

ょう？　それは、毎日使うということにつ

きるでしょう。國信さんのおっしゃるとお

り、継続は力です。外国語を習得するのに

も似ているかもしれません。担当は外国語

はカラキシだめなんですが……。

慣れてくれば、初めての作業でも、どう

すればよいのかが類推できたり、作業を省

力化できるようになりますので、苦労する

ことは徐々に減っていきます（たぶん）。

実運用システム構築例
病院勤務をしています。昨年、大混

雑した介護保険開始時に、予算がなか

ったので、Linuxサーバ、PostgreSQL、

PHP3、Javaスクリプトを使い、Web

で動く介護給付費請求システムを作り

ました。複数のサービス事業所からネ

ットワークを介して利用できるように

なっています。ハードも手作りマシン

で、本当にダウンせず、国保連合会に

給付費請求できるのか不安でしたが、

この1年間ノンストップで動作し、き

ちんと介護給付費請求もできました。

メーカー製品を買えば、2000万円くら

いかかったのですが、Linuxのおかげで、

投資額は30万円程度と私の人件費でシ

ステム構築ができました。これに気を

よくした私は、Linuxサーバから基幹業

務のサーバに検索をかけ、結果を

HTMLで表示するとか、色々作ってみ

ました。しかし、COBOLでHTMLを書

くとは思いませんでした。

（和田博知さん）

すばらしい。ビジネスの現場で、Linux

を活用する方が増えてきましたが、ご自分

でシステムを構築してしまうなんて！

Linuxユーザーの底力を見せていただきま

した。

今月も、みなさまからのメッセージをお

待ちしております。
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Turbolinux Server 6.5の
インストール

付録CD-ROMに収録した

本誌付録CD-ROM収録のTurbolinux Server 6.5はFTP版です。非商用ソフトだけ

が含まれており、製品版を販売しているターボリナックスジャパン株式会社から

サポートを受けることはできません。

CD-ROMのメディアに不良があった場合は、お手数ですが（l i n u x -

cd@ml.ascii.co.jp）宛にご連絡くださるようお願いいたします。

1
2

インストールの前準備
これからTurbolinux Server 6.5のインストールを始めます。多くのネットワーク
カード、ビデオカード、モニタは自動認識されますが、自動認識されない場合に備え
て、あらかじめハードウェアのマニュアルなどを用意しておくとインストール中にあわ
てなくてすみます。
また、レスキュー用のフロッピーを作成するために、空のフロッピーを1枚用意して
おいてください。CD-ROMブートができないマシンを使う場合は、インストーラ起動
用のフロッピーも用意します。

ブートフロッピーの作成
CD-ROMブートできないマシンにTurbolinuxをインストールする場合は、以下の

手順でブートフロッピーを作成します。
まず、Windowsマシンに付録CD-ROMと空のフロッピーディスクをセットします。
次に、エクスプローラを使ってCD-ROMの［DOSUTILS］を開き、［BOOT］をダ
ブルクリックします。するとDOS窓が立ち上がるので、［Enter］をタイプしてインス
トーラ起動用のブートディスクを作成します。

3
インストーラの起動と使用言語の選択
CD-ROMやブートフロッピーをセットしてマシンを起動すると、Turbolinuxのイン
ストーラが起動します。［boot］プロンプトが表示されるので、［Enter］を押します。
しばらくすると、使用する言語の選択場面に切り換わるので、［↓］キーで
［Japanese］を選択し、［Tab］キーと［Enter］キーを使って［OK］を押します。
しばらくすると、Xを使ったグラフィカルなインストール画面が表示されます。
なお、［boot］の箇所で［text］と入力して［Enter］を押すと、テキストベースの
インストーラが起動します。また、インストーラがグラフィカルな画面の表示に失敗し
た場合は、自動的にテキストベースのインストール画面が起動します。
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4
5
6
7

インストールクラスの選択
新規にTurobolinuxをインストールする場合は［標準インストール］を選択し、古

いTurbolinuxをアップグレードする場合は、［アップグレード］を選択します。
ここでは、新規にインストールするものとして［標準インストール］を選択して次

へ進みます。

キーボードとマウスの設定
使用するキーボードタイプをプルダウンメニューで選択します。たいていのキーボー
ドはプルダウンメニューに含まれていますが、Sunのキーボードなど特殊なものを使う
場合は、［詳細設定］タブで画面を切り替えて、キーボードタイプを選択します。キー
ボードを選択したら、［ここで選択した設定をテストしてください］の欄でキーボード
入力をテストします。［Shift］キーを押しながら［1］、［2］、［3］を押して、キーボ
ードの刻印どおりの記号が表示されたら、キーボードの設定は成功しているでしょう。
次にマウスを設定します。使用するマウスタイプをプルダウンメニューから選択し

ます。［2ボタンマウス］を選択した場合は、［中ボタンのエミュレーション］をチェッ
クします。これは、2ボタンマウスの左右のボタンを同時に押すことで、3ボタンマウ
スの中ボタンを押す効果を出すオプションです。マウスタイプを選択したら、［マウス
のテスト］の領域でマウスの動作をチェックしましょう。

パーティション作成ツールの選択
Turbolinuxのインストーラには、パーティションを作成するために3つのツールが

用意されています。［自動パーティション設定］を選択すると、既存パーティションの
削除後にTurbolinux用のパーティションが自動で作成されます。［TFDisk］ではグラ
フィカルな画面で手動でパーティションを作成し、［fdisk］ではテキストベースの画面
でパーティションを手動作成してから［TFDisk］を使ってパーティションにマウント
ポイントを割り当てます。
ここでは［TFDisk］を選択してインストールを進めます。

パーティションの作成
Turbolinuxのインストーラでは、Linuxシステム用パーティション［/］とSwapパ
ーティションのほかに、Linuxカーネルを格納する［/boot］パーティションの作成を
推奨しています。以下は、それにしたがって3つのパーティションを作成した例です。
まず、ハードディスクの空き領域をマウスでクリックして［パーティションの追加］

を押します。すると、ダイアログ画面が別に開かれるので、

パーティションタイプ 容量 マウントポイント
Swap マシンが搭載するメモリの1～2倍 なし
Linux ext2 64Mバイト /boot
Linux ext2 2Gバイト以上 /

の3つのパーティションを作成します。［/］パーティションには、新しく選択項目に追
加されたext3ファイルシステムを選択してみるのもおもしろいでしょう（ReiserFS
は選択できません）。このあと作成したパーティションをフォーマットします。
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9
10

ネットワークとタイムゾーンの設定
TurbolinuxをDHCPサーバからネットワーク情報を取得する環境で使う場合は、

［DHCPを使用して設定する］を、DHCPサーバのない環境で使う場合は［DHCPを
使用して設定する］のチェックをはずして、IPアドレスなどのネットワーク情報を入
力します。なお、この画面ではダイヤルアップ接続の設定はできません。
次にタイムゾーンを設定します。デフォルトでは日本時間がセットされているので、

たいていのユーザーはタイムゾーンを設定する必要はありません。［システムクロック
でUTCを使用］は世界標準時に合わせるためオプションです。Windowsなどと共存
させる場合は、このオプションをはずしておくのがよいでしょう。
Turbolinuxのインストーラでは新たにNTPを設定できるようになりました。NTP

を使ってマシンの時刻を設定する場合は、［タイムサーバー］タブをクリックして使用
するNTPサーバを入力します。

8
ブートローダLILOの設定
ブートローダLILOのインストール先を選択します。TurbolinuxをWindowsと共存
させる場合は、［LILOブートレコードをインストールする場所］に、

Windows 9x／Me /dev/hda マスターブートレコード（MBR）
Windows NT／2000 /dev/hdax ブートパーティションの最初のセクタ

をそれぞれ選択します。いずれのWindowsと共存させる場合でも、ブートディスクを
作成するために［ブートディスクを作成する］をチェックしておいてください。

ユーザーアカウントの作成
まずはLinuxの管理者用ユーザー（ログイン名はroot）のパスワードを設定します。

［rootパスワード］と［確認］に同じパスワードを入力します。［確認］欄の右側に
「確認しました」と表示されれば設定は成功しています。
次に、メールの読み書きなどを行う一般ユーザーを作成します。まずは［ユーザー

作成］タブをクリックして画面を切り替えます。［ユーザー名］に一般ユーザーのログ
イン名を入力して、［パスワード］と［パスワード（確認）］に一般ユーザー用のパス
ワードを入力します。［パスワード（確認）］の右側に「確認しました」と表示された
ら［追加］を押し、さらに［次］を押して次に進みます。

11
インストールタイプの選択
インストールするパッケージグループを選択します。各グループを選択すると、その
グループの説明が下の欄に表示されます。ここでは、［すべて］を選択してインストー
ルします。［すべて］を選択した場合は、ハードディスクを約1.3Gバイト消費します。
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12
13
14
15

モニタとXの設定
使用するモニタが自動認識されなかった場合は、リストの中からモニタを選択しま

す。使用するモニタがリストにない場合は、［メーカー］から［Generic］を選択し
て、モニタのマニュアルを参照しつつ［モデル名］から無理のない解像度のものを選
択します。また、液晶モニタの場合は［Laptop Display Panel］から選択します。
次にXを設定します。ほとんどのビデオカードは自動認識されるでしょう（画面の例
では［S3 968］と認識されています）。ひとまずインストーラが自動設定した［デス
クトップカラー］と［デスクトップサイズ］のままで、［この設定をテストする］を押
してXの表示をテストします。表示に成功したら、Turbolinuxのデスクトップ画面が
表示されるので、表示される質問に［はい］と答えてテストを終了します。テストに
失敗した場合は、［Xの設定を行わない］をチェックして、インストールを終えてから
turboxcfgを使って、じっくりとXを設定してください。
なお、［ログイン方法を選択してください］では、Xの表示テストに成功した場合の

み［グラフィック］を選択してください。［グラフィック］を選択すると、Linuxの起
動後にグラフィカルなログイン画面が表示されます。

パッパッケージインストール前の確認
［詳細情報］タブをクリックすると、ここまでの設定情報を確認できます。設定情

報を変更する場合は、［戻る］で該当画面まで戻って再設定します。［インストールの
準備ができました］で［次］を押すとパッケージインストールの確認を求めるダイア
ログが表示されます。［OK］を押してインストールを始めましょう。

パッケージのインストール
［インストールタイプの選択］で［すべて］を選択した場合は、パッケージのイン

ストールが終わるまでに、128Mバイトのメモリを搭載したAMD K6-Ⅱ/350MHz
マシンで約30分かかります。画面の下段にある［詳細を表示］を押すと、インストー
ル中のパッケージ名などより細かな情報が表示されます。
パッケージのインストールが終了すると、追加パッケージのインストールに進みます
が、本誌付録のCD-ROMには追加パッケージを収録していません。［追加パッケージ
のインストールをスキップする。］をチェックしたまま次に進みます。

ブートディスクの作成
Linuxをハードディスクから起動できなくなった場合などに備えて、レスキュー用の
フロッピーディスクを作成します。空のフロッピーディスクをセットして、［次］を押し
てください。
フロッピーディスクの作成が終わるとインストールは終わりです。［完了］を押し、
CD-ROMとフロッピーディスクを抜いてください。お疲れさまでした。
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